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序
章

第
一
節

問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

一
、
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』

寺
島
良
安
は
江
戸
中
期
に
大
阪
で
活
躍
し
て
い
た
漢
方
医
で
あ
る
。
字
は
尚
順
で
、
号
は
杏
林
堂
で
あ
る
。
御
城
入
医
師
で
、
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。
『
和
漢
三
才
図

会
』
以
外
に
、『
済
生
宝
』『
湯
液
診
療
良
方
』『
通
俗
三
才
諸
神
本
紀
』
等
の
著
作
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
絵
入
り
百
科
事
典
、
正
徳
二
年
の
「
自
序
」、
同
三
年
林
鳳
岡
ほ
か
の
「
序
」
を
も
つ
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
一
〇
五
巻
八
一
冊
は
、
明
・
王

圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
の
天
地
人
の
「
三
才
」
の
分
類
に
倣
い
、
和
漢
の
事
物
を
収
載
し
て
、
全
体
を
天
部
（
巻
一
～
六
）・
人
部
（
巻
七
～
五
三
）・
地
部
（
巻

五
四
～
一
〇
五
）
に
三
分
類
す
る
。
さ
ら
に
「
三
才
」
の
下
位
分
類
と
し
て
、
天
文
・
人
倫
か
ら
禽
獣
・
草
木
に
い
た
る
一
〇
五
の
部
類
に
分
け
、
掲
出
項
目
は
五
一
八

一
項
目
に
お
よ
ぶ
。
各
項
目
に
は
、
和
名
・
同
義
語
・
類
義
語
等
の
解
説
と
図
像
・
種
類
・
製
法
・
薬
効
等
を
記
し
、
独
自
に
日
本
の
地
理
・
歴
史
・
産
物
等
を
増
補
し

て
い
る
。

良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
自
序
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

【
本
文
】
予
聴
テ

二

師
之
教-

誨
ヲ

一

、
拳
拳
服
膺

ス

。
因
レ

茲
不
レ

顧
二

不-
敏
ヲ

一

、
執
ル

二

薬-

匙
ヲ

一

之
暇

ニ

、
渉
二

獵
和-

漢
之
黄-

巻
ヲ

一

、
夐
二

求
ス
ル
ヿ

耳-

学
口-

碑
ノ

之
者
ヲ

一

、

凡
三
十
有
余-

年
。

【
訓
読
】
予
師
の
教
誨
を
聴
き
て
、
拳
拳
服
膺
す
。
茲
に
因
り
て
不
敏
を
顧
み
ず
、
薬
匙
を
執
る
暇
に
、
和
漢
の
黄
巻
を
渉
獵
し
、
耳
学
口
碑
の
も
の
を
夐
求

す
る
こ
と
、
凡
そ
三
十
有
余
年
。

以
上
か
ら
、
良
安
は
師
の
教
誨
を
聞
き
、
医
者
に
成
る
に
は
天
文
・
地
理
・
人
事
等
宇
宙
全
般
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚
し
た
た
め
、
三
十
余
年
を
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か
け
て
和
漢
の
典
籍
を
渉
獵
し
、
資
料
を
集
め
て
、
長
年
蓄
積
さ
れ
た
知
識
に
よ
り
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
著
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
、
研
究
史
―
寺
島
良
安
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
関
す
る
先
行
研
究

寺
島
良
安
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
未
詳
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
寺
島
良
安
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
そ
の
経
歴
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

山
方
泰
治
著
『
秋
田
人
物
伝
』
は
、
良
安
は
能
代
の
船
問
屋
尾
張
屋
に
生
ま
れ
て
、
後
に
大
阪
に
行
っ
て
伊
藤
良
玄
の
門
人
に
な
っ
た
と
す
る
（1

）。
大
矢
全
節
氏
と

中
野
操
氏
は
、
と
も
に
良
安
と
そ
の
著
作
『
和
漢
三
才
図
会
』『
済
生
宝
』
の
概
要
を
紹
介
す
る
（2

）。
ま
た
、
中
野
氏
は
、
大
阪
・
生
玉
寺
町
の
浄
土
真
宗
増
福
寺
に

お
け
る
「
良
安
墓
」「
良
安
妻
墓
」
を
発
見
し
た
（3

）。
高
梨
光
司
著
『
読
書
雑
記
』
は
、
寺
島
良
安
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
紹
介
し
、「
彼
の
事
績
は
、
大
阪
郷
士
に

関
す
る
も
の
と
し
て
、
今
後
大
い
に
研
究
の
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
（4

）。
樋
口
秀
雄
氏
は
、
良
安
は
大
阪
の
人
で
あ
る
と
し
、「
良
安
の
活
動
時
期
の
下
限
は
享
保

十
七
年
な
い
し
そ
の
後
何
年
」
と
み
て
、「
寛
文
改
元
前
後
か
ら
享
保
へ
か
け
て
か
な
り
長
寿
の
人
で
あ
っ
た
」
と
推
算
し
た
（5

）。
遠
藤
鎮
雄
氏
は
、
良
安
は
大
坂
・

高
津
の
生
ま
れ
と
主
張
し
、「
恐
ら
く
寛
文
の
初
期
に
出
生
し
、
正
徳
か
ら
享
保
の
末
年
頃
ま
で
活
動
し
、
従
っ
て
古
稀
を
も
迎
い
得
た
」
と
す
る
（6

）
。
島
田
勇
雄
氏

は
、
良
安
筆
と
さ
れ
る
竜
野
御
坊
円
光
寺
旧
藏
、
現
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
『
日
本
図
』
に
「
享
保
十
二
年

丁
未
秋
九
月
吉
日

法
橋
寺
島
良
安

于
旹
七
十
四
歳

書
」
と
あ
り
、『
中
国
図
』
に
「
摂
陽
東
生
郡
大
坂

法
橋
寺
島
良
安
〈
尚
順
于
旹
七
十
四
歳
〉

享
保
十
二
年
丁
未
正
月
吉
日

図
之
書
之
」
と
あ
る
か
ら
、
良
安
の

生
年
を
逆
算
し
て
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
と
確
定
し
た
。

ま
た
、
良
安
に
関
す
る
人
物
関
係
の
研
究
も
あ
る
。
島
田
氏
は
、
良
安
の
師
で
あ
る
伊
藤
良
玄
と
和
気
仲
安
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
（7

）。
小
曽
戸
洋
氏
「
本
の

は
な
し

第
三
十
回

和
漢
三
才
図
会
―
図
解
百
科
事
典
」
は
、
医
学
史
の
立
場
か
ら
、
良
安
の
師
や
関
係
者
の
知
見
を
述
べ
た
（8

）。

こ
の
よ
う
に
、
良
安
に
は
伝
記
資
料
が
少
な
い
た
め
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
良
安
の
生
年
は
島
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
、
ま

た
そ
の
活
動
時
期
の
下
限
は
樋
口
氏
と
遠
藤
氏
に
よ
っ
て
確
定
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
島
田
氏
、
樋
口
氏
と
遠
藤
氏
の
説
に
し
た
が
い
、
良
安
の
生
没
年
を
承
応
三
年
（
一
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六
五
四
）
か
ら
享
保
末
年
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
研
究
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
刊
行
年
代
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
遠
藤
氏
は
、
初
刊
本
に
つ
い
て
、「
早
く
て
も
正
徳
五
年
の
末
、
或
は
翌
六
年
頃
は
じ
め
て
刊
本

と
成
っ
た
と
み
る
も
の
」
と
指
摘
し
た
（9

）。
樋
口
元
巳
は
遠
藤
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
、
初
刊
年
代
に
つ
い
て
、「
本
書
の
刊
行
は
早
く
と
も
正
徳
六
年
な

い
し
は
享
保
元
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
（10

）。

第
二
に
、
博
物
学
と
百
科
事
典
の
視
点
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
の
構
成
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
伊
藤
真
実
子
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
つ
い
て
、「
寺

島
は
、
原
著
か
ら
新
た
に
分
類
を
立
て
直
す
の
で
は
な
く
、
順
序
は
少
し
異
な
る
も
の
の
三
才
の
分
類
の
上
に
た
ち
、
さ
ら
に
日
本
に
関
す
る
項
目
を
増
や
す
こ
と
で
日

本
版
と
し
た
」
と
指
摘
し
た
（11

）
。
勝
又
基
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
立
項
と
図
像
化
の
問
題
を
取
り
上
げ
、「
項
目
の
選
択
に
つ
い
て
『
三
才
図
会
』
を
踏
襲
し

て
い
る
が
、
形
式
に
つ
い
て
は
『
訓
蒙
図
彙
』
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
」
と
述
べ
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
知
識
を
図
像
化
し
て
き

た
か
を
論
じ
た
（12

）
。
杉
本
つ
と
む
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
出
現
と
背
景
、
寺
島
良
安
の
思
想
と
表
現
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
構
想
と
方
法
、『
和
漢
三
才
図
会
』

と
『
三
才
図
会
』
の
比
較
等
を
論
じ
た
（13

）。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
対
外
意
識
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
竹
島
淳
夫
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
記
録
さ
れ
た
異
国
・
異
国
人
を
三
つ
に
分
類
し

て
そ
の
記
述
の
出
典
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
（14

）。
位
田
絵
美
氏
は
、
異
文
化
接
触
・
理
解
の
面
か
ら
、『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
記
述
比
較
を
中
心

に
、
江
戸
期
の
対
外
情
報
の
収
集
状
況
を
考
察
し
た
（15

）
。
ま
た
、
位
田
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
巻
十
三
・
十
四
に
収
録
さ
れ
る
異
国
情
報
の
紹
介
も
し
た
（16

）
。

久
能
清
香
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
異
国
記
述
に
注
目
し
て
、
当
時
の
世
界
認
識
を
考
察
し
た
（17

）。

第
四
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
本
文
の
出
典
研
究
で
あ
る
。
島
田
勇
雄
氏
は
、「
良
安
は
一
般
に
す
ぐ
れ
た
粉
本
に
依
拠
し
、
そ
れ
を
自
説
と
す
る
傾
向
を
有
す
る
」

と
指
摘
し
た
（18

）。
樋
口
元
巳
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
地
理
部
は
『
国
花
万
葉
記
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
引
用
手
法
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た

（19

）。
倉
員
正
江
氏
は
、
巻
十
三
「
異
国
人
物
」
の
「
朝
鮮
」
の
項
目
に
注
目
し
て
、
本
文
に
は
「
見
于
東
国
通
鑑
」
と
出
典
を
明
記
し
た
が
、
実
は
そ
の
記
述
の
出
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典
は
軍
書
『
九
州
記
』
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（20

）。

第
五
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
収
録
し
て
い
る
語
彙
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
田
龍
博
氏
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
も
ろ
し
」
の
語
彙
に
つ
い
て
考
察

し
た
（21

）。
安
田
章
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
記
載
し
た
朝
鮮
国
語
を
分
析
し
た
（22

）。

第
六
に
、
本
草
学
の
面
か
ら
の
研
究
で
あ
る
。
白
井
秀
明
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
植
物
の
「
毒
草
」
類
に
注
目
し
、
有
毒
植
物
も
適
量
に
用
い
る
と
き
は
起
死

回
生
の
妙
薬
と
な
る
点
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
薬
用
植
物
の
取
り
上
げ
方
と
い
う
現
代
的
視
点
の
問
題
意
識
か
ら
、「
毒
草
」
類
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
た
（23

）。

特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
四
月
二
九
日
に
、
南
方
熊
楠
顕
彰
館
で
「
和
漢
三
才
図
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、『K

U
M

A
G

U
SU

W
O

R
K

S

』

第44

号
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
が
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
小
峯
和
明
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
南
方
熊
楠
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え

た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
中
日
の
類
書
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
鈴
木
広
光
氏
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が

人
間
を
ど
う
分
類
し
、
記
述
し
て
、「
人
物
」
の
項
に
収
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
ま
た
、
小
峯
和
明
氏
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
氏
、
鈴
木
広
光
氏
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
本
草
書
の
関
係
、
百
科
事
典
の
時
代
の
中
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
等
の
面
か
ら
意
見
を
述
べ
た
（24

）。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
同
年
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
氏
は
『
集
と
断
片
：
類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
編
纂
意
図
、「
和
漢
」
と
「
図

会
」
の
意
味
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
天
部
の
「
天
文
」「
二
十
八
星
宿
」「
天
象
」
と
い
う
範
囲
で
そ
の
出
典
を
調
査
し
て
、「
中
国
の
古
典
か
ら
の
直
接

な
引
用
よ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
や
は
り
類
書
類
を
出
典
と
す
る
箇
所
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
最
大
の
特
徴
の

一
つ
」
と
し
て
、「
尾
之
巻
」
の
「
小
目
録
」
の
分
類
方
法
の
意
義
を
強
調
し
た
（25
）。

『
和
漢
三
才
図
会
』
を
対
象
と
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
が
、
な
お
、『
本
草
綱
目
』
と
の
詳
細
な
出
典
関
係
の
研
究
は
ほ
ぼ
手
つ
か
ず
の
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
類
と
配
列
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。



- 5 -

三
、
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
明
・
万
歴
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
）
刊
王
圻
・
王
思
義
撰
『
三
才
図
会
』
に
倣
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
両
書
の
分
類
と
部

立
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（2

6

）。
そ
の
分
類
と
部
立
は
ど
の
よ
う
な
先
行
文
献
に
よ
っ
た
の
か
は
ま
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。

ま
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
（
略
称
・
撰
者
名
等
を
含
む
）
は
、
九
六
八
種
に
お
よ
ぶ
（2

7

）。
そ
の
う
ち
、
引
用
回
数
が
一
番
多
い
の
は
『
本
草
綱
目
』

で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』
に
拠
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
詳
細
な
出
典
研
究
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

次
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
分
類
と
配
列
の
意
識
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
類
と
配
列
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。『
和

漢
三
才
図
会
』
の
部
立
を
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
一
致
す
る
も
の
が
多
々
見
い
だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の

部
立
を
改
変
・
統
合
・
細
分
化
し
た
り
、
部
立
な
か
の
項
目
に
つ
い
て
も
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
し
な
い
配
列
も
少
な
く
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
研
究
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
を
対
象
と
し
て
、
出
典
論
と
分
類
論
と
い
う
二
つ
の
方
法
を
採
用
し
、
特
に
『
本
草
綱
目
』
と
の
関
係
に
着
目
し
、

和
漢
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
研
究
を
行
う
。
具
体
的
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
を
悉
皆
調
査
し
、『
本
草
綱
目
』
の
構
成
と
本
文
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
つ
つ
、
独
自
の
分
類
意
識
を
樹
立
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
『
本
草
綱
目
』
受
容
の
具
体
相
を
究
明
す
る
。

ま
た
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
植
物
部
の
分
類
が
、『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
基
づ
く
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の

分
類
を
継
承
し
な
が
ら
、
改
変
し
た
り
、
合
併
し
た
り
、
細
分
化
し
た
り
、
項
目
の
配
列
順
を
変
更
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

さ
ら
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
独
自
の
分
類
と
配
列
に
つ
い
て
分
析
し
、『
本
草
綱
目
』
を
出
典
と
す
る
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
類
体
系
と
配
列
意
識
の
特
徴
お
よ
び
独

自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。



- 6 -

注（
１
）
山
方
泰
治
『
秋
田
人
物
伝
』（
秋
田
人
物
伝
発
行
所
、
一
九
二
三
年
四
月
）。

（
２
）
大
矢
全
節
「
碩
学
寺
島
良
安
先
生
の
こ
と
ど
も
」（
『
医
譚
』、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
、
一
九
三
九
年
七
月
）、
中
野
操
「
経
歴
不
明
の
碩
学
・
寺
島
良
安
」（『
大

阪
医
学
風
土
記
』、
杏
林
温
故
会
、
一
九
五
九
年
十
月
）。

（
３
）
注
（
２
）
の
前
掲
書
。

（
４
）
高
梨
光
司
『
読
書
雑
記
』（
カ
ズ
オ
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月
）。

（
５
）
樋
口
秀
雄
「
寺
島
良
安
と
『
和
漢
三
才
図
会
』」（
『
和
漢
三
才
図
会
』、
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
三
月
）。

（
６
）
遠
藤
鎮
雄
「
解
説
―
寺
島
良
安
・
和
漢
三
才
図
会
考
―
」（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第29

巻
』、
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
八
月
）。

（
７
）
島
田
勇
雄
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
解
説
」（
『
和
漢
三
才
図
会2

』（
東
洋
文
庫451

）、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
十
一
月
）。

（
８
）
小
曽
戸
洋
「
本
の
は
な
し

第
三
十
回

和
漢
三
才
図
会
―
図
解
百
科
事
典
」（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
月
報94

』、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

（
９
）
注
（
６
）
の
前
掲
書
。

（
１
０
）
樋
口
元
巳
「
各
部
解
説
」（
『
和
漢
三
才
図
会13

』（
東
洋
文
庫505
）、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
七
月
）。

（
１
１
）
伊
藤
真
実
子
「
１
９
世
紀
日
本
の
知
の
潮
流
―
江
戸
後
期
～
明
治
初
期
の
百
科
事
典
、
博
物
学
、
博
覧
会
―
」（
『19

世
紀
研
究
』、19

世
紀
学
学
会
、
二
〇

一
二
年
三
月
）。

（
１
２
）
勝
又
基
「
絵
入
り
百
科
事
典
の
工
夫
―
『
訓
蒙
図
彙
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
－
」（
『
浸
透
す
る
教
養
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）。
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（
１
３
）
杉
本
つ
と
む
『
杉
本
つ
と
む
著
作
選
集7

辞
書
・
事
典
の
研
究
Ⅱ
』（
八
坂
書
房

一
九
九
九
年
三
月
）。

（
１
４
）
竹
島
淳
夫
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
見
る
異
国
・
異
国
人
」（
『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』、
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
十
月
）。

（
１
５
）
位
田
絵
美
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
み
る
対
外
認
識
―
中
国
の
『
三
才
図
会
』
か
ら
日
本
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
へ
―
」（
『
歴
史
評
論
』(

通
号592)

、
歴
史

科
学
協
議
会
、
一
九
九
九
年
八
月
）。

（
１
６
）
位
田
絵
美
「
世
界
を
知
る
入
門
書
『
和
漢
三
才
図
会
』（
特
集

世
界
の
な
か
の
江
戸JA

PA
N

）
」（
『
歴
史
読
本55

（11

）』(

通
号857

)

、
新
人
物
往
来
社
、

二
〇
一
〇
年
十
一
月
）。

（
１
７
）
久
能
清
香
「
近
世
の
世
界
観
―
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
の
考
察
―
」（
『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌

(37)

』、
広
島
女
学
院
大
学
日

本
文
学
会
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）。

（
１
８
）
注
（
７
）
の
前
掲
書
。

（
１
９
）
樋
口
元
巳
「『
和
漢
三
才
図
会
』
地
理
部
の
粉
本
」（『
神
戸
商
船
大
学
紀
要

第1

類
、
文
科
論
集
』
、
神
戸
商
船
大
学
図
書
館
委
員
会
、
一
九
八
六
年
七
月
）。

（
２
０
）
倉
員
正
江
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
第
十
三
「
秀
吉
公
征
朝
鮮
」
記
事
の
典
拠
と
加
藤
清
正
像
―
『
九
州
記
』
か
ら
白
石
・
徂
徠
・
元
重
挙
・
山
陽
に
及
ぶ
―
」

（
『
国
語
と
国
文
学
』、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
七
年
一
月
）。

（
２
１
）
田
龍
博
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
語
彙
―
「
も
ろ
し
」
の
意
義
」（
『
島
大
言
語
文
化
、
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
』.

言
語
文
化
学
科/

島
根
大
学
法
文
学
部
、

二
〇
一
二
年
三
月
）。

（
２
２
）
安
田
章
『
国
語
史
研
究
の
構
想
』（
株
式
会
社

三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）。

（
２
３
）
白
井
秀
明
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
植
物
」（
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集
『
近
世
Ⅰ
』
』、
学
術
文
献
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
二
月
）。

（
２
４
）『
熊
楠W

O
R

K
S

（44

）
』（
南
方
熊
楠
顕
彰
会
、
二
〇
一
四
年
十
月
）。

（
２
５
）
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
『
近
世
日
本
の
百
科
思
想
の
芽
生
え
―
和
漢
三
才
図
会
の
構
成
と
出
典
の
一
考
察
―
』（
『
集
と
断
片
：
類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』
、
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勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）。

（
２
６
）
注
（
１
３
）
の
前
掲
書
。

（
２
７
）
拙
稿
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
」（
『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
十
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

第
二
節

本
研
究
の
方
法
と
構
成

一
、
研
究
方
法

本
論
文
は
、
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
対
象
と
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
依
拠
す
る
『
本
草
綱
目
』
の
構
成
と
本
文
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
植
物
部
の
成
立
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
の
方
法
と
し
て
、
清
朝
考
証
学
の
系
譜
を
引
く
和
漢
比
較
文
学
の
「
出
典
論
」
の
方
法
を
用

い
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
一
字
一
句
に
い
た
る
ま
で
詳
細
に
比
較
検
討
し
、
実
証
的
な
文
献
学
の
研
究
を
め
ざ
す
。

具
体
的
な
論
の
展
開
に
際
し
て
は
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
の
出
典
研
究
と
、
相
田
満
氏
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
理
論
を
敷
延
し
た
。
藏
中
し
の
ぶ
氏
は
、
古
代
の
金
石
文
・
高
僧
伝

を
中
心
に
、
①
出
典
論
（
通
時
的
・
時
間
的
な
タ
テ
の
知
的
体
系
の
継
承
関
係
論
）
と
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
（
共
時
的
・
空
間
的
な
ヨ
コ
の
人
的
関
係
論
）
と
い
う
二
つ

の
視
座
か
ら
、「
大
安
寺
文
化
圏
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
、
日
本
古
代
の
「
伝
」
の
生
成
と
そ
の
基
盤
を
解
明
し
て
い
る
（1

）。
相
田
氏
は
、
事
物
を
「
類
」（
近
似
す

る
も
の
）
概
念
で
集
積
し
、
整
理
・
体
系
化
し
た
類
書
や
辞
典
類
な
ど
の
和
漢
古
典
籍
を
「
類
聚
編
纂
物
」
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
分
類
と
配
列
、
さ
ら
に
は
分
類
体
系

を
分
析
し
た
（2

）。

本
論
文
は
、
ま
ず
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
書
誌
学
的
研
究
、
本
文
研
究
を
主
眼
と
し
、
主
た
る
典
拠
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
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の
動
植
物
部
の
部
立
・
配
列
と
い
っ
た
構
成
、
掲
出
語
の
分
類
意
識
を
解
明
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
植
物
部
が
ど
の
よ
う
に
『
本
草
綱
目
』
を
継
承
・
改
変
し
た

の
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
百
科
事
典
と
し
て
の
編
纂
手
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
論
文
の
構
成

本
論
文
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
と
す
る
。

序
章
は
次
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。

第
一
に
、「
問
題
の
所
在
と
本
研
究
の
意
義
」
で
あ
る
。
本
研
究
の
研
究
対
象
『
和
漢
三
才
図
会
』『
本
草
綱
目
』
の
概
略
を
述
べ
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
関
す
る
従

来
の
研
究
史
を
整
理
す
る
。

第
二
に
、「
本
研
究
の
方
法
と
構
成
」
で
あ
る
。
本
論
文
で
用
い
た
研
究
の
方
法
で
あ
る
出
典
論
と
オ
ン
ト
ロ
ジ
に
つ
い
て
説
明
し
、
本
論
文
の
構
成
を
述
べ
る
。

第
一
章
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
成
立
」
は
三
節
か
ら
成
る
。

第
一
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
つ
い
て
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
書
誌
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
述
べ
る
。
ま
た
、『
三
才
図
会
』
か
ら
ど
の
よ
う
に
『
和

漢
三
才
図
会
』
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
の
か
、
両
書
の
相
違
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
分
析
し
た
。
ま
ず
、
両
書
は
と
も
に
天
地
人
の
「
三
才
」
の
森
羅
万
象
を
網
羅

す
る
が
、
全
体
の
概
念
階
層
、
及
び
「
天
」「
地
」「
人
」
の
概
念
、
範
疇
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
ま
た
、
両
書
の
分
類
の
意
識
と
部
立
の
配
列
も
異
な
る
。
さ
ら
に
、
両

書
は
同
じ
く
図
を
重
視
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
が
、
図
の
位
置
と
項
目
の
配
置
は
一
致
し
て
い
な
い
。

第
二
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
」
で
は
、
第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
九
六
八
種
を
悉
皆
調
査
し
て
作
成
し
た
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用

書
目
一
覧
」
を
示
す
。
引
用
書
目
に
は
漢
籍
が
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
、
そ
の
う
ち
本
草
書
や
医
書
が
最
も
多
く
、
史
書
・
地
誌
も
少
な
く
な
い
。
第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
所

引
『
本
草
綱
目
』
に
つ
い
て
分
析
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
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第
三
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
」
で
は
、『
本
草
綱
目
』
の
成
立
と
出
版
状
況
、
日
本
伝
来
後
の
流
布
状
況
及
び
和
刻
本
の
出
版
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
比
較
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
に
一
致
す
る
部
立
で
あ
る
。
次
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。

（
一
）『
本
草
綱
目
』
の
部
立
と
そ
の
下
位
項
目
を
全
部
援
用
す
る
も
の
。

（
二
）『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
採
用
し
、
下
位
項
目
を
す
べ
て
入
れ
替
え
た
も
の
。

（
三
）
部
立
の
下
位
項
目
を
援
用
す
る
が
、
部
立
を
変
更
す
る
も
の
。

第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
統
合
し
た
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
複
数
の
部
立
を
一
つ
に
統
合
し
た
も

の
で
あ
る
。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
細
分
化
し
た
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
一
つ
の
部
立
を
い
く
つ
か
の
部
立

に
細
か
く
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
成
立
」
は
二
節
か
ら
成
る
。

第
一
節
「
「
葷
菜
」
類
か
ら
「
葷
草
」
類
へ
」
で
は
、
ま
ず
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
項
目
を
比
較
し
、『
和
漢
三
才

図
会
』「
葷
草
」
類
の
三
八
項
目
の
う
ち
、
三
一
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
に
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
項
目
の
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、『
和
漢
三
才

図
会
』「
葷
草
」
類
の
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
を
下
敷
き
と
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
次
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷

草
」
類
が
削
除
し
た
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
「
五
辛
菜
」「
茖
葱
」「
草
豉
」
の
三
つ
の
項
目
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
項
目
は
、
分
類
意
識
の
違
い
に
よ

っ
て
ほ
か
の
部
類
に
配
置
さ
れ
、
或
は
、
日
本
で
は
存
在
し
な
い
た
め
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
。
さ
ら
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
項
目
の
配
列
は

『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
配
列
順
を
継
承
し
な
が
ら
、
作
者
の
配
列
意
識
に
よ
っ
て
順
番
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
。
順
番
の
入
れ
替
え
に
よ
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』

「
葷
草
」
類
に
新
し
く
分
類
が
見
え
て
き
た
こ
と
を
論
じ
る
。
こ
れ
は
作
者
寺
島
良
安
が
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、
項
目
の
形
状
の
類
似
性
に
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よ
っ
て
新
し
く
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
が
独
自
に
立
て
た
「
分
葱
」・
「
厶
」・

「
野
蜀
葵
」・
「
阿
之
太
婆
」・
「
伊
乃
牟
止
」・
「
煙

草
」・
「
山
葵
」
の
七
つ
の
項
目
を
整
理
す
る
。
こ
の
七
つ
の
項
目
も
作
者
の
形
状
に
よ
る
分
類
方
法
に
よ
っ
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

第
二
節
「
「
葷
草
」
類
に
お
け
る
「
煙
草
」
と
「
山
葵
」
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
増
補
し
た
「
煙
草
」
と
「
山
葵
」
の
二
項
目
の
由
来
を
検
討
し
、『
本
朝
食
鑑
』

『
大
和
本
草
』
に
該
当
す
る
項
目
の
本
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
良
安
は
『
本
朝
食
鑑
』『
大
和
本
草
』
を
参
看
し
て
項
目
を
増
補
し
た
可
能
性
を
論
じ
た
。

第
三
章
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
形
成
」
は
、
四
節
か
ら
成
る
。

第
一
節
「『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
と
『
本
草
綱
目
』」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
構
成
と
配
列
を
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水

菜
」
類
と
比
較
し
、『
本
草
綱
目
』
が
「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
を
立
て
た
の
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
水
草
」
類
だ
け
を
立
て
、『
本
草
綱

目
』「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
を
統
合
し
、「
水
草
」
類
の
下
位
分
類
と
し
て
ま
た
「
水
草
」・
「
藻
」
類
・
「
苔
」
類
を
立
て
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
・
「
苔
草
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
位
分
類
で
あ
る
「
水
草
」・
「
藻
類
」・
「
苔
類
」
の
対
応
関
係
を
検
討
す

る
。
さ
ら
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
生
態
環
境
に
よ
っ
て
、
河
・
湖
に
生
え
る
草
、
海
に
生
え
る
草
、
水
・
石
・
瓦
・
墻
・
地
に
生
え
る
苔
衣
の
よ
う
に
優
先
順
位
を

決
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
と
本

文
を
比
較
し
た
結
果
、
十
九
項
目
の
う
ち
十
六
項
目
が
一
致
す
る
が
、
一
致
し
な
い
も
の
は
『
本
草
綱
目
』
を
出
典
と
し
な
い
こ
と
、
日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
て
作
者
が

項
目
を
増
補
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
配
列
順
を
改
変
せ
ず
に
継
承
し
て
、
最
後
に
日
本
の

も
の
を
増
補
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」

類
・
「
水
菜
」
類
の
項
目
と
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
二
十
項
目
の
う
ち
六
項
目
が
「
水
草
」
類
に
一
致
し
、
五
項
目
は
「
水
菜
」
類
に
一
致
す
る
が
、
一
致
し
な
い
も
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の
は
『
本
草
綱
目
』
を
出
典
と
し
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
」
類
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
の
項
目
を
採
用
し
統
合

し
た
が
、
そ
の
配
列
は
『
本
草
綱
目
』
の
ま
ま
で
は
な
く
、
新
し
い
分
類
意
識
に
よ
っ
て
入
れ
替
え
た
の
で
あ
る
。
同
じ
海
に
生
え
る
草
と
し
て
、
種
類
に
よ
っ
て
、
ま

た
下
位
分
類
し
て
表
面
に
現
れ
な
い
「
藻
」・
「
苔
」・
「
昆
布
、
海
帯
」
を
分
類
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
新
し
く
増
補
し
た
九
項
目
も
こ
の
下
位
分
類
に
よ
っ

て
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
」
類
が
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
の
項
目
を
採
用
し
統
合
し
た
こ
と
と
『
和
漢
三

才
図
会
』「
水
草
」
類
が
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
を
統
合
し
た
こ
と
の
関
連
性
を
分
析
す
る
。

第
四
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
苔
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
の
項
目
と
本

文
を
比
較
し
た
結
果
、
十
七
項
目
の
う
ち
十
六
項
目
が
「
苔
草
」
類
に
一
致
す
る
が
、
一
致
し
な
い
項
目
は
出
典
が
な
く
寺
島
良
安
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
苔
」
類
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
の
配
列
順
を
継
承
し
な
が
ら
、
最
後
に
日
本
の
も
の
を
増
補
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
見
る
概
念
の
細
分
化
」
は
、
四
節
か
ら
成
る
。

第
一
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
と
『
本
草
綱
目
』
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
の
構
成
と
配
列
を
『
本
草
綱
目
』「
鱗
」
部
の
「
魚
」
類
・
「
無
鱗
魚
」

類
と
比
較
し
、『
本
草
綱
目
』
が
「
鱗
」
部
の
下
の
一
部
分
と
し
て
「
魚
」
類
・
「
無
鱗
魚
」
類
を
立
て
た
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
魚
」
部
を
立
て
、
下
に

さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
、「
無
鱗
魚
」
類
を
「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
、「
魚
」
類
を
「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
分
け
た
こ
と
を
指

摘
す
る
。
同
時
代
の
学
者
貝
原
益
軒
、
人
見
必
大
等
の
人
の
説
を
分
析
し
つ
つ
、「
魚
」
に
対
す
る
細
分
化
の
時
代
の
必
要
性
を
論
じ
る
。

第
二
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』

「
魚
」
類
の
項
目
を
比
較
し
た
結
果
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
二
十
六
項
目
の
う
ち
十
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
一
致
す
る
が
、
九
項
目
は

『
本
草
綱
目
』
以
外
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
作
者
が
魚
の
形
状
に
よ
っ
て
項
目
を
新
し
く
増
補
し
配
列
し
た
こ
と
を
明
か
に
す
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有

鱗
魚
」
類
四
十
八
項
目
の
う
ち
十
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
一
致
す
る
が
、
独
自
に
新
し
く
三
十
八
項
目
を
増
補
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は

『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
の
採
用
が
多
い
。「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
は
『
本
草
綱
目
』
に
依
存
せ
ず
、
作
者
が
独
自
に
形
状
に
よ
る
分
類
方
法
に
よ
っ
て
配
置
し
て
、
項
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目
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
節
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』

「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
九
項
目
の
う
ち
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
し
、
二

項
目
は
『
本
草
綱
目
』
以
外
か
ら
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
作
者
が
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
順
を
全
部
入
れ
替
え
、
魚
の
大
き
さ
と
形
状
に
よ
っ
て
新
し
く
配
置
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
の
採
用
も
多
い
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
四
十
三
項
目
の
う
ち
二
十
四
項
目

は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
し
、
十
九
項
目
は
新
し
く
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
は
種
類
と
形
に
よ
っ
て
分
類

し
配
置
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
節
「
「
無
鱗
」
と
「
有
鱗
」」
で
は
、『
本
草
綱
目
』
で
は
「
無
鱗
魚
」
類
と
さ
れ
た
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
有
鱗
魚
」
に
配
列
さ
れ
て
、『
本
草
綱
目
』

で
は
「
有
鱗
魚
」
類
と
さ
れ
た
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
無
鱗
魚
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
本
文
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
寺
島
良
安
が
『
本
草
綱
目
』

の
内
容
の
判
定
に
よ
っ
て
「
有
鱗
」「
無
鱗
」
の
違
い
を
生
じ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。

終
章
は
、
つ
ぎ
の
二
節
か
ら
成
る
。

第
一
節
「
結
論
」
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
植
物
部
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』

の
部
立
を
継
承
し
な
が
ら
、
部
立
の
名
称
を
変
え
た
り
、
統
合
し
た
り
、
細
分
化
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
作
者
寺
島
良
安
の
分
類
意
識
と
配
列
意
識
に
よ
る

改
編
で
あ
る
。「
和
漢
」
の
事
物
を
百
科
事
典
に
編
纂
す
る
に
際
し
て
、
こ
の
よ
う
な
改
編
は
必
要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
二
節
「
今
後
の
課
題
」
で
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
動
植
物
以
外
の
部
立
の
出
典
と
内
部
の
構
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
の
ち
の
書
物
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
究
明
し
て
い
き
た
い
。

注
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（
１
）
藏
中
し
の
ぶ
『
奈
良
朝
漢
詩
文
の
比
較
文
学
的
研
究
』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
七
月
、
翰
林
書
房
）。
同
「
渡
来
僧
と
大
安
寺
文
化
圏
―
新
羅
僧
・
元
暁
と
淡
海
三

船
―
」（
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
四
号
、
勉
誠
出
版
、
一
九
八
四
年
十
月
）。
同
「
古
代
寺
院
に
お
け
る
「
伝
」
と
「
像
」
の
制
作
活
動
―
長
安
と
平
城
京
の
諸
寺
院
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
」（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
七
〇
五
号
、
二
〇
一
七
年
）
。
同
氏
編
『
古
代
の
文
化
圏
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
二
〇
一
七
年
十
月
、
竹
林
舎
）
等
。

（
２
）
相
田
満
『
時
空
間
と
オ
ン
ト
ロ
ジ
で
見
る
和
漢
古
典
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
同
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年

二
月
）。
同
「
和
漢
階
層
語
彙
オ
ン
ト
ロ
ジ
の
蓄
積
・
検
証
・
活
用
―
そ
の
問
題
点
と
可
能
性
―
」
（
『
情
報
処
理
学
会
論
文
集

じ
ん
も
ん
こ
ん
二
〇
〇
六
』
第
十

七
号
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）。
同
氏
に
よ
る
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
四
月
～
二
〇
一
一
年
三
月
の
「
和
漢
古
典
学

の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
応
用
」、
二
〇
一
一
年
四
月
～
二
〇
一
六
年
三
月
の
「
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
モ
デ
ル
の
高
次
・
具
現
化
」
等
が
あ
る
。
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第
一
章

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
成
立

第
一
節

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
つ
い
て

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
書
誌

良
安
は
三
十
余
年
を
か
け
て
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
完
成
し
た
が
、
諸
版
本
に
後
刷
の
文
政
七
年
版
以
外
に
、
全
部
刊
記
が
な
い
た
め
、
そ
の
刊
行
年
代
は
不
明
で
あ

る
。無

刊
記
の
版
本
は
、
奥
付
に
よ
っ
て
、
ま
ず
三
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
杏
林
堂
藏
版
。

奥
付
に
「
大
阪
高
津
宮
北

杏
林
堂

藏
版
全
部
百
五
巻

彫
刻

大
阪
心
斎
橋
筋
淡
路
町

嶝
口
太
兵
衛
尉
定
次
」
と
あ
る
。

二
、
五
書
肆
版

奥
付
に
「
書
肆

岡
田
三
郎
右
衛
門

鳥
餅
市
兵
衛

渋
川
清
右
衛
門

松
村
九
兵
衛

大
野
木
市
兵
衛
」
と
あ
る
。

三
、
奥
付
の
な
い
版
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
首
巻
と
百
五
巻
の
末
に
、
以
下
の
「
序
」
と
「
自
序
」
等
が
あ
る
。

①
正
徳
三
年
春
三
月
下
旬

朝
散
大
夫
大
学
頭
藤
原
信
篤
識

序

②
正
徳
癸
已
之
年
孟
夏
下
澣

前
大
医
令
和
気
伯
雄
甫
書

序

③
正
徳
二
壬
辰
歳
五
月
上
浣
法
橋
寺
島
良
安
書
於
浪
華
杏
林
堂

自
序
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④
正
徳
癸
已
陽
月
中
旬
日

正
三
位
大
藏
卿
清
原
宣
通
誌

後
序

⑤
正
徳
乙
未
秋
日

難
下
起
雲
閣
主

追
加

⑥
奥
付

序
文
、
自
序
、
後
序
、
追
加
の
年
号
か
ら
、
刊
行
年
代
を
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
と
さ
れ
た
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
と
さ
れ
た
り
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）

と
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
定
説
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

樋
口
元
巳
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
諸
版
に
こ
れ
ら
序
と
追
加
等
の
位
置
の
違
い
及
び
有
無
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
本
文
の
異
同
と
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に
表
１
の
よ
う
に
分

類
で
き
る
。
表
１
は
樋
口
元
巳
氏
の
論
文
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
（1

）。
諸
版
の
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
樋
口
氏
の
論
文
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
樋
口
元
巳
氏
の
論
文
に
、
次
の
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

中
尾
松
泉
堂
主
人
中
尾
堅
一
郎
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
古
書
肆
界
で
伝
承
で
は
、
杏
林
堂
藏
版
と
五
書
肆
版
、
あ
る
い
は
初
刷
と
後
刷
と
の
区
別
は
、
巻
二
十
二

の
刑
罰
の
斬
罪
・
梟
首
・
磔
の
図
の
有
無
が
一
つ
の
基
準
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（2

）。

表
１
に
も
、
巻
二
十
二
の
刑
罰
の
斬
罪
・
梟
首
・
磔
の
図
の
有
無
を
示
し
た
。

表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
諸
版
本
の
分
類

版
本

杏
一

杏
二

杏
三

杏
四

五
書
一

五
書
二

五
書
三

無
刊
一

無
刊
二

無
刊
三

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

藤
原
信
篤
序

首
巻

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序

和
気
伯
雄
序
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自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

自
序

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

凡
例

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

目
録

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

百
五
巻
末

奥
付

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

後
序
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

追
加
（
跋
）

後
序
（
跋
）

奥
付

奥
付

奥
付

奥
付

奥
付

奥
付

刑
罰
の
図

○

○

○

○

×
×

×

○

×
×

奥
付
の
な
い
三
種
類
の
版
本
は
い
ず
れ
も
翻
刻
し
た
も
の
で
、
原
本
に
奥
付
は
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

従
来
杏
林
堂
藏
版
が
初
刊
で
家
藏
版
と
さ
れ
、、
五
書
肆
版
は
後
刷
で
再
刊
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
藤
鎮
雄
氏
に
よ
る
と
、「
早
く
て
も
正
徳
五
年
の
末
、
或
は

翌
六
年
頃
は
じ
め
て
刊
本
と
成
っ
た
と
み
る
も
の
」
で
あ
る
（3

）。
樋
口
氏
は
遠
藤
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
、「
本
書
の
刊
行
は
早
く
と
も
正

徳
六
年
な
い
し
は
享
保
元
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
（4

）。
ま
た
、
本
書
が
上
梓
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
遠
藤
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

す
な
わ
ち
正
徳
二
年
五
月
に
稿
本
が
成
っ
て
自
序
も
付
し
、
翌
三
年
三
月
に
林
信
篤
、
つ
い
で
四
月
に
和
気
伯
雄
、
そ
し
て
、
十
月
に
は
清
原
宣
通
か
ら
、
そ
れ
ぞ
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れ
序
を
貰
い
、
以
後
出
版
準
備
の
中
で
更
に
推
敲
を
重
ね
（
版
下
作
業
と
並
行
し
た
か
も
し
れ
な
い
）
、
刊
行
ま
ぎ
わ
の
（
或
は
版
下
完
成
時
の
）
正
徳
五
年
の
秋
、

起
雲
閣
主
か
ら
ま
た
急
ぎ
抜
を
乞
い
（5

）。

そ
し
て
、
諸
版
本
の
刊
行
に
つ
い
て
、
樋
口
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

最
初
杏
林
堂
藏
版
と
し
て
出
版
さ
れ
、
再
版
に
当
っ
て
か
な
り
大
幅
に
修
正
が
加
え
ら
れ
（
杏
二
）、
更
に
細
か
い
補
正
が
あ
っ
た
（
杏
二
、
三
）
の
ち
、
版
権
が

杏
林
堂
か
ら
五
書
肆
に
実
質
上
移
行
し
、
杏
林
堂
蔵
版
と
同
内
容
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
巻
二
十
二
の
挿
絵
が
削
除
さ
れ
、
更
に
巻
六
の
天
文
の
記
事
が

差
し
替
え
ら
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
つ
の
跋
も
そ
の
間
で
種
々
に
取
り
扱
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
五
書
肆
版
は
享
保
以
後
の
刊

と
な
る
。
奥
付
の
な
い
版
は
さ
ら
に
新
し
い
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
（6

）。

ま
た
、
樋
口
氏
は
享
保
八
年
の
序
を
も
つ
良
安
の
著
作
『
通
俗
三
才
諸
神
本
紀
』
の
奥
付
か
ら
、
そ
の
版
権
は
杏
林
堂
に
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
、
ま
た
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
仮
説
を
出
し
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
も
大
部
の
も
の
ゆ
え
、
最
初
か
ら
五
書
肆
に
販
売
権
が
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
憶
測
を
重
ね
ば
、
享
保
十
四
年
（
良
安
七
十
六

歳
に
あ
た
る
）
に
至
っ
て
も
、
異
な
る
書
物
な
が
ら
も
「
杏
林
堂
蔵
判
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
も
依
然
と
し
て
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
版
権
を
も
所
有
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
五
書
肆
版
は
享
保
の
末
年
以
後
（
享
保
は
二
十
一
年
ま
で
）
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
（7

）。

本
論
文
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
収
杏
林
堂
藏
版
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。
異
文
の
あ
る
場
合
は
諸
版
本
を
参
照
す
る
。

附
表
一
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
作
っ
た
「
現
存
す
る
『
和
漢
三
才
図
会
』
版
本
書
目
集
覧
」
で
あ
る
。
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二
、『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』

寺
島
良
安
が
「
自
序
」
に
、

概

擬
二

王-
氏

ノ

三
才
図-

会
ニ

一

也
。（
概
ね
王
氏
の
『
三
才
図
会
』
に
擬
ふ
な
り
。）

ム
子
ナ
ソ
ラ
フ

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
明
・
王
圻
、
王
思
義
父
子
撰
『
三
才
図
会
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
て
い
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
が
、『
三
才
図
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
類
書
・
古
辞
書
の
類
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
を
形
態
と
構
成
の
上
か
ら
解
明
す
る
た
め
、
ま

ず
、『
三
才
図
会
』
と
の
違
い
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

『
三
才
図
会
』
は
明
代
に
王
圻
、
王
思
義
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
私
撰
類
書
で
あ
る
。
中
国
で
は
類
書
の
編
纂
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
明
代
に
至
っ
て
発

展
期
を
迎
え
た
。
明
代
二
七
〇
余
年
の
間
に
、
官
修
類
書
『
永
楽
大
典
』
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
類
書
が
編
纂
さ
れ
た
。『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
と
、
明
代
の

類
書
と
し
て
著
録
は
十
三
部
、
存
目
は
百
二
十
部
以
上
を
数
え
る
（7

）。
ま
た
、『
中
国
古
籍
総
目
』
に
は
、
明
代
類
書
が
四
三
九
部
著
録
さ
れ
て
い
る
（8

）。

明
代
に
類
書
が
発
展
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
張
雲
瑾
氏
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

第
一
に
、
宋
・
明
代
に
は
、
彫
版
印
刷
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
、
書
物
の
編
纂
と
出
版
が
大
き
く
発
展
し
た
。

第
二
に
、
唐
宋
以
降
、
科
挙
制
度
の
一
般
化
に
よ
っ
て
、
科
挙
受
験
の
た
め
に
古
書
を
抄
録
し
た
類
書
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
。

第
三
に
、
明
代
に
は
手
工
業
と
商
品
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
市
民
階
層
が
拡
大
し
、
皇
帝
・
士
大
夫
の
ほ
か
に
、
庶
民
も
類
書
の
読
者
と
な
っ
た
（9

）。

こ
の
よ
う
な
類
書
の
発
展
期
に
『
三
才
図
会
』
は
王
圻
、
王
思
義
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

父
の
王
圻
は
嘉
靖
四
四
年
（
一
五
六
五
）
に
殿
試
に
合
格
し
、
学
問
を
好
み
、
著
書
に
は
『
三
才
図
会
』
以
外
に
『
続
文
献
通
考
』『
稗
史
類
編
』『
雲
間
海
防
志
』『
東

呉
水
利
考
』
等
が
あ
る
。

子
の
王
思
義
に
も
、『
香
雪
林
集
』『
宋
史
纂
要
』
等
の
著
書
が
あ
る
。
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『
三
才
図
会
』
は
父
子
の
合
作
で
、
万
暦
三
五
年
（
一
六
〇
七
）
に
完
成
し
、
同
三
七
年
（
一
六
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。『
三
才
図
会
』
の
構
成
は
、
ま
ず
、
宇
宙

全
般
を
天
人
地
の
「
三
才
」、
す
な
わ
ち
「
天
」
部
、「
地
」
部
、「
人
」
部
に
分
類
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
十
四
類
に
分
け
る
。「
天
」
部
は
「
天
文
」
類
四
巻
、「
地
」

部
は
「
地
理
」
類
十
六
巻
、「
人
」
部
は
「
人
物
」
類
十
四
巻
・
「
時
令
」
四
巻
・
「
宮
室
」
四
巻
・
「
器
用
」
十
二
巻
・
「
身
体
」
七
巻
・
「
衣
服
」
三
巻
・
「
人
事
」
十
巻

・
「
儀
制
」
八
巻
・
「
珍
宝
」
二
巻
・
「
文
史
」
四
巻
・
「
鳥
獣
」
六
巻
・
「
草
木
」
十
二
巻
で
あ
る
。

「
天
文
」「
地
理
」「
人
物
」
は
父
の
王
圻
の
撰
で
あ
り
、「
時
令
」
以
下
は
す
べ
て
子
の
王
思
義
の
手
に
な
る
。
王
思
義
は
、
全
体
の
校
正
作
業
も
行
っ
た
。

『
三
才
図
会
』
は
、
各
項
目
を
解
説
文
と
図
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
そ
の
構
成
は
、
左
に
図
・
右
に
文
、
も
し
く
は
上
に
文
・
下
に
図
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
全
一
〇

六
巻
に
収
録
し
た
挿
絵
は
、
六
一
二
五
図
に
及
ぶ
。
挿
絵
を
多
く
使
用
し
て
図
像
に
重
点
を
置
く
の
は
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。

王
圻
は
『
三
才
図
会
』「
自
序
」
に
お
い
て
、
図
像
の
も
つ
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

図
画
所
以
成
造
化
、
助
人
倫
、
窮
万
変
、
測
幽
微
、
蓋
甚
哉
。

（
図
画
は
造
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
、
万
変
を
窮
め
、
幽
微
を
測
る
所
以
に
し
て
、
蓋
し
甚
だ
し
き
か
な
。）

王
圻
に
と
っ
て
、「
図
画
」
と
は
人
間
の
倫
理
を
た
も
ち
、
宇
宙
の
奥
義
を
究
明
す
る
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
の
図
像
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
嘆
い
た
。

今
、
書
可
汗
牛
、
而
図
不
堪
飽
。

（
今
、
書
は
汗
牛
た
る
べ
き
も
、
而
も
図
は
飽
く
に
堪
へ
ず
。）

す
な
わ
ち
、
当
時
は
、
膨
大
な
書
物
が
編
纂
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
物
の
中
に
図
像
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
画
像
が
重
視
さ
れ
て

い
な
い
状
況
を
王
圻
は
憂
慮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、『
三
才
図
会
』
の
編
纂
方
針
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

図
絵
以
勒
之
于
先
、
論
説
以
綴
之
于
後
、
図
與
書
相
為
印
証
。
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（
「
図
絵
」
は
之
を
勒
す
る
を
以
て
先
と
し
、「
論
説
」
は
之
を
綴
る
を
以
て
後
と
し
、「
図
」
と
「
書
」
と
、
相
ひ
印
証
と
為
す
。）

こ
の
た
め
、『
三
才
図
会
』
で
は
、「
図
」
を
先
に
掲
出
し
、「
書
」、
す
な
わ
ち
説
明
文
を
後
に
記
す
。「
図
」
は
補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
文
章
と

同
じ
よ
う
に
事
物
を
説
明
す
る
主
役
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
図
像
の
由
来
に
つ
い
て
、
王
圻
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

余
、
少
年
従
事
鉛
槧
、
即
艷
羨
図
史
之
学
。
凡
璣
衡
、
地
域
、
人
物
諸
象
絵
靡
不
兼
収
、
而
季
児
思
義
頗
亦
棲
心
往
牒
、
広
加
蒐
輯
、
図
益
大
備
。

（
余
、
少
年
に
し
て
鉛
槧
に
従
事
し
、
即
ち
図
史
の
学
を
艷
羨
す
。
凡
そ
璣
衡
、
地
域
、
人
物
の
諸
象
の
絵
は
兼
ね
て
収
め
ざ
る
こ
と
靡
く
、
而
し
て
季
児
の
思
義

は
頗
る
亦
心
に
棲
み
牒
を
往
き
、
広
く
蒐
輯
を
加
へ
、
図
は

益

大
い
に
備
は
る
。）

ま
す
ま
す

つ
ま
り
、
王
圻
は
幼
い
頃
か
ら
「
図
史
之
学
」
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
、
天
下
の
万
物
を
網
羅
す
べ
く
、
意
識
的
に
図
像
の
収
集
に

力
を
入
れ
た
。
子
の
王
思
義
も
、
父
の
志
を
継
い
で
図
像
を
収
集
し
た
。
父
子
二
人
の
数
十
年
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、『
三
才
図
会
』
は
数
多
く
の
図
像
を
収
録
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

王
圻
、
王
思
義
父
子
の
撰
に
な
る
『
三
才
図
会
』
は
、
明
代
、
広
く
流
布
し
た
。
兪
陽
氏
に
よ
る
と
、『
三
才
図
会
』
に
は
三
種
類
の
版
本
が
あ
る
（10

）。
ま
た
、
大

庭
脩
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、『
三
才
図
会
』
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
、
初
め
て
日
本
に
伝
来
し
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
し
ば
し
ば
輸
入
さ
れ
（11

）
、

日
本
の
絵
入
り
百
科
事
典
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）、
日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
。『
訓
蒙
図
彙
』
二
十
巻
は
、「
天
文
」「
地
理
」「
人

物
」
以
下
十
七
部
か
ら
成
り
、
収
録
す
る
項
目
数
は
一
四
八
四
項
目
を
数
え
、
一
つ
の
項
目
に
各
一
図
を
配
し
て
短
い
解
説
を
付
す
。
解
説
を
付
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

『
訓
蒙
図
彙
』「
凡
例
」
に
は
、
そ
の
引
用
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

引
証
ノ

之
図
書
、
漢-

字
ハ

、
以
二

三-

才-

図-

会
、
農-

政-

全-

書
及
ヒ

諸-

家
ノ

本
草
ノ

之
図-

説
一

ヲ

為
レ

主
ト

。

（
引
証
の
図
書
、
漢
字
は
『
三
才
図
会
』『
農
政
全
書
』、
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
以
て
主
と
為
す
。）
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こ
こ
に
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
の
主
要
な
出
典
と
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。『
三
才
図
会
』
は
、
画
期
的
な
日
本

の
絵
入
り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
を
生
み
出
す
母
胎
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行
の
四
十
余
年
後
に
、
日
本
最
大
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
完
成
さ
れ
た
。
林
羅
山
の
孫
に
あ
た
る
朝
散
大
夫
大
学
頭

藤
原
信
篤
（
林
鳳
岡
）
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
序
文
」
に
お
い
て
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

翰-

林-

院
編-

修
記-
注
起-
居
玉-

峰
ノ

顧
秉
謙

カ

所
ノ

レ

撰
三-

才-

図-

会
、
行
レ

ニ

於
世
一

ニ

便
ア
ル
ヿ

ニ

于
用
ニ

一

尚
シ

矣
。
顧

レ
ハ

二

其
ノ

為
ル
フ
ヲ

一
レ

書
、
上
自
リ

二

天-

文
一

下
至
リ
二

地-

理

ニ
一

、
中
及
ヒ

二

人-

物
ニ

一

、
旁

ク

逮
フ

二

器-

用
・
時-

令
・
宮-

室
・
身-

體
・
衣-

服
・
人-

事
・
文-

史
・
珍-

宝
・
禮-

制
ニ

一

、
細

ニ
メ
ハ

而
夭-

喬
、
蠢

ニ
メ
ハ

而
羽-

毛
鱗-

介
。
経-

史
子-

集
及
ヒ

稗-

官
小-

史
ノ

所
レ

載
ス
ル

、
靡

シ
レ

不
ト
云
フ

二

旁
ク

捜
リ

逖
ニ

覧
一

。
字-

櫛
・
句-

比
・
区-

分
・
臚-

列
務
テ

極
ル

二

其
耳-

目
ノ

之
所
レ

加
、
神-

識
ノ

之
所

ヲ
一
レ

詰
ル

者
也
。

（
翰
林
院
編
修
記
注
起
居
玉
峰
の
顧
秉
謙
が
撰
す
る
所
の
『
三
才
図
会
』、
世
に
行
は
れ
用
に
便
あ
る
こ
と
、
尚
し
。
其
の
書
を
為
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
上
は
「
天

文
」
よ
り
下
は
「
地
理
」
に
至
り
、
中
は
「
人
物
」
に
及
び
、
傍
く
「
器
用
」
「
時
令
」
「
宮
室
」
「
身
體
」
「
衣
服
」「
人
事
」「
文
史
」
「
珍
宝
」
「
禮
制
」
に
逮
ぶ
。

細
に
し
て
は
夭
喬
、
蠢
に
し
て
は
羽
毛
鱗
介
。
経
史
・
子
集
及
び
稗
官
・
小
史
の
載
す
る
所
、
旁
く
捜
り
逖
に
覧
ざ
る
と
言
ふ
こ
と
靡
し
。
字
櫛
・
句
比
・
区
分

・
臚
列
、
務
て
其
の
耳
目
の
加
ふ
る
所
、
神
識
の
詰
る
所
を
極
む
る
者
な
り
。

さ
ら
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
撰
者
・
寺
島
良
安
は
「
自
序
」
に
お
い
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
三
才
図
会
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

函-

丈
和-

気
法-

眼
仲-

安
、
謂
レ

予
ニ

曰
ク

、
劉-

完-

素
有
レ

言
ヘ
ル
ヿ

、
欲
ル

レ

為
ン
ト

レ

医
ヲ

者
ハ

、
上
知

リ
二

天-

文
ヲ

一

、
下
知

リ
二

地-

理
ヲ

一

、
中
知
リ

二

人-

事
ヲ

一

、
三

ノ

者
倶

ニ

明
ニ

メ

、
然
メ

後
可
三

以
語

ル
二

人
ノ

之
疾-

病
ヲ

一

。
不
レ

然
ラ

、
則
如
二

無
メ

レ

目
夜-
遊
、
無

メ
レ

足
登-

渉
ス
ル
力

一

也
。
予
聴

テ
二

師
之
教-

誨
ヲ

一

、
拳
拳
服
膺

ス

。
因
レ

茲
不
レ

顧
二

不-

敏
ヲ

一

、
執
ル

二

薬-

匙
ヲ

一

之
暇

ニ

、
渉
二

獵
和-

漢
之
黄-

巻
ヲ

一

、
夐
二

求
ス
ル
ヿ

耳-

学
口-
碑

ノ

之
者
ヲ

一

、
凡
三
十
有
余-

年
。
有
二

所-

證
一

者
靡
レ

不
ト
云
フ

下

畢
ク

記
中

其
要-

領
上

、
有
二

形
色
一

者
、
各
為

メ
二

畫-

図
ヲ

一

、
方

ニ

今
書
成

ツ
テ

百-

五-

巻
。
概

擬
二

王-

氏
ノ

三
才
図-
会

ニ
一

也
。

ム
子
ナ
ソ
ラ
フ

（
函
丈
和
気
法
眼
仲
安
、
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
劉
完
素
言
へ
る
こ
と
有
り
、
医
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
上
は
天
文
を
知
り
、
下
は
地
理
を
知
り
、
中
は
人
事

を
知
り
、
三
者
倶
に
明
ら
か
に
し
て
、
然
し
て
後
、
以
て
人
の
疾
病
を
語
る
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
目
無
く
し
て
夜
遊
し
、
足
無
く
し
て
登
渉
す
る
が
如
き
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な
り
」
と
。
予
、
師
の
教
誨
を
聴
き
て
、
拳
拳
服
膺
す
。
茲
に
因
り
て
、
不
敏
を
顧
み
ず
、
薬
匙
を
執
る
の
暇
に
、
和
漢
の
黄
巻
を
渉
獵
し
、
耳
学
・
口
碑
の
者

を
夐
求
す
る
こ
と
、
凡
そ
三
十
有
余
年
。
所
證
有
る
者
は
畢
く
其
の
要
領
を
記
さ
ざ
る
と
云
ふ
こ
と
靡
く
、
形
色
有
る
者
、
各
画
図
を
為
し
て
、
方
に
今
、
書
成

っ
て
百
五
巻
。
概
ね
王
氏
の
『
三
才
図
会
』
に
擬
ふ
な
り
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
編
纂
の
動
機
は
、
師
の
和
気
仲
安
に
「
医
者
に
な
る
た
め
に
は
天
地
人
の
「
三
才
」
を
全
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
教
え
ら
れ
た
の
で
、
三
十
余
年
を
か
け
て
資
料
を
収
集
し
、「
耳
学
」「
口
碑
」
の
知
識
を
積
み
重
ね
て
、
明
の
『
三
才
図
会
』
に
倣
っ
て
『
和
漢
三
才
図
会
』

を
編
纂
し
た
と
い
う
。『
三
才
図
会
』
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
編
纂
の
模
範
と
な
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、『
三
才
図
会
』
同
様
、
全
体
を
天
人
地
の
「
三
才
」、
天
部
（
巻
一
～
六
）、
人
部
（
巻
七
～
五
三
）
地
部
（
巻
五
四
～
百
五
）
に
分
類
し
、

和
漢
の
事
物
を
収
載
す
る
。
さ
ら
に
、「
三
才
」
の
下
位
分
類
と
し
て
、「
天
文
」「
人
倫
」
か
ら
「
禽
獣
」「
草
木
」
に
い
た
る
九
十
六
の
部
類
に
分
け
、
掲
出
項
目

は
五
一
八
一
に
お
よ
ぶ
。

寺
島
良
安
は
『
三
才
図
会
』
を
意
識
し
な
が
ら
、「
三
才
」
の
分
類
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、『
三
才
図
会
』
の
「
三
才
」
の
順
序
が
天
・
地
・
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

『
和
漢
三
才
図
絵
』
で
は
「
三
才
」
の
順
序
は
天
・
人
・
地
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
構
成
と
形
態
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て

い
な
い
。

（
一
）『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類
は
、『
三
才
図
会
』
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

表
２
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
を
基
準
と
し
て
、
両
書
の
部
立
と
分
類
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
書
の
構
成
は
異
な
り
、
厳
密
に
対
照
す
る
の
は

難
し
い
が
、
お
お
よ
そ
類
似
す
る
も
の
を
対
照
し
て
示
し
た
。
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表
２
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類

『
和
漢
三
才
図
会
』

『
三
才
図
会
』

天

1

天
部
、2
天
文
、3

天
象
類

天

天
文
四
巻

巻
一
～
四
天
文

4

時
候
類
、5

暦
占
類
、6
暦
択
日
神

人

時
令
四
巻

巻
一
～
四
時
令

人

人
倫

7

人
倫
、8

親
属

人
物
十
四
巻

巻
一
～
十
四
人
物

9

官
位

10

人
倫
之
用

人
事
十
巻

巻
一
～
十
人
事

11

經
絡
、12

支
體

身
体
七
巻

巻
一
～
七
身
体

13

異
国
人
物
、14

外
夷
人
物

人
物
十
四
巻

巻
一
～
十
四
人
物
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15

芸
財
、16

芸
能
、17

嬉
戯
類

人
事
十
巻

巻
一
～
十
人
事

18
楽
器
、19

神
祭
佛
具

器
用
十
二
巻

巻
三
楽
器
類

兵
器

20

兵
器
防
備

、21

兵
器
征
伐

巻
六
～
八
兵
器
類

22

刑
罰
具
、

巻
十
二
什
器
類

23

魚
獵
具
、

巻
五
車
輿
類
・
漁
類

24

百
工
具
、25

容
飾
具
、26

服
玩
具
、

巻
十
二
什
器
類

絹
布
衣27

絹
布
、28

衣
服
、29

冠
帽
、30

履
襪

衣
服
三
巻

巻
一
～
三
衣
服

服
類

31

庖
厨
具

器
用
十
二
巻

巻
一
古
器
、
巻
二
古
器
類

32

家
飾
具
、

巻
十
二
什
器
類

33

車
駕
具
、

巻
五
車
輿
類
・
漁
類

34

船
橋
類

巻
四
舞
器
・
射
侯
・
舟
類

35

農
具

巻
十
農
器
類
、
巻
十
一
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36

女
工
具

巻
九
蠶
織
類

37
畜
類
、38

獣
類
、39

鼠
類
、40

寓
類

鳥
獣
六
巻

巻
三
～
四
獣
類

禽
類

41

水
禽
、42
原
禽
、43

林
禽
、44

山
禽

巻
一
～
二
鳥
類

龍
蛇
部45

龍
蛇
類

巻
五
～
六
鱗
介
類

介
甲
部46

介
甲
龜
蟹

、47

介
甲
鰒
蛤

魚
部

48

有
鱗
魚
河
湖

、49

有
鱗
魚
江
海

、50

無
鱗
魚
河

湖

、51

無
鱗
魚
江
海

虫
部

52

卵
生
蟲
、53

化
生
蟲
、54

湿
生
蟲

地

55

土
地
類
、56

山
類
、57

水
類
、58

火
類

地

地
理
十
六
巻

巻
一
～
十
六
地
理

金
石
部59

金
類
、60

玉
石
類
、61

雑
石
類

人

珍
宝
二
巻

巻
一
～
二
珍
宝
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62

～63

中
華
、64

～80

日
本
地
理

地

地
理
十
六
巻

巻
一
～
十
六
地
理

81
家
宅
類

人

宮
室
四
巻

巻
一
～
四
宮
室

木
部

82

香
木
類
、83
喬
木
類
、84

灌
木
類
、85

人

草
木
十
二
巻

巻
八
～
九
木
類
、

寓
木
類
附
リ
苞
木

果
部

86

五
果
類
、87

山
果
類
、88
夷
果
類
、89

巻
十
一
菓
類
・
穀
類

味
果
類
、90

蓏
果
類
、91

水
果
類

草
類

92

山
草
類
薬
品

、93

芳
草
類
、94

本
末

湿
草
類
、

巻
一
～
七
草
類

95

毒
草
類
、96

蔓
草
類
、97

水
草
類
、98

石
草
類
、99

葷
草
類

100

蓏
菜
類
、101

芝
栭
類
、102

柔
滑
類
、

巻
十
蔬
類

穀
菽
類103

穀
類
、104

菽
豆
類

巻
十
一
菓
類
・
穀
類
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105

造
醸

×

×
×

巻
十
二
花
卉
類

×

儀
制
八
巻

巻
一
～
八
儀
制

×

文
史
四
巻

巻
一
易
図
・
附
擬
玄
図
・
皇
極
経

世
図
巻
二
詩
経
図
・
書
経
図
・
礼

記
図
・
周
礼
図
・
巻
三
春
秋
図
・

廻
文
図
・
詩
餘
図
譜
上
・
巻
四
詩

餘
図
譜
中
・
下

表1

か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
両
者
の
概
念
階
層
の
ち
が
い
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
は
十
四
類
に
分
類
す
る
が
、
こ
の
十
四
類
の
下
位
階
層
に
ほ
と
ん
ど
部
立
の
名
称
は
な
い
。
た
だ
し
、

「
器
用
」
「
文
史
」「
鳥
獣
」「
草
木
」
の
四
類
に
限
っ
て
は
、
例
え
ば
「
器
用
」
の
「
巻
一
古
器
」「
巻
二
古
器
類
」「
巻
三
楽
器
類
」
の
よ
う
に
下
位
分
類
の
名
称
を
記

す
。こ

れ
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
天
・
人
・
地
の
「
三
才
」
を
百
五
の
部
類
に
分
け
、
下
位
階
層
に
な
る
「
部
」「
類
」
に
名
称
を
付
す
。『
和
漢
三
才
図
会
』
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の
概
念
階
層
が
整
合
性
を
も
た
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
相
田
満
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
。

整
斉
さ
れ
た
階
層
関
係
で
貫
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
行
儀
の
い
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。「
部
」
や
「
類
」
と
い
っ
た
も
の
が
き
ち
ん
と
巻
々
の

冒
頭
に
階
層
的
整
合
さ
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
な
い
（12

）。

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
部
」「
類
」
と
い
う
分
類
概
念
は
、
全
巻
を
通
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
に
、
両
者
の
分
類
概
念
の
第
一
階
層
「
天
」
「
地
」「
人
」
の
概
念
の
ち
が
い
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
は
「
天
」「
地
」「
人
」
の
巻
数
の
比
率
は
４:16:86

で
あ

る
。
一
方
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、「
天
」「
人
」「
地
」
の
巻
数
の
比
率
は6:51:48

に
な
っ
て
い
る
。

『
三
才
図
会
』
の
「
天
」
部
は
四
巻
、「
天
文
」
の
み
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
天
」
部
は
六
巻
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
天
文
」
１
天
部
、
２
天
文
、
３
天
象
類
、

「
時
令
」
４
時
候
類
、
５
暦
占
類
、
６
暦
択
日
神

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
天
」
部
の
範
疇
は
『
三
才
図
会
』
よ
り
広
範
に
お
よ
ぶ
。『
三
才
図
会
』
の
「
人
」
部
の
「
草
木
十
二
巻
」「
宮
室
四
巻
」「
珍
宝
二
巻
」
は
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
で
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
「
地
」
部
に
分
類
す
る
。
ま
た
、『
三
才
図
会
』「
人
」
部
の
「
儀
制
八
巻
」「
文
史
四
巻
」
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
該
当

す
る
部
立
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
両
書
の
「
三
才
」
の
概
念
は
異
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
両
者
の
部
立
の
配
列
の
ち
が
い
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の7

「
人
倫
」、8

「
親
属
」、9

「
官
位
」
は
『
三
才
図
会
』「
人
物
十
四
巻
」
と
対

応
す
る
が
、
次
の10

「
人
倫
之
用
」
は
『
三
才
図
会
』「
人
事
十
巻
」
と
対
応
し
、11

「
経
絡
」、12

「
支
體
」
は
『
三
才
図
会
』「
身
体
七
巻
」
と
対
応
す
る
。13

「
異

国
人
物
」
、14

「
外
夷
人
物
」
は
ま
た
『
三
才
図
会
』「
人
物
十
四
巻
」
と
対
応
す
る
。
つ
ま
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
の
配
列
は
『
三
才
図
会
』
に
従
っ
て
い
な

い
。
表1

に
二
度
と
掲
出
し
た
『
三
才
図
会
』
の
「
人
事
十
巻
」「
器
用
十
二
巻
」「
地
理
十
六
巻
」
は
全
部
こ
の
よ
う
な
対
応
形
式
で
あ
る
。

第
四
に
、
両
者
の
部
立
の
巻
数
は
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、『
三
才
図
会
』「
身
体
」
は
七
巻
で
あ
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
身
体
」
に
該
当
す
る
部
立
が

な
く
、「
経
絡
」「
支
體
」
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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（
二
）『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
の
配
置

ま
ず
、
項
目
の
配
置
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
は
左
が
図
・
右
が
文
、
も
し
く
は
上
が
文
・
下
が
図
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
凡
例
」
に
は
、
こ
の
配
置
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

物-

物
図
二

メ

形-

状
一
ヲ

、

書
二

名-

目
一
ヲ

、
下
ニ

記
二
シ

異-

名
一

ヲ

、
右

ノ

傍
以
二
テ

倭
字
一
ヲ

著
二

和-

名
一
ヲ

、
左

ノ

傍
ニ

以
二

偏
假
‐
字
一
ヲ

、
附
二
テ

唐-

音
一
ヲ

、
令
二
下
メ

童-

蒙
一
ヲ

易
上
レ

シ
ル
シ

ツ
ケ

カ

タ

カ

ナ

カ
ラ

見
。（
物
物
は
形
状
を
図
し
て
、
名
目
を
書
し
、
下
に
異
名
を
記
し
、
右
の
傍
に
倭
字
を
以
て
和
名
を
著
け
、
左
の
傍
に
偏
假
字
を
以
っ
て
唐
音
を
附
け
、
童
蒙

を
し
て
見
易
か
ら
し
む
）

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
書
物
と
し
て
の
見
や
す
さ
を
配
慮
し
て
、
右
上
に
図
を
縮
小
し
て
配
置
し
、
図
の
下
に
掲
出
語
と
そ
の
和
名
・
異
名
・
唐
音
・
類
義
語
等
の
解

説
を
記
す
。
左
に
、
そ
の
種
類
・
産
地
・
用
途
等
の
解
説
を
施
す
。
こ
う
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
の
配
置
は
、『
三
才
図
会
』
の
形
式
を
踏
襲
せ
ず
、
前
例
の

な
い
独
自
の
様
式
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）『
和
漢
三
才
図
会
』
の
以
呂
波
順
「
小
目
録
」

『
和
漢
三
才
図
会
』
最
終
巻
「
尾
」
一
巻
に
は
、
い
ろ
は
順
の
「
小
目
録
」
一
巻
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
録
は
『
三
才
図
会
』
に
は
な
い
。
こ
の
「
小
目
録
」

に
つ
い
て
、
寺
島
良
安
は
「
凡
例
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
従
来
の
分
類
方
法
で
は
分
類
し
に
く
い
項
目
の
扱
い
方
を
説
明
し
て
い
る
。

若
下
キ

麗
春
花
ハ

則
入
二
リ

穀-

部
ニ

、
阿-

仙-

薬
則
入
二
ル

蟲-

部
一
ニ

之
類
上

、
甚
麼

叵
レ

葉

者

衆

、
別
ニ

有
二

一-

巻
ノ

小
目-

録
、
用
二

テ

以-

呂-

波
假-

字
類-

字
一
ヲ

便
二
リ
ス

于

ヒ
シ
ン
サ
ウ

イ

ツ

レ
カ
タ
キ

カ
ン
カ
ヘ

ヲ
ホ
シ

一-

覧
一
ニ

。（
「
麗
春
花
」
は
則
ち
「
穀
」
部
に
入
り
、「
阿
仙
薬
」
は
則
ち
「
蟲
」
部
に
入
る
の
類
の
若
き
、
甚
麼
に
乩
へ
難
き
者
衆
し
。
別
に
一
巻
の
「
小
目
録
」

有
り
、
以
呂
波
・
假
字
・
類
字
を
用
ひ
て
、
一
覧
に
便
と
す
）
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
麗
春
花
」
を
「
穀
」
部
に
、「
阿
仙
薬
」
を
蟲
部
に
配
し
た
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
分
類
し
に
く
い
も
の
が
多
い
の
で
、
読
者

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
い
ろ
は
順
の
索
引
「
小
目
録
」
を
一
巻
作
っ
た
と
い
う
。

「
小
目
録
」
は
全
体
を
「
乾
坤
」「
人
物
」「
肢
体
」「
気
形
」「
食
服
」「
器
財
」「
金
石
」「
草
木
」
の
八
類
に
分
け
、
各
類
は
い
ろ
は
順
で
項
目
を
配
す
る
。
マ
テ
ィ

ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
氏
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
い
ろ
は
順
を
採
用
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

こ
の
小
目
録
こ
そ
、
本
書
と
『
三
才
図
会
』
の
根
本
的
な
相
違
点
で
あ
り
、
本
書
最
大
の
特
徴
の
一
つ
と
も
い
え
る
（13

）。

こ
の
い
ろ
は
順
の
配
列
の
先
例
は
、
平
安
末
期
の
分
類
体
の
古
辞
書
『
色
葉
字
類
抄
』
に
も
見
ら
れ
、
日
本
独
自
の
「
和
」
の
体
現
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

以
上
か
ら
、
寺
島
良
安
は
『
三
才
図
会
』
を
範
と
し
て
、
日
本
最
大
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
編
纂
し
た
。

両
書
は
と
も
に
天
地
人
の
「
三
才
」
の
森
羅
万
象
を
網
羅
す
る
が
、
全
体
の
概
念
階
層
、
及
び
「
天
」「
地
」「
人
」
の
概
念
、
範
疇
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。

ま
た
、
両
書
の
分
類
の
意
識
と
部
立
の
配
列
も
異
な
る
。

さ
ら
に
、
両
書
は
同
じ
く
図
を
重
視
し
て
い
る
書
物
で
あ
る
が
、
図
の
位
置
と
項
目
の
配
置
は
一
致
し
て
い
な
い
。

最
後
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
以
呂
波
順
「
小
目
録
」
を
設
け
て
、
独
自
に
日
本
の
「
和
」
を
強
調
し
て
い
る
。

注（
１
）
樋
口
元
巳
「
各
部
解
説
」（
『
和
漢
三
才
図
会13

』（
東
洋
文
庫505

）、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
七
月
）。

（
２
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
。

（
３
）
遠
藤
鎮
雄
「
解
説
―
寺
島
良
安
・
和
漢
三
才
図
会
考
―
」（
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第29

巻
』、
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
八
月
）。

（
４
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
。

（
５
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
。
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（
６
）
注
（
１
）
の
前
掲
書
。

（
７
）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

（
８
）『
中
国
古
籍
総
目
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

（
９
）
張
雲
瑾
「
中
国
類
書
的
発
展
歴
程
」（
斉
斉
哈
尓
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）、
二
〇
〇
四
年
一
月
）

（
１
０
）
兪
陽
「
『
三
才
図
会
』
研
究
」
復
旦
大
学

碩
士
論
文
（
古
典
文
献
学
）（
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。『
三
才
図
会
』
の
伝
本
に
は
、
明
代
万
暦
三
七
年
（
一
六

〇
九
）「
男
思
義
校
正
」
本
、
明
代
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
）「
曽
孫
爾
賓
重
校
」
本
、
清
代
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）「
潭
濱
黄
晟
東
曙
氏

重
校
」
本
の
三
種
類
が
あ
る
。

（
１
１
）
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』（
関
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
三
月
）
、「
東
北
大
学
狩
野
文
庫
架
蔵
の
御
文
庫
目
録
」（
『
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要3

』
、
一
九
七
〇
年
三
月
）
、『
船
載
書
目
』（
関
西
大
學
東
西
學
術
研
究
所
、
一
九
七
二
年
一
月
）
を
参
照
。
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）

か
ら
『
三
才
図
会
』
が
続
々
と
日
本
に
伝
来
し
た
。

（
１
２
）
相
田
満
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

（
１
３
）
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
「
近
世
日
本
の
百
科
思
想
の
芽
生
え
―
和
漢
三
才
図
会
の
構
成
と
出
典
の
一
考
察
―
」（
『
集
と
断
片
：
類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

第
二
節

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目

寺
島
良
安
は
、
江
戸
中
期
に
大
阪
で
活
躍
し
た
漢
方
医
で
あ
る
。
良
安
の
経
歴
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
編
纂
に
つ
い
て
、
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、『
和
漢
三
才
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図
会
』
の
編
纂
動
機
と
方
針
は
そ
の
自
序
か
ら
伺
え
よ
う
。

【
本
文
】
函-

丈
和-

気
法-

眼
仲-

安
、
謂
レ

予
ニ

曰
ク

、
劉-

完-

素
有
レ

言
ヘ
ル
ヿ

、
欲
ル

レ

為
ン
ト

レ

医
ヲ

者
ハ

、
上
知

リ
二

天-

文
ヲ

一

、
下
知

リ
二

地-

理
ヲ

一

、
中
知
リ

二

人-

事
ヲ

一

、
三

ノ

者
倶

ニ

明
ニ
メ

、
然
メ

後
可
三

以
語

ル
二

人
ノ

之
疾-

病
ヲ

一

。
不
レ

然
ラ

、
則
如
二

無
メ

レ

目
夜-

遊
、
無

メ
レ

足
登-

渉
ス
ル
力

一

也
。
予
聴

テ
二

師
之
教-

誨
ヲ

一

、
拳
拳
服
膺

ス

。
因
レ

茲
不
レ

顧
二

不-

敏
ヲ

一

、
執
ル

二

薬-

匙
ヲ

一

之
暇

ニ

、
渉
二

獵
和-

漢
之
黄-

巻
ヲ

一

、
夐
二

求
ス
ル
ヿ

耳-

学
口-

碑
ノ

之
者
ヲ

一

、
凡
三
十
有
余-

年
。
有
二

所-

證
一

者
靡
レ

不
ト
云
フ

下

畢
ク

記
中

其
要-

領
上

、
有
二

形
色
一

者
、
各
為

メ
二

畫-

図
ヲ

一

、
方

ニ

今
書
成

ツ
テ

百-

五-

巻
。
概

擬
二

王-

氏
ノ

三
才
図-

会
ニ

一

也
。

ム
子
ナ
ソ
ラ
フ

【
訓
読
】
函
丈
和
気
法
眼
仲
安
、
予
に
謂
ひ
て
曰
く
、
劉
完
素
言
へ
る
こ
と
有
り
、
医
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
上
天
文
を
知
り
、
下
地
理
を
知
り
、
中
人
事
を

知
り
、
三
の
者
倶
に
明
ら
か
に
し
て
、
然
し
て
後
以
っ
て
人
の
疾
病
を
語
る
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
目
無
く
し
て
夜
遊
し
、
足
無
く
し
て
登
渉
す
る
が
如
き
な

り
。
予
師
の
教
誨
を
聴
き
て
、
拳
拳
服
膺
す
。
茲
に
因
り
て
不
敏
を
顧
み
ず
、
薬
匙
を
執
る
暇
に
、
和
漢
の
黄
巻
を
渉
獵
し
、
耳
学
口
碑
の
も
の
を
夐
求
す
る
こ
と
、

凡
そ
三
十
有
余
年
。
所
證
有
る
者
畢
く
其
の
要
領
を
記
せ
ざ
る
と
云
ふ
こ
と
靡
く
、
形
色
有
る
も
の
、
各
畫
図
を
為
し
て
、
方
に
今
書
成
っ
て
百
五
巻
。
概
ね
王
氏

の
三
才
図
会
に
擬
ふ
な
り
。

当
該
の
記
事
か
ら
は
、
良
安
は
師
の
教
誨
を
聞
き
、
医
者
に
成
る
に
は
天
文
・
地
理
・
人
事
等
宇
宙
全
般
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
た
め
、
良
安
は
三
十
余
年
を
か
け
て
和
漢
の
典
籍
を
渉
獵
し
、
資
料
を
集
め
た
。
『
三
才
図
会
』
の
書
式
に
倣
っ
て
、
長
年
蓄
積
さ
れ
た
知
識
に
よ
り
『
和

漢
三
才
図
会
』
を
著
し
た
。

『
三
才
図
会
』
か
ら
の
影
響
に
加
え
、
良
安
は
三
十
余
年
の
編
纂
期
間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
知
見
を
積
み
重
ね
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
書
物
を
読
ん
だ
の
か
に
つ

い
て
は
、
未
だ
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
良
安
の
学
識
を
知
る
に
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
一
覧
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『
和
漢
三
才
図
会
』
所
引
書
目
・
人
名
を
ま
と
め
て
表1

に
示
し
た
。
表1

・
『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
一
覧
は
、
こ
れ
を
引
用
回
数
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
、
同
類

同
種
の
書
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
一
回
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
書
目
は
表1

の
後
ろ
に
羅
列
し
て
い
る
）。

良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
凡
例
で
『
本
綱
』
と
し
て
の
引
用
に
つ
い
て
特
別
に
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

【
本
文
】
本
草
綱-

目
ノ

集-

解
ニ

諸-

先-

生
ノ

異-

論
許-

多
ナ
リ

取
二

其
中
適-

要
ノ

者
一

ヲ

籖

用
二

テ

二-

氏
三-

氏
ノ

之
言
一

ヲ

混
メ

為
レ

一
ト

唯
為
二

本
綱
ニ

曰
一

ク
ト

。

ソ
コ
ハ
ク

ア
ル
イ
ハ

【
訓
読
】『
本
草
綱
目
』
の
集
解
に
、
諸
先
生
の
異
論
許
多
な
り
。
其
の
中
適
要
の
者
を
取
り
、
籖
い
は
二
氏
三
氏
の
言
を
用
ひ
て
混
じ
て
一
と
為
し
、
唯
「
本
綱

に
曰
く
」
と
為
す
。

引
用
書
目
を
調
査
す
る
と
、『
本
綱
』
の
下
の
引
用
文
に
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
り
な
が
ら
、
書
名
を
あ
げ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。
引
用
書
目
を

統
計
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
書
目
を
書
名+
（
本
綱
）
の
形
で
掲
出
す
る
。

表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
の
一
覧
表

順
位

書
名

頻
度

順
位

書
名

頻
度

順
位

書
名

頻
度

順
位

書
名

頻
度

順
位

書
名

頻
度

1

本
綱

1412
2

三
才
図
会

446
3

夫
木

223
4

五
雑
組

191
5

日
本
紀

148

6

説
文

119
7

釈
名

109
8

字
彙

104
9

倭
名
抄

91
10

古
今

88
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11

農
政
全
書

81
12

万
葉

79
13

続
日
本
紀

75
14

事
物
紀
源

70
15

和
名
抄

70

16
新
六

62
17

広
博
物
志

52
18

拾
遺

43
19

本
草
綱
目

43
20

新
古
今

41

21

古
今
医
統

41
22

登
壇
必
究

40
23

爾
雅

36
24

畫
譜

35
25

本
草

34

26

大
明
一
統
志

32
27

六
帖

27
28

名
寄

26
29

本
草
必
読

26
30

拾
芥
抄

26

31

時
珍

25
32

周
礼

23
33

唐
韻

23
34

堀
川
百
首

22
35

著
聞
集

22

36

千
載

21
37

後
拾
遺

21
38

淮
南
子

20
39

日
本
後
紀

20
40

金
葉

20

41

延
喜
式

20
42

藻
塩

19
43

礼
記

18
44

家
集

18
45

山
海
経

18

46

荘
子

18
47

陳
眉
公
秘
笈

18
48

史
記

16
49

内
経

16
50

博
物
志

16

51

東
国
通
鑑

16
52

釈
氏
要
覧

15
53

萬
寳
全
書

15
54

羅
山
文
集

15
55

後
撰

15
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56

曲
礼

15
57

救
荒
本
草

15
58

論
語

14
59

陸
佃

14
60

切
韻

14

61
物
原

13
62

左
伝

13
63

書
言
故
事

13
64

素
問

13
65

月
令
（
本
綱
）

12

66

草
本
花
詩
譜

12
67

詩
小
雅

12
68

世
本

12
69

風
雅

11
70

拾
玉

11

71

四
声
字
苑

11
72

錦
繍
万
花
谷

10
73

広
韻

10
74

孟
子

10
75

本
朝
式

10

76

西
京
雑
記

10
77

風
土
記

10
78

続
古
今

10
79

易
繋
辞

10
80

月
令

10

81

万
葉
集

10
82

輟
耕
録

10
83

西
域
記

10
84

天
経
或
問

9
85

詩
（
本
綱
）

9

86

玉
葉

9
87

八
編
類
纂

9
88

唐
書

9
89

呂
氏
春
冬

9
90

類
経

9

91

年
中
行
事

8
92

郭
璞

8
93

新
勅

8
94

詩
大
雅

8
95

山
家

8

96

古
今
注

8
97

漢
語
抄

8
98

抱
朴
子

8
99

涅
槃
経

8
100

増
韻

7
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101

唐
令

7
102

通
典

7
103

続
千
載

7
104

春
雨

7
105

拾
遺
記

7

106
詩
経

7
107

五
車
韻
瑞

7
108

原
始

7
109

元
亨
釈
書

7
110

月
清

7

111

漢
書

7
112

伊
勢
物
語

7
113

網
鑑

7
114

枕
草
紙

7
115

方
言

7

116

文
字
集
略

7
117

白
虎
通

6
118

入
門

6
119

導
生
八
牋

6
120

天
文
書

6

121

続
後
撰

6
122

初
学
記

6
123

述
異
記

6
124

歳
時
記

6
125

玉
篇

6

126

漢
書
注

6
127

論
衡

5
128

法
華
経

5
129

武
編

5
130

武
備
志

5

131

筆
談

5
132

東
鑑

5
133

通
書
正
宗

5
134

太
平
広
記

5
135

続
齋
諧
記

5

136

続
拾
遺

5
137

宋
史

5
138

聖
皇
本
紀

5
139

姓
氏
録

5
140

神
異
経

5

141

晋
書

5
142

新
六
帖

5
143

徐
氏

5
144

黄
帝
内
伝

5
145

周
礼
注

5
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146

詞
花

5
147

師
古

5
148

古
史
考

5
149

源
氏

5
150

荊
楚
歳
時
記

5

151
虞
書

5
152

禽
経
（
本
綱
）

5
153

禽
経

5
154

管
子

5
155

奥
儀
抄

5

156

閩
書

5
157

崔
禹
錫
食
経

4
158

實
録

4
159

辨
色
立
成

4
160

毛
氏

4

161

北
史

4
162

南
史

4
163

徒
然
草

4
164

文
選
注

4
165

礼
内
則

4

166

礼
少
儀

4
167

礼
月
令

4
168

翻
訳
名
義
集

4
169

帝
王
世
紀

4
170

大
載
礼

4

171

捜
神
記

4
172

新
勅
撰

4
173

新
拾
遺

4
174

新
後
撰

4
175

尚
書

4

176

書
経

4
177

春
秋

4
178

拾
遺
愚
草

4
179

字
書

4
180

詩
召
南

4

181

詩
衛
風

4
182

詩

4
183

三
代
實
録

4
184

穀
梁
伝

4
185

考
工
記

4

186

広
雅

4
187

功
程
式

4
188

公
羊
伝

4
189

公
事
根
源

4
190

韓
詩
外
伝

4
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191

華
厳
経

4
192

新
千

4
193

食
物
本
草

3
194

顔
師
古

3
195

壒
嚢
抄

3

196
万
葉
二

3
197

埤
雅

3
198

樂
書

3
199

楞
厳
経

3
200

和
剤
局
方

3

201

六
状

3
202

老
子
経

3
203

礼
記
注

3
204

礼
記
（
本
綱
）

3
205

礼

3

206

林
氏

3
207

梁
武
帝
纂
要

3
208

劉
氏
鴻
書

3
209

律
暦
志

3
210

明
玉

3

211

枕
双
紙

3
212

本
朝
食
鑑

3
213

白
澤
図

3
214

酉
陽
雑
爼

3
215

酉
陽
雑
組

3

216

唐
式

3
217

伝
燈
録

3
218

通
俗
文

3
219

通
鑑

3
220

聴
雨
紀
談

3

221

張
介
賓

3
222

茶
経

3
223

谷
響
集

3
224

孫
愐

3
225

続
千

3

226

続
事
始

3
227

続
後
拾
遺

3
228

荘
子
（
本
綱
）

3
229

宋
書

3
230

僧
史
略

3

231

泉
州
志

3
232

戦
国
策

3
233

説
文
（
本
綱
）

3
234

説
苑

3
235

世
説

3
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236

神
仙
伝

3
237

新
続
古
今

3
238

新
拾

3
239

順
和
名
抄

3
240

爾
雅
注

3

241
爾
雅
集
注

3
242

子
平
命
鑑

3
243

纂
要

3
244

散
木

3
245

三
礼
図

3

246

国
語

3
247

高
僧
伝

3
248

考
聲
切
韻

3
249

後
漢
書

3
250

玄
中
記

3

251

旧
事
紀

3
252

顔
氏
家
訓

3
253

漢
書
（
本
綱
）

3
254

懐
中

3
255

異
物
志

3

256

異
苑

3
257

文
選

3
258

龢
名
抄

2
259

閩
書
南
産
志

2
260

漳
州
府
志

2

261

魏
略

2
262

魏
志

2
263

邵
氏
後
録

2
264

賈
誼
新
書

2
265

蔡
邕
月
令
注

2

266

蔡
邕

2
267

尸
子

2
268

寰
宇
記

2
269

佩
觽
集

2
270

佛
祖
統
記

2

271

佛
祖
統
紀

2
272

礼
記
月
令

2
273

嶺
表
録

2
274

類
聚
国
史

2
275

類
書
纂
要

2

276

類
経
図
翼

2
277

類
苑

2
278

両
朝
平
壤
録

2
279

陸
機
詩
疏

2
280

理
学
類
篇

2
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281

遊
仙
屈

2
282

木
本
花
詩
譜

2
283

孟
康

2
284

明
堂
経

2
285

万
畢
術

2

286
枕
草
子

2
287

本
朝
文
粋

2
288

本
草
彙
言

2
289

本
草
必
読
（
本

2
290

本
草
洞
詮

2

綱
）

291

本
経

2
292

堀
川

2
293

法
苑
珠
林

2
294

方
言
注

2
295

平
家
物
語

2

296

文
徳
実
録

2
297

扶
桑
略
紀

2
298

婦
人
良
方

2
299

病
源
論

2
300

白
氏
文
集

2

301

二
儀
実
録

2
302

南
方
異
物
志

2
303

道
経

2
304

桃
花
蘂
葉

2
305

唐
史

2

306

鶴
林
玉
露

2
307

通
鑑
前
編

2
308

鎮
江
府
志

2
309

勅
撰

2
310

致
富
全
書

2

311

地
輿
志

2
312

大
明
会
典

2
313

太
平
御
覧

2
314

続
日
本
後
紀

2
315

続
字
彙
補

2

316

続
医
説

2
317

藻
塩
草

2
318

草
木
子

2
319

草
本
畫
譜

2
320

素
問
類
経

2

321

楚
辞

2
322

潜
夫
論

2
323

千
手
経

2
324

千
金
方

2
325

清
少
納
言

2
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326
正
法
念
経

2
327

瑞
応
図

2
328

神
農
本
草

2
329

神
社
啓
蒙

2
330

新
葉

2

331

書
経
注

2
332

祝
由
歌

2
333

十
四
経

2
334

集
験
方

2
335

朱
子

2

336

釈
鑑
稽
古
略

2
337

爾
雅
翼

2
338

字
説

2
339

事
林
広
記

2
340

事
文
類
聚

2

341

詩
邶
風

2
342

詩
豳
風

2
343

詩
魏
風

2
344

詩
齋
風

2
345

詩
小
雅
（
本
綱
）

2

346

詞
花

2
247

山
家
集

2
348

雑
宝
蔵
経

2
349

作
者
部
類

2
350

左
伝
注

2

351

衡
嶽
志

2
352

広
隆
寺
縁
起

2
353

孔
疏

2
354

公
卿
補
任

2
355

候
鯖
録

2

356

後
鳥
羽
院
熊
野
後

2
357

五
行
伝

2
358

古
事
紀

2
359

源
平
盛
衰
記

2
360

源
氏
物
語

2

幸
記

361

原
理

2
362

兼
名
苑

2
363

月
令
広
義

2
364

荊
川
武
編

2
365

金
光
明
経

2
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366

曲
礼
注

2
367

許
慎

2
368

居
家
必
用

2
369

久
安
百
首

2
370

義
楚
六
帖

2

371
奇
異
雑
談

2
372

顔
氏

2
373

韓
昌
黎
詩

2
374

韓
詩

2
375

韓
子

2

376

漢
書
音
義

2
377

漢
志

2
378

漢
語
鈔

2
379

郭
璞
（
本
綱
）

2
380

歌
枕

2

381

塩
鉄
論

2
382

韻
会

2
383

医
学
入
門

2
384

易

2
385

事
類
全
書

2

『
和
漢
三
才
図
会
』
に
一
回
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
書
目
・
人
名
：

閩
中
記
、
鄴
中
記
、
蔣
魴
切
韻
、
筭
学
啓
蒙
、
痧
脹
玉
衡
、
沉
炯
賦
、
埤
雅
（
本
綱
）
、
魏
書
（
本
綱
）
、
霏
雪
録
、
闕
里
志
、
邵
康
節
経
世
書
、
遯
齊
閑
覧
、
趙
広
漢
伝
、

齎
民
要
術
、
襄
沔
記
、
蜀
本
草
、
蜀
王
本
紀
、
藺
玉
篇
、
藏
鏡
匳
、
蔡
邕
月
令
、
蔡
君
謨
茶
録
、
菽
園
雑
記
、
荀
子
（
本
綱
）
、
荀
子
、
舊
事
紀
、
隋
書
音
楽
志
、
隋
志
、

耆
婆
五
藏
論
、
笋
子
集
、
齋
史
、
碎
石
録
、
盂
蘭
盆
経
、
盂
蘭
盆
記
、
發
禅
、
瑜
伽
論
、
瑯
琊
代
醉
、
獨
断
、
瀛
涯
勝
覧
、
渾
天
儀
、
淮
南
子
（
本
綱
）
、
淮
南
王
蠶
経
、

衍
義
、
汪
躍
鯉
草
本
花
詩
譜
、
梵
綱
經
、
崔
寔
政
論
、
崔
豹
古
今
注
、
听
雨
斎
集
、
佛
説
辨
才
天
経
、
佛
説
摩
訶
加
羅
大
黒
天
神
経
、
倭
名
抄
注
、
倭
名
、
論
語
序
、
六

百
幡
、
六
体
、
六
韜
、
朗
詠
集
、
呂
氏
、
蓮
華
三
昧
経
、
簾
中
抄
、
列
湯
問
、
列
伝
、
列
仙
伝
、
列
女
伝
、
霊
枢
、
礼
明
堂
位
注
、
礼
明
堂
位
、
礼
檀
弓
注
、
礼
喪
大
記
、

礼
射
儀
、
礼
三
正
記
、
礼
記
内
則
、
礼
記
注
疏
、
礼
記
儒
行
注
、
礼
王
制
、
類
聚
、
類
要
、
類
経
附
翼
、
林
紹
周
通
書
正
宗
、
良
材
集
、
梁
書
（
本
綱
）
、
梁
史
、
龍
樹

菩
薩
天
正
験
記
、
劉
禹
錫
曰
説
文
（
本
綱
）、
立
生
経
、
律
歴
志
、
律
書
樂
図
、
陸
佃
（
本
綱
）、
陸
奥
話
記
、
離
騒
（
本
綱
）
、
李
珣
、
李
廷
飛
、
李
太
白
詩
、
李
時
珍
、

李
果
、
洛
書
、
養
生
論
、
楊
雄
方
言
、
楊
泉
物
理
論
、
楊
仁
斎
、
幽
怪
録
、
薬
性
賦
、
野
王
按
、
木
槵
子
経
、
木
本
畫
譜
、
毛
詩
注
、
毛
詩
、
毛
氏
註
、
孟
氏
譜
、
明
張

燮
東
西
洋
考
、
明
州
津
に
て
、
名
所
和
歌
集
、
名
家
、
無
明
抄
、
無
名
抄
、
万
葉
長
歌
、
万
葉
四
、
万
葉
五
、
万
病
回
春
、
万
代
、
万
姓
統
譜
、
万
、
枕
中
記
、
麻
果
切
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韻
、
摩
訶
耶
経
、
摩
訶
般
若
経
、
本
洞
経
、
本
朝
文
粋
光
人
丸
讃
、
本
草
新
編
、
本
草
諸
注
、
本
草
時
珍
、
堀
川
百
、
堀
川
後
百
首
、
墨
談
、
墨
子
、
墨
客
揮
犀
、
蓬
溪

類
記
、
方
丈
記
、
方
角
抄
、
抱
木
子
、
峯
相
記
、
宝
雲
経
、
保
胤
詩
、
弁
才
天
経
、
平
陽
鴈
蕩
山
志
、
文
選
東
京
賦
、
文
選
相
如
賦
、
文
選
西
京
賦
（
本
綱
）、
文
選
射

雉
賦
、
文
選
江
賦
注
、
文
選
江
賦
、
文
選
許
註
、
文
選
東
都
賦
、
文
章
縁
起
、
文
字
指
帰
、
文
公
家
礼
、
文
献
通
攷
、
風
雅
神
泳
、
武
帝
纂
要
、
符
瑞
図
、
普
陀
山
志
、

夫
木
集
、
百
代
医
宗
、
肘
後
方
（
本
綱
）
肘
後
方
、
毘
羅
三
昧
経
、
秘
傳
花
鏡
、
番
禺
雑
記
、
般
若
経
、
発
蒙
記
、
八
島
、
八
大
童
子
軌
、
八
雲
鈔
、
白
澤
図
（
本
綱
）
、

白
楽
天
、
泊
宅
編
、
博
奕
論
、
博
物
志
（
本
綱
）、
寧
波
府
志
、
日
本
紀
私
記
、
二
十
二
社
註
式
、
南
中
志
、
南
産
志
、
南
越
志
、
南
浦
文
集
、
内
典
、
内
経
注
、
酉
陽

続
集
、
銅
人
兪
穴
図
、
導
成
八
牋
、
陶
朱
養
魚
経
、
陶
氏
、
陶
隠
居
、
董
仲
舒
、
董
子
、
桃
四
ツ
、
東
坡
集
、
東
方
朔
、
東
国
諸
記
、
東
観
記
、
唐
類
函
、
唐
蘇
鶚
杜
陽

編
、
唐
選
挙
志
、
唐
書
帰
崇
敬
伝
、
唐
元
結
伝
、
土
宿
本
草
、
都
良
香
富
士
山
記
、
杜
子
美
詩
、
鄭
裨
竃
、
鄭
玄
、
程
氏
遺
書
、
帝
系
譜
、
帝
王
編
年
紀
、
通
志
、
通
鑑

綱
目
、
沈
炯
賦
、
沈
括
、
長
暦
、
朝
野
僉
、
朝
鮮
載
晋
山
世
稿
、
懲
志
録
、
張
穆
仲
安
驥
集
、
張
衡
霊
憲
、
著
聞
、
中
庸
、
智
證
大
師
年
譜
、
智
度
論
、
大
和
本
紀
、
大

明
林
紹
周
通
書
正
宗
、
大
明
申
叔
舟
海
東
諸
国
記
、
大
名
寄
、
大
悲
経
、
大
般
若
経
、
大
射
礼
注
、
大
戴
礼
、
大
孔
雀
経
、
代
醉
篇
、
袋
双
紙

庚
申
夜
誦
文
、
太
平
記
、

太
洞
経
、
太
子
伝
、
太
公
、
孫
炎
注
爾
雅
、
孫
炎
、
孫
の
方
へ

よ
め
子
、
袖
中
抄
、
続
仙
伝
、
続
古
事
談
、
即
吟
、
造
化
權
輿
、
増
一
経
、
荘
周
（
本
綱
）
、
草
木
状
、

草
根
、
相
感
、
相
貝
経
、
曹
子
建
、
捜
神
記
（
本
綱
）、
宋
鄭
夾
漈
爾
雅
注
、
宋
景
濂
文
集
、
宋
景
濂
、
宋
玉
九
辨
、
僧
衹
律
、
蘇
鶚
演
義
、
蘇
頌
、
蘇
易
簡
紙
譜
、
素

問
奇
垣
篇
、
楚
辞
注
、
曾
子
（
本
綱
）、
前
漢
張
騫
伝
、
前
漢
書
應
劭
注
、
前
漢
五
行
志
、
泉
州
府
志
、
戦
国
策
（
本
綱
）、
千
字
文
注
、
千
載
集
、
説
郛
市
肆
記
、
説
文

徐
氏
注
、
説
文
解
字
、
折
句
、
石
林
燕
語
、
石
季
龍
載
記
、
西
行
物
語
、
西
京
襍
記
、
西
宮
記
、
西
域
志
、
正
義
史
記
注
、
正
義
、
星
返
歌
、
政
事
略
、
世
法
録
、
世
風

記
、
世
語
、
世
諺
物
語
、
数
珠
切
徳
経
、
図
書
編
、
図
経
、
諏
擇
秘
典
、
塵
塚
物
語
、
仁
王
経
、
震
澤
長
語
、
秦
中
歳
時
記
、
神
霊
経
、
神
名
帳
、
神
農
本
草
経
、
神
道

百
首
、
神
代
巻
、
神
相
全
篇
、
神
仙
巧
法
、
神
枢
、
神
鏡
抄
、
申
叔
舟
海
東
諸
国
記
、
深
秘
抄
、
晋
律
、
晋
天
文
志
、
晋
束
晳
、
晋
書
注
、
晋
王
雅
伝
、
新
論
、
新
編
鎌

倉
志
、
新
撰
六
帖
、
新
撰
万
葉
集
、
新
撰
万
葉
、
新
撰
姓
氏
録
、
新
古
、
心
経
注
、
食
経
、
食
鑑
、
職
原
抄
大
全
、
職
原
抄
、
常
熟
縣
志
、
松
石
集
、
少
儀
、
小
刀
慥
置
、

小
爾
雅
、
徐
鍇
、
徐
氏
注
、
徐
景
山
、
書
史
會
要
、
渚
山
記
、
遵
成
八
牋
、
旬
子
、
舜
典
、
春
秋
連
斗
樞(

本
綱)

、
春
秋
題
辞
、
春
秋
潜
潭
巴
、
春
秋
説
題
辞
、
春
秋
説

題
、
春
秋
正
義
、
春
秋
左
氏
伝
、
春
秋
孔
演
図
、
春
秋
燕
語
、
春
雨
抄
、
春
雨
集
、
宿
耀
経
、
十
六
夜
物
語
、
十
節
録
、
十
節
記
、
十
訓
抄
、
住
吉
旧
記
、
集
注
、
集
韻
、
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拾
芥
抄
呪
歌
、
拾
遺
長
歌
、
拾
遺
鹿
皮
偪
、
拾
遺
員
外
、
拾
、
修
行
道
地
経
、
周
礼
地
官
註
、
周
礼
司
書
注
疏
、
周
礼
（
本
綱
）
、
周
書
月
令
（
本
綱
）
、
周
書
、
周
易
注
、

周
易
集
林
、
周
易
、
授
持
暦
、
種
樹
書
、
朱
子
注
、
朱
子
語
録
、
錫
杖
経
、
釈
門
正
統
、
釈
名
（
本
綱

）、
釈
日
本
紀
、
釈
書
略
、
悉
曇
抄
、
辞
世
、
爾
雅
疎
釈
、
爾

雅
（
本
綱
）、
慈
恩
上
生
経
、
字
林
、
事
類
合
壁
、
事
文
要
言
、
事
始
、
事
玄
要
言
、
事
苑
、
資
生
経
、
詩
箋
、
詩
魯
頌
、
詩
法
入
門
、
詩
函
風
、
詩
陳
風
、
詩
谷
風(

本

綱)

、
詩
大
雅
（
本
綱
）、
詩
曹
風
、
詩
疏
（
本
綱
）、
詩
秦
風
、
詩
召
南
篇
、
詩
苑
類
格
、
師
古
漢
書
、
四
分
律
、
四
十
二
章
経
、
四
時
纂
要
、
史
炤
釈
文
、
史
周
記
、

史
記
律
書
、
史
記
蘇
秦
伝
、
司
馬
法
、
纂
文
、
山
谷
詩
集
注
、
山
海
経
（
本
綱
）
、
山
、
三
餘
帖
、
三
巴
記
、
三
国
史
記
、
三
界
記
、
左
伝
注
疏
、
紺
珠
集
、
今
昔
物
語
、

国
語
注
、
合
薫
少
、
高
誘
、
郊
祀
志
、
綱
鑑
、
皇
帝
内
伝
、
皇
極
経
世
、
甲
乙
経
、
江
家
次
第
、
庚
辛
玉
冊
、
広
志
、
広
五
行
紀
、
孝
経
援
神
契
、
孔
融
、
孔
叢
子
、
孔

氏
、
孔
子
家
語
、
孔
穎
達
註
、
孔
穎
達
、
公
羊
伝
注
、
語
林
、
御
製
、
後
撰
集
、
後
漢
律
暦
志
、
後
漢
李
尤
竃
銘
、
呉
瑞
、
呉
子
序
、
五
雷
経
、
五
鳳
集
、
五
代
史
、
五

行
志
、
五
行
記
（
本
綱
）、
顧
元
慶
、
古
事
記
、
古
詩
、
古
今
和
歌
集
序
、
古
今
著
聞
集
、
古
今
短
歌
、
古
今
集
、
古
今
詩
話
、
玄
奘
三
蔵
表
、
玄
珠
蜜
語
、
源
順
載
崔

禹
錫
食
経
、
源
順
、
原
痘
論
、
元
史
、
元
亨
釈
書
泰
澄
賛
、
軒
轅
内
伝
、
兼
名
苑
注
、
兼
好
徒
然
草
、
兼
好
寂
寞
草
、
月
令
注
、
月
令
章
句
、
芸
文
類
聚
、
芸
経
、
経
（
皇

帝
内
経
）
、
経
、
慧
暉
、
群
談
採
余
、
群
書
拾
唾
、
群
玉
韻
府
、
群
忌
際
集
、
熊
野
後
幸
記
、
熊
野
王
子
記
、
銀
海
精
微
、
金
瘡
要
薬
、
金
剛
経
、
金
光
明
経(

本
綱)

、

玉
暦
、
玉
葉

勝
尾
寺
に
て
、
玉
枢
経
、
玉
海
、
興
化
府
志
狭
衣
、
教
坊
記
、
京
房
、
牛
経
大
全
、
旧
事
本
紀
、
桔
梗
花
、
吉
藏
疏
、
吉
田
兼
好
、
吉
川
学
海
、
飢
人
、

紀
貫
之
集
、
顔
回
、
韓
愈
詩
、
韓
彦
直
橘
譜
、
韓
非
説
難
、
甘
露
寺
親
長
記
、
漢
武
故
事
、
漢
書
陳
勝
伝
、
漢
書
師
古
注
、
漢
書
韓
信
傳
、
漢
紀
別
伝
、
感
遇
、
感
応
志
、

乾
元
二
年
記
、
茅
氏
武
備
志
、
鎌
倉
大
草
子
、
鎌
倉
志
、
郭
恕
先
、
格
古
論
、
外
台
方
、
開
元
録
、
海
東
諸
国
記
、
海
上
名
方
、
回
春
、
会
典
、
花
史
、
河
図
、
河
海
抄
、

歌
林
良
材
集
、
家
礼
、
化
書
、
温
室
経
、
黄
葉
集
、
黄
帝
占
、
黄
氏
、
王
鳴
鶴
、
王
褒
伝
、
王
符
論
、
王
制
、
王
逸
玉
論
、
王
逸
、
応
劭
、
奥
州
後
三
年
記
、
燕
子
花
、

閲
耕
余
録
、
永
嘉
記
、
運
気
論
、
宇
治
左
府
頼
長
公
記
、
韻
府
続
編
、
韻
府
、
韻
語
陽
秋
、
韻
海
、
隠
岐
国
に
て
、
陰
陽
変
化
論
、
因
果
経
、
逸
史
、
医
学
綱
目
、
緯
書
、

易
睽
三
爻
、
易
萃
上
爻
、
易
大
伝
、
夷
堅
志
、
伊
勢
、
阿
含
経
、
法
印
辞
世
、
呉
都
賦
、
唐
韻
（
本
綱
）、
東
医
宝
鑑
、
玉
燭
宝
典

以
上
の
引
用
書
目
に
よ
っ
て
、
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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第
一
に
、
寺
島
良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
作
成
に
際
し
て
か
な
り
多
く
の
書
物
を
引
用
し
て
い
る
。

第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
の
中
に
は
書
名
で
示
し
た
書
目
と
文
章
の
名
前
で
引
用
し
た
書
物
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
書
名
を
あ
げ
ず
、
撰
者
の
名

前
を
あ
げ
て
出
典
を
示
し
て
い
る
例
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
『
三
才
図
会
』『
和
名
抄
』
の
よ
う
に
書
名
で
引
用
書
目
を
示
し
た
項
目
が
存
在

す
る
。
そ
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
王
褒
伝
」「
少
儀
」
の
よ
う
に
文
章
の
名
前
で
示
し
た
項
目
も
存
在
す
る
。
そ
れ
以
外
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
孫
愐
」

「
曹
子
建
」
の
よ
う
に
撰
者
名
で
出
典
を
示
し
て
い
る
項
目
も
あ
る
。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
を
通
看
す
る
と
、
漢
籍
が
一
番
多
く
、
全
体
の
ほ
ぼ
八
割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漢
籍
は
経
史
子
集
の
全
般
に
わ
た

る
。
ま
た
、
か
な
り
の
和
書
も
数
え
ら
れ
、「
夫
木
」（
『
夫
木
和
歌
抄
』）
の
引
用
例
が
一
番
多
く
て
二
百
以
上
に
上
が
り
、『
和
名
抄
』
は
二
位
で
百
四
十
例
以
上
で
あ

る
。
そ
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
の
中
に
、『
和
名
抄
』
に
収
録
し
た
佚
書
が
多
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、『
兼
名
苑
』『
漢
語
抄
』『
麻
果
切
韻
』『
四
声
字

苑
』
な
ど
の
佚
書
は
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
目
は
直
接
引
用
で
は
な
く
、『
和
名
抄
』
或
は
『
和
名
抄
』
と
関
連
す
る
書
物
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

第
四
に
、『
本
草
綱
目
』
は
千
例
以
上
引
用
さ
れ
た
。
明
・
李
時
珍
撰
『
本
草
綱
目
』
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
頃
と
さ
れ
る
（1

）。『
本
草
綱

目
』
は
日
本
の
本
草
学
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
本
で
は
『
本
朝
食
鑑
』『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』『
大
和
本
草
』
等
の
よ
う
な
本
草
書
が
陸

続
と
刊
行
さ
れ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
百
科
事
典
で
は
あ
る
が
、『
本
草
綱
目
』
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。『
本
草
綱
目
』
の
引
用
と
し
て
、「
本
綱
」1411

例
、「
本
草
綱
目
」42

例
「
本
草
」32

例
、
、「
時
珍
」25

例
、
李
時
珍1

例
、「
本
草
時
珍
」1

例
、
合
わ
せ
て1513

例
、
二
番
目
の
『
三
才
図
会
』
の446

例
の
三
倍

以
上
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
骨
組
み
に
な
る
書
物
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
五
に
、『
本
草
綱
目
』
の
よ
う
な
千
百
例
以
上
に
引
用
さ
れ
た
書
目
に
対
し
て
、
一
回
二
回
し
か
引
用
し
て
い
な
い
書
物
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
『
事
類
全
書
』、『
牛

経
大
全
』
『
芸
文
類
聚
』
の
よ
う
な
書
物
は
一
回
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
一
回
し
か
引
用
さ
れ
て
い
な
い
書
物
は
引
用
書
目
の
五
分
の
三
を
占
め
て
い

る
。
良
安
は
自
序
で
三
十
余
年
を
か
け
て
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
編
纂
し
た
と
述
べ
て
い
た
。
無
論
こ
れ
ら
の
書
物
を
全
部
通
読
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、『
芸
文
類
聚
』
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の
よ
う
な
類
書
を
一
回
し
か
引
用
し
て
い
な
い
点
が
気
に
掛
か
る
。
ハ
イ
エ
ク
氏
が
す
で
に
「
中
国
の
古
典
か
ら
の
直
接
引
用
よ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
や
は
り
類
書

類
を
出
典
と
す
る
箇
所
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（2

）
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
引
用
回
数
の
少
な
い
書
物
は
類
書
か
ら
の
間
接
引
用
の
可
能
性
が
高
い
。
そ

の
た
め
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
の
悉
皆
調
査
か
ら
、
良
安
が
三
十
余
年
を
か
け
て
編
纂
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、
本
草
書
、
和
歌
集
、
文
学
書
、
地
理
書
、
歴

史
書
等
、
幅
広
い
典
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
具
体
的
な
引
用
回
数
を
確
認
で
き
た
。
書
名
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
あ
る
が
、『
三
才
図
会
』
か
ら
の
引

用
よ
り
、『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
編
纂
に
際
し
て
、『
本
草
綱
目
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
た
『
本
草
綱
目
』
を
は
じ
め
と
す
る
典
籍

引
用
の
全
体
像
と
そ
の
引
用
手
法
を
究
明
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、「
上
は
天
文
を
知
り
、
下
は
地
理
を
知
り
、
中
は
人
事
を
知
る
。
三
者
を
倶
に
明
ら
か
に
す
る
」
を
目
標

と
し
た
良
安
の
学
問
の
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』
所
引
『
本
草
綱
目
』

『
和
漢
三
才
図
会
』「
凡
例
」
に
は
、
寺
島
良
安
が
『
本
草
綱
目
』「
集
解
」
か
ら
「
適
要
」
の
も
の
を
ま
と
め
て
収
録
し
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
草
綱-

目
ノ

集-

解
ニ

諸-

先-

生
ノ

異-

論
許-

多
ナ
リ

取
二

其
中
適-

要
ノ

者
一

ヲ

籖

用
二

テ

二-

氏
三-

氏
ノ

之
言
一

ヲ

混
メ

為
レ

一
ト

唯
為
二

本
綱
ニ

曰
一
ク
ト

。

ソ
コ
ハ
ク

ア
ル
イ
ハ

（
『
本
草
綱
目
』
の
「
集
解
」
に
、
諸
先
生
の
異
論
許
多
な
り
。
其
の
中
適
要
の
者
を
取
り
、
籖
い
は
二
氏
三
氏
の
言
を
用
い
て
混
じ
て
一
と
為
し
、
唯
「
本

綱
に
曰
く
」
と
為
す
。）
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ま
た
、『
本
草
綱
目
』
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
一
五
一
六
例
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
の
な
か
で
引
用
回
数
の
最
も
多
い
書
物
で
あ
る
（3

）
。

『
本
草
綱
目
』
の
引
用
形
式
は
、
次
の
六
種
類
で
あ
る
。

本
綱

一
四
一
二
例

本
草
綱
目

四
三
例

本
草

三
四
例

時
珍

二
五
例

李
時
珍

一
例

本
草
時
珍

一
例

こ
こ
で
、
こ
の
六
種
類
の
引
用
形
式
を
そ
れ
ぞ
れ
一
例
を
あ
げ
て
、
表
２
で
示
す
。

表
２
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
所
引
『
本
草
綱
目
』
の
形
式

引
用
形
式

『
本
草
綱
目
』

『
和
漢
三
才
図
会
』

本
綱

あ
め
の
い
を

鯇
魚
（
音
患
○
『
拾
遺
』）

鯇<

（
魚
＋
軍
）
同>

ホ
ヲ
ン

【
釈
名
】
鰀
魚<

音
緩>

。
草
魚
。

鰀<

音
獲>
草
魚
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水
鮏
〈
み
づ
さ
け
〉
江
鮏
〈
ゑ
さ
け
〉〈
『
漢
語
抄
』〉

〈
和
名
阿
米
〉

時
珍
曰
、（
中
略
）
其
性
舒
緩
、
故
曰
鯇
、
曰
鰀
、
俗
名
草
魚
、
因
其
食
草
也
。

④
其
性
舒
緩
、
故
曰
鯇
、
曰
鰀
、
俗
名
草
魚
、
其
食
草
也

（
中
略
）

【
集
解
】
藏
器
曰
、
鯇
、
生
江
湖
中
、
似
鯉
。

①
『
本
綱
』、
鯇
、
生
江
湖
中

時
珍
曰
、
郭
璞
云
、
鯶
子
、
似
鱒
而
大
、
是
矣
。

②
似
鱒
而
大
、

其
形
長
身
圓
、
肉
厚
而
鬆
、
状
類
青
魚
。
有
青
鯇
、
白
鯇
二
色
。
白
者
味
勝
、

③
其
形
長
身
圓
、
肉
厚
而
鬆
、
状
類
青
魚
。
有
青
鯇
、
白
鯇
二
色
。

商
人
多
䱒
之
。（
後
略
）

本
草
綱
目

こ
ひ

鯉
魚<

『
本
經
』
上
品>

鯉

<

和
名
古
比>

唐
音

リ
イ

【
釈
名
】（
時
珍
曰
）
、
鯉
鱗
有
十
字
文
理
、
故
名
鯉
。
雖
困
死
、
鱗
不
反
白
。

『
本
草
綱
目
』
云
、
④
鱗
有
十
字
文
理
、
故
名
鯉
。
雖
困
死
、
鱗
不
反
白

（
中
略
）

【
集
解
】（
中
略
）
其
脇
中
鱗
一
道
、
從
頭
至
尾
、
無
大
小
、
皆
三
十
六
鱗
、

③
而
其
脇
一
道
、
從
頭
至
尾
、
無
大
小
、
皆
三
十
六
鱗
、
毎
鱗
有
小
黑
點

每
鱗
有
小
黑
點
。
諸
魚
惟
此
最
佳
、

故
為
食
品
上
味
。

①
鯉
、
為
魚
品
上

（
中
略
）
又
能
神
変
、
乃
至
飛
越
江
湖
、
所
以
仙
人
琴
高
乘
之
也
。

⑤
能
神
変
、
至
飛
越
江
湖

山
上
水
中
有
此
、
不
可
食
。

⑩
但
生
山
上
水
中
者
、
有
毒
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肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
中
略
）

⑥
肉<

甘
、
平>

（
宗
奭
曰
）、
鯉
、
至
陰
之
物
、
其
鱗
三
十
六
。
陰
極
則
陽
復
、
故
『
素
問
』

②
而
陰
魚
、
故
有
六
六
陰
数

言
魚
熱
中
。（
中
略
）

○
（
詵
曰
）、
鯉
脊
上
両
筋
及
黑
血
有
毒
、
溪
澗
中
者
毒
在
腦
、
俱
不
可
食
。

①
鯉
脊
上
両
筯
及
黑
血
有
毒
、

凡
炙
鯉
魚
不
可
使
煙
入
目
、
損
目
光
、
三
日
内
必
騐
也
。

<

灸
鯉
不
可
使
烔
入
目
、
損
目
光>

天
行
病
後
、
下
痢
及
宿
癥
、
俱
不
可
食
。
服
天
門
冬
、
朱
砂
人
不
可
食
、
不

⑪<

天
行
病
後
忌
食
此
、
再
發
必
死
、
服
天
門
冬
、
硃
砂
人
不
可
合
食>

可
合
犬
肉
及
葵
菜
食
。

【
主
治
】（
中
略
）
下
乳
汁
、
消
腫
。（
中
略
）

⑨
其
眼
飲
之
、
能
通
乳
汁

【
發
明
】（
時
珍
曰
）
、（
中
略
）
其
功
長
於
利
小
便
。
故
能
消
腫
脹
、
黄
疸
、

⑧
主
治
利
小
便
、
消
腫
脹

脚
気

喘
嗽
、
湿
熱
之
病
。
作
膾
則
性
温
、
故
能
去
痃
結
冷
気
之
病
。（
後
略
）

⑦
作
膾
則
性
温

本
草

×

鰶△
按
、『
本
草
』
有
鱅
無
鰶
、
今
考
合
之
鱅
、
鰶
一
物
也
。

時
珍

草
類

時
珍
曰
、
天
造
地
化
而
草
木
生
。

時
珍
曰
、
天
造
地
化
而
草
木
生
焉
。
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李
時
珍

月
桂

時
珍
曰
、
呉
剛
伐
月
桂
之
説
、
起
于
隋
唐
。

時
珍
曰
、
呉
剛
伐
月
桂
之
説
、
起
于
隋
唐
。

本
草
時
珍

躍
草

×

△
按
、『
本
草
』
時
珍
所
謂
沙
参
之
形
状
、
與
此
能
合
焉
。

表
２
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、「
本
綱
」「
本
草
綱
目
」
の
形
式
で
『
本
草
綱
目
』
を
引
用
す
る
場
合
、『
本
草
綱
目
』
の
諸
説
を
ま
と
め
て
引
用
し
て
い
る
。

第
二
に
、「
本
草
」「
本
草
時
珍
」
で
引
用
す
る
例
は
、
よ
く
按
文
に
出
る
。
こ
こ
の
「
本
草
」
は
按
文
以
前
の
「
本
綱
」
の
説
を
も
う
一
度
提
起
し
、
良
安
は
こ
れ
に

続
け
て
和
漢
の
項
目
の
異
同
、
名
称
の
認
定
等
の
知
見
を
述
べ
る
。

第
三
に
、「
時
珍
」「
李
時
珍
」
か
ら
引
用
す
る
場
合
、『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
李
時
珍
の
説
だ
け
を
引
用
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
厖
大
の
引
用
書
目
の
う
ち
、
引
用
回
数
が
一
番
多
い
の
は
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』

に
お
い
て
、
六
種
類
の
引
用
形
式
で
『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、
引
用
の
内
容
及
び
引
用
の
目
的
に
よ
っ

て
、
そ
の
引
用
形
式
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

注（
１
）
真
柳
誠
「
『
本
草
綱
目
』
の
日
本
初
渡
来
記
録
と
金
陵
本
の
所
在
」（
『
漢
方
の
臨
床
』
第
四
五
巻
・
第
十
一
号
、
東
亜
医
学
協
会
、
一
九
九
八
年
九
月
）

（
２
）
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
『
近
世
日
本
の
百
科
思
想
の
芽
生
え
―
和
漢
三
才
図
会
の
構
成
と
出
典
の
一
考
察
―
』（
『
集
と
断
片
：
類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』、
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勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）

（
３
）
拙
稿
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
」（
『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
十
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

第
三
節

『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』

一
、『
本
草
綱
目
』
の
成
立
と
日
本
へ
の
伝
来

明
・
李
時
珍
（
一
五
一
八
～
一
五
九
三
）
は
従
来
の
本
草
書
の
不
備
を
痛
感
し
、
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）
三
十
歳
の
時
に
『
本
草
綱
目
』
編
纂
を
決
意
し
た
。

そ
の
編
纂
に
つ
い
て
、
李
時
珍
は
『
本
草
綱
目
』「
序
例
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

搜
羅
百
氏
、
訪
采
四
方
、
始
於
嘉
靖
壬
子
、
終
於
万
暦
戊
寅
。
稿
、
凡
三
易
。

（
百
氏
を
搜
羅
し
、
四
方
を
訪
采
し
、
嘉
靖
壬
子
に
始
ま
り
、
万
暦
戊
寅
に
終
ふ
。
稿
、
凡
そ
三
易
。）

李
時
珍
は
『
本
草
綱
目
』
編
纂
を
企
図
し
て
か
ら
、
そ
の
準
備
に
五
年
を
費
や
し
、
嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
）
三
五
歳
の
時
か
ら
編
纂
を
始
め
、
二
七
年
を
か
け

て
、
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
六
一
歳
に
至
っ
て
、『
本
草
綱
目
』
を
完
成
し
た
。
さ
ら
に
、
慎
重
を
期
す
る
た
め
に
、
三
度
に
わ
た
っ
て
増
補
訂
正
を
繰
り
か
え
し
た
。

『
本
草
綱
目
』
は
書
名
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
体
の
項
目
を
「
綱
」「
目
」
で
分
類
し
た
。
李
時
珍
は
、『
本
草
綱
目
』「
凡
例
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
、
通
列
一
十
六
部
為
綱
、
六
十
類
為
目
。

（
今
、
通
し
て
一
十
六
部
を
列
ね
て
「
綱
」
と
為
し
、
六
十
類
を
「
目
」
と
為
す
。）

た
だ
し
、『
本
草
綱
目
』
本
文
で
は
、「
綱
」「
目
」
の
名
称
は
使
用
せ
ず
、「
部
」「
類
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の
本
草
書
と
は
異
な
る
、
李
時
珍
独
自
の
分
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類
方
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
十
六
部
六
十
類
の
配
列
に
つ
い
て
、「
凡
例
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

今
各
列
為
部
。
首
以
水
火
、
次
之
以
土
。
水
火
為
万
物
之
先
、
土
為
万
物
母
也
。
次
之
以
金
石
、
從
土
也
。
次
之
以
草
穀
菜
果
木
、
從
微
至
巨
也
。
次
之
以
服
器
、

從
草
木
也
。
次
之
以
虫
鱗
介
禽
獣
、
終
之
以
人
従
賤
至
貴
也
。

（
今
、
各
々
列
ね
て
「
部
」
と
為
す
。
首
は
「
水
」「
火
」
を
以
て
し
、
之
に
次
ぐ
に
「
土
」
を
以
て
す
。
「
水
」「
火
」
は
万
物
の
先
為
り
、「
土
」
は
万
物
の
母

為
れ
ば
な
り
。
之
に
次
ぐ
に
「
金
」「
石
」
を
以
て
す
、「
土
」
に
従
へ
ば
な
り
。
之
に
次
ぐ
に
「
草
」「
穀
」「
菜
」
「
果
」「
木
」
を
以
て
す
、
微
な
る
従
り
巨
な

る
に
至
れ
ば
な
り
。
之
に
次
ぐ
に
「
服
」「
器
」
を
以
て
す
、「
草
」「
木
」
に
従
へ
ば
な
り
。
之
に
次
ぐ
に
「
虫
」「
鱗
」「
介
」「
禽
」「
獣
」
を
以
て
し
、
之
を
終

ふ
る
に
「
人
」
を
以
て
す
、
賤
し
き
よ
り
貴
き
に
至
る
な
り
。）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
郭
崇
氏
が
木
火
土
金
水
の
五
行
説
に
よ
る
分
類
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
本
草
綱
目
』
は
「
部
」
の
配
列
と
し

て
、
ま
ず
万
物
の
先
で
あ
る
「
水
」「
火
」
、
万
物
の
母
で
あ
る
「
土
」
、
こ
れ
に
従
う
「
金
」「
石
」
の
鉱
物
を
配
す
る
。
次
に
「
微
」
か
ら
「
巨
」
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、

「
草
」「
穀
」「
菜
」「
果
」「
木
」
の
植
物
を
配
し
、
さ
ら
に
貴
賎
に
従
っ
て
「
虫
」「
鱗
」「
介
」「
禽
」「
獣
」、
最
後
に
「
人
」
を
配
し
た
の
で
あ
る
（1

）。

「
部
」
の
下
位
分
類
で
あ
る
「
類
」
は
、
李
時
珍
独
自
の
分
類
意
識
に
よ
る
。
例
え
ば
、「
禽
」
部
の
下
位
に
「
水
禽
」「
原
禽
」「
林
禽
」「
山
禽
」
を
配
す
る
。
こ
れ

は
生
態
環
境
に
よ
っ
て
項
目
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
虫
」
部
の
下
位
に
は
「
卵
生
虫
」「
化
生
虫
」「
湿
生
虫
」
を
配
す
る
が
、
こ
れ
は
繁
殖
の
し
か
た
に

よ
る
分
類
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
李
時
珍
は
、『
本
草
綱
目
』
の
項
目
の
構
成
と
し
て
、
各
項
目
に
次
の
九
項
の
内
容
を
記
載
す
る
（2

）。

正
名
：
正
式
の
名
称

修
治
：
調
製
加
工
法

釈
名
：
別
名
・
名
称
の
由
来
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気
味
：
性
能
・
性
質

集
解
：
産
地
・
形
態
・
性
状
・
採
集
方
法
等

主
治
：
薬
効

弁
疑
・
正
誤
：
先
行
文
献
の
誤
謬
の
修
正

発
明
：
薬
理
説
の
解
釈

附
方
：
民
間
に
流
布
し
た
処
方

『
本
草
綱
目
』
は
、
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）
に
南
京
で
上
梓
さ
れ
た
。
そ
の
初
印
本
は
「
金
陵
本
」
と
呼
ば
れ
る
。「
金
陵
本
」
刊
行
後
、『
本
草
綱
目
』
は
広
く

流
布
し
、「
金
陵
本
」
以
外
に
、
次
の
三
つ
の
系
統
が
あ
る
（3

）。

万
暦
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
刊
「
江
西
本
」

崇
禎

十
三
年
（
一
六
四
〇
）
刊
「
武
林
銭
衙
本
」

光
緒

十
一
年
（
一
八
八
五
）
刊
「
味
古
斎
本
」

日
本
に
も
江
戸
初
期
に
伝
来
し
、
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
従
来
、『
本
草
綱
目
』
の
日
本
伝
来
は
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
真
柳
誠
氏
は
、

慶
長
九
年(

一
六
〇
四)

、
林
羅
山
が
実
見
し
た
四
四
〇
余
部
の
書
目
の
な
か
に
『
本
草
綱
目
』
の
書
名
が
み
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（4

）。
し
た
が
っ
て
、
慶
長
九
年

(

一
六
〇
四)

以
前
に
、『
本
草
綱
目
』
は
す
で
に
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

日
中
に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』
の
刊
行
状
況
は
、
す
で
に
郭
崇
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
（5

）。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
成
立
以
前
の
『
本
草

綱
目
』
刊
行
状
況
を
示
し
て
お
く
。
こ
こ
で
郭
崇
氏
が
ま
と
め
た
も
の
に
、
陳
存
仁
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
承
応
二
年
と
元
禄
十
一
年
の
和
刻
本
を
書
き
加
え
た
（6

）。

明
・
万
暦
二
四
年
（
一
五
九
六
）『
本
草
綱
目
』
初
印
「
金
陵
本
（
祖
本
）」27

冊
刊
行
。

明
・
万
暦
三
一
年
（
一
六
〇
三
）『
本
草
綱
目
』「
江
西
本
」（
底
本
は
「
金
陵
本
」）
刊
行
。
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慶
長
九

年
（
一
六
〇
四)

林
羅
山
『
既
見
書
目
録
』
に
『
本
草
綱
目
』
の
記
載
あ
り
。

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七)

最
初
の
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』（
底
本
は
「
江
西
本
」）36

冊
。

明
・
崇
徳
五

年
（
一
六
四
〇
）『
本
草
綱
目
』「
武
林
銭
衙
本
」（
底
本
は
「
江
西
本
」）20

冊
。

承
応
二

年
（
一
六
五
三
）
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』（
底
本
は
「
武
林
銭
衙
本
」）20

冊
。

万
治
二

年
（
一
六
五
九
）
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』38

冊
（
底
本
は
「
武
林
銭
衙
本
」
）。

寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』28

冊
（
底
本
は
「
武
林
銭
衙
本
」
）。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
和
刻
本
『
本
草
綱
目
』10

冊
（
底
本
不
詳
）。

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、『
本
草
綱
目
』
は
日
本
に
伝
来
し
、
江
戸
時
代
の
本
草
学
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』

『
本
草
綱
目
』
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
引
用
書
目
の
な
か
で
引
用
回
数
の
最
も
多
い
書
物
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

表
１
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
回
数
を
巻
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
各
巻
の
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
回
数

部

天

人
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巻
1

2
3

4
5

6
7~

9
10

11
12

13
14

15
16~20

21
22~24

25
26

27
28
頻
度

2
0

11
2

0
0

0
1

0
13

1
6

0
1

0
3

4
0

2

部巻

29
30

31
32

33
34

35
36

37
38

39
40

41
42

43
44

45
46

47
48

49

頻
度

0
3

11
1

1
0

0
1

16
47

18
19

35
26

23
18

28
21

33
18

13

部

人

地

巻

50
51

52
53

54
55

56
57

58
59

60
61

62~80
81

82
83

84
85

86
87

頻
度

5
31

46
42

21
0

0
8

8
19

13
71

1
2

43
51

48
20

12
52
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部巻

88
89

90
91

92
93

94
95

96
97

98
99

100
101

102
103

104
105

頻
度

27
17

9
10

71
47

121
49

64
47

13
29

12
14

40
32

13
25

表
１
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
天
部
（
巻
一
～
巻
六
）
に
は
、『
本
草
綱
目
』
の
引
用
回
数
は
少
な
い
。

第
二
に
、
人
部
（
巻
七
～
巻
五
三
）
で
は
、
巻
七
～
巻
三
六
は
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
回
数
は
少
な
い
。
し
か
し
、
巻
三
七
か
ら
、『
本
草
綱
目
』
の
引
用
が
著
し
く

増
加
す
る
。

第
三
に
、
地
部
（
巻
五
十
四
～
巻
百
五
）
で
は
、
地
理
に
関
す
る
巻
六
二
～
八
〇
に
は
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
は
一
回
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
が
本
草

書
で
あ
り
、
地
理
に
関
す
る
こ
と
を
収
録
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
五
五
と
巻
五
六
に
も
『
本
草
綱
目
』
の
引
用
は
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
除
く
地
部
で
は
、『
本
草
綱
目
』
を
数
多
く
引
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
地
理
に
関
す
る
巻
六
二
～
八
〇
の
十
九
巻
を
除
く
巻
三
七
以

降
に
『
本
草
綱
目
』
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る
。

表
２
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
の
対
照
表
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『
和
漢
三
才
図
会
』

本
草
綱
目

天

1

天
文
、2

二
十
八
宿
、3

天
象
、4

時
候
、5

暦
占
、6

暦
日
吉
凶

×

人

人
倫

7

人
倫
、8

親
属
、

×

9

官
位
、10

人
倫
之
用
、11

經
絡
、12
支
體
、13

異
国
人
物
、14

外
夷
人
物
、

1
5

芸
財
、1

6

芸
能
、1

7

嬉
戯
類
、1

8

楽
器
、1
9
神
祭
佛
具
、

兵
器

2
0

兵
器
防
備

、2
1

兵
器
征
伐

2
2

刑
罰
具
、23

魚
獵
具
、24

百
工
具
、2

5

容
飾
具
、26

服
玩
具

絹

布

衣

×

服
器
部

4
0

服
帛
類

服
類

2
7

絹
布
、28

衣
服
、

×

2
9

冠
帽
、3

0

履
襪
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×
4
1

器
物
類

31
庖
厨
具
、3

2

家
飾
具
、3

3

車
駕
具
、34

船
橋
類
、3

5

農
具
、3

6

女
工
具

×

3
7

畜
類
、3

8
獣
類
、3

9

鼠
類
、40

寓
類

獣
部

5
5

畜
類
、5

6

獣
類
、5

7

鼠
類
、58

寓
類
、59

怪
類

×

禽
類

4
1

水
禽
、4

2

原
禽
、43
林
禽
、44

山
禽

禽
部

51

水
禽
、52

原
禽
、53

林
禽
、5

4

山
禽

龍
蛇
部

4
5

龍
蛇
類

鱗
部

4
5

龍
類
、4

6

蛇
類

介
甲
部

46

介
甲
龜
蟹

介
部

49

龜
蟹

4
7

介
甲
鰒
蛤

5
0

蚌
蛤

魚
部

4
8

有
鱗
魚
河
湖

、4
9

有
鱗
魚
江
海

鱗
部

4
7

魚
類

5
0

無
鱗
魚
河
湖

、5
1

無
鱗
魚
江
海

4
8

無
鱗
魚

虫
部

52

卵
生
虫
、5

3

化
生
虫
、5

4

湿
生
虫

虫
部

4
2

卵
生
虫
、4

3

化
生
虫
、4

4

湿
生
虫
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地
5
5

土
地
類

土
部

4

土
類

56
山
類

×

5
7

水
類

水
部

1

天
水
、2

地
水

5
8

火
類

火
部

3

火
類

金
石
部

5
9

金
類

金
石
部

5

金
類

6
0

玉
石
類

6

玉
類
、7

石
類

6
1

雑
石
類

×

×
8

鹵
類

6
2

～8
0

中
華
、
日
本
地
理

×

81

家
宅
類

×

木
部

8
2

香
木
類
、83

喬
木
類
、8

4

灌
木
類

木
部

3
4

香
木
類
、3

5

喬
木
類
、3

6

灌
木
類

8
5

寓
木
類
附
リ
苞
木

3
7

寓
木
類
、3

8
苞
木
類
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×
3
9

雑
木
類

果
部

86
五
果
類
、8

7

山
果
類
、8

8

夷
果
類
、8

9

味
果
類
、9

0

蓏
果
類
、

果
部

2
8

五
果
類
、2

9

山
果
類
、3

0

夷
果
類
、31

味
果
類
、3

2

蓏
果
類
、

91

水
果
類

33

水
果
類

草
類

9
2

山
草
類
薬
品

、9
3

芳
草
類
、9

4

本
末

湿
草
類
、9

5

毒
草
類
、9

6

蔓

草
部

9

山
草
類
、1

0

芳
草
類
、1

1

湿
草
類
、12

毒
草
類
、1

3

蔓
草
類
、

草
類
、9

7

水
草
類
、9

8
石
草
類

1
4

水
草
類
、15

石
草
類

99

葷
草
類

×

×
16

苔
草
類

×
1
7

雑
草
類

×
1
8

有
名
未
実

1
00

蓏
菜
類
、1

01

芝
栭
類
、1

0
2

柔
滑
類

菜
部

25

蓏
菜
類
、2

6

芝
栭
類
、2

7

柔
滑
類

×
2
3

葷
菜
類

×
2
4

水
菜
類

穀
菽
類

1
0
3

穀
類

穀
部

×

×
19

麻
麦
稲
類
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×
2
0

稷
粟
類

1
0
4

菽
豆
類

21

菽
豆
類

10
5

造
醸

2
2

造
醸
類

×

人
部

6
0

人
類

表
２
か
ら
、
両
書
の
部
立
を
比
較
す
る
と
、
地
部
の
「
地
理
」
十
九
巻
（
巻
六
十
二
～
八
十
）
を
除
い
て
、
巻
三
七
～
一
〇
五
の
部
立
は
か
な
り
一
致
す
る
こ
と
が
看

取
さ
れ
る
。

第
一
に
、『
本
草
綱
目
』
は
十
六
部
六
〇
類
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
部
立
構
成
は
整
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
部
」
と
「
類
」
の
階
層
概
念
が

は
っ
き
り
し
な
い
。

第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、『
本
草
綱
目
』「
人
」
部
に
対
応
す
る
部
立
は
存
在
し
な
い
。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
、『
本
草
綱
目
』「
服
器
」
部
と
類
似
す
る
部
立
は
あ
る
が
、
名
称
は
一
致
し
な
い
。

第
四
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
三
七
～
巻
一
〇
五
の
部
立
の
名
称
は
、『
本
草
綱
目
』
の
部
立
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
三
五
の
部
立
は
完
全
に
一
致
す
る
。
表
２
に
よ
っ
て
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
三
七
～
巻
一
〇
五
の
分
類
は
、『
本
草
綱
目
』
に
依
拠
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

完
全
に
一
致
す
る
三
五
の
部
立
以
外
に
、
そ
の
対
応
形
式
は
、
次
の
四
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

（
１
）『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
合
併
す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』4

5

龍
蛇
類

↓
『
本
草
綱
目
』4

5

龍
類
、46

蛇
類
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『
和
漢
三
才
図
会
』6

0

玉
石
類

↓
『
本
草
綱
目
』6

玉
類
、7

石
類

『
和
漢
三
才
図
会
』8

5

寓
木
類
附
リ
苞
木

↓
『
本
草
綱
目
』3

7

寓
木
類
、3

8

苞
木
類

『
和
漢
三
才
図
会
』5

7

水
類

↓
『
本
草
綱
目
』1

天
水
、2

地
水

（
２
）『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
細
分
化
す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』48

有
鱗
魚
河
湖

、4
9

有
鱗
魚
江
海

↓
『
本
草
綱
目
』4

7

魚
類

『
和
漢
三
才
図
会
』5

0

無
鱗
魚
河
湖

、51

無
鱗
魚
江
海

↓
『
本
草
綱
目
』48

無
鱗
魚

（
３
）『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
の
名
称
を
改
変
す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』4

6

介
甲
龜
蟹

↓
『
本
草
綱
目
』49

龜
蟹

『
和
漢
三
才
図
会
』4

7

介
甲
鰒
蛤

↓
『
本
草
綱
目
』5
0

蚌
蛤

（
４
）『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
削
除
・
増
補
す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
新
た
に
「
山
」
類
・
「
葷
草
」
類
・
「
雑
石
」
類
・
「
穀
」
類
を
立
て
、
「
怪
」
類
・
「
鹵
」
類
・
「
雑
木
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
雑
草
」
類
・
「
有
名

未
実
」・
「
葷
菜
」
類
・
「
水
菜
」
類
・
「
麻
麦
稲
類
」・
「
稷
粟
」
類
を
削
除
し
た
。

第
五
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
部
」
と
「
類
」
が
混
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
両
書
の
「
部
」
と
「
類
」
は
対
応
し
に
く
い
。
さ
ら
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、

『
本
草
綱
目
』
の
「
部
」
の
名
称
と
範
疇
を
改
変
し
て
い
る
。

ま
ず
、『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
龍
」
類
と
「
蛇
」
類
は
「
鱗
」
部
に
属
す
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
龍
」
類
と
「
蛇
」
類
を
合
併
し
て
「
龍
蛇
」
類

と
す
る
。
さ
ら
に
、「
龍
蛇
」
類
を
「
鱗
」
部
か
ら
独
立
さ
せ
て
、
新
た
に
「
龍
蛇
」
部
を
立
て
る
。

ま
た
、『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
魚
」
類
・
「
無
鱗
魚
」
は
、「
龍
」
類
・
「
蛇
」
類
と
同
じ
く
「
鱗
」
部
に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
「
魚
」

部
を
立
て
、「
魚
」
類
を
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」
と
し
、「
無
鱗
魚
」
を
「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
と
し
て
細
分
化
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
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で
は
、『
本
草
綱
目
』
に
あ
っ
た
「
鱗
」
部
は
消
え
、
そ
の
代
わ
り
に
「
龍
蛇
」
部
と
「
魚
」
部
が
新
た
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

次
に
、『
本
草
綱
目
』
で
は
「
龜
蟹
」
と
「
蚌
蛤
」
は
「
介
」
部
に
属
す
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
新
た
に
「
介
甲
」
部
を
立
て
、
そ
の
な
か
を
「
介

甲
龜
蟹

」
と
「
介
甲
鰒
蛤

」
に
細
分
化
す
る
。

ま
た
、
『
本
草
綱
目
』「
穀
」
部
に
は
「
麻
麦
稲
」
類
・
「
稷
粟
」
類
・
「
菽
豆
」
類
・
「
造
醸
」
類
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、「
麻
麦
稲
類
」

と
「
稷
粟
」
類
を
踏
襲
せ
ず
、
新
た
に
「
穀
」
類
を
立
て
た
。
ま
た
、「
穀
」
類
と
「
菽
豆
」
類
の
上
位
階
層
と
し
て
新
し
く
「
穀
菽
」
類
を
立
て
た
。
こ
う
し
て
、『
和

漢
三
才
図
会
』
は
、「
穀
」
部
を
廃
し
て
「
穀
菽
」
類
を
創
出
し
、
別
に
「
造
醸
」
を
立
て
て
い
る
。

第
六
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
の
影
響
が
強
い
が
、
そ
の
配
列
順
番
は
『
本
草
綱
目
』
と
は
異
な
る
。『
本
草
綱
目
』
は
「
凡
例
」
に
述
べ
た

と
お
り
に
、「
水
」「
火
」「
土
」「
金
」「
石
」「
草
」「
穀
」「
菜
」「
果
」「
木
」「
虫
」「
鱗
」「
介
」「
禽
」「
獣
」
、
そ
し
て
「
人
」
の
順
序
で
配
列
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
和

漢
三
才
図
会
』
の
配
列
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
か
な
り
の
改
変
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
次
の
四
点
に
は
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
を
残
す
。

第
一
に
、
削
除
し
た
部
立
と
増
補
し
た
部
立
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
関
連
性
が
あ
る
の
か
。

第
二
に
、
一
致
す
る
部
立
の
項
目
の
配
列
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

第
三
に
、
増
補
し
た
部
立
の
項
目
は
ど
こ
か
ら
採
用
し
た
の
か
、
そ
の
配
列
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

第
四
に
、
全
体
の
配
列
の
基
準
は
、
何
に
拠
っ
た
の
か
。

注
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（
１
）
郭
崇
「
『
大
和
本
草
』「
穀
」
類
に
内
在
す
る
下
位
分
類
―
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
か
ら
―
」（
『
水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第2

8

号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年

四
月
）。

（
２
）
杉
本
つ
と
む
『
日
本
本
草
学
の
世
界
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月
）。

杉
本
氏
は
八
項
と
さ
れ
た
が
、『
本
草
綱
目
』
の
本
文
に
よ
っ
て
「
正
名
」
を
加
え
、「
正
誤
」
に
「
弁
疑
」
を
補
っ
て
「
弁
疑
、
正
誤
」
と
し
た
。

（
３
）
馬
継
興
、
胡
乃
長
「
『
本
草
綱
目
』
版
本
的
考
察
」（
『
李
時
珍
研
究
集
成
』、
中
国
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）。

（
４
）
真
柳
誠
「
『
本
草
綱
目
』
の
日
本
渡
来
記
録
と
金
陵
本
の
所
在
」（
『
漢
方
の
臨
床
』
第
四
五
巻

第
十
一
号
、
東
亜
医
学
協
会
、
一
九
九
八
年
九
月
）。

（
５
）
注
（
１
）
の
前
掲
論
文
。

（
６
）
陳
存
仁
「
李
時
珍
先
生
的
『
本
草
綱
目
』
伝
入
日
本
以
後
」（
『
李
時
珍
研
究
集
成
』、
中
国
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
八
月
）。
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第
二
章

『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
成
立

第
一
節

「
葷
菜
」
類
か
ら
「
葷
草
」
類
へ

第
一
章
第
三
節
の
表
２
か
ら
確
認
で
き
た
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
削
除
・
増
補
し
た
部
立
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
新
た
に
「
葷

草
」
類
を
立
て
、「
葷
菜
」
類
を
削
除
し
た
。
本
章
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
の
関
連
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類

ま
ず
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
を
確
認
す
る
。
表
１
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類

と
の
項
目
を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
配
列
は
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
を
基
準
と
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
項
目
を
並
べ
替
え
た
。『
本
草
綱
目
』

の
（
）
内
の
項
目
は
、（
）
の
直
前
の
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
名
称
は
異
な
る
が
同
じ
項
目
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

表
１
・
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
項
目

『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類

①
韭

①
韭
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②
山
韭
（
水
韭
）

②
山
韭
、
③
水
韭

③
葱

⑨
葱

④
茖
葱

×

⑤
胡
葱

⑩
胡
葱

×

⑪
分
葱

⑥
薤
（
水
晶
葱
）

④
薤
、
⑤
水
晶
葱

⑦
蒜

⑥
蒜

⑧
山
蒜

⑧
（
サ
＋
鬲
）

⑨
葫

⑦
大
蒜

⑩
五
辛
菜

×

⑪
蕓
苔
、
⑫
菘

⑫
蕓
苔
、
⑬
菘

⑬
芥
、
⑭
白
芥

⑭
芥
菜
、
⑮
白
芥
子

⑮
蕪
菁

⑯
蕪
菁

×

⑰
（
サ
＋
沓
）
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⑯
莱
菔
（
羅
蔔
）

⑱
羅
蔔

⑰
生
薑
、
⑱
干
薑
、
⑲
茼
蒿
、
⑳
邪
蒿
、

⑳
生
薑
、
㉑
干
薑
、
㉒
茼
蒿
、
㉓
邪
蒿
、

㉑
胡
荽

㉔
胡
荽

㉒
胡
羅
蔔

⑲
胡
羅
蔔

㉓
水
斳
（
芹
菜
）、
㉔
堇
（
旱
芹
）、
㉕

㉕
芹
菜
、
㉖
旱
芹
、
㉗
赤
芹
、
㉘
馬
蕲
、

紫
堇
（
赤
芹
）、
㉖
馬
蕲

×

㉙
野
蜀
葵

×

㉚
阿
之
太
婆

㉗
茴
香
、
㉘
蒔
羅

㉛
茴
香

㉜
蒔
羅

×

㉝
伊
乃
牟
止

㉙
羅
勒
、
㉚
白
花
菜
、
㉛
焯
菜

㉞
羅
勒
、
㉟
白
花
菜
、
㊱
焯
菜
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㉜
草
豉

×

×

㊲
煙
草

×

㊳
山
葵

表
３
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
三
八
項
目
の
う
ち
、
三
一
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
に
確
認
さ
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類

の
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
を
下
敷
き
と
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
寺
島
良
安
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
を
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
に
改
変
し
た
理
由
に
は
言
及
し
な
い
。
た
だ
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」

類
の
冒
頭
で
、「
五
辛
」
に
つ
い
て
、『
梵
網
経
』『
楞
厳
経
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

『
梵
網
経
』

ニ

云
、
大
‐

蒜
・
茖
‐

葱
・
韮
‐

葱
・
蘭
‐

葱
・
興
‐

渠
、
是

ノ

五
種
一
‐

切
食
‐

中
ニ

不
レ

レ

得
レ

食
フ
ヲ

。
若
三

シ

故

食
‐

フ

者
ハ

犯
二

ス
カ

軽
‐

垢
‐

罪
ヲ

。

コ
ト
サ
ラ
ニ

『
楞
厳
経
』

ニ

云
ク

、
食
レ

フ

辛
ヲ

人
ハ

縦

宣
二
‐

説
ス
ト
モ

十
二
‐

部
‐

経
一

ヲ

、
十
方

ノ

天
‐

仙

嫌
テ

二

其

臭
‐

穢
ヲ

咸
皆
遠
‐

離
ス

、（
中
略
）
凡

ソ

出
二
ル

貴
‐

人
ノ

面
前
一

ニ

者
ハ

、
毎

タ
ト
ヒ

キ
ラ
イ

ク
サ
キ

ケ
カ
レ

ミ
ナ

ニ

宜
レ
シ

忌
レ
ム

茹
二

フ
ヲ

韮
蒜
等

ノ

之
臭
‐

穢
ノ

物
ヲ

、
乃
イ

是
レ

礼
也
。
事
二
ル

神
‐

佛
一
ニ

者
殊

ニ

可
レ
シ

戒
ム

。

（
『
梵
網
経
』
に
云
ふ
、
大
蒜
・
茖
葱
・
韮
・
葱
・
蘭
葱
・
興
渠
、
是
の
五
種
一
切
食
中
に
食
ふ
こ
と
を
得
ず
。
も
し

故

に
食
ふ
者
は
軽
垢
罪
を
犯
す
か
。

こ
と
さ
ら

『
楞
厳
経
』
に
云
く
、
辛
を
食
ふ
人
は
縦
ひ
十
二
部
経
を
宣
説
す
れ
ど
も
、
十
方
の
天
仙
は
其
の
臭
き
穢
れ
を
嫌
ひ
て
咸
皆
遠
離
す
。（
中
略
）
凡
そ
貴
人
の
面
前

み

な

に
出
づ
る
者
、
毎
に
宜
し
く
韮
蒜
等
の
之
臭
穢
の
物
を
茹
る
こ
と
を
忌
む
べ
し
。
乃
ち
是
れ
礼
な
り
。
神
佛
に
事
へ
る
者
殊
に
戒
む
べ
し
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
仏
教
で
は
大
蒜
等
の
も
の
を
食
べ
る
と
、
不
浄
の
罪
を
犯
す
。
ま
た
、
貴
人
の
前
に
出
る
人
は
こ
れ
ら
の
臭
穢
の
も
の
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
特

に
、
神
仏
に
仕
え
る
人
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

寺
島
良
安
は
、
仏
教
経
典
『
梵
網
経
』『
楞
厳
経
』
に
依
拠
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
項
目
を
収
録
し
た
た
め
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
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は
「
葷
草
」
類
に
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
う
ち
、
三
項
目
を
削
除
し
、
新
た
に
七
項
目
を
増
補
し
て
い
る
。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
の
配
列
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
独
自
の
分
類
を
内
在
さ
せ
る
。

第
四
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
④
～
⑪
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
の
項
目
配
列
と
は
大
き
く
異
な
る
。

第
五
に
、「
葷
草
」
類
⑱
「
羅
蔔
」・
⑲
「
胡
羅
蔔
」
の
二
項
目
の
配
置
は
、『
本
草
綱
目
』
と
異
な
る
。

第
六
に
、
④
～
⑪
、
⑱
、
⑲
以
外
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
配
列
は
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
と
一
致
す
る
。

二
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
配
列
の
変
更

な
ぜ
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
配
列
順
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
①
～
⑨
の
項
目
に
つ
い
て
、『
本
草
綱
目
』
の
項
目
の
配
列
順
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
「
韭
」・
②
「
山
韭
（
水
韭
）
」・
③
「
葱
」・
④
「
茖
葱
」・
⑤
「
胡
葱
」・
⑥
「
薤
（
水
晶
葱
）
」・
⑦
「
蒜
」・
⑧
「
山
蒜
」・
⑨
「
葫
」

⑥
「
薤
（
水
晶
葱
）」
の
異
名
は
「
火
葱
」、
そ
の
中
に
「
水
晶
葱
」
を
含
む
。

⑨
「
葫
」
の
異
名
は
「
大
蒜
」、
こ
れ
は
項
目
の
名
称
「
韭
」「
葱
」「
蒜
」
に
よ
っ
て
三
分
類
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

「
韭
」（
①
韭
、
②
山
韭
（
水
韭
））

「
葱
」（
③
葱
、
④
茖
葱
、
⑤
胡
葱
、
⑥
薤
（
水
晶
葱
））

「
蒜
」（
⑦
蒜
、
⑧
山
蒜
、
⑨
葫
）
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こ
れ
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、『
本
草
綱
目
』
の
①
～
⑨
の
項
目
に
対
応
す
る
項
目
の
順
番
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
「
韭
」・
②
「
山
韭
」・
③
「
水
韭
」・
④
「
薤
」・
⑤
「
水
晶
葱
」・
⑥
「
蒜
」・
⑦
「
大
蒜
」・
⑧
「
（
サ
＋
鬲
）
」・
⑨
「
葱
」・
⑩
「
胡
葱
」・
⑪
「
分
葱
」

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
も
、『
本
草
綱
目
』
と
同
じ
く
「
韭
」
か
ら
始
ま
る
。
し
か
し
、
④
「
薤
」
か
ら
後
の
項
目
の
配
列
は
『
本
草
綱
目
』
と
は
異
な
る
。

④
「
薤
」
に
は
、
次
の
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
本
綱
』
薤
ハ

即
チ

韭
ノ

類
也
。

（
『
本
綱
』
薤
は
即
ち
韭
の
類
な
り
）

ま
た
、
按
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

△
按
韭
薤
一
‐

類
、
大
‐

小
ノ

二
‐

種
ア
ル

耳
。

ノ
ミ

（
按
ず
る
に
、
韭
、
薤
は
一
類
、
大
小
の
二
種
あ
る
の
み
。）

⑤
「
水
晶
葱
」
の
本
文
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
本
綱
』
水
晶
葱
ハ

者
葱

ノ

葉
、
蒜

ノ

根
ニ
テ

、
與
レ

薤
相
似

テ

不
レ

臭

、
亦
其
類
也
。

ク
サ
カ
ラ

（
『
本
綱
』
水
晶
葱
は
葱
の
葉
、
蒜
の
根
に
て
、
薤
と
相
似
て
臭
か
ら
ず
、
亦
た
其
の
類
な
り
。）

す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、「
韭
」「
薤
」「
水
晶
葱
」
を
同
類
と
み
な
し
て
、
④
「
薤
」・
③
「
水
韮
」・
⑤
「
水
晶
葱
」
の
順
に
配
列
し
た
の
で
あ
る
。

⑤
「
水
晶
葱
」
の
次
は
、『
本
草
綱
目
』
と
同
じ
く
「
蒜
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』「
蒜
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
⑦
「
蒜
（
小
蒜
）」・
⑧
「
山
蒜
」・
⑨
「
葫

（
大
蒜
）
」
の
順
に
配
列
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
蒜
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
⑥
「
蒜
（
小
蒜
）
」
・
⑦
「
大
蒜
」・
⑧
「
寇
（
山
蒜
）」
の
順
に
配
列

す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
⑥
「
蒜
（
小
蒜
）」
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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『
本
綱
』
家
蒜

ニ

有
二

二
‐

種
一

、
根
茎
俱

ニ

小
ニ
メ

而
瓣
少
、
辣
甚
者

ハ

此
小
蒜
也
。

根
茎
俱

ニ

大
ニ
メ

而
瓣
‐

多
、
辛
メ

而
帯
レ

ル

甘
ヲ

者
ハ

大
蒜
也
。
中
国

ニ
ハ

初
惟
有
二

リ

小
蒜
一

ノ
ミ

、
漢

ノ

張
騫
、
使
二

西
‐

域
一

ニ

始
テ

得
二

大
‐

蒜
ノ

種
一

ヲ

帰
ル

。

（
『
本
綱
』
家
蒜
に
二
種
有
り
、
根
茎
俱
に
小
に
し
て
瓣
少
く
、
辣
甚
し
き
者
は
此
れ
小
蒜
な
り
。

根
茎
俱
に
大
に
し
て
瓣
多
く
、
辛
く
し
て
甘
み
を
帯
ぶ
る
者
は
大
蒜
な
り
。
中
国
に
は
初
め
は
惟
小
蒜
の
み
有
り
、
漢
の
張
騫
、
西
域
に
使
し
始
め
て
大
蒜
の
種
を

得
て
帰
る
。）

ま
た
、
⑧
「
（
サ
＋
鬲
）（
山
蒜
）」
に
は
、「
俗
云
、
野
蒜
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
家
蒜
」「
野
蒜
」
と
い
う
順
序
で
「
蒜
」
グ
ル
ー
プ
を
配

列
し
て
い
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
「
蒜
」
グ
ル
ー
プ
の
次
に
、「
葱
」
グ
ル
ー
プ
を
配
す
る
。
一
方
、『
本
草
綱
目
』
の
「
葱
」
グ
ル
ー
プ
は
、
③
「
葱
」・
④
「
茖
葱
」・
⑤
「
胡

葱
」・
⑥
「
薤
（
水
晶
葱
）」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
⑥
「
薤
（
水
晶
葱
）」
は
「
韭
」
の
グ
ル
ー
プ
に
配
さ
れ
、
④
「
茖
葱
（
山
葱
）」
を
「
葷

草
」
類
か
ら
削
除
し
て
、「
山
草
」
類
に
入
れ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
葱
」
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
は
、
⑪
「
分
葱
」
を
増
補
し
、
⑨
「
葱
」・
⑩
「
胡
葱
」・
⑪
「
分
葱
」

の
順
に
配
列
す
る
。

⑪
「
分
葱
」
を
増
補
し
た
理
由
に
つ
い
て
、「
按
文
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

△
按
分
葱
根
葉
似
二

テ

胡
葱
一

ニ

而
略
肥-

大
、
如
レ

筋
ノ

、
但
根-

白
ク

無
二
キ

赤
キ

皮
一

以
為
レ

異
ト

。
二-

三-

月
分
ニ
ケ

取
リ

根
一
ヲ

、
生
ニ
テ

和
レ

膾
ニ

和
ニ
テ

酢
味-

醤
一
ニ

食
フ
モ

、
亦
同

チ
ト

フ

ト

ク

ア
ヘ

二
シ

胡
葱
一
ニ

。
而
夏-

月
硬
メ

不
レ

可
レ
ラ

食
ハ
ル

、
採
二

収
根
一
ヲ

、
八-

月
栽
レ
ル

之
ヲ

。
法
如
二

シ

胡
葱
一

。
蓋
分
葱
、
胡
葱
並
根
葱
之
種
類
也
。

ワ

ケ

ギ

ア
サ
ツ
キ

ネ

キ

（
△
按
ず
る
に
、
分
葱
の
根
葉
は
胡
葱
に
似
て
略
肥
大
く
、
筋
の
如
し
。
但
し
根
白
く
赤
き
皮
無
き
を
以
っ
て
異
と
為
す
。
二
三
月
に
根
を
分
け
取
り
、
生
に
て

膾
に
和
へ
、
酢
味
醤
に
和
へ
て
食
ふ
も
、
亦
た
胡
葱
に
同
じ
。
而
し
て
夏
月
は
硬
く
し
て
食
ふ
べ
か
ら
ず
。
根
を
採
り
収
め
て
八
月
に
之
を
栽
ふ
る
。
法
胡
葱
の
如

し
。
蓋
し
分
葱
、
胡
葱
並
に
根
葱
の
種
類
な
り
。）

つ
ま
り
、
⑪
「
分
葱
」
は
⑩
「
胡
葱
」
に
類
似
し
て
同
種
異
類
の
た
め
、
寺
島
良
安
は
こ
れ
を
増
補
し
た
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
①
～
⑪
の
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』
の
名
称
と
配
列
と
は
異
な
り
、『
本
草
綱
目
』
の
本
文
を
深
く
理
解
し
た
上
で
、
項
目
の
種
類

と
形
状
の
類
似
性
に
よ
っ
て
並
べ
換
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

こ
の
ほ
か
、『
本
草
綱
目
』
の
配
列
で
は
、
⑯
「
莱
菔
（
羅
蔔
）」、
㉒
「
胡
羅
蔔
」
と
い
う
二
項
目
の
位
置
は
離
れ
て
い
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
「
胡
羅
蔔
」

の
位
置
を
変
え
て
⑱
「
羅
蔔
」・
⑲
「
胡
羅
蔔
」
と
す
る
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
⑲
「
胡
羅
蔔
」
の
本
文
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

其
気
‐

味
微
似
二
タ
ル

羅
蔔
一
ニ

故
ニ

名
ク

（
そ
の
気
味
微
に
羅
蔔
に
似
た
る
故
に
名
づ
く
）

す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
項
目
の
類
似
性
に
よ
っ
て
配
列
を
整
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、「
葷
草
」
類
の
配
列
に
お
け
る
項
目
の
増
補

ま
た
、
前
述
の
⑪
「
分
葱
」
以
外
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
⑰
「
（
サ
＋
沓
）
」・

㉙
「
野
蜀
葵
」・
㉚
「
阿
之
太
婆
」・
㉝
「
伊
乃
牟
止
」・
㊲
「
煙
草
」・
㊳
「
山

葵
」
の
六
項
目
を
も
増
補
し
て
い
る
。

⑰
「
（
サ
＋
沓
）
」
は
、
⑯
「
蕪
菁
」
の
次
に
増
補
配
置
す
る
。
⑰
「
（
サ
＋
沓
）
」
の
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

農
政
全
書
出
二
ス

水
蕪
菁
一
ヲ

。

（
『
農
政
全
書
』
に
水
蕪
菁
を
出
だ
す
。）
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こ
こ
で
は
、
明
・
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
に
徐
光
啓
撰
『
農
政
全
書
』
を
引
用
し
、
⑰
「
（
サ
＋
沓
）
」
の
異
名
と
し
て
「
水
蕪
菁
」
を
あ
げ
る
。
こ

の
た
め
に
、
⑰
「
（
サ
＋
沓
）
」
を
⑯
「
蕪
菁
」
の
次
に
増
補
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
㉙
「
野
蜀
葵
」・
㉚
「
阿
之
太
婆
」
は
、
㉕
「
芹
菜
」・
㉖
「
旱
芹
」・
㉗
「
赤
芹
」・
㉘
「
馬
蕲
」
に
次
い
で
、
増
補
配
列
さ
れ
る
。

㉕
「
芹
菜
」・
㉖
「
旱
芹
」・
㉗
「
赤
芹
」・
㉘
「
馬
蕲
」
ま
で
は
、『
本
草
綱
目
』
の
順
序
ど
お
り
で
あ
る
。
㉘
「
馬
蕲
」
に
は
「
胡
芹
」
と
い
う
異
名
が
あ
り
、
本
文

に
は
次
の
よ
う
述
べ
て
い
る
。

馬
蕲
與
レ

芹
同
類
ニ
メ

而
異
‐

種
。

（
馬
蕲
は
芹
と
同
類
に
し
て
異
種
。）

つ
ま
り
、
㉕
「
芹
菜
」、
㉖
「
旱
芹
」、
㉗
「
赤
芹
」、
㉘
「
馬
蕲
」
は
「
芹
」
の
グ
ル
ー
プ
と
み
て
よ
い
。
増
補
し
た
㉙
「
野
蜀
葵
」
に
は
、
俗
名
と
し
て
「
俗
云
、

三
葉
芹
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
㉚
「
阿
之
太
婆
」
の
本
文
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

△
按
此
草
出
二
ツ

於
八
‐

丈
島
一

ヨ
リ

、
苗
尺
‐

許
、
茎
葉
略
似
二

テ

三
葉
芹
一

ニ

而
三
‐

椏
三
‐

葉
。

（
△
按
ず
る
に
、
此
の
草
八
丈
島
よ
り
出
づ
。
苗
は
尺
許
り
、
茎
葉
略
三
葉
芹
に
似
て
三
椏
三
葉
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
㉙
「
野
蜀
葵
」
は
「
芹
」
の
同
種
で
、
㉚
「
阿
之
太
婆
」
も
㉙
「
野
蜀
葵
」
に
似
て
い
る
た
め
、
両
者
を
「
芹
」
の
グ
ル
ー
プ
に
増
補
し
た
の
で
あ

る
。ま

た
、
㉝
「
伊
乃
牟
止
」
を
㉛
「
茴
香
」、
㉜
「
蒔
羅
」
の
次
に
増
補
し
て
い
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、
㉜
「
蒔
羅
」
の
異
名
は
「
小
茴
香
」
で
あ
り
、
㉛
「
茴

香
」、
㉜
「
蒔
羅
」
は
同
じ
「
茴
香
」
グ
ル
ー
プ
と
見
て
よ
い
。
ま
た
、
㉝
「
伊
乃
牟
止
」
の
本
文
に
は
次
の
一
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

△
按
以
‐

乃
‐

牟
‐

止
ハ

即
チ

小
茴
香

ノ

之
属
。
其
苗
、
葉
、
花
、
実
皆
似
二
テ

茴
香
一
ニ

而
小
シ

。

（
△
按
ず
る
に
、
以
乃
牟
止
は
即
ち
小
茴
香
の
属
な
り
。
其
の
苗
、
葉
、
花
、
実
は
皆
茴
香
に
似
て
小
さ
し
。
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す
な
わ
ち
、
㉝
「
伊
乃
牟
止
」
は
「
小
茴
香
」
と
同
種
で
、「
茴
香
」
に
類
似
す
る
た
め
、「
茴
香
」
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
同
種
同
類
の
項
目
を
増
補
し
、
類
似
す
る
も
の
を
近
い
位
置
に
配
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

「
葷
草
」
類
に
お
け
る
「
煙
草
」
と
「
山
葵
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
は
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
に
な
い
㊲
「
煙
草
」
と
㊳
「
山
葵
」
を
一
番
後
ろ
に
増
補
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
に
な
い

項
目
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
成
立
以
前
の
『
訓
蒙
図
彙
』『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』『
本
朝
食
鑑
』『
大
和
本
草
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和

本
草
』
に
こ
れ
に
類
す
る
文
章
が
見
い
だ
さ
れ
た
。「
山
葵
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
で
は
「
菜
」
部
「
葷
辛
」
類
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
大
和
本
草
』
に
は
「
民
用
」
類

に
「
煙
花
」
を
配
置
し
、『
本
朝
食
鑑
』
に
は
「
味
果
」
類
に
「
煙
草
」
と
配
置
す
る
。

タ

バ

コ一
、「
煙
草
」
と
『
本
朝
食
鑑
』『
大
和
本
草
』

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
人
見
必
大
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
本
朝
食
鑑
』
十
二
巻
十
冊
は
江
戸
時
代
の
食
物
本
草
書
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
に
依

拠
し
つ
つ
人
見
必
大
の
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
食
用
・
医
用
の
本
草
を
四
一
八
種
に
分
類
さ
れ
て
い
て
、
項
目
ご
と
に
、
そ
の
産
地
・
性
質
・
功
能
・
滋
味
等
を

詳
し
く
述
べ
て
、
当
時
の
食
生
活
も
記
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
貝
原
益
軒
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
大
和
本
草
』
本
文
十
六
巻
、
附
録
二
巻
は
一
三
六
四
種
の
品
目
を
収
録
し
た
本
草
書
で
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あ
る
。
日
本
独
自
の
本
草
学
を
樹
立
す
る
た
め
に
、
作
者
貝
原
益
軒
は
「
民
生
日
用
」
の
思
想
か
ら
出
発
し
、
独
自
の
分
類
意
識
で
品
目
を
配
列
し
た
（
１
）。

『
本
朝
食
鑑
』「
煙
草
」
、『
大
和
本
草
』「
烟
花
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
煙
草
」
の
本
文
を
対
照
し
て
表
１
に
し
た
。

表
１
・
『
本
朝
食
鑑
』「
煙
草
」、『
大
和
本
草
』「
烟
花
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
煙
草
」

『
本
朝
食
鑑
』

『
大
和
本
草
』

『
和
漢
三
才
図
会
』

味
果
類

民
用
類

葷
草
類

煙
草

烟
花

煙
草

タ

バ

コ

俗
称
多
波
古

タ
ハ
コ
ハ
『
蓬
溪
類
説
』
ニ
淡
婆
姑
草
ト
云
、

②
淡
婆
姑
〈
『
蓬
溪
類
記
』〉

『
漳
州
府
志
』
ニ
淡
芭
菰
ト
カ
ク
。
タ
ハ
コ
異
国
ノ
方

③
淡
芭
菰
〈
『
漳
州
府
志
』〉

言
ナ
リ
。（
中
略
）、

【
釈
名
】
煙
酒
〈
韓
客
称
之
、
言
吸
煙
則
面
熱
、

④
煙
酒

眼
眩
、
如
酔
酒
也
〉

〇
淸
康
熈
時
人
陳
扶
揺
著
『
花
鏡
』
曰
、
烟
花
、
一
名
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淡
把
姑
、
初
出
海
外
、
後
傳
種
漳
、
泉
、
今
隨
地
有
之
。

⑮
和
漢
煙
草
凡
同
時
始
矣
、
初
出
海
外
、
後
伝
種
於

本
似
春
不
老
而
葉
大
於
菜
、
開
紫
白
細
花
、
葉
老
曝
乾

漳
州
、
泉
州
、
今
処
処
有
之
、
葉
大
於
菜
、
開
紫
白

細
切
如
線
、
美
其
名
曰
金
糸
烟
。（
中
略
）。

細
花
、
葉
老
曝
乾
細
切
如
線
、

〇
『
漳
州
府
志
』
、（
中
略
）、

〇
姚
可
成
曰
、（
中
略
）。

【
発
明
】
明
順
治
年
中
呉
興
沉
穆
集
『
本
草
洞
詮
』
、
〇
『
本
草
洞
詮
』
云
、
煙
草
、

⑤
『
本
草
洞
詮
』
云
、
煙
草
、

初
載
煙
草
曰
、

一
名
相
思
草
、

一
名
相
思
艸
、

①
相
思
草
〈
『
本
草
洞
詮
』〉

言
人
吸
之
則
時
時
思
想
不
能
離
也
。

言
人
食
之
則
時
々
思
想
不
能
離
也
。

⑦
時
時
思
想
不
能
離
、
故
名
相
思
。

味
辛
、
気
温
、
有
毒
。

味
辛
、
気
温
、
有
毒
。

治
寒
濕
痺
、
消
胸
中
痞
膈
・
痰
塞
。
開
經
絡
結
滯
。
人

⑥
主
治
寒
濕
痺
、
消
胸
中
痞
膈
・
痰
塞
。
開
經
絡
結

之
腸
胃
、
筋
脉
惟
喜
通
暢
。
烟
気
入
口
、
直
循
胃
脉
而

滯
。
又
能
通
暢
人
之
腸
胃
筋
脉
。
烟
気
入
口
、
直
循

文
論
四
功
者
詳
矣
。

行
。
自
内
達
外
、
四
肢
百
骸
無
所
不
到
、
其
功
有
四
。

胃
脉
而
行
。
自
内
達
外
、
四
肢
百
骸
無
所
不
到
、
其

一
曰
、
醒
能
使
之
酔
。
蓋
火
気
蒸
表
裏
皆
徹
。
若
飲
酒

功
有
四
。
一
曰
、
醒
能
使
之
酔
。
蓋
火
気
蒸
表
裏
皆

然
。
二
曰
、
酔
能
使
之
醒
。
蓋
酒
後
啜
之
、
寛
気
下
痰
、

徹
。
若
飲
酒
然
。
二
曰
、
酔
能
使
之
醒
。
蓋
酒
後
啜

餘
酲
頓
解
。
三
曰
、
饑
能
使
之
飽
。
四
曰
、
飽
能
使
饑
。

之
、
寛
気
下
痰
、
餘
酲
頓
解
。
三
曰
、
饑
能
使
之
飽
。

蓋
空
腹
食
之
、
充
然
気
盛
如
飽
。
飽
後
食
之
、
則
飲
食

四
曰
、
飽
能
使
饑
。
蓋
空
腹
吸
之
、
充
然
気
盛
如
飽
。
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快
然
消
易
。
人
遂
以
之
代
酒
茗
、
終
日
食
之
而
不
厭
也
。

飽
後
吸
之
、
則
飲
食
快
然
消
易
。
人
遂
以
之
代
酒
代

茶
、
終
日
吸
之
不
厭
。

然
人
之
宗
気
、
一
呼
脉
行
三
寸
、
一
吸
脉
行
三
寸
、
晝

夜
一
萬
三
千
五
百
息
、
五
十
周
於
身
脉
行
八
百
一
十
丈
、

至
於
臓
腑
・
經
絡
皆
稟
気
於
胃
、
烟
入
胃
中
、
頃

此
自
然
之
節
度
也
。
臓
腑
・
經
絡
皆
稟
気
於
胃
、
烟
入

刻
而
周
於
身
、
不
循
常
度
、
而
有
駛
疾
之
勢
、
是

胃
中
、
頃
刻
而
周
於
身
、
不
循
常
度
、
而
有
駛
疾
之
勢
、

以
気
道
頓
開
、
通
體
倶
快
、
然
火
輿
元
気
不
両
立
、

是
以
気
道
頓
開
、
通
體
倶
快
、
然
火
輿
元
気
不
両
立
、

一
勝
則
一
負
、
人
之
元
気
、
豈
堪
此
邪
火
終
日
薫

一
勝
則
一
負
、
人
之
元
気
、
豈
堪
此
邪
火
終
日
薫
灼
乎
。

灼
乎
。
勢
必
眞
気
日
衰
、
陰
血
日
涸
、
暗
損
天
年
、

勢
必
眞
気
日
衰
、
陰
血
日
涸
、
暗
損
天
年
、
人
不
覺
耳
。

人
不
覺
耳
。（
中
略
）。

×

凡
病
内
痞
外
痺
者
、
藉
其
開
通
之
力
、
駆
除
寒
濕
痰
滯
、

×

亦
有
殊
功
。
若
陰
虚
有
火
者
、
得
之
是
益
之
焔
矣
、
戒

之
。

○
今
案
、
『
本
草
洞
詮
』
ニ
所
載
ノ
烟
草
モ
亦
淡
婆
姑
ト

同
物
ナ
リ
。（
中
略
）
、
日
本
ニ
モ
中
華
ニ
モ
古
ハ
ナ
シ
。

近
代
外
国
ヨ
リ
ワ
タ
ル
ト
云
。
故
『
本
草
綱
目
』
ハ
ノ

【
集
解
】
煙
草
素
自
南
蛮
国
来
、
移
種
于
本
邦
不

セ
ズ
。
日
本
ニ
初
テ
来
ル
コ
ト
天
正
ノ
初
年
ナ
ル
ヘ
シ
。

⑨
△
按
、
煙
草
天
正
年
中
南
蛮
商
舶
始
貢
此
種
〈
番
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過
六
七
十
年
、

或
曰
慶
長
十
年
初
テ
来
ル
。
初
山
州
花
山
ニ
刻
ミ
ウ
ル
、

椒
之
種
亦
始
于
同
時
〉、
以
植
於
長
崎
東
土
山
、

花
山
タ
ハ
コ
ト
云
。
又
吉
野
ニ
植
フ
、
後
ニ
丹
波
ニ
ウ

フ
。（
中
略
）

〇
猿
ハ
好
ン
テ
タ
ハ
コ
ヲ
食
ス
。
犬
ハ
甚
キ
ラ
フ
。
物

⑱
猫
、
犬
、
蛇
、
諸
鳥
皆
悪
煙
気
、
独
猿
見
刻
煙
草

性
各
異
也
。
蛇
ニ
タ
バ
コ
ノ
ヤ
ニ
ヲ
ツ
ク
レ
ハ
、
忽
色

則
抓
食
。

カ
ハ
リ
テ
死
ス
。

⑩
今
煙
草
番
椒
為
日
用
不
可
闕
之
物
也
。
煙
草
二
月

下
種
、
五
月
移
栽
、
摘
去
新
芽
、
除
蟲
也
。
毎
且
不

此
苗
叢
生
、
類
萵
苣
、
高
三
、
四
尺
、
葉
似
南
星

可
怠
。
高
三
、
四
尺
、
葉
似
商
陸
而
長
、

商
陸
而
長
大
、

八
、
九
月
開
小
花
、
茎
頭
簇
簇
葩
厚
而
淡
赤
色
、

⑫
八
、
九
月
莖
頭
出
朶
椏
開
小
白
花
、
帯
赤
色
、
略

略
似
石
蒜
、
紫
苑
之
類
、
結
子
如
桐
実
而
有
稜
黄

似
紫
苑
花
、
結
子
内
有
細
子
、
黄
褐
色
、
有
小
蟲
、

色
、

而
食
其
子
故
能
不
避
蟲
則
難
得
其
種
。

七
、
八
月
采
葉
晒
乾
、
青
変
作
赤
黄
褐
色
而
厚
為

⑪
七
、
八
月
采
葉
覆
藁
莚
（
合
＋
酉
＋
皿
）
之
一
宿

上
、
深
赤
黒
而
厚
者
次
之
、
淡
赤
黒
者
淡
赤
黄
者

取
出
、
毎
一
葉
挟
縄
如
編
成
而
晒
乾
、
一
夜
露
宿
復

又
其
次
也
。
薄
黄
淡
青
而
薄
者
為
下
品
。（
中
略
）

晒
乾
則
成
黄
赤
色
、
擴
皺
収
之
、
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今
諸
州
多
産
、
摂
州
服
部
之
産
、
葉
色
赤
黄
、
赤

⑬
備
後
備
中
及
関
東
多
出
之
、
今
摂
州
服
部
之
産
為

黒
、
有
奇
香
異
味
、
為
当
世
第
一
、
和
州
吉
野
萱

第
一
、
泉
河
新
田
次
之
、

村
之
産
、
亦
葉
色
赤
黒
、
有
異
香
美
味
而
次
之
、

此
両
品
倶
競
美
、
其
気
不
烈
不
弱
、
多
吸
不
損
口

舌
、
最
少
膠
脂
。
泉
州
新
田
之
産
亦
有
佳
香
、
然

気
弱
者
香
多
気
烈
者
香
少
亦
次
之
、

甲
州
之
門
前
小
松
、
信
州
之
和
田
玄
古
、
上
野
州

⑭
上
州
高
崎
和
州
吉
野
、
甲
州
小
松
、
荻
原
、
信
州

高
崎
之
産
葉
色
或
赤
黄
或
黄
黒
赤
有
異
香
而
不
相

玄
古
、
薩
州
国
分
、
丹
波
大
野
皆
得
其
名
者
也
。

劣
、
為
佳
品
。（
中
略
）。

長
崎
者
雖
煙
草
初
起
之
地
、
其
産
葉
色
黄
青
気
柔

×

薄
有
臭
而
不
足
用
耳
。

近
代
痬
医
煉
生
煙
草
葉
作
膏
、
和
腫
止
痛
、
或
合

⑰
南
蛮
流
外
科
青
膏
薬
中
入
煙
草
嫩
葉
汁
、
用
能
止

白
占
以
吮
膿
最
得
奇
効
、是
番
国
之
流
也
。（
中
略
）
。

痛
排
膿
止
血
殺
蟲
、
凡
藍
及
諸
草
葉
生
蟲
者
、
以
煙

草
茎
汁
灌
之
、

【
気
味
】
辛
、
温
、
有
毒
。<

実
亦
同
俗
言
食
于
随

胎
未
詳
、
若
然
則
得
味
噌
汁
鹽
湯
冷
水
之
類
自
可

⑲
凡
人
酔
煙
草
者
、
啜
未
醬
汁
解
之
、
冷
水
亦
可
。

解
其
毒
耳
。（
後
略
）

×

⑧
『
羅
山
文
集
』
云
、
佗
波
古
希
（
方
＋
仐
の
上
部
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＋
丶
＋
巴
）
婁
、
皆
番
語
也
。
其
草
採
之
、
乾
暴
剜

其
葉
而
貼
于
紙
、
捲
之
吹
火
吸
其
烟
、
其
後
用
希
（
方

＋
仐
の
上
部
＋
丶
＋
巴
）
婁
而
不
貼
于
紙
希
（
方
＋

仐
の
上
部
＋
丶
＋
巴
）
婁
之
制
或
用
鍮
或
用
竹
其
盛

佗
波
古
者
以
鍮
為
之
状
如
牛
翠
花
様
、
其
底
尾
有
孔

斜
屈
而
連
続
于
烟
筒
之
上
、
毎
有
會
必
備
之
、
如
用

×

酒
（
サ
＋
升
）
也
。
雑
之
以
丁
香
、
沉
香
等
或
妓
女

遊
君
以
為
寄
聲
通
意
之
媒
、
一
吸
一
呑
、
必
相
酬
酢

焉
。

⑯
大
明
崇
禎
十
一
年
令
云
、
有
私
販
煙
酒
買
通
外
夷

者
、
不
拘
多
寡
梟
斬
、
由
此
観
之
、
則
大
明
季
人
最

貴
之
〈
当
本
朝
寛
永
年
中
〉
矣
、
往
古
無
煙
草
而
莫

不
足
、
多
吸
之
亦
不
充
一
匊
糧
、
費
田
圃
減
穀
類
、

故
呼
曰
貧
報
草
、
元
和
寛
永
之
比
、
天
下
令
禁
種
之
、

然
不
得
止
、
竟
以
立
於
茶
酒
之
上
、
不
嗜
者
百
中
唯

二
、
三
人
耳
、
雖
有
小
毒
、
多
嗜
者
亦
無
害
矣
〈
阿

蘭
陀
、
朝
鮮
、
琉
球
人
亦
皆
嗜
之
〉。
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表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』
と
一
致
す
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
①
～
④
の
異
名
で
あ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
①
「
相
思
草
」〈
『
本
草
洞
詮
』〉
は
『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和
本
草
』
に
お
け
る
『
本
草
洞
詮
』
の
所
引
本
文
に
確
認
で
き
る
が
、
『
和
漢
三
才

図
会
』
所
引
『
本
草
洞
詮
』
の
引
用
文
に
は
存
在
し
な
い
。

②
淡
婆
姑
〈
『
蓬
溪
類
記
』
〉
、
③
淡
芭
菰
〈
『
漳
州
府
志
』
〉
は
『
大
和
本
草
』
の
本
文
と
一
致
す
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
本
文
に
は
、『
蓬
溪
類
記
』
『
漳
州
府

志
』
か
ら
の
引
用
は
一
切
な
い
。

④
煙
酒
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
【
釈
名
】
と
一
致
す
る
。

三
、
⑤
～
⑦
の
内
容
は
『
大
和
本
草
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。

四
、
⑧
の
『
羅
山
文
集
』
の
引
用
と
⑯
「
大
明
崇
禎
十
一
令
」
の
内
容
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
し
か
存
在
し
な
い
。

五
、
⑨
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和
本
草
』
の
内
容
を
融
合
し
た
も
の
と
見
え
る
。

六
、
⑩
～
⑭
と
⑰
、
⑲
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
内
容
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
本
朝
食
鑑
』
の
書
名
を
あ
げ
て
い
な
い
。

七
、
⑮
は
『
大
和
本
草
』
所
引
淸
康
熈
時
の
人
で
あ
る
陳
扶
揺
の
『
花
鏡
』
の
本
文
と
一
致
す
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
花
鏡
』
の
書
名
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、

按
文
と
し
て
、
作
者
寺
島
良
安
の
知
見
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
⑱
も
『
大
和
本
草
』
の
内
容
と
類
似
す
る
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
煙
草
」
の
項
目
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
、『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和
本
草
』
か
ら
間
接
引
用
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和
本
草
』
の
内
容
を
孫
引
き
し
た
上
で
、
良
安
は
『
羅
山
文
集
』
と
そ
の
ほ
か
の
資
料
か
ら
補
足
し
た
の
で
あ
る
。
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『
大
和
本
草
』
は
「
煙
花
」
を
「
民
用
」
類
に
配
置
し
、『
本
朝
食
鑑
』
は
「
煙
草
」
を
「
味
果
」
類
に
配
置
し
た
が
、
良
安
は
こ
れ
を
独
自
に
「
葷
草
」
類
に
入
れ

タ

バ

コ

て
い
る
。二

、「
山
葵
」
と
『
本
朝
食
鑑
』

『
本
朝
食
鑑
』「
山
葵
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
山
葵
」
の
本
文
を
対
照
し
て
表
２
に
し
た
。

表
２
・
『
本
朝
食
鑑
』『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
山
葵
」

『
本
朝
食
鑑
』

『
和
漢
三
才
図
会
』

葷
菜
類

葷
草
類

山
葵
〈
訓
和
佐
比
〉

①
山
葵

ワ

サ

ビ

【
釈
名
】
山
薑
、〈
『
本
朝
式
』
神
祇
部
以
山
薑
訓
和
佐
比
、
飛
弾
国
貢
之
、
源

②
山
薑
〈
『
本
朝
式
』〉

和
名
和
佐
比

順
曰
『
漢
語
抄
』
亦
用
此
二
字
、
未
詳
其
所
拠
也
。
必
大
按
山
葵
似
賀
茂
神
山

之
葵
、
故
名
耶
、
山
薑
因
根
状
而
名
耶
。〉
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×

③
芳
草
部
有
山
薑
、
又
同
杜
若
亦
名
山
薑
、
三
物
同
名
異
品
也
。

【
集
解
】
山
葵
、
処
処
所
在
有
之
、
家
国
多
種
之
、

④
△
按
、
山
葵
、
処
処
山
中
近
水
石
間
多
有
之
、
人
家
亦
移
種
之
、

四
時
倶
采
根
、

×

二
月
下
種
或
植
旧
根
、
三
、
四
月
生
苗
、
葉
似
冬
葵
及
蕗
、

⑤
二
月
下
種
植
宿
根
者
最
良
、
三
、
四
月
生
苗
、
葉
似
蕗
及
葵
葉
、

×

故
俗
名
山
葵
、

而
厚
圓
色
深
青
、
有
細
毛
、
六
、
七
月
作
穂
二
、
三
寸
、
開
細
黄
白
花
、
結
子

⑥
而
厚
團
深
青
色
、
有
細
毛
、
六
、
七
月
作
穂
二
、
三
寸
、
著
細
黄
白
花
、
結
子
、

極
細
、

×

種
子
不
如
種
根
、
冬
月
最
宜
采
根
。

其
根
似
良
薑
、
菖
根
、

⑦
其
根
似
菖
蒲
及
良
薑
根
、

×

⑧
故
俗
名
山
薑
、

而
根
皮
青
黒
多
（
疒
＋
畾
）
、
有
短
髭
、
其
肉
緑
碧
而
微
粘
、
有
香
、
其
味
辛

⑨
根
皮
青
黒
多
（
疒
＋
畾
）、
有
短
髭
、
其
肉
浅
緑
色
、
有
香
気
、
味
辛
辣
、

辣
、

不
減
芥
子
、
其
所
用
者
可
随
所
宜
耳
。

×

×
⑩
研
之
和
熬
酒
食
胾
膾
最
佳
、
食
蕎
麦
麪
人
不
可
闕
、

【
気
味
】
辛
温
、
無
毒
。

×

【
主
治
】
散
欝
發
汗
、
遂
風
滲
湿
、
消
積
下
痞
、
最
為
七
疝
之
剤
、

×

解
魚
鳥
毒
、
殺
蕎
麪
毒
、

⑪
有
解
魚
毒
、
麪
毒
之
功
也
、

源
順
所
謂
『
養
生
秘
要
』
曰
、
補
益
食
。
未
試
之
。

⑫
或
曰
、
患
腸
風
下
血
人
、
多
食
之
愈
、
未
試
之
。
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×

⑬
豫
州
多
有
之
、
售
于
他
処
。

表
２
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
名
は
一
致
す
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
本
文
は
直
接
「
△
按
～
」
か
ら
始
ま
り
、
引
用
書
は
あ
げ
て
い
な
い
。

三
、
②
④
⑤
⑥
⑦
⑨
⑪
の
内
容
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
本
文
と
か
な
り
一
致
す
る
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
山
葵
」
の
本
文
は
、『
本
朝
食
鑑
』
の
本
文
を
出
典
と
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
良
安
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
書
名
を
あ
げ
ず
に
、

内
容
を
引
用
し
な
が
ら
、
独
自
の
意
見
或
は
ほ
か
の
本
か
ら
の
引
用
を
使
用
し
て
項
目
を
作
成
し
た
。

良
安
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
分
類
を
踏
襲
し
て
、「
山
葵
」
を
「
葷
草
」
類
に
増
補
し
た
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
て
い
う
と
、「
煙
草
」
と
「
山
葵
」
を
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
最
後
に
入
れ
た
の
は
、
こ
の
二
つ
の
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
に
な
い
項
目
で
あ
り
、

ま
た
、
ほ
か
の
項
目
と
の
間
に
類
似
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）『
大
和
本
草
』「
民
用
」
類
の
成
立
―
「
民
生
日
用
」
思
想
と
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
脱
却
―
（
『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
第
十
七
号
、
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化

国
際
会
議
日
本
支
部
、
二
〇
一
八
年
六
月
）。
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第
三
章

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
構
成

本
章
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
、「
苔
」
類
、「
水
菜
」
類
が
、「
水
草
」
類
に
統
合
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」

類
が
、『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
、「
苔
」
類
、「
水
菜
」
類
の
項
目
を
継
承
し
つ
つ
も
、
日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
て
項
目
を
削
除
、
増
補
、
配
列
の
順
序
を
改
変
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
に
、「
水
草
」
、「
藻
類
」
、「
苔
類
」
と
い
う
三
つ
の
下
位
分
類
が
存
在
す
る
。「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』

「
水
草
」
、「
苔
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
、「
藻
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
、「
水
菜
」
類
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
関
係
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
和

漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
概
念
に
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
な
ぜ
『
本
草
綱
目
』
の
「
水

菜
」
類
を
採
用
し
な
く
て
、
代
わ
り
に
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
に
、「
藻
類
」
を
新
し
く
作
っ
た
の
か
、
ま
た
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
『
本
草
綱
目
』
を

ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
改
変
し
た
の
か
を
検
討
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
類
意
識
・
配
列
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
と
『
本
草
綱
目
』

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
を
部
立
と
し
て
削
除
し
た
が
、「
水
草
」
類
を
保
留
し
た
（1

）。
項
目
と
本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
、「
苔
草
」
類
、「
水
菜
」
類
を
「
水
草
」
類
に
統
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
に
、「
水
草
」
、「
苔
類
」
、「
藻
類
」
が
あ
る
。

項
目
と
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
の
「
水
草
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
と
一
致
す
る
。
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ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
の
「
苔
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
と
一
致
す
る
。

そ
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
に
お
け
る
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
に
採
用
さ
れ
な
い
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
の
項
目
と
同
じ
く

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
の
「
藻
類
」
の
項
目
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
三
つ
の
下
位
分
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
項
目
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
苔
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
の
項
目
を
対
照
し
て
表
１
、
表
２
に
な
る
。

表
１
・
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」・
「
藻
類
」

水
草
類

水
菜
類

』目綱

算

草

草

草

餘

菜

菜

菜

本

瀉

草

蹄

模

舌

蒲

菖

蒲

黄

草

萍

蓬

菜

藻

藻

蘊

帯

布

王

帆

松

菜

蒪

花

角

鬚

菜

澤

郡
羊

酸

龍

菖

白

香

蒲

菰

苦

水

蘋

萍

莕

蒪

水

海

海

海

昆

越

石

水

紫

石

石

鹿

龍

睡

『
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図

苔

藻

才

花

草

花

菜

菜

菜

菜

菜

島

菜

海

菜

麺

三

瀉

草

蹄

模

蒲

菖

菖

子

蒲

草

萍

蓬

蓮

金

葵

藻

鳴

髪

花

冠

蘊

期

角

六

鬚

苔

菜

蓴

帯

滑

布

尾

松

索

漢

澤

郡
羊

酸

菖

石

白

燕

香

菰

苦

浮

蘋

萍

睡

莕

蒪

立

水

藻

海

莫

海

石

鶏

海

於

鹿

十

龍

櫻

紫

石

海

未

昆

鹿

水

海

和
』会

水
草

藻
類

『表
２
・
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」

綱
苔

草

草

類

苔

苔

何

鬃

「
本

釐

苔

中

底

蕊

衣

衣

遊

葉

韭

馬

柏

柏

松

花

勃

』
」

目
草

陟

乾

井

船

石

地

垣

屋

昨

鳥

土

巻

玉

石

桑

馬

『
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漢
図

苔

苔

苔

草

草

「
」

和
才

草

釐

苔

中

底

衣

蕊

衣

松

遊

韭

蘂

柏

柏

柏

納

勃

人

』

「
」

三
会
水
類
類

陟

乾

井

船

地

石

垣

瓦

屋

鳥

百

巻

地

玉

艾

馬

海

『
表1

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
の
十
九
項
目
の
う
ち
、
十
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、
増
補
し
た
三
項
目
を
除
け

ば
、
配
列
の
順
番
も
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
影
響
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
の
二
十
項
目
の
う
ち
、
五
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」

類
の
項
目
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
と
「
水
菜
」
類
の
項
目
を
取
り
入
れ
、
項
目
を
増
補
し
て
新
し
く
作
ら
れ
た
分
類
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
を
二
部
に
分
け
た
。
一
部
は
「
水
草
」
の
ま
ま
で
保
留
し
、
一
部
は
「
水
草
」
か
ら
独
立
し
て
、

「
水
菜
」
類
の
項
目
と
合
併
し
て
「
藻
類
」
に
な
っ
た
。

表2

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
の
十
七
項
目
の
う
ち
、
十
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
和

漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
の
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
の
項
目
を
下
敷
き
と
し
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
は
『
本
草
綱
目
』
に
拠
り
な
が
ら
、
部
立
、
項
目
の
構
成
の
面
で
改
変
を
行
っ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
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綱
目
』
の
部
立
と
項
目
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
、
再
分
類
・
再
構
成
し
た
の
か
、
そ
の
配
列
は
何
に
拠
っ
た
の
か
は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
分
類
意
識

前
述
し
た
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
一
部
分
の
項
目
を
「
水
草
」
と
し
て
そ
の
ま
ま
で
保
留
し
、
残
り
の
一
部
分
を
「
水
菜
」
類

の
項
目
と
合
併
し
て
新
し
く
「
藻
類
」
を
立
て
、「
苔
類
」
を
変
え
ず
に
継
承
し
た
。
ま
た
、「
藻
類
」
、「
苔
類
」
を
「
水
草
」
と
一
緒
に
「
水
草
」
類
の
下
に
記
し
た
。

『
本
草
綱
目
』
の
「
水
草
」
類
、「
水
菜
」
類
、「
苔
」
類
の
分
類
に
つ
い
て
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
本
草
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒
撰
『
大
和
本
草
』

「
論
本
草
書
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
草
綱
目
ニ
品
類
ヲ
分
ツ
ニ
可
疑
事
多
シ
。（
中
略
）
水
草
類
ニ
海
藻
、
海
蘊
、
海
帯
、
昆
布
、
石
帆
、
水
松
等
ノ
海
物
ヲ
載
タ
リ
、
淡
水
ニ
生
ス
ル
草
ト
雑
記
ス
。

河
海
淡
鹹
ノ
別
ナ
シ
。
苔
類
ニ
陟
釐
、
乾
苔
ノ
海
物
ヲ
巻
柏
、
玉
柏
、
屋
遊
等
山
陸
ノ
産
物
ト
雑
記
ス
。
水
菜
類
ニ
所
載
ハ
皆
海
菜
ナ
リ
。
水
草
類
ノ
内
、
海
藻
以

下
数
品
ト
同
類
ナ
リ
。
然
ラ
バ
、
則
海
草
門
一
類
ニ
シ
テ
ノ
ス
ヘ
キ
ニ
不
然
、
海
草
門
ナ
シ
（2

）。

（
『
本
草
綱
目
』
に
品
類
を
分
つ
に
疑
ふ
事
多
し
。（
中
略
）「
水
草
」
類
に
「
海
藻
」・
「
海
蘊
」・
「
海
帯
」・
「
昆
布
」・
「
石
帆
」・
「
水
松
」
等
の
海
物
を
載
せ
た
り
、

淡
水
に
生
ず
る
草
と
雑
へ
記
す
。
河
海
・
淡
鹹
の
別
な
し
。「
苔
」
類
に
「
陟
釐
」
、「
乾
苔
」
の
海
物
を
「
巻
柏
」・
「
玉
柏
」・
「
屋
遊
」
等
山
陸
の
産
物
と
雑
へ
記

す
。「
水
菜
」
類
に
載
す
る
所
は
皆
海
菜
な
り
。「
水
草
」
類
の
内
、
海
藻
以
下
数
品
と
同
類
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
海
草
門
一
類
に
し
て
の
す
べ
き
に
然
ら
ず
、
海
草

門
な
し
。）

貝
原
益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
疑
問
を
持
っ
て
、『
本
草
綱
目
』
の
「
水
草
」
類
、「
苔
」
類
、「
水
菜
」
類
の
分
類
に
は
河
海
・
淡
鹹
の
区
別
は
な
い
と
指
摘

し
た
。『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
に
は
、
淡
水
に
生
き
る
草
以
外
に
、「
海
藻
」・
「
海
蘊
」・
「
海
帯
」
・
「
昆
布
」・
「
石
帆
」・
「
水
松
」
の
六
項
目
は
海
に
生
き
る
草
で
あ
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る
。『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
に
お
い
て
、
山
陸
の
産
物
以
外
に
、「
陟
釐
」・
「
乾
苔
」
の
二
項
目
は
、
海
の
産
物
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
「
水
菜
」
類
に
は
、
全
部
海
に

生
き
る
野
菜
で
あ
る
。
貝
原
益
軒
は
こ
の
よ
う
な
淡
水
に
生
き
る
も
の
と
海
に
生
き
る
も
の
を
混
ぜ
た
記
し
方
に
違
和
感
を
感
じ
た
。
解
決
案
と
し
て
は
、
淡
水
に
生
き

る
も
の
は
「
水
草
」
類
の
ま
ま
に
し
て
、
海
に
生
き
る
も
の
を
全
部
「
海
草
」
類
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。『
大
和
本
草
』
の
中
に
も
、
確
か
に
「
水
草
」
類
と
「
海
草
」

類
を
設
け
て
、『
本
草
綱
目
』
の
分
類
を
改
訂
し
た
。

『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
つ
い
て
、
山
田
慶
児
氏
は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

『
本
草
綱
目
』
は
、
綱
（
部
）
で
は
共
世
界
分
類
と
し
て
の
自
然
分
類
に
し
た
が
っ
た
が
、
目
（
類
）
に
入
る
と
、
一
転
し
て
ま
こ
と
に
雑
多
な
分
類
基
準
を
用
い

て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
に
は
自
然
群
・
発
生
・
生
態
・
形
態
・
産
地
が
あ
り
、
た
ほ
う
に
は
有
用
性
・
感
覚
的
性
質
・
可
食
性
・
薬
性
・
技
術
が
あ
る
。
物
の
視
点
と

人
の
視
点
の
並
立
と
い
っ
て
も
よ
い
。（
中
略
）
ま
っ
た
く
非
体
系
的
な
、
自
然
分
類
と
人
為
分
類
の
こ
の
雑
多
な
る
混
用
は
、
実
用
分
類
と
呼
ぶ
の
が
い
ち
ば
ん

適
切
だ
ろ
う
（3

）。

ま
た
、
山
田
氏
は
、
益
軒
が
『
大
和
本
草
』
に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』
の
分
類
へ
の
改
訂
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

『
本
草
綱
目
』
の
分
類
の
な
か
で
、
益
軒
は
ま
ず
共
世
界
分
類
す
な
わ
ち
自
然
分
類
を
捨
て
、
実
用
分
類
の
み
を
採
っ
た
。（
中
略
）
共
世
界
分
類
拒
け
た
こ
と
は
、

中
国
知
識
人
の
伝
統
的
世
界
像
か
ら
自
由
に
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
れ
は
実
用
分
類
の
い
っ
そ
う
大
胆
な
適
用
を
許
し
た
に
ち
が
い
な
い
（4

）。

そ
し
て
、
山
田
氏
は
、『
大
和
本
草
』
の
分
類
の
特
徴
の
一
つ
は
生
態
学
的
視
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
批
判
と
し
て
自
覚
的
に
選
ん
だ
視
点
で
あ
る
と
指

摘
し
た
（5

）。

益
軒
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
を
「
海
藻
」
の
項
か
ら
分
け
て
、「
海
藻
」
以
前
の
項
目
は
淡
水
に
生
き
る
も
の
な
の
で
、「
水
草
」
類
と
し
、「
海
藻
」
と
そ
の
以

降
の
項
目
を
「
水
菜
」
類
、「
苔
類
」
に
お
け
る
海
の
産
物
と
合
併
し
て
「
海
草
」
類
と
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
が
山
田
氏
が
指
摘
し
た
い
わ
ゆ
る
生
態
学
的
視
点
か

ら
の
分
類
で
あ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
構
成
を
見
る
と
、
寺
島
良
安
も
貝
原
益
軒
と
同
じ
よ
う
に
、『
本
草
綱
目
』
の
「
水
草
」
類
、「
苔
」
類
、「
水
菜
」
類
の
分
類
に
疑
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問
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
益
軒
が
「
水
草
」
類
と
「
海
草
」
類
に
改
訂
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
寺
島
良
安
は
異
な
る
分
類
方
法
を
し
た
。

良
安
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
を
「
水
藻
（
藻
）」
か
ら
分
け
て
、「
水
藻
（
藻
）」
以
前
の
項
目
は
「
水
草
」
と
し
、「
水
藻
（
藻
）」
と
そ
れ
以
降
の
項
目
を
『
本

草
綱
目
』「
水
菜
」
の
項
目
と
合
併
し
て
「
藻
」
類
と
す
る
。

「
藻
（
水
藻
）」
の
本
文
に
、『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
綱
、
藻
水
草
之
有
文
者
、
水
中
甚
多
。

ア
ヤ

（
『
本
綱
』、
藻
は
水
草
の
文
有
る
者
、
水
中
に
甚
だ
多
し
。）

「
藻
」
も
水
草
で
、
水
草
の
う
ち
、
文
の
あ
る
も
の
を
「
藻
」
と
言
う
。

ま
た
、
次
の
「
海
藻
」
の
本
文
に
も
、『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

本
綱
、
海
藻
乃
生
海
島
之
藻
也
。

(

『
本
綱
』、
海
藻
乃
ち
海
島
に
生
ず
る
の
藻
な
り
。）

海
島
に
生
き
る
「
藻
」
は
「
海
藻
」
と
言
う
。

そ
し
て
、「
海
藻
」
の
本
文
に
、
按
文
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
生
海
島
水
上
者
曰
藻
、
生
海
中
石
上
者
曰
苔
。
今
藻
苔
共
通
曰
苔
、
而
海
苔
類
以
充
食
品
者
、
凡
三
四
十
種
、
隨
形
色
及
所
出
地
立
名
、
不
能
悉
記
、
畧
見

于
左
。

（
△
按
ず
る
に
、
海
島
水
上
に
生
ず
る
者
を
藻
と
曰
ひ
、
海
中
石
上
に
生
ず
る
者
を
苔
と
曰
ふ
。
今
は
藻
苔
共
に
通
じ
て
苔
と
曰
ふ
。
而
し
て
海
苔
類
は
以
っ
て
食

品
に
充
つ
。
凡
そ
三
四
十
種
、
形
色
及
び
出
づ
る
所
の
地
に
随
っ
て
名
を
立
つ
。
悉
く
記
す
こ
と
能
は
ず
。
畧
左
に
見
ゆ
。）

つ
ま
り
、
海
島
の
水
上
に
生
き
る
も
の
は
藻
で
あ
り
、
海
中
の
石
上
に
生
き
る
も
の
は
苔
で
あ
る
。
当
時
は
「
藻
」
と
「
苔
」
を
と
も
に
「
苔
」
と
す
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
海
に
生
き
る
か
ら
、「
海
苔
（
藻
）」
と
言
う
。「
海
藻
」
以
下
は
「
海
苔
（
藻
）」
類
を
記
す
。
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こ
れ
に
よ
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
類
」
に
は
「
水
草
之
有
文
者
」
の
「
藻
」
の
類
を
収
録
す
る
。「
藻
類
」
の
下
に
、
淡
水
に
生
き
る
「
藻
」
と
海
に
生
き
る

「
海
苔
（
藻
）」
を
分
け
て
記
す
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
苔
類
」
の
冒
頭
に
は
、『
本
草
綱
目
』「
陟
釐
」
の
本
文
の
李
時
珍
の
説
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
綱
、
凡
苔
衣
之
類
有
五
、
在
水
曰
、
在
石
曰
石
濡
、
在
瓦
曰
屋
遊
、
在
墻
曰
垣
衣
、
在
地
曰
地
衣
。

其
蒙
翠
而
長
數
寸
者
、
亦
有
五
、
在
石
曰
烏
韭
、
在
屋
曰
瓦
松
、
在
墻
曰
土
馬
騣
、
在
山
曰
卷
柏
、
在
水
曰
卦
也
。

（
『
本
綱
』、
凡
そ
苔
衣
の
類
は
五
つ
有
り
、
水
に
在
る
を
陟
釐
と
曰
ひ
、
石
に
在
る
を
石
濡
と
曰
ひ
、
瓦
に
在
る
を
屋
遊
と
曰
ひ
、
墻
に
在
る
を
垣
衣
と
曰
ひ
、
地

に
在
る
を
地
衣
と
曰
ふ
。

其
の
蒙
翠
に
し
て
長
さ
數
寸
な
る
者
も
、
亦
た
五
つ
有
り
、
石
に
在
る
を
烏
韭
と
曰
ひ
、
屋
に
在
る
を
瓦
松
と
曰
ひ
、
墻
に
在
る
を
土
馬
騣
と
曰
ひ
、
山
に
在
る
を

卷
柏
と
曰
ひ
、
水
に
在
る
を
卦
と
曰
ふ
な
り
。）

李
時
珍
は
「
苔
衣
」
類
を
生
き
る
場
所
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。

寺
島
良
安
は
『
本
草
綱
目
』
の
「
苔
」
類
の
分
類
を
そ
の
ま
ま
援
用
し
た
。

従
っ
て
、
益
軒
の
河
海
・
淡
鹹
に
よ
っ
て
「
水
草
」
類
と
「
海
草
」
類
に
分
け
た
分
類
と
違
っ
て
、
良
安
は
ま
ず
「
水
草
」
、「
藻
類
」
、「
苔
類
」
の
大
分
類
を
立
て
て

か
ら
、「
水
草
」
と
「
苔
類
」
は
『
本
草
綱
目
』
の
ま
ま
で
、
た
だ
「
藻
類
」
の
下
に
は
、
河
海
・
淡
鹹
の
基
準
に
よ
っ
て
細
か
く
分
類
し
た
の
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、『
本
草
綱
目
』
の
「
水
草
」
類
は
淡
水
と
海
水
を
問
わ
ず
に
、
水
に
よ
っ
て
生
え
る
草
を
全
部
収
録
し
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、『
本
草
綱
目
』

「
水
草
」
に
お
け
る
水
に
生
き
る
「
文
」
の
な
い
草
を
「
水
草
」
に
、「
文
」
の
あ
る
草
を
「
藻
類
」
に
し
た
。
ま
た
、「
藻
類
」
の
下
に
、
淡
水
に
生
き
る
「
藻
」
と
海

水
に
生
き
る
「
海
苔
（
藻
）
」
類
に
分
け
て
、「
海
苔
（
藻
）
」
類
に
『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
の
海
に
生
き
る
海
菜
の
項
目
を
取
り
入
れ
た
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
、

「
藻
類
」
に
は
、
同
種
同
類
の
項
目
を
類
聚
し
て
か
ら
、
河
海
・
淡
鹹
の
区
別
を
つ
け
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
『
本
草
綱
目
』
へ
の
再
分
類
、
再
構
成
を
実
現
し
た
の
で
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あ
る
。

注（
１
）
拙
稿
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
配
列
－
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
の
比
較
か
ら
－
」（
『
語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
２
）
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
白
井
氏
蔵
書
、
特
一
―
二
四
六
四
）
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
皇
都
書
林
・
永
田
調
兵
衞
版
本
に
拠
る
）。

（
３
）
山
田
慶
児
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界

上
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
年
七
月
）

（
４
）
同
上

（
５
）
同
上

第
二
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
と
本
文
を
比
較
す
る
と
、
表
１
に
な
る
。
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表
１
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類

『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」

澤
瀉
（
『
本
経
』
上
品
）

澤
瀉

【
釈
名
】
水
瀉
（
『
本
経
』
）、
鵠
瀉
（
『
本
経
』）

水
瀉
、
鵠
瀉

及
瀉
（
『
別
録
』）、
蕍
（
音
俞
）

及
瀉
、
蕍
、

芒
芋
（
『
本
経
』
）、
禹
孫
。（
中
略
）

芒
芋
、
禹
孫

弘
景
、
曰
汝
南
郡
屬
豫
州
。
今
近
道
亦
有
、
不
堪
用
。
惟
用
漢
中
、
南
鄭
、
青

②
今
處
處
有
之
、
不
堪
用
、
惟
用
漢
中
、
青
州
、
代
州
者
。
大
而
長
、
尾
間
必
有

州
、
代
州
者
。
形
大
而
長
、
尾
間
必
有
両
歧
為
好
。（
中
略
）。

両
歧
為
好
。

春
生
苗
、
多
在
淺
水
中
。
葉
似
牛
舌
、
獨
莖
而
長
。
秋
時
開
白
花
、
作
叢
似
穀

①
『
本
綱
』
澤
瀉
、
春
生
苗
、
多
在
淺
水
中
。
葉
似
牛
舌
草
、
獨
莖
而
長
。
秋
時

精
草
。
秋
末
采
根
曝
乾
。

開
白
花
、
作
叢
似
穀
精
草
。
秋
末
采
根
曝
乾
。

根

根

【
修
治
】（
略
）【
気
味
】（
前
略
）
甘
、
平
。（
中
略
）

③<

甘
、
平>

、

好
古
曰
、
陰
中
微
陽
。
入
足
太
陽
、
少
陰
経
。

⑤
入
足<

太
陽
、
少
陰>

経
。

扁
鵲
曰
、
多
服
、
病
患
眼
。

⑧
又
云
、
多
服
、
昏
目
。

（
中
略
）【
主
治
】
風
寒
濕
痺
、
乳
難
、
養
五
臟
、
益
気
力
、
肥
健
、
消
水
。

④
養
五
臟
、
益
気
力
。

久
服
、
耳
目
聰
明
、（
中
略
）、

⑦
久
服
、
耳
目
聰
明
。
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逐
膀
胱
三
焦
停
水
（
『
別
録
』
）。

⑥
逐
三
焦
停
水
、

（
中
略
）
易
老
云
、
去
脬
中
留
垢
、

⑩
去
脬
中
留
垢
、

以
其
味
鹹
能
瀉
伏
水
故
也
。
瀉
伏
水
、
去
留
垢
、

⑨
蓋
能
瀉
伏
水
、

故
明
目
、
小
便
利
、
腎
気
虛
、
故
昏
目
。（
中
略
）

⑪
故
明
目
而
利
小
便
去
水
、
故
腎
気
虛
、
乃
昏
目
然
、

時
珍
曰
、（
中
略
）
仲
景
地
黄
丸
用
茯
苓
、
澤
瀉
者
、
乃
取
其
瀉
膀
胱
之
邪
気
、

⑫
地
黄
丸
用
茯
苓
、
澤
瀉
者
、
乃
取
其
瀉
膀
胱
之
邪
気
、
非
為
引
接
也
。
古
人
用

非
引
接
也
。
古
人
用
補
藥
必
兼
瀉
邪
、
邪
去
則
補
藥
得
力
、
一
辟
一
闔
、
此
乃

補
藥
必
兼
瀉
邪
、
邪
去
則
補
藥
得
力
、
一
辟
一
闔
、
此
乃
玄
妙
。
後
世
不
知
此
理
。

玄
妙
。
後
世
不
知
此
理
、（
後
略
）

（
サ
＋
斛
）
草
（
『
唐
本
草
』）

（
サ
＋
斛
）
草

【
釈
名
】（
サ
＋
斛
）
菜
（
恭
）
、（
サ
＋
斛
）
榮
。

（
サ
＋
斛
）
菜
（
恭
）
、（
サ
＋
斛
）
榮

【
集
解
】
恭
曰
、（
サ
＋
斛
）
菜
所
在
有
之
、
生
水
旁
。
葉
圓
、
似
澤
瀉
而
小
。

①

『
本
綱
』（
（
サ
＋
斛
））
草
生
水
旁
。
葉
似
澤
瀉
而
小
。
花
青
白
色
。
亦
堪
蒸

花
青
白
色
。
亦
堪
蒸
啖
、

啖
、

江
南
人
用
蒸
魚
食
、
甚
美
。（
中
略
）

③
江
南
人
用
蒸
魚
食
、
甚
美
。

【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。（
後
略
）

②
味
甘
、

羊
蹄
（
『
本
経
』
下
品
）

羊
蹄

【
釈
名
】
蓄
（
『
別
録
』）、
禿
菜
（
弘
景
）

蓄<

同
遂>

、
禿
菜

敗
毒
菜
（
『
綱
目
』）、
牛
舌
菜
（
同
）

敗
毒
菜
、
牛
舌
菜
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羊
蹄
大
黄
（
『
庚
辛
玉
冊
』）

羊
蹄
大
黄

鬼
目
（
『
本
経
』）、
東
方
宿
（
同
）

鬼
目
、
東
方
宿

連
蟲
陸
（
同
）

連
蟲
陸

水
黄
芹
（
俗
）、
子
名
金
蕎
麥
。

水
黄
芹
、
子
名
金
蕎
麥
。

（
中
略
）
名
禿
菜
以
治
禿
瘡
名
也
。

④
以
治
禿
瘡
、
名
禿
菜
。

『
詩
・
小
雅
』
云
、
言
采
其

。

③<

『
詩
・
小
雅
』
言
采
其
遂
、
遂
即
今
之
羊
蹄
也
。>

、

（
中
略
）
根
似
長
蘆
菔
而
莖
赤
。
亦
可
瀹
為
茹
、
滑
美
。（
中
略
）

②
而
莖
赤
。
亦
可
瀹
為
茹
、
滑
美
。

【
集
解
】（
前
略
）
葉
可
潔
擦
顎
石
。（
中
略
）

⑤
其
葉
可
潔
擦
顎
石
。

時
珍
曰
、
近
水
及
濕
地
極
多
。
葉
長
尺
餘
、
似
牛
舌
之
形
、
不
似
波
棱
。
入
夏

①
『
本
綱
』
羊
蹄
菜
、
近
水
濕
地
生
之
。
葉
長
尺
餘
、
似
牛
舌
之
形
、
入
夏
起
苔
、

起
苔
、
開
花
結
子
、
花
葉
一
色
。
夏
至
即
枯
、
秋
深
即
生
、
凌
冬
不
死
。
根
長

開
花
結
子
、
花
葉
一
色
。
夏
至
即
枯
、
秋
深
即
生
、
凌
冬
不
死
。
根
長
近
尺
、
赤

近
尺
、
赤
黄
色
、
如
大
黄
胡
蘿
蔔
形
。

黄
色
、
如
大
黄
胡
蘿
蔔
形
。

根
【
気
味
】
苦
、
寒
、
無
毒
。（
中
略
）

⑥
根<

苦
、
寒>

、

【
發
明
】
震
亨
曰
、
羊
蹄
根
屬
水
、
走
血
分
。

⑥
屬
水
、
走
血
分
。

頌
曰
、
新
采
者
、
磨
醋
塗
癬
速
效
。（
後
略
）

⑦
新
采
者
、
磨
醋
塗
癬
速
效
。

【
附
方
】（
前
略
）。
面
上
紫
塊
如
錢
大
、（
後
略
）

⑩
面
上
紫
塊
、
癧
痬
癜
風
。

頭
風
白
屑
、（
中
略
）

⑨
白
屑
、

頭
上
白
禿
（
後
略
）

⑧
又
能
治
頭
上
白
禿
、
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酸
模
（
『
日
華
』）

酸
模

【
釈
名
】
山
羊
蹄
（『
綱
目
』）
、
山
大
黄
（『
拾
遺
』）
、（
サ
＋
飧
）
蕪
（『
爾
雅
』
）、

山
羊
蹄
、
蓚

酸
母
（
『
綱
目
』
）、
蓚
（
同
）、
當
藥
。

山
大
黄
、（
サ
＋
飧
）
蕪

酸
母
、
當
藥
。

時
珍
曰
、

蕪
、
乃
酸
模
之
音
轉
、
酸
模
又
酸
母
之
轉
、
皆
以
味
而
名
、
與
三
葉

『
本
綱
』
酸
模
、
生
山
岡
平
地
、
亦
有
根
葉
、

酸
母
草
同
名
。
掌
禹
錫
以

蕪
為
蔓
菁
菜
、
誤
矣
。

【
集
解
】
弘
景
曰
、
一
種
極
似
羊
蹄
而
味
酸
、
呼
為
酸
模
、
根
亦
療
疥
也
。

花
形
並
同
羊
蹄
、
但
葉
小
味
酸
為
異
、
人
亦
采
食
其
英
、
其
根
赤
黄
色<

微
苦>

、

能
治
疥
癬
。

龍
舌
草
（
『
綱
目
』）

×

【
集
解
】
時
珍
曰
、
龍
舌
、
生
南
方
池
澤
湖
泊
中
。（
中
略
）

【
気
味
】
甘
、
鹹
、
寒
、
無
毒
。

【
主
治
】
癰
疽
、
湯
火
灼
傷
、
搗
塗
之
（
時
珍
）。

【
附
方
】
新
一
。

乳
癰
腫
毒
、
龍
舌
草
、
忍
冬
藤
、
研
爛
、
蜜
和
敷
之
。（
『
多
能
鄙
事
』）

菖
蒲
（
『
本
経
』
上
品
）

菖
蒲
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【
釈
名
】
昌
陽
（
『
本
経
』
）、
堯
韭
（
普
）、

昌
陽
、
堯
韭

水
劍
草
。

水
劍
草

（
中
略
）
又
『
呂
氏
春
秋
』
云
、
冬
至
後
五
十
七
日
、
菖
始
生
。
菖
者
、
百
草

①
『
本
綱
』
菖
蒲
、
冬
至
後
五
十
七
日
、
菖
始
生
。
菖
者
、
百
草
之
先
生
者
、

之
先
生
者
、（
中
略
）

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、（
中
略
）
一
寸
九
節
者
、
良
。

⑦
一
寸
九
節
者
、
良
。

（
中
略
）
春
生
青
葉
、
長
一
、
二
尺
許
、

②
春
生
青
葉
、

其
葉
中
心
有
脊
、
状
如
劍
。（
略
）

⑤
葉
中
心
有
脊
、
状
如
劍
、

④
新
舊
相
代
、

③
四
時
常
青
、

⑥
二
、
三
月
間
抽
莖
開
細
黄
花
成
穗
、

石
菖
蒲

銭
蒲

時
珍
曰
、（
中
略
）
生
於
水
石
之
間
、
葉
有
劍
脊
、
瘦
根
密
節
、
高
尺
餘
者
、
石

①
『
本
綱
』
石
菖
蒲
、
生
於
水
石
之
間
、
葉
有
劍
脊
、
瘦
根
密
節
、
高
尺
餘
。

菖
蒲
也
、

人
家
以
砂
栽
之
一
年
、
至
春
剪
洗
、
愈
剪
愈
細
、
高
四
、
五
寸
、
葉
如
韭
、
根

②
人
家
瓦
石
器
栽
之
一
年
、
至
春
剪
洗
、
愈
剪
愈
細
、
高
四
、
五
寸
、
葉
如
韭
、

如
匙
柄
粗
者
、
亦
石
菖
蒲
也
、

根
如
匙
柄
粗
、

甚
則
根
長
二
、
三
分
、
葉
長
寸
許
、
謂
之
錢
蒲
是
矣
。

⑤
一
種

銭
蒲
、
其
根
長
二
、
三
分
、
葉
長
寸
許
。
謂
之
錢
蒲
是
矣
。
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服
食
入
藥
須
用
二
種
石
菖
蒲
、

③
服
食
入
藥
須
用
二
種
。

餘
皆
不
堪
。

⑥
餘
皆
不
堪
。

此
草
新
舊
相
代
、

四
時
常
青
。（
中
略
）

服
食
以
一
寸
九
節
紫
花
者
尤
善
。（
中
略
）、

④
根
、
一
寸
九
節
者
。

二
、
三
月
間
抽
莖
開
細
黄
花
成
穗
、

根
（
中
略
）【
気
味
】
辛
、
溫
、
無
毒
。

⑦
石
菖
、
根<

辛
、
温>

、

（
中
略
）
大
明
曰
、
忌
飴
糖
、
羊
肉
。
勿
犯
鐵
器
、
令
人
吐
逆
。

⑪<

忌
飴
糖
、
羊
肉
。
勿
犯
鐵
器
、
令
人
吐
逆
。>

【
主
治
】（
前
略
）
通
九
竊
、
明
耳
目
、
出
音
聲
。

⑧
通
九
竊
、
明
耳
目
、
出
音
聲
。

（
中
略
）
、
延
年
。
益
心
智
、
（
中
略
）
乃
手
少
陰
、
足
厥
陰
之
藥
。
心
気
不
足

⑨
益
心
智
、
延
年
。<

手
少
陰
、
足
厥
陰>

、
心
気
不
足
者
用
之
、
虛
則
補
其
母
也
。

者
用
之
、
虛
則
補
其
母
也
。
肝
苦
急
以
辛
補
之
、
是
矣
。

肝
苦
急
以
辛
補
之
、
是
也
。

（
中
略
）、
神
仙
之
靈
藥
也
。（
後
略
）

⑩
以
為
神
仙
之
靈
藥

白
菖
（
『
別
録
』
有
名
未
用
）

白
菖

【
釈
名
】
水
菖
（『
別
録
』）
、
水
宿
（『
別
録
』）
、
莖
蒲
（『
別
録
』）
、
菖
陽
（『
拾

泥
菖
蒲
、
莖
蒲

遺
』）、
溪
蓀
（
『
拾
遺
』
）、
蘭
蓀
（
弘
景
）。

昌
蒲

水
菖
蒲
、
水
宿

溪
蓀
、
蘭
蓀
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時
珍
曰
、
此
即
今
池
澤
所
生
菖
蒲
、（
中
略
）

②
一
種
生
於
池
澤
、

其
生
溪
澗
者
、
名
溪
蓀
。

④
一
種
生
於
溪
澗
、

【
集
解
】（
前
略
）
其
根
幹
後
、
軽
虛
多
滓
、
不
堪
入
藥
。

⑥
其
根
幹
後
、
軽
虛
多
滓
、
不
堪
入
藥
。

時
珍
曰
、
此
有
二
種
、

①
『
本
綱
』
有
二
種
、

一
種
根
大
而
肥
白
、
節
疏
者
、
白
菖
也
、
俗
謂
之
泥
菖
蒲
、

③
根
大
而
肥
白
、
節
疏
者
、
白
菖
也
、
俗
謂
之
泥
菖
蒲
。

一
種
根
瘦
而
赤
、
節
稍
密
者
、
溪
蓀
也
、
俗
謂
之
水
菖
蒲
。
葉
俱
無
劍
脊
。（
後

⑤
根
瘦
而
赤
、
節
稍
密
者
、
溪
蓀
也
、
俗
謂
之
水
菖
蒲
、
其
葉
俱
無
劍
脊
、

略
）

×

燕
子
花

香
蒲
（
『
本
経
』
上
品
）
蒲
黄
（
『
本
経
』
上
品
）

香
蒲

【
釈
名
】
甘
蒲
（
蘇
恭
）、
醮
石
（
『
呉
普
』）

甘
蒲
、
醮
石

、
花
上
黄
粉
名
蒲
黄
。

蒲
黄

蒲
槌

恭
曰
、
香
蒲
即
甘
蒲
、
可
作
荐
者
。
春
初
生
、（
中
略
）

①
『
本
綱
』
香
蒲
、
春
初

【
集
解
】（
中
略
）
春
初
生
嫩
葉
、
未
出
水
時
、
紅
白
色
茸
茸
然
。
取
其
中
心
入

③
其
嫩
葉
出
水
時
、
紅
白
色
者
。
取
其
中
心
、
啖
之
、

地
白

、
大
如
匕
柄
者
、
生
啖
之
（
中
略
）

至
夏
抽
梗
於
叢
葉
中
、
花
抱
梗
端
、
如
武
士
棒
杵
、
故
俚
俗
謂
之
蒲
槌
、
亦
曰

④
至
夏
抽
梗
於
叢
葉
中
、
花
抱
梗
端
、
如
武
士
棒
杵
、
故
俚
俗
謂
之
蒲
槌
、

蒲
厘
花
。
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其
蒲
黄
、
即
花
中
蕊
屑
也
。
細
若
金
粉
、
當
欲
開
時
便
取
之
。
市
廛
以
蜜
搜
作

⑤
其
花
中
蕊
屑
、
謂
之
蒲
黄
色
、
細
若
金
粉
、
當
欲
開
時
便
取
之
。
市
廛
以
蜜
搜

果
食
貨
賣

作
果
食
貨
賣
、

時
珍
曰
、
蒲
叢
生
水
際
、
似
莞
而
褊
、
有
脊
而
柔
、（
中
略
）

②
叢
生
水
際
、
似
莞
而
褊
、
有
脊
而
柔
、

八
、
九
月
收
葉
以
為
席
、
亦
可
作
扇
、
軟
滑
而
溫
。（
後
略
）

⑥
八
、
九
月
收
葉
以
為
席
、
亦
可
作
扇
、
軟
滑
而
溫
。

蒲
黄
（
『
本
経
』
上
品
）

蒲
黄

【
修
治
】（
中
略
）
大
明
曰
、
破
血
消
腫
者
、
生
用
之
、
補
血
止
血
者
、
須
炒
用
。

⑨
〈
凡
破
血
消
腫
者
、
生
用
之
、
補
血
者
、
須
炒
用
。〉

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

⑦
〈
甘
、
平
〉

【
主
治
】（
中
略
）【
發
明
】（
中
略
）
時
珍
曰
、
蒲
黄
、
手
足
厥
陰
血
分
藥
也
、

⑧
手
足
厥
陰
血
分
藥
也
、
故
能
治
血
治
痛
。
與
五
靈
脂
同
用
、
能
治
一
切
心
腹
諸

故
能
治
血
治
痛
。
生
則
能
行
、
熟
則
能
止
。
與
五
靈
脂
同
用
、
能
治
一
切
心
腹

痛

諸
痛
、
詳
見
禽
部
寒
號
蟲
下
。
按
許
叔
微
『
本
事
方
』
云
、
有
士
人
妻
舌
忽
脹

滿
口
、
不
能
出
聲
。
一
老
叟
教
以
蒲
黄
頻
摻
、
比
曉
乃
愈
。
又
『
芝
隱
方
』
云
、

⑩
又
舌
脹
滿
口
、
或
重
舌
生
瘡
者
、
伝
之
即
瘥
。

宋
度
宗
欲
賞
花
、
一
夜
忽
舌
腫
滿
口
。（
後
略
）

菰
（
『
別
録
』
下
品
）

菰

【
釈
名
】
茭
草
（
『
説
文
』）、
蔣
草
。（
中
略
）

茭
草
、
蔣
草

【
集
解
】（
前
略
）
藏
器
曰
、
菰
首
小
者
、
擘
之
内
有
黑
灰
如
墨
者
、
名
烏
郁
、

④
其
小
者
、
擘
之
内
有
黑
灰
如
墨
者
、
名
烏
鬱
、
人
亦
食
之
。

人
亦
食
之
。（
中
略
）
江
湖
陂
澤
中
皆
有
之
。
生
水
中
、
葉
如
蒲
、
葦
輩
、
刈
以

①
『
本
綱
』
菰
、
生
江
湖
陂
澤
水
中
、
葉
如
蒲
、
葦
輩
、
刈
以
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秣
馬
甚
肥
。

春
末
生
白
茅
如
筍
、
即
菰
菜
也
、
又
謂
之
茭
白
、
生
熟
皆
可
啖
、
甜
美
。
其
中

③
春
末
生
白
茅
如
筍
、
謂
之
菰
菜
〈
又
名
茭
白
〉、
生
熟
皆
可
啖
、
甜
美
。
其
中
心

心
如
小
兒
臂
者
、
名
菰
手
。
作
菰
首
者
、
非
矣
。『
爾
雅
』
云
、
出
隧
、
蘧
蔬
。

如
小
兒
臂
者
、
謂
之
菰
手
〈
又
名
蘧
蔬
〉、
作
菰
首
者
、
非
也
。

（
中
略
）

其
根
亦
如
蘆
根
、
冷
利
更
甚
。
二
浙
下
澤
處
、
菰
草
最
多
。

⑤
其
根
亦
如
蘆
根
、

其
根
相
結
而
生
、
久
則
並
土
浮
於
水
上
、
彼
人
謂
之
菰
葑
。
刈
去
其
葉
、
便
可

⑥
而
相
結
而
生
、
久
則
並
土
浮
於
水
上
、
謂
之
菰
葑
。
刈
去
其
葉
、
便
可
耕
蒔
、

耕
蒔
、
又
名
葑
田
。
其
苗
有
莖
梗
者
、
謂
之
菰
蔣
草
。
至
秋
結
實
、

又
名
葑
田

乃
雕
胡
米
也
。
歳
飢
、
人
以
當
糧
。

⑨
是
乃
雕
胡
米
也
。
歲
飢
、
人
以
當
糧

宗
奭
曰
、
菰
乃
蒲
類
。
河
朔
邊
人
、
止
以
飼
馬
作
荐
。

②
飼
馬
作
荐
。

八
月
開
花
如
葦
。
結
青
子
、（
中
略
）

⑦
八
月
抽
茎
開
花
如
葦
。
結
青
子
、

⑧
長
寸
許
、
霜
後
采
之
、
皮
黒
褐
色
、
其
中
子
甚
白
滑
膩
、

⑩
為
餅
〈
甘
、
冷
〉、
香
脆
〈
又
出
于
穀
類
下
〉

頌
曰
、
菰
之
種
類
皆
極
冷
、
不
可
過
食
、（
中
略
）

⑪
菰
之
種
類
皆
極
冷
、
不
可
過
食
。

菰
米

見
穀
部
。

苦
草
（
『
綱
目
』）

苦
草

【
集
解
】
時
珍
曰
、
生
湖
澤
中
、
長
二
、
三
尺
、
状
如
茅
、
蒲
之
類
。

①
『
本
綱
』
苦
草
、
生
湖
澤
中
、
長
二
、
三
尺
、
状
如
茅
、
蒲
之
類
。

【
気
味
】（
）【
主
治
】
婦
人
白
帯
、
煎
湯
服
。（
後
略
）

②
婦
人
白
帯
、
煎
湯
服
之
佳
。
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水
萍
（
『
本
経
』
中
品
）

浮
萍

【
釈
名
】〈
前
略
〉
浮
萍
處
處
池
澤
止
水
中
甚
多
、
季
春
始
生
。
或
云
楊
花
所
化
。

①
『
本
綱
』
浮
萍
、
池
澤
止
水
中
甚
多
、
季
春
始
生
。
或
云
楊
花
所
化
。
一
葉
経

一
葉
経
宿
即
生
數
葉
。
葉
下
有
微
須
、
即
其
根
也
。
一
種
背
面
皆
綠
者
。
一
種

宿
即
生
數
葉
。
葉
下
有
微
須
、
即
其
根
也
。
有
背
面
皆
綠
者
。
又
有
面
青
背
紫
赤

面
青
背
紫
赤
若
血
者
、
謂
之
紫
萍
、
入
藥
為
良
、
七
月
採
之
。〈
中
略
〉

若
血
者
、
謂
之
紫
萍
、
入
藥
為
良
、
七
月
採
之
。

【
気
味
】
辛
、
寒
、
無
毒
。『
別
録
』
曰
、
酸
。

②
浮
萍
〈
辛
、
寒
、
或
曰
、
酸
〉

【
主
治
】（
中
略
）
主
水
腫
、
利
小
便
。
為
末
、
酒
服
方
寸
匕
、（
中
略
）

⑤
又
利
小
便

治
水
腫
、〈
為
末
、
服
之
〉

吐
血
衄
血
、
癜
風
丹
毒
（
時
珍
）。

⑥
又
能
止
吐
衄

【
發
明
】
（
中
略
）
頌
曰
、
俗
醫
用
治
時
行
熱
病
、
亦
堪
發
汗
、
甚
有
功
。
〈
中

④
治
時
行
熱
病
、
甚
有
功
効
、

略
〉

時
珍
曰
、
浮
萍
其
性
軽
浮
、
入
肺
経
、
達
皮
膚
、
所
以
能
發
揚
邪
汗
也
。（
後
略
）

③
性
軽
浮
、
入
肺
経
、
達
皮
膚
、
能
發
揚
邪
汗
、

蘋
（
『
呉
普
本
草
』）

蘋

【
釈
名
】
芣
菜
（
『
拾
遺
』
）、
四
葉
菜
（
『
卮
言
』）

芣
菜
、
四
葉
菜

田
字
草
。

田
字
草
。

（
前
略
）。
葉
浮
水
面
、
根
連
水
底
。
其
莖
細
於
蒪
、
莕
。
其
葉
大
如
指
頂
、
面

①
『
本
綱
』
蘋
、
葉
浮
水
面
、
根
連
水
底
。
其
莖
細
於
蒪
、
莕
。
其
葉
大
如
指
頂
、

青
背
紫
、
有
細
紋
、
頗
似
馬
蹄
決
明
之
葉
、
四
葉
合
成
、
中
折
十
字
。
夏
秋
開

面
青
背
紫
、
有
細
紋
、
頗
似
馬
蹄
決
明
之
葉
、
四
葉
合
成
、
中
折
十
字
。
夏
秋
開

小
白
花
、
故
稱
白
蘋
。

小
白
花
、
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其
葉
攢
簇
如
萍
、（
中
略
）

②
其
葉
攢
簇
如
萍
。

有
水
、
陸
二
種
。
陸
生
者
、
多
在
稻
田
沮
洳
之
處
、
其
葉
四
片
合
一
、
與
白
蘋

⑤
一
種
有
陸
生
者
、
多
在
稻
田
沮
洳
之
處
、
其
葉
四
片
合
一
、
與
白
蘋
一
樣
。
但

一
樣
。
但
莖
生
地
上
、
高
三
、
四
寸
、
不
可
食
。（
中
略
）

莖
生
地
上
、
高
三
、
四
寸
、
不
可
食
、

項
氏
所
謂
青
蘋
、
蓋
即
此
也
。
或
以
青
蘋
為
水
草
、
誤
矣
。

⑥
是
青
蘋
也
。

【
気
味
】
甘
、
寒
、
滑
、
無
毒
。

③
蘋
〈
甘
、
寒
、
滑
〉

【
主
治
】
暴
熱
、
下
水
気
、
利
小
便
（
『
呉
普
』
）。
搗
塗
熱
瘡
。（
後
略
）。

④
下
水
気
、
利
小
便
、
又
搗
之
塗
熱
瘡
良
。

萍
蓬
草
（
『
拾
遺
』）

萍
蓬
草

【
釈
名
】
水
粟
（
『
綱
目
』
）、
水
栗
子
。（
中
略
）

水
粟
子

水
栗

【
集
解
】
藏
器
曰
、
萍
蓬
草
、
生
南
方
池
澤
。
葉
大
如
荇
。

①
『
本
綱
』
萍
蓬
草
、
生
南
方
池
澤
。

花
亦
黄
、
未
開
時
状
如
筭
袋
。
其
根
如
藕

③
未
開
時
状
如
筭
袋
。

時
珍
曰
、
水
粟
、
三
月
出
水
。
莖
大
如
指
。
葉
似
荇
葉
而
大
、
徑
四
、
五
寸
、

②
三
月
出
水
。
莖
大
如
指
。
葉
似
荇
葉
而
大
、
徑
四
、
五
寸
、
初
生
如
荷
葉
。
六
、

初
生
如
荷
葉
。
六
、
七
月
開
黄
花
、

七
月
開
黄
花
、

結
實
状
如
角
黍
、
長
二
寸
許
、
内
有
細
子
一
包
、
如
罌
粟
。
澤
農
采
之
、
洗
擦

④
結
實
状
如
角
黍
、
長
二
寸
許
、
内
有
細
子
一
包
、
如
罌
粟
。
澤
農
采
之
、
洗
擦

去
皮
、
蒸
曝
、
舂
取
米
、
作
粥
飯
食
之
。

去
皮
、
蒸
曝
、
舂
取
米
、
作
粥
飯
食
之
。

（
中
略
）
儉
年
人
亦
食
之
、
作
藕
香
、
味
如
栗
子
。（
中
略
）

⑥
如
藕
、
飢
年
人
亦
食
之
、
作
藕
香
、
味
如
栗
。

⑤
根
〈
甘
、
寒
〉、
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又
段
公
路
『
北
戶
錄
』
有
睡
蓮
、
亦
此
類
也
。
其
葉
如
荇
而
大
。
其
花
布
葉
數

重
、
當
夏
晝
開
花
、
夜
縮
入
水
、
晝
復
出
。

根
【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。

【
主
治
】
煮
食
、
補
虛
、
益
気
力
。
久
食
、
不
飢
、
濃
腸
胃
（
藏
器
）。

⑦
煮
食
、
補
虛
、
益
気
力
、
濃
腸
胃
。

睡
蓮

『
本
綱
』
睡
蓮
、
即
萍
蓬
之
類
也
。
其
葉
如
荇
而
大
。
其
花
布
葉
數
重
、
當
夏
晝

開
花
、
夜
縮
入
水
、
晝
復
出
也

莕
菜
（
『
唐
本
草
』）

莕

【
釈
名
】
鳧
葵
（
『
唐
本
』）、
水
葵
（
『
馬
融
傳
』
）、
水
鏡
草
（
『
土
宿
本
草
』）、

荇
〈
音
〉、
水
鏡
草

靨
子
菜
（
『
野
菜
譜
』
）、
金
蓮
子
。
接
余
。（
中
略
）

水
葵
、
鳧
葵

靨
子
菜
、
接
余

金
蓮
子

【
集
解
】（
中
略
）
處
處
池
澤
有
之
。

①
『
本
綱
』
莕
、
處
處
池
澤
有
之
。

葉
似
蒪
而
莖
澀
、
根
甚
長
、
花
黄
色
。

⑦
根
甚
長
、

郭
璞
注
『
爾
雅
』
云
、
叢
生
水
中
。
葉
圓
在
莖
端
、

④
在
莖
端
、

長
短
隨
水
深
淺
。
江
東
人
食
之
。

⑥
長
短
隨
水
深
淺
、



- 107 -

陸
璣
『
詩
疏
』
云
、
荇
莖
白
、
而
葉
紫
赤
色
、
正
圓
、
徑
寸
余
、

②
莖
白
、
而
葉
徑
寸
余
、

浮
在
水
上
。

⑤
浮
在
水
上

根
在
水
底
、
大
如
釵
股
、
上
青
下
白
、（
中
略
）

⑧
在
水
底
、
如
釵
股
、
上
青
下
白
、

時
珍
曰
、
荇
與

、
一
類
二
種
也
。（
中
略
）

⑩
此
與
蒪
、
一
類
二
種
也
。

葉
似
蒪
而
微
尖
長
者
、
莕
也
。

③
似
蒪
而
微
尖
長
、

夏
月
俱
開
黄
花
、
亦
有
白
花
者
。
結
實
大
如
棠
梨
、
中
有
細
子
。（
中
略
）

⑨
夏
月
俱
開
黄
花
、
亦
有
白
花
者
。
結
實
大
如
棠
梨
、
中
有
細
子
。

【
気
味
】
甘
、
冷
、
無
毒
。

⑪
葉
〈
甘
、
冷
〉、

【
主
治
】
消
渴
、
去
熱
淋
、
利
小
便
（
中
略
）。
搗
敷
諸
腫
毒
、
火
丹
游
腫
（
時

⑫
治
消
渴
、
去
熱
淋
、
利
小
便
、
搗
敷
諸
腫
毒

珍
）。

【
附
方
】（
前
略
）
毒
蛇
螫
傷
、
牙
入
肉
中
、
痛
不
可
堪
者
。
勿
令
人
知
、
私
以

⑬
毒
蛇
螫
傷
、
牙
入
肉
中
、
痛
甚
者
〈
勿
令
人
知
、
私
以
荇
葉
覆
其
上
穿
、
以
物

荇
葉
覆
其
上
穿
、
以
物
包
之
、
一
時
折
牙
（
後
略
）

包
之
、
一
時
折
牙
、
自
出
也
〉

蒪
（
『
別
録
』
下
品
）

蒪

【
釈
名
】
茆
（
卯
、
柳
二
音
）
。
水
葵
（
『
詩
疏
』
）
、
露
葵
（
『
綱
目
』
）
、
馬
蹄
草
。

茆<

卯
、
柳
二
音>

、
水
葵

馬
蹄
草
、
露
葵

今
云
蒪
菜
。

時
珍
曰
、
（
前
略
）
、
水
深
則
莖
肥
而
葉
少
、
水
淺
則
莖
瘦
而
葉
多
。
其
性
逐
水

②
水
深
則
莖
肥
而
葉
少
、
水
淺
則
莖
瘦
而
葉
多
。
其
性
逐
水
而
滑
、
故
謂
之
蒓
菜
、

而
滑
、
故
謂
之
蒓
菜
、（
中
略
）
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時
珍
曰
、

生
南
方
湖
澤
中
、
惟
呉
越
人
善
食
之
。
葉
如
荇
菜
而
差
圓
、
形
似
馬

①
『
本
綱
』
蒪
、
生
南
方
湖
澤
中
、
葉
如
荇
菜
而
差
圓
、
形
似
馬
蹄
。
其
莖
紫
色
、

蹄
。
其
莖
紫
色
、
大
如
箸
、
柔
滑
可
羹
。

大
如
筋
、
柔
滑
可
羹
。

夏
月
開
黄
花
。
結
實
青
紫
色
、
大
如
棠
梨
、
中
有
細
子
。
春
夏
嫩
莖
未
葉
者
名

③
夏
月
開
黄
花
。
結
實
青
紫
色
、
大
如
棠
梨
、
中
有
細
子
。
春
夏
嫩
莖
未
葉
者
名

稚
、
稚
者
小
也
。
葉
稍
舒
長
者
名
絲

、
其
莖
如
絲
也
。
至
秋
老
則
名
葵
蒪
、
或

稚
、
蒪
葉
稍
舒
長
者
名
絲
蒪
、
其
莖
如
絲
也
。
至
秋
老
則
名
葵
蒪
〈
或
作
豬
蒪
〉

作
豬

、（
中
略
）

【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。

④
共
味
甘
、
冷
、

（
前
略
）
和
醋
食
、
令
人
骨
痿
。

⑦
和
醋
食
、
令
人
骨
痿
〉

李
廷
飛
曰
、
多
食
性
滑
發
痔
。（
前
略
）

⑥
〈
多
食
性
滑
發
痔
、

【
主
治
】
消
渴
熱
痺
（
『
別
録
』
）。
和
鯽
魚
作
羹
食
、（
中
略
）

⑤
和
鯽
魚
作
羹
食

【
附
方
】
新
三
。
一
切
癰
疽
、
馬
蹄
草
即
蒪
菜
、
春
夏
用
莖
、
冬
月
用
子
、
就

⑧
治
癰
疽
、
以
蒪
菜
莖
或
葉
子
搗
爛
敷
之
〈
未
成
即
消
治
、
已
成
、
即
毒
散
〉。

於
根
側
尋
取
、
搗
爛
敷
之
。
未
成
即
消
、
已
成
、
即
毒
散
。
用
葉
亦
可
。
（
『
保

生
余
録
』
）。（
後
略
）

水
藻

×

海
藻

×

海
蘊

×
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海
帯

×

昆
布

×

越
王
余
算

×

石
帆

×

水
松

×

×

立
金
花

×

水
葵

表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
の
十
九
項
目
の
う
ち
、
十
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
こ
の
十
六
項
目
の
本
文
に
も

『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
を
下
敷
き
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
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二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
の
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
「
水
藻
」
か
ら
「
水
松
」
ま
で
の
八
項
目
を
採
用
し
て
い
な
い
。
該
当
本
文
も

確
認
で
き
な
い
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
の
配
列
意
識

表1

で
示
し
た
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
は
一
個
所
に
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
を
統
合
し
た
。

「
香
蒲
」
→
「
香
蒲
」
、「
蒲
黄
」

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
は
二
個
所
に
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
項
目
を
細
分
化
し
た
。

「
菖
蒲
」
、「
石
菖
」
→
「
菖
蒲
」

「
萍
蓬
草
」
、「
睡
蓮
」
→
「
萍
蓬
草
」

次
に
、
増
補
し
た
三
項
目
を
除
け
ば
、
配
列
の
順
番
は
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
。
増
補
し
た
三
項
目
は
、「
燕
子
花
」
、
「
立
金
花
」
、「
水
葵
」
で
あ
る
。
こ
の
三

項
目
の
う
ち
、「
立
金
花
」
、「
水
葵
」
は
「
水
草
」
の
最
後
に
配
置
さ
れ
、「
燕
子
花
」
だ
け
は
「
白
菖
」
と
「
香
蒲
」
の
間
に
入
れ
ら
れ
た
。

ま
ず
、「
燕
子
花
」
の
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
。

漳
州
府
志
云
、
紫
花
全
類
燕
子
、
一
枝
数
葩
、
漳
人
名
為
紫
燕
。

（
『
漳
州
府
志
』
に
云
ふ
、
紫
の
花
全
く
燕
子
に
類
す
、
一
枝
数
葩
、
漳
人
名
づ
け
て
紫
燕
と
為
す
。）

「
燕
子
花
」
は
『
本
草
綱
目
』
に
な
い
項
目
で
あ
る
が
、
中
国
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
寺
島
良
安
は
ま
ず
明
代
万
暦
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
漳
州
地
域
の
地
誌
『
漳

州
府
志
』
の
内
容
を
引
用
し
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。
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ま
た
、
按
文
で
は
、
良
安
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
燕
子
花
、
其
葉
似
白
菖
而
大
、
色
淡
、
其
花
実
共
似
白
菖
而
肥
大
。（
中
略
）
参
州
八
橋
之
産
得
名
。

（
△
按
ず
る
に
、
燕
子
花
は
、
其
の
葉
白
菖
に
似
て
大
き
く
、
色
淡
く
、
其
の
花
実
共
に
白
菖
に
似
て
肥
大
な
り
。（
中
略
）
参
州
八
橋
の
産
は
名
を
得
た
り
。）

「
燕
子
花
」
の
葉
、
花
、
実
は
み
な
「
白
菖
」
に
似
る
が
、
よ
り
大
き
い
。
ま
た
、
日
本
に
も
あ
り
、
参
州
八
橋
（
今
愛
知
県
知
立
市
）
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、「
燕
子
花
」
は
中
国
に
も
日
本
に
も
あ
る
も
の
か
ら
、
寺
島
良
安
は
「
水
草
」
に
こ
の
項
目
を
増
補
し
た
。
ま
た
、
漢
籍
に
記
載
の
あ
る
も
の
な
の
で
、『
本

草
綱
目
』
か
ら
採
用
し
た
項
目
の
中
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、「
燕
子
花
」
は
「
白
菖
」
に
似
る
か
ら
、「
白
菖
」
の
次
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
立
金
花
」、
「
水
葵
」
の
二
項
目
の
本
文
に
は
、
引
用
文
は
な
く
、
直
接
「
△
按
～
」
か
ら
始
ま
る
。
つ
ま
り
、
当
時
寺
島
良
安
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
は
、
先
行
文

献
に
は
こ
の
二
項
目
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、
中
国
に
は
、
こ
の
二
項
目
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
。
こ
れ
は
日
本
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、「
水
草
」
の
最
後
に
増
補
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
配
列
の
順
番
を
援
用
し
な
が
ら
、
和
漢
の
概
念
を
意
識
し
、
類
似
性
を
重
視

し
て
項
目
を
増
補
し
、
配
列
し
た
。

第
三
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
・
「
水
菜
」
類
の
本
文
を
比
較
対
照
す
る
と
、
表
１
、
表
２
に
な
る
。
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表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
と
「
水
菜
」
類
の
本
文
比
較

『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」

紫
菜
（
『
食
療
』）

紫
菜

【
釈
名
】
紫
（
サ
＋
耎
）（
音
軟
）。

紫
（
サ
＋
耎
）<

音
軟>

【
集
解
】
詵
曰
、
紫
菜
生
南
海
中
、
附
石
。
正
青
色
、
取
而
乾
之
則
紫
色
。

①
『
本
綱
』、
紫
菜
生
南
海
中
、
附
石
。
正
青
色
、
取
而
乾
之
則
紫
色
。

時
珍
曰
、（
中
略
）
大
葉
而
薄
。
彼
人
挼
成
餅
状
、
晒
乾
貨
之
、
其
色
正
紫
、（
中

②
大
葉
而
薄
、
挼
成
餠
状
、
晒
乾
貨
之
、
其
色
正
紫
。

略
）【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。（
中
略
）

③
気
味<

甘
、
鹹
、
寒>

【
主
治
】（
中
略
）。
病
癭
瘤
脚
気
者
、
宜
食
之
（
時
珍
）
。（
後
略
）

④
病
癭
瘤
積
塊
脚
気
者
、
宜
食
之

石
蓴
（
『
拾
遺
』）

石
蓴

【
校
正
】
自
草
部
移
入
此
。

【
集
解
】
藏
器
曰
、
石
蓴
生
南
海
、
附
石
而
生
。
似
紫
菜
、
色
青
。（
後
略
）

『
本
綱
』、
石
蓴
生
南
海
、
附
石
而
生
、
似
紫
菜
、
色
青
。

石
花
菜
（
『
食
鑑
』）

石
花
菜
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【
釈
名
】
瓊
枝
。
時
珍
曰
、
並
以
形
名
也
。

璚
枝<

『
本
綱
』>

【
集
解
】
時
珍
曰
、
石
花
菜
生
南
海
沙
石
間
。
高
二
、
三
寸
、
状
如
珊
瑚
、
有
紅
、

①
『
本
綱
』、
石
花
菜
、
生
南
海
沙
石
間
、
高
二
、
三
寸
、
状
如
珊
瑚
、
有
紅
、
白

白
二
色
、
枝
上
有
細
齒
。
以
沸
湯
泡
去
砂
屑
、
沃
以
薑
、
醋
、
食
之
甚
脆
。
其
根

二
色
、
枝
上
有
細
齒
、
以
沸
湯
泡
去
砂
屑
、
沃
以
薑
、
醋
、
食
之
甚
脆
。
其
根
埋

埋
沙
中
、
可
再
生
枝
也
。
一
種
稍
粗
而
似
雞
爪
者
、
謂
之
雞
腳
菜
、
味
更
佳
。
二

沙
中
、
可
再
生
枝
也
。
一
種
稍
粗
而
似
雞
爪
者
、
謂
之
雞
脚
菜
、
味
更
佳
。
二
物

物
久
浸
皆
化
成
膠
凍
也
。（
中
略
）

久
浸
皆
化
成
膠
凍
也
。

【
気
味
】
甘
、
鹹
、
大
寒
、
滑
、
無
毒
。

②
並<

甘
、
鹹
、
大
寒
、
滑>

【
主
治
】
去
上
焦
浮
熱
（
後
略
）。

③
去
上
焦
浮
熱

鹿
角
菜
（
『
食
性
』）

鹿
角
菜

【
釈
名
】
猴
葵
。（
中
略
）

猴
葵<

『
本
綱
』>

【
集
解
】
（
前
略
）
時
珍
曰
、
鹿
角
菜
、
生
東
南
海
中
石
崖
間
。
長
三
、
四
寸
、

①
『
本
綱
』、
鹿
角
菜
、
生
東
南
海
中
石
厓
間
、
長
三
、
四
寸
、
大
如
鐵
線
、
分
了

大
如
鐵
線
、
分
丫
如
鹿
角
状
、
紫
黄
色
。
土
人
采
曝
、
貨
為
海
錯
。
以
水
洗
醋
拌
、

如
鹿
角
状
、
紫
黄
色
。
土
人
采
曝
、
貨
為
海
錯
、
以
水
洗
醋
拌
、
則
脹
起
如
新
、

則
脹
起
如
新
、
味
極
滑
美
。
若
久
浸
則
化
如
膠
状
、
女
人
用
以
梳
發
、
粘
而
不
乱
。

味
極
滑
美
、
若
久
浸
則
化
如
膠
状
、
女
人
以
梳
髮
、
粘
而
不
乱
。

【
気
味
】
甘
、
大
寒
、
滑
、
無
毒
。

②
気
味
〈
甘
、
大
寒
、
滑
、

詵
曰
、
微
毒
。

③
微
毒
〉

丈
夫
不
可
久
食
、
發
痼
疾
、
損
腰
腎
、
経
絡
、
血
気
、
令
人
腳
冷
痺
、
少
顏
色
。

⑤<

丈
夫
不
可
久
服
、
發
癇
疾
、
損
腰
腎
、
経
絡
、
血
気>

【
主
治
】
下
熱
風
気
、
療
小
兒
骨
蒸
熱
労
。（
後
略
）

④
療
小
兒
骨
蒸
熱
労
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龍
須
菜
（
『
綱
目
』）

龍
鬚
菜

未
晒
者
俗
呼
曰
於
期
菜
見
于
前

【
集
解
】
時
珍
曰
、
龍
須
菜
生
東
南
海
邊
石
上
。
叢
生
無
枝
、
葉
状
如
柳
、
根
須

①
『
本
綱
』、
龍
鬚
菜
生
東
南
海
邊
石
上
。
叢
生
無
枝
、
葉
状
如
柳
、
根
鬚
長
者
尺

長
者
尺
餘
、
白
色
。
以
醋
浸
食
之
、

餘
、
白
色
、
以
醋
浸
食
、

和
肉
蒸
食
亦
佳
。『
博
物
志
』
一
種
石
發
似
指
此
物
、
與
石
衣
之
石
發
同
名
也
。

③
和
肉
蒸
食
亦
佳

【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。（
後
略
）

②
〈
甘
、
寒
〉

睡
菜

×

×

藻

×

海
藻

×

莫
鳴
菜

×
海
髪

×

鶏
冠
菜
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×

海
蘊

×

於
期
菜

×

十
六
島
苔

×

桜
苔

×

海
帯

×

昆
布

×

未
滑
海
藻

×
鹿
尾
菜

×

水
松
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×

海
索
麪

表
１
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
の
二
十
項
目
の
う
ち
、
五
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
こ
の
五
項
目
の
本
文
に
も
『
本

草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
に
お
け
る
「
藻
」
か
ら
「
海
索
麪
」
ま
で
の
十
五
項
目
は
、『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
に
確
認
で
き
な
い
。

表
２
・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
の
本
文
比
較

『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」

水
藻
（
『
綱
目
』）

藻<

音
早>

馬
藻

水
薀

菹<

音
鮓>

【
釈
名
】
時
珍
曰
、
藻
乃
水
草
之
有
紋
者
、
潔
淨
如
澡
浴
、
故
謂
之
藻
。

【
集
解
】（
前
略
）



- 117 -

時
珍
曰
、
藻
有
二
種
、
水
中
甚
多
。
水
藻
、
葉
長
二
、
三
寸
、
両
両
対
生
、
即
馬

①
『
本
綱
』、
藻
、
水
草
之
有
文
者
、
水
中
甚
多
。
有
數
種
。
馬
藻
、
葉
長
二
、
三

藻
也
、

寸
、
両
両
対
生
、

聚
藻
、
葉
細
如
絲
及
魚
鰓
状
、
節
節
連
生
、
即
水
蘊
也
、
俗
名
鰓
草
、
又
名
牛
尾

③
水
薀

<

一
名
牛
尾
薀
、
又
名
鰓
草>

、
葉
細
如
絲
及
魚
鰓
状
、
節
節
連
生

蘊
、
是
矣
。『
爾
雅
』
云
、
莙
、
牛
藻
也
。
郭
璞
注
云
、
細
葉
蓬
茸
、
如
絲
可
愛
、

一
節
長
數
寸
、
長
者
二
、
三
十
節
、
即
蘊
也
。

×

④
菹

水
藻
也
。『
農
政
全
書
』
云
、（
中
略
）

二
藻
皆
可
食
、
入
藥
、
以
藻
為
勝
。『
左
傳
』
云
、
蘋
蘩
蘊
藻
之
菜
、
即
此
。

②
入
藥
用
之
。

【
気
味
】
甘
、
大
寒
、
滑
、
無
毒
。

⑤
気
味<

甘
、
大
寒
、
滑>

、

【
主
治
】（
略
）【
發
明
】
思
邈
曰
、
凡
天
下
極
冷
、
無
過
藻
菜
。
但
有
患
熱
毒
腫

⑥
凡
天
下
極
冷
、
無
過
藻
菜
。
但
有
患
熱
毒
腫
丹
毒
者
、
搗
傅
之
、
厚
三
分
、
乾

並
丹
毒
者
、
取
渠
中
藻
菜
切
搗
敷
之
、
濃
三
分
、
乾
即
易
、
其
效
無
比
。

即
易
、
其
效
無
比
。

海
藻
（
『
本
経
』
中
品
）

海
藻

【
釈
名
】（
サ
＋
爻
＋
尋
）（
音
單
、
出
『
爾
雅
』
、『
別
録
』
作
（
サ
＋
潭
）
）、
落

（
サ
＋
爻
＋
尋
）<

音
單>

落
首

首
（
『
本
経
』
）、

海
蘿
（
『
爾
雅
注
』

海
蘿
。
大
葉
藻

【
集
解
】
（
前
略
）
弘
景
曰
、
生
海
島
上
、
黑
色
如
乱
髮
而
大
少
許
、
葉
大
都
似

①
『
本
綱
』、
海
藻
、
乃
生
海
島
之
藻
也
。
黑
色
如
乱
髮
而
大
少
許
、
葉
大
都
似
藻

藻
葉
。

葉
也
。

藏
器
曰
、
此
有
二
種
、
馬
尾
藻
生
淺
水
中
、
如
短
馬
尾
細
、
黑
色
、
用
之
當
浸
去

有
二
種
、
生
淺
水
中
、
如
短
馬
尾
細
、
黑
色
者
、
馬
尾
藻
也
。
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鹹
味
、

大
葉
藻
生
深
海
中
及
新
羅
、
葉
如
水
藻
而
大
。
海
人
以
繩
系
腰
、
沒
水
取
之
。（
中

②
生
深
海
中
、
葉
如
水
藻
而
大
者
、
大
葉
藻
也
。
海
人
以
繩
繫
腰
、
没
水
取
之
。

略
）

【
気
味
】
苦
、
鹹
、
寒
、
無
毒
。（
中
略
）

③
海
藻<

苦
、
鹹
、
寒>

之
才
曰
、
反
甘
草
。

⑤<

反
甘
艸>

、

時
珍
曰
、
按
、
東
垣
李
氏
治
瘰
癧
馬
刀
、
散
腫
潰
堅
湯
、
海
藻
、
甘
草
両
用
之
。

⑧
壅<

東
垣
散
腫
潰
腫
堅
湯
、
海
藻
、
甘
草
両
用
之
、
蓋
以
堅
積
之
病
、
非
平
和
之

蓋
以
堅
積
之
病
、
非
平
和
之
藥
所
能
取
捷
、
必
令
反
奪
以
成
其
功
也
。

藥
所
能
取
捷
、
必
令
反
奪
以
成
其
功
也>

【
主
治
】（
前
略
）
下
十
二
水
腫
（
『
本
経
』
）。（
中
略
）

⑥
下
水
腫
、

利
小
便
（
『
別
録
』
）。

⑤
利
小
便
、

（
中
略
）
五
膈
痰

⑦
治
五
膈
痰
、

【
發
明
】
元
素
曰
、
海
藻
気
味
俱
濃
、
純
陰
、
沉
也
。
治
癭
瘤
馬
刀
諸
瘡
、
堅
而

④
気
味
厚
、
純
陰
而
沈
也
。
治
癭
瘤
馬
刀
諸
瘡
、
堅
而
不
潰
者
。

不
潰
者
。（
後
略
）

海
蘊
（
溫
、
縕
、
醞
三
音
。『
拾
遺
』）

海
蘊

【
校
正
】
自
草
部
移
入
此
。

【
釈
名
】
時
珍
曰
、
縕
、
乱
絲
也
。
其
葉
似
之
、
故
名
。

①
『
本
綱
』、
縕
、
乱
絲
也
。
其
葉
似
之
、
故
名
海
蘊
。

【
気
味
】
鹹
、
寒
、
無
毒
。

②<

鹹
、
寒>
、

【
主
治
】
癭
瘤
結
気
在
喉
間
、
下
水
（
藏
器
）。
主
水

（
蘇
頌
）。

③
治
癭
瘤
結
気
在
喉
間
、
能
下
水
。
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海
帯
（
宋
『
嘉
祐
』）

海
帯

【
集
解
】
禹
錫
曰
、
海
帯
、
出
東
海
水
中
石
上
、
似
海
藻
而
粗
、
柔
韌
而
長
。
今

①
『
本
綱
』、
海
帯
、
出
東
海
水
中
石
上
、
似
海
藻
而
粗
、
柔
靭
而
長
。
今
登
州
人

登
州
人
乾
之
以
束
器
物
。

乾
之
以
束
噐
物
、

醫
家
用
以
下
水
、
勝
於
海
藻
、
昆
布
。

④
醫
家
用
以
下
水
、
勝
於
海
藻
、
昆
布

【
気
味
】
鹹
、
寒
、
無
毒
。

②
気
味<

鹹
、
寒>

【
主
治
】
催
生
、
治
婦
人
病
、
及
療
風
下
水
（
『
嘉
祐
』
）
。
治
水
病
癭
瘤
、
功
同

③
催
生
、
治
婦
人
病
、
及
水
病
癭
瘤
。

海
藻
（
時
珍
）。

昆
布
（
『
別
録
』
中
品
）

昆
布

【
釈
名
】
綸
布
。

綸
布<

音
關>

時
珍
曰
、（
中
略
）
綸
、
音
關
、
青
絲
綬
也
、

綸
、
青
絲
綬
也

訛
而
為
昆
耳
。（
後
略
）

誤
為
昆
耳

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
昆
布
生
東
海
。

①
『
本
綱
』、
昆
布
生
東
海
、

弘
景
曰
、
今
惟
出
高
麗
。

③
出
髙
麗

（
中
略
）
柔
韌
可
食
。

⑤
柔
靭
可
食
、

（
中
略
）
其
草
順
流
而
生
。

②
順
流
而
生
、

出
新
羅
者
葉
細
、
黄
黑
色
。

④
新
羅
者
葉
細
、
黄
黑
色
、
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胡
人
搓
之
為
索
、
陰
乾
、
從
舶
上
來
中
国
。

⑥
胡
人
搓
之
為
索
、
陰
乾
、
從
舶
上
來
中
国
。

（
前
略
）
出
閩
、
浙
者
、
大
葉
似
菜
。（
中
略
）

⑦
出
閩
、
浙
者
、
大
葉
似
菜
。

【
修
治
】（
略
）【
気
味
】
鹹
、
寒
、
滑
、
無
毒
。
普
曰
、
酸
、
鹹
、
寒
、
無
毒
。

⑧
気
味<

鹹
、
酸
、
寒
、
滑>

（
中
略
）

【
主
治
】
十
二
種
水
腫
、

⑩
及
十
二
種
水
腫

癭
瘤
聚
結
気
、（
中
略
）

⑨
能
治
癭
瘤
結
気

【
發
明
】（
前
略
）
與
海
藻
同
功
。

⑪
與
海
藻
同
功
、

詵
曰
、
昆
布
下
気
、
久
服
瘦
人
、
無
此
疾
者
不
可
食
。
海
島
之
人
愛
食
之
、
為
無

⑫
蓋
下
気
、
故
久
服
瘦
人
、
無
此
疾
者
不
可
食
、
海
島
人
愛
食
之
、
為
無
好
菜
、

好
菜
、
只
食
此
物
、
服
久
相
習
、
病
亦
不
生
、
遂
傳
説
其
功
於
北
人
。
北
人
食
之

只
食
此
物
、
服
久
相
習
、
病
亦
不
生
、
逐
傳
説
其
功
於
北
人
。
北
人
食
之
皆
生
病
、

皆
生
病
、
是
水
土
不
宜
耳
。
凡
是
海
中
菜
、
皆
損
人
、
不
可
多
食
。（
後
略
）

是
水
土
不
宜
耳
。
凡
是
海
中
菜
、
皆
損
人
、
不
可
多
食
。

石
帆
（
『
日
華
』）

石
帆

水
松

<

二
物
同
類
也
、
俗
云
海
松>

【
集
解
】
弘
景
曰
、
石
帆
状
如
柏
、

②
石
帆
状
如
栢

水
松
、
状
如
松
。

①
『
本
綱
』
水
松
、
状
如
松
。

藏
器
曰
、
石
帆
生
海
底
、
高
尺
餘
。
根
如
漆
色
、
至
梢
上
漸
軟
、
作
交
羅
紋
。

⑤
至
稍
上
漸
軟
、
作
交
羅
紋
、

大
明
曰
、
石
帆
、
紫
色
、
梗
大
者
如
箸
、
見
風
漸
硬
、
色
如
漆
、

④
紫
色
而
梗
大
者
如
筯
、
見
風
漸
硬
、
色
如
漆

人
以
飾
作
珊
瑚
裝
。（
中
略
）

⑥
人
以
飾
作
珊
瑚
装
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劉
淵
林
注
云
、
石
帆
生
海
嶼
石
上
、
草
類
也
。
無
葉
、
高
尺
許
、
其
花
離
樓
相
貫

③
生
海
嶼
石
上
、
艸
類
也
。
無
葉
、
髙
尺
許
、
其
花
離
樓
相
貫
連
、
若
死
則
浮
水

連
。
若
死
則
浮
水
中
、
人
於
海
邊
得
之
、
稀
有
見
其
生
者
。（
後
略
）

中
、
人
於
海
邊
得
之
、
稀
有
見
其
生
者
。

水
松
（
『
綱
目
』）

【
集
解
】
弘
景
曰
、
水
松
状
如
松
。
頌
曰
、
出
南
海
及
交
趾
、
生
海
水
中
。

【
気
味
】
甘
、
鹹
、
寒
、
無
毒
。

【
主
治
】
溪
毒
（
弘
景
）。
水
腫
、
催
生
（
藏
器
）。

表
２
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
「
水
藻
」
か
ら
「
水
松
」
ま
で
の
八
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
水
草
」
に
採
用
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
八
項
目
の
う
ち
、

七
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
の
六
項
目
と
一
致
す
る
。
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
に
「
石
帆
」「
水
松
」
の
二
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」

類
「
藻
類
」
に
一
つ
の
項
目
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
本
文
に
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
文
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
表
１
と
表
２
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
二
十
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
か
ら
、
五
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
水

菜
」
類
か
ら
取
り
入
れ
、
九
項
目
を
増
補
し
て
新
し
く
作
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
は
良
安
が
新
し
く
立
て
た
分
類
で
あ
る
。
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二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
に
内
在
す
る
三
つ
の
群

『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
と
「
水
草
」
類
の
項
目
を
採
用
し
た
が
、
表1

で
示
し
た
よ
う
に
、
配
列
の
順
番
は
『
本
草
綱
目
』
と
か

な
り
異
な
る
。
二
つ
の
部
類
の
項
目
を
合
併
し
た
の
で
は
な
く
、
配
列
意
識
に
よ
っ
て
、
並
べ
る
順
番
を
調
整
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
類
」
に
は
、
淡
水
に
生
き
る
「
藻
」
と
海
水
に
生
き
る
「
海
苔
（
藻
）
」
類
の
内
在
分
類
が
あ
る
。
で
は
、「
海
苔
（
藻
）
」

類
の
項
目
は
ど
の
よ
う
に
配
列
し
た
の
か
。

「
海
藻
」
の
次
の
三
項
目
は
「
莫
鳴
菜
」「
海
髪
」「
石
花
菜
」
で
あ
る
。

「
莫
鳴
菜
」
、「
海
髪
」
、「
石
花
菜
」
は
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
な
異
名
が
あ
る
。

「
莫
鳴
菜
」：
神
馬
藻

「
海
髪
」

：
馬
尾
藻

「
石
花
菜
」：
凝
海
藻

ま
た
、
具
体
的
な
生
息
す
る
場
所
を
言
及
し
た
の
は
「
石
花
菜
」
の
み
で
あ
る
。

本
綱
、
石
花
菜
生
南
海
沙
石
間
。（
中
略
）、
其
根
埋
沙
中
可
再
生
枝
也
。

（
『
本
綱
』、
石
花
菜
は
南
海
沙
石
の
間
に
生
ず
。（
中
略
）、
其
の
根
を
沙
中
に
埋
み
て
再
び
枝
を
生
す
べ
し
。）

こ
れ
は
海
の
沙
石
の
間
に
生
き
る
も
の
で
あ
る
。

異
名
と
生
き
る
場
所
か
ら
見
る
と
、「
生
海
島
水
上
者
、
曰
藻
」
と
合
致
す
る
。
こ
こ
ま
で
は
「×

藻
」
の
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
石
花
菜
」
の
次
は
「
鶏
冠
菜
」「
海
蘊
」「
於
期
菜
」「
鹿
角
菜
」「
十
六
島
苔
」「
龍
鬚
菜
」「
櫻
苔
」「
紫
菜
」
で
あ
る
。
こ
の
八
項
目
の
本
文
か
ら
、
生
き
る
場
所

に
関
す
る
内
容
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。



- 123 -

「
鶏
冠
菜
」

：
處
處
海
濵
石
上
生
之

「
海
蘊
」

：
生
石
上

「
於
期
菜
」

：
生
海
中
石
上

「
鹿
角
菜
」

：
生
東
南
海
中
石
厓
間

「
十
六
島
苔
」：
附
生
于
海
中
石
上

「
龍
鬚
菜
」

：
生
東
南
海
邊
石
上

「
櫻
苔
」

：
紀
州
海
濵
出
之

「
紫
菜
」

：
生
南
海
中
附
石

「
櫻
苔
」
の
本
文
に
は
は
っ
き
り
と
書
い
て
い
な
い
が
、
共
通
点
と
し
て
、「
櫻
苔
」
以
外
の
七
項
目
は
全
部
海
中
石
の
上
に
生
き
る
。
ま
た
、
以
下
の
三
項
目
に
は
、

次
の
よ
う
な
異
名
又
は
俗
名
が
あ
る
。

「
鶏
冠
菜
」

：
鳥
坂
苔
。

正
赤
者
名
錦
苔
。

「
鹿
角
菜
」

：
俗
用
布
苔
二
字
。

「
紫
菜
」

：
俗
用
甘
苔
字
。

項
目
名
に
も
「
十
六
島
苔
」、「
櫻
苔
」
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
八
項
目
は
「
海
苔
」
の
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
紫
菜
」
の
次
は
「
石
蓴
」「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」「
鹿
尾
菜
」
で
あ
る
。「
石
蓴
」
の
俗
名
と
し
て
、「
俗
用
和
布
字
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
和
布
」
で
あ
る
。

「
石
蓴
」
の
本
文
に
は
、
按
文
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

和
布
乃
昆
布
、
海
帯
之
属
非
苔
之
属
。
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（
和
布
は
乃
ち
昆
布
、
海
帯
の
属
に
し
て
苔
の
属
に
あ
ら
ず
。）

つ
ま
り
、「
昆
布
」、「
海
帯
」
と
「
苔
」
は
違
う
種
類
の
も
の
で
、「
石
蓴
」
は
「
苔
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
さ
な
い
。

ま
た
、「
未
滑
海
藻
」
の
本
文
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

似
海
帯
而
細
狭

（
海
帯
に
似
て
細
く
狭
く
）

そ
れ
に
、「
鹿
尾
菜
」
の
本
文
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

似
海
帯
而
脆
美
。

（
海
帯
に
似
て
脆
く
美
な
り
。）

以
上
か
ら
、「
石
蓴
」「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」「
鹿
尾
菜
」
は
形
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、「
昆
布
、
海
帯
」
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。

「
石
蓴
」「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」「
鹿
尾
菜
」
の
生
き
る
場
所
に
関
す
る
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
石
蓴
」

：
生
南
海
附
石
而
生

「
海
帯
」

：
出
東
海
水
中
石
上

「
未
滑
海
藻
」：×

「
昆
布
」

：
附
生
於
石

「
鹿
尾
菜
」

：
生
海
中
石
上

「
未
滑
海
藻
」
に
該
当
記
事
は
な
い
以
外
に
、
ほ
か
の
四
項
目
も
「
苔
」
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
、
海
中
の
石
の
上
に
生
き
る
。「
苔
」
と
「
昆
布
、
海
帯
」
の
区

別
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
、
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、「
石
蓴
」「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
異
名
或
は
俗
名
が
あ
る
。
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「
石
蓴
」

：
俗
用
和
布
字

「
海
帯
」

：
俗
用
荒
布
二
字

「
未
滑
海
藻
」：
俗
云
相
良
布

「
昆
布
」

：
綸
布

「
昆
布
、
海
帯
」
グ
ル
ー
プ
の
項
目
に
は
、「×

布
」
と
言
わ
れ
る
共
通
点
が
見
え
て
く
る
。

「
鹿
尾
菜
」
の
次
に
、「
水
松
」
を
配
置
し
た
。
項
目
名
の
下
に
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

石
帆
、
水
松
、
二
物
同
類
也
。

（
石
帆
、
水
松
、
二
物
同
類
な
り
。）

だ
か
ら
、『
本
草
綱
目
』
の
「
水
松
」
と
「
石
帆
」
を
統
合
し
て
、「
水
松
」
に
し
た
。

最
後
に
、「
海
索
麪
」
を
増
補
し
た
。
こ
れ
は
中
国
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
文
も
直
接
按
文
か
ら
始
ま
る
。

三
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
の
配
列
意
識

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
藻
類
」
に
は
、
内
在
す
る
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
確
認
さ
れ
た
が
、
収
録
し
た
項
目
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
配
置
し
た
の
だ
ろ
う

か
。「

海
藻
」
の
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

黒
色
如
乱
髪
（
後
略
）。
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（
黒
色
乱
髪
の
如
く
（
後
略
）
。）

ま
た
、「
莫
鳴
菜
」
の
按
文
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

初
正
青
、
乾
則
黒
色
。

（
初
は
正
青
、
乾
け
ば
則
ち
黒
色
な
り
。）

「
海
髪
」
の
本
文
に
も
、
最
初
は
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

和
名
抄
引
食
経
云
、
海
髪
、<
鹹
、
小
冷>

、
其
色
黑
、
状
如
乱
髪
。

（
『
和
名
抄
』
に
『
食
経
』
を
引
き
て
云
ふ
、
海
髪<

鹹
、
小
冷>

は
其
の
色
黑
く
、
状
は
乱
髪
の
如
し
。）

ま
た
、
寺
島
良
安
は
按
文
で
、『
和
名
抄
』
の
「
其
色
黒
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

青
色
而
甚
細
纎
也
、
乾
則
紫
黑
色
。

（
青
色
に
し
て
甚
だ
細
纎
し
、
乾
け
ば
則
ち
紫
黑
色
。）

良
安
は
色
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、「
海
藻
」、「
莫
鳴
菜
」
、「
海
髪
」
の
順
番
で
配
置
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、「
海
髪
」
の
按
文
に
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。

『
漢
語
抄
』
謂
之
小
凝
菜
、
以
石
花
謂
大
凝
菜
最
當
矣
。

（
『
漢
語
抄
』
之
を
小
凝
菜
と
謂
ひ
、
石
花
を
以
つ
て
大
凝
菜
と
謂
ふ
は
最
も
當
れ
り
。）

こ
れ
は
、「
小
凝
菜
」、「
大
凝
菜
」
の
よ
う
な
同
種
同
類
の
項
目
を
一
緒
に
配
置
す
る
た
め
に
、「
海
髪
」
の
次
に
「
石
花
菜
」
を
配
置
し
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、「
海
藻
」
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、
色
と
種
類
で
項
目
を
配
置
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

「
海
苔
」
グ
ル
ー
プ
の
八
項
目
の
色
に
つ
い
て
の
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
鶏
冠
菜
」

：
有
深
刻
深
紅
色
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「
海
蘊
」

：
青
黒
色

「
於
期
菜
」

：
青
色
。
采
之
過
時
変
蒼
黒
色
。

「
鹿
角
菜
」

：
紫
黄
色

「
十
六
島
苔
」：
紫
黒
色

「
龍
鬚
菜
」

：
初
淡
紫
色
、
能
晒
乾
則
白
色

「
櫻
苔
」

：
黄
白
或
淡
紫
色

「
紫
菜
」

：
正
青
色
、
取
而
乾
之
則
紫
色

「
海
藻
」
グ
ル
ー
プ
の
最
後
の
項
目
「
石
花
菜
」
に
は
、
色
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

有
紅
、
白
二
色
。

（
紅
、
白
二
色
有
り
。）

だ
か
ら
、「
石
花
菜
」
の
次
に
、「
海
苔
」
グ
ル
ー
プ
の
最
初
の
項
目
と
し
て
、
深
紅
色
の
「
鶏
冠
菜
」
を
配
置
し
た
。「
鶏
冠
菜
」
の
次
は
青
黒
色
の
「
海
蘊
」
と
「
於

期
菜
」
を
配
置
し
、
続
け
て
紫
色
の
「
鹿
角
菜
」「
十
六
島
苔
」「
龍
鬚
菜
」「
櫻
苔
」「
紫
菜
」
を
配
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、「
海
苔
」
類
は
主
に
色
で
項
目
を
配
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
石
蓴
」「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」「
鹿
尾
菜
」
の
色
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
石
蓴
」

：
似
紫
菜
、
色
青

「
海
帯
」

：
黒
色

「
未
滑
海
藻
」：
似
海
帯

「
昆
布
」

：
黄
黒
色
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「
鹿
尾
菜
」

：
蒼
黒
色
、
煮
之
正
黒

「
石
蓴
」
は
前
の
項
目
「
紫
菜
」
に
類
似
す
る
た
め
、「
昆
布
、
海
帯
」
の
グ
ル
ー
プ
の
最
初
に
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
次
は
黒
色
の
「
海
帯
」「
未
滑
海
藻
」「
昆
布
」「
鹿

尾
菜
」
を
並
ん
で
い
た
。

以
上
で
、「
昆
布
、
海
帯
」
グ
ル
ー
プ
の
項
目
も
俗
名
、
異
名
、
類
似
性
、
色
を
意
識
し
な
が
ら
、
配
列
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

ま
と
め
て
言
え
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
藻
類
」
に
は
、
淡
水
に
生
き
る
「
藻
」
類
と
海
水
に
生
き
る
「
海
苔
（
類
）
」
が
あ
る
。「
海
苔
（
藻
）
」
類
に
は
ま
た
「
藻
」
、

「
苔
」
、「
海
帯
、
昆
布
」
の
下
位
分
類
が
内
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
下
位
分
類
に
も
、
色
と
類
似
性
な
ど
に
よ
っ
て
項
目
を
配
列
す
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。第

四
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
の
本
文
を
比
較
対
照
す
る
と
、
表
１
に
な
る
。

表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
と
『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類
の
本
文
比
較

『
本
草
綱
目
』「
苔
草
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
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陟
釐
（
『
別
録
』
中
品
）

陟
釐

【
釈
名
】
側
梨
（
恭
）、
水
苔
（
『
開
寶
』）、
石
髪
（
同
）、
石
衣
（
『
広
雅
』）、
水

水
綿

側
梨

衣
（
『
説
文
』）
、
水
綿
（
『
綱
目
』
）、（
サ
＋
潭
）（
音
覃
）。

水
苔

石
髪

石
衣

水
衣

（
前
略
）
王
子
年
『
拾
遺
記
』
、
晋
武
帝
賜
張
華
側
理
紙
、
乃
水
苔
為
之
、
後
人

⑧
晋
武
帝
賜
張
華
側
理
紙
、
是
也
。

訛
陟
厘
為
側
理
耳
。
此
乃
水
中
粗
苔
、
作
紙
青
緑
色
、
名
苔
紙
、
體
澀
。

⑦
水
苔
、
作
紙
青
緑
色
、
名
苔
紙

『
范
東
陽
方
』
云
、
水
中
石
上
生
者
、
如
毛
、
綠
色
。
石
發
之
名
以
此
。（
中
略
）

②
有
水
中
石
上
生
者
、
蒙
茸
如
髪
、

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
陟
厘
生
江
南
池
澤
。

『
本
綱
』、
陟
釐
、
①
生
池
澤
水
中

（
中
略
）
宗
奭
曰
、
陟
釐
、
今
人
乾
之
、
治
為
苔
脯
、
堪
啗
、
青
苔
亦
可
作
脯
食
、

④
乾
之
治
為
苔
脯
、
堪
啗
。

皆
利
人
。
汴
京
市
中
甚
多
（
中
略
）

時
珍
曰
、
（
中
略
）
有
水
汚
無
石
而
自
生
者
、
纏
牽
如
絲
綿
之
状
、
俗
名
水
綿
。

③
有
水
汚
無
石
而
自
生
者
、
纏
牽
如
絲
綿
之
状
、
俗
名
水
綿
、
其
性
味
皆
同
、

其
性
味
皆
同
。（
中
略
）【
気
味
】
甘
、
大
溫
、
無
毒
。

⑤
気
味<

甘
、
大
温>

【
主
治
】
心
腹
大
寒
、
溫
中
消
穀
、
強
胃
気
、
止
洩
痢
（
『
別
録
』
）
。（
後
略
）

⑥
温
中
消
穀
、
強
胃
気
、
止
洩
痢

乾
苔
（
『
食
療
』）

乾
苔

【
集
解
】
（
前
略
）
張
華
『
博
物
志
』
云
、
石
發
生
海
中
者
、
長
尺
餘
、
大
小
如

①
『
本
綱
』
乾
苔
、
乃
石
髮
生
海
中
者
、
故
味
鹹
為
異
、
其
長
尺
餘
、
大
小
如
韭

韭
葉
、
以
肉
雜
蒸
食
極
美
。（
中
略
）。

葉
、
乾
之
為
脯
、
又
以
肉
襍
蒸
食
極
美
。

【
気
味
】
鹹
、
寒
、
無
毒
。
大
明
曰
、
溫
。（
中
略
）

②
気
味<

鹹
、
温>
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詵
曰
、
苔
脯
食
多
、
發
瘡
疥
、
令
人
痿
黄
少
血
色
。

瑞
曰
、
有
飲
嗽
人
不
可
食
。

⑥
多
食
發
瘡
疥
、
有
咳
嗽
人
不
可
食
。

【
主
治
】
癭
瘤
結
気
（
弘
景
）。
治
痔
殺
蟲
、（
中
略
）

③
治
癭
瘤
及
痔
、

納
木
孔
中
、
殺
蠹
（
『
日
華
』）。

⑤
納
木
孔
中
、
殺
蠹
、

消
茶
積
（
瑞
）
。（
後
略
）

④
消
茶
積
、

井
中
苔
及
萍
藍
（
『
別
録
』
中
品
）

井
中
苔

【
集
解
】
弘
景
曰
、
廢
井
中
多
生
苔
萍
、
及
磚
土
間
多
生
雜
草
、
萊
藍
既
解
毒
、

①
『
本
綱
』
廢
井
中
多
生
苔
萍
、
及
磚
土
間
多
生
雜
草
、
既
解
毒
、

在
井
中
者
尤
佳
、
非
別
一
物
也
。

④
在
井
中
者
尤
佳

【
気
味
】（
略
）【
主
治
】
漆
瘡
熱
瘡
水
腫
。（
中
略
）

②
療
漆
瘡
、

療
湯
火
灼
瘡
（
弘
景
）

③
湯
火
傷
瘡
、

船
底
苔
（
『
食
療
』）

船
底
苔

（
前
略
）
【
發
明
】
時
珍
曰
、
案
方
賢
『
奇
效
方
』
云
、
水
之
精
気
、
漬
船
板
木

①
『
本
綱
』
船
底
苔
、
乃
水
之
精
気
、
漬
船
板
木
中
、
累
見
風
日
、
久
則
變
為
青

中
、
累
見
風
日
、
久
則
變
為
青
色
、
蓋
因
太
陽
晒
之
、
中
感
陰
陽
之
気
。
故
服
之

色
、
蓋
因
太
陽
晒
之
、
中
感
陰
陽
之
気
。
故
服
之
能
分
陰
陽
、
去
邪
熱
、

能
分
陰
陽
、
去
邪
熱
、
調
臟
腑
。
物
之
気
味
所
宜
也
。

【
附
方
】
舊
二
。
小
便
五
淋
、
船
底
苔
一
團
、
雞
子
大
、
水
煮
飲
。（
陳
藏
器
）。

②
又
治
五
淋
、<

一
團
、
水
煮
飲
之>

。

（
後
略
）
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石
蕊
（
『
拾
遺
』）

石
蕊

【
校
正
】
並
入
有
名
未
用
『
別
録
』
石
濡
。

【
釈
名
】
石
濡
（
『
別
録
』）、
石
芥
（
同
）、
雲
茶
（
『
綱
目
』）、
蒙
頂
茶
。

石
濡

石
芥

雲
茶

蒙
頂
茶

時
珍
曰
、
其
状
如
花
蕊
、
其
味
如
茶
、
故
名
。
石
芥
乃
茶
字
之
誤
。

【
集
解
】
藏
器
曰
、
石
蕊
生
太
山
石
上
、（
中
略
）。

『
本
綱
』、
①
石
蕊
生
太
山
石
上
、

早
春
青
翠
、
端
開
四
葉
。
山
人
名
石
芥
。

③
早
春
翠
、
端
開
四
葉

時
珍
曰
、（
中
略
）
乃
煙
霧
熏
染
、
日
久
結
成
、

②
乃
煙
霧
熏
染
、
日
久
結
成
、

蓋
苔
衣
類
也
、
彼
人
春
初
刮
取
曝
乾
饋
人
、
謂
之
雲
茶
。
其
状
白
色
軽
薄
如
花
蕊
、
④
蓋
苔
衣
類
也
、
春
初
刮
取
曝
乾
謂
之
、
雲
茶
、
其
状
白
色
軽
薄
如
花
蘂
、
其
気

其
気
香
如
蕈
、
其
味
甘
澀
如
茗
。
不
可
煎
飲
、
止
宜
咀
嚼
及
浸
湯
啜
、
清
涼
有
味
。

香
如
蕈
、
其
味
甘
濇
如
茗
、
不
可
煎
飲
、
止
宜
咀
嚼
及
浸
湯
啜
、
清
涼
有
味
、

（
中
略
）【
主
治
】
石
濡
、
明
目
、
益
精
気
。（
後
略
）。

⑤
明
目
、
益
精
気

地
衣
草
（
『
日
華
』）

地
衣

（
前
略
）【
釈
名
】
仰
天
皮
（
『
拾
遺
』）

仰
天
皮

掬
天
皮
（
『
拾
遺
』）。

掬
天
皮

【
集
解
】
大
明
曰
、
此
乃
陰
濕
地
被
日
晒
起
苔
蘚
也
。

①
『
本
綱
』
地
衣
、
乃
陰
濕
地
被
日
晒
起
苔
蘚
、

藏
器
曰
、
即
濕
地
上
苔
衣
如
草
状
者
耳
。

②
如
草
状
者
也

【
気
味
】
苦
、
冷
、
微
毒
。
藏
器
曰
、
平
、
無
毒
。

③
気
味<

苦
、
冷
、
微
毒>
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【
主
治
】（
中
略
）
陰
上
粟
瘡
、
取
停
水
濕
處
乾
卷
皮
、
為
末
。
敷
之
、
神
效
。（
『
外

④
取
停
水
濕
處
乾
卷
皮
、
為
末
、
傅
於
陰
上
粟
瘡
治
之
、
神
効
。

台
秘
要
』）

垣
衣
（
『
別
録
』
中
品
）

垣
衣

【
釈
名
】
垣
嬴
（
『
別
録
』
）、
天
韭
（
『
別
録
』
）、
鼠
韭
（
『
別
録
』
）、
昔
邪
（
『
別

鼠
韭

昔
邪

録
』
）。

垣
贏

天
韭

土
馬
騣

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
垣
衣
、
生
古
垣
牆
陰
或
屋
上
。（
中
略
）
恭
曰
、
此
即
古

①
『
本
綱
』
垣
衣
、
即
磚
墻
城
垣
上
青
苔
衣
也
。

牆
北
陰
青
苔
衣
也
。（
中
略
）

【
気
味
】
酸
、
冷
、
無
毒
。

②
気
味<

酸
、
冷>

【
主
治
】（
前
略
）
搗
汁
服
、
止
衄
血
。
燒
灰
油
和
、
敷
湯
火
傷
（
時
珍
）。

③
擣
汁
服
、
止
衂
血
、
燒
灰
油
和
、
傅
湯
火
傷

×

一
種
土
馬
騣

②
共
所
在
背
陰
古
墻
垣
上
有
之
、
歳
多
雨
則
茂
盛
、

①
即
垣
衣
之
長
者
、
故
名
馬
騣
、

③
但
以
長
短
異
名
。

屋
游
（
『
別
録
』
下
品
）

屋
遊
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【
釈
名
】
瓦
衣
（
『
綱
目
』
）、
瓦
苔
（
『
嘉

』
）、
瓦
蘚
（
『
綱
目
』
）、
博
邪
。

瓦
衣

瓦
苔

瓦
蘚

傅
邪

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
屋
游
生
屋
上
陰
處
。（
中
略
）
弘
景
曰
、
此
古
瓦
屋
上
青

①
『
本
綱
』、
屋
遊
乃
生
古
瓦
屋
上
陰
處
苔
衣
也
。

苔
衣
也
。
剝
取
用
之
。

時
珍
曰
、
其
長
數
寸
者
、
即
為
瓦
松
也
。（
後
略
）

②
其
長
數
寸
者
、
即
瓦
松
也

昨
葉
何
草
（
『
唐
本
草
』

瓦
松

【
釈
名
】
瓦
松
（
『
唐
本
』）、

昨
葉
何
草

瓦
花
（
『
綱
目
』
）、
向
天
草
（
『
綱
目
』）

向
天
草

瓦
花

赤
者
名
鐵
腳
婆
羅
門
草
（
『
綱
目
』
）、

赤
者
名
鐵
脚<

婆
羅
門
草>

天
王
鐵
塔
草
。

<

天
王
鐵
塔
草>

時
珍
曰
、
其
名
殊
不
可
解
。

×

頌
曰
、
瓦
松
、
如
松
子
作
層
、
故
名
。

『
本
綱
』、
瓦
松
、

【
集
解
】
恭
曰
、
昨
葉
何
草
生
上
黨
屋
上
、
如
蓬
。
初
生
高
尺
餘
、
遠
望
如
松
栽
。

②
如
蓬
、
初
生
髙
尺
餘
、
遠
望
如
松
栽

志
曰
、
處
處
有
之
。
生
年
久
瓦
屋
上
。（
中
略
）

①
生
年
久
瓦
屋
上
、

時
珍
曰
、
按
、『
庚
辛
玉
冊
』
云
、（
中
略
）
生
屋
瓦
上
及
深
山
石
縫
中
。
莖
如
漆

③
又
云
、
瓦
松
生
屋
瓦
上
及
深
山
石
縫
中
。
莖
如
漆
圓
鋭
、
葉
背
有
白
毛
。

圓
鋭
、
葉
背
有
白
毛
。（
後
略
）

烏
韭
（
『
本
経
』
下
品
）

烏
韭
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【
校
正
】
移
入
有
名
未
用
『
別
録
』
鬼
麗
。

【
釈
名
】
石
髪
（
『
唐
本
』）、
石
衣
（
『
日
華
』）、
石
苔
（
『
唐
本
』）、
石
花
（
『
綱

石
髪

石
衣

石
苔

石
花

石
馬
騣

鬼
麗

目
』）
石
馬
鬃
（
『
綱
目
』
）、
鬼
（
麗
の
異
体
字
）
與
麗
同
。

弘
景
曰
、
垣
衣
、
亦
名
烏
韭
、
而
為
療
異
、
非
此
種
類
也
。

<

垣
衣
、
亦
名
烏
韭
、
陟
釐
亦
名
石
髪>

、
同
名
異
種
也
。

時
珍
曰
、
『
別
録
』
主
療
之
証
、
與
垣
衣
相
同
、
則
其
為
一
類
、
通
名
烏
韭
、
亦

無
害
也
。（
中
略
）

【
集
解
】
（
前
略
）
藏
器
曰
、
生
大
石
及
木
間
陰
處
、
青
翠
茸
茸
者
、
似
苔
而
非

①
『
本
綱
』
烏
韭
、
生
大
石
及
木
間
陰
處
、
青
翠
茸
茸
者
、
似
苔
而
非
苔
。
此
即

苔
也
。
大
明
曰
、
此
即
石
衣
也
。
長
者
可
四
、
五
寸
。（
中
略
）

石
衣
也
。
長
者
可
四
、
五
寸
。

②
蓋
瓦
松
之
生
于
石
上
者
也

【
附
録
】
百
蕊
草
（
宋
『
圖
経
』）

百
蘂
艸

頌
曰
、
生
河
中
府
、
秦
州
、
劍
州
。
根
黄
白
色
、

②
根
黄
白
色
。

形
如
瓦
松
、
莖
葉
俱
青
、
有
如
松
葉
。
無
花
。
三
月
生
苗
、
四
月
長
及
五
、
六
寸

『
本
綱
』
、
百
蘂
草
、
①
形
如
瓦
松
、
莖
葉
倶
青
、
有
如
松
葉
。
無
花
、
三
月
生
苗
、

許
。
四
時
采
根
、
晒
用
。
下
乳
汁
、
順
血
脈
、
調
気
甚
佳
。

四
月
長
及
五
、
六
寸
許
。

時
珍
曰
、
烏
韭
、
是
瓦
松
之
生
於
石
上
者
、
百
蕊
草
、
是
瓦
松
之
生
於
地
下
者
也
。

③
是
瓦
松
之
生
于
地
者
也
。

土
馬
鬃
（
宋
『
嘉
祐
』）

見
垣
衣
項

【
集
解
】
禹
錫
曰
、
所
在
背
陰
古
牆
垣
上
有
之
。
歲
多
雨
則
茂
盛
。
或
以
為
垣
衣
、
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非
也
。
垣
衣
、
生
垣
牆
之
側
。
此
生
垣
牆
之
上
、
比
垣
衣
更
長
、
故
謂
之
馬
鬃
、

（
後
略
）

卷
柏
（
『
本
経
』
上
品
）

卷
柏

【
釈
名
】
萬
歳
（
『
本
経
』
）
、
長
生
不
死
草
（
『
綱
目
』
）
、
豹
足
（
『
呉
普
』
）、
求

萬
歳

豹
足

股
（
『
別
録
』
）、
交
時
（
『
別
録
』
）。

長
生
不
死
草

求
股

交
時

時
珍
曰
、
卷
柏
、
豹
足
、
象
形
也
。
萬
歳
、
長
生
、
言
其
耐
久
也
。

③
以
耐
久
也
。

【
集
解
】
（
前
略
）
宿
根
紫
色
多
鬚
。
春
生
苗
、
似
柏
葉
而
細
、
拳
攣
如
雞
足
、

②
宿
根
紫
色
多
鬚
、
春
生
苗
、
似
柏
葉
而
細
、
拳
變
如
雞
足
、
髙
三
、
五
寸
。
無

高
三
、
五
寸
。
無
花
、
子
、

花
、
子
、

多
生
石
上
。

①
『
本
綱
』
卷
柏
、
多
生
石
上
、

（
中
略
）【
気
味
】
辛
、
温
、
無
毒
。『
別
録
』
曰
、
甘
、
平
。（
中
略
）

④
気
味<

辛
、
平>

【
主
治
】（
前
略
）
止
咳
逆
、
治
脱
肛
、（
中
略
）

⑥
及
脱
肛
、

通
月
経
、
治
尸
疰
鬼
疰
腹
痛
、
百
邪
鬼
魅
啼
泣
（
甄
權
）。

⑦
通
月
経
、
治
百
邪
鬼
魅

（
中
略
）
生
用
破
血
、
炙
用
止
血
（
大
明
）。

⑧<
生
用
破
血
、
灸
用
止
血>

卷
柏
之
生
于
地
上
者
也

【
附
録
】
地
柏
（
宋
『
圖
経
』）

地
柏
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頌
曰
、
主
臟
毒
、
下
血
。
與
黄
茋
等
分
為
末
、
米
飲
毎
服
二
錢
。
蜀
人
甚
神
此
方
。

②
治
臟
毒
、
下
血
。
與
黄
茋
等
分
為
末
、
米
飲
毎
服
二
錢<

蜀
人
此
方
以
為
神>

其
草
生
蜀
中
山
谷
、
河
中
府
亦
有
之
。
根
黄
、
状
如
絲
、
莖
細
、
上
有
黄
點
子
、

①
『
本
綱
』、
地
柏
、
生
蜀
之
山
谷
、
根
黄
、
状
如
絲
、
莖
細
、
上
有
黄
點
子
、
無

無
花
、
葉
。
三
月
生
、
長
四
、
五
寸
許
、
四
月
採
、
曝
乾
用
。
蜀
中
九
月
採
、
市

花
、
葉
。
三
月
生
、
長
四
、
五
寸
許
、

多
貨
之
。

時
珍
曰
、
此
亦
卷
柏
之
生
於
地
上
者
耳
。

含
生
草
（
『
拾
遺
』
）（
後
略
）

玉
柏
（
『
別
録
』
有
名
未
用
）

玉
柏

【
釈
名
】
玉
遂
（
『
別
録
』
）。

玉
遂
、
千
年
柏

萬
年
松

<

俗
云
、
萬
年
草>

藏
器
曰
、
舊
作
玉
伯
、
乃
傳
寫
之
誤
。

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
生
石
上
、
如
松
。
高
五
、
六
寸
、
紫
花
。
用
莖
葉
。

①
『
本
綱
』、
玉
柏
、
生
石
上
、
如
松
。
高
五
、
六
寸
、
紫
花
。

時
珍
曰
、
此
即
石
松
之
小
者
也
。

③
即
石
松
之
小
者
也
。

人
皆
采
置
盆
中
養
、
數
年
不
死
、
呼
為
千
年
柏
、
萬
年
松
。

②
人
皆
置
盆
中
養
、
數
年
不
死
、
呼
為
千
年
柏
、
萬
年
松
。

【
気
味
】
酸
、
溫
、
無
毒
。

④
気
味<

酸
、
温>

【
主
治
】
軽
身
、
益
気
、
止
渴
（
『
別
録
』）。

⑤
軽
身
、
益
気
、
止
渇
。

石
松
（
『
拾
遺
』）
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【
集
解
】
藏
器
曰
、
生
天
台
山
石
上
。

⑥
石
松

天
台
山

似
松
、
高
一
、
二
尺
。
山
人
取
根
莖
用
。

⑧
似
松
、
髙
一
、
二
尺
。

時
珍
曰
、
此
即
玉
柏
之
長
者
也
。

⑨
此
即
玉
柏
之
長
者
也
。

名
山
皆
有
之
。（
後
略
）

⑦
及
名
山
石
上
皆
有
之
。

艾
納

桑
花
（
『
日
華
』）

桑
蘚

桑
花

【
釈
名
】
桑
蘚
（
『
綱
目
』
）、
桑
錢
。

桑
錢

【
集
解
】
大
明
曰
、
生
桑
樹
上
白
蘚
、
如
地
錢
花
樣
。
刀
刮
取
炒
用
。
不
是
桑
椹

②
桑
蘚

生
桑
樹
上
白
蘚
也
、
如
地
錢
花
樣
。
刀
刮
取
炒
用
。

花
也
。

【
気
味
】
苦
、
暖
、
無
毒
。

③<

苦
、
暖>

【
主
治
】
健
脾
澀
腸
、
止
鼻
洪
吐
血
、
腸
風
、
崩
中
帯
下
（
大
明
）
。
治
熱
咳
（
時

④
治
腸
風
、

珍
）。

【
附
方
】
新
一
。
大
便
後
血
、
桑
樹
上
白
蘚
花
、
水
煎
服
、
或
末
服
。
亦
止
吐
血
。

⑤
下
血
、
吐
血

（
『
聖
惠
方
』）

【
附
録
】
艾
納

時
珍
曰
、
艾
納
、
生
老
松
樹
上
綠
苔
衣
也
。
一
名
松
衣
。
和
合
諸
香
燒
之
、
煙
清

①
『
本
綱
』、
艾
納
、
乃
生
老
松
樹
上
緑
苔
衣
也
。
和
合
諸
香
燒
之
、
烟
清
而
聚
不

而
聚
不
散
。
別
有
艾
納
香
、
與
此
不
同
。（
後
略
）

散
。<

別
有
艾
納
香
、
與
此
不
同
也>
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馬
勃
（
『
別
録
』
下
品
）

馬
勃

【
釈
名
】
馬
鼻

（
音
屁
）、
馬
（
穴
＋
氣
）（
（
穴
＋
氣
）、
音
庀
）

馬
鼻

馬
（
穴
＋
氣
）

灰
菰
（
『
綱
目
』
）、
牛
屎
菰
。

灰
菰

牛
屎
菰

【
集
解
】『
別
録
』
曰
、
馬
勃
、
生
園
中
久
腐
處
。

①
『
本
綱
』、
馬
勃
、
生
園
中

弘
景
曰
、
俗
呼
馬

勃
是
也
。
紫
色
虛
軟
、
状
如
狗
肝
、

③
紫
色
虚
軟
、
状
如
狗
肝
、

彈
之
粉
出
、

⑤
彈
之
粉
出
、

宗
奭
曰
、
生
濕
地
及
腐
木
上
、
夏
秋
采
之
。

②
濕
地
及
腐
木
上
、
夏
秋
采
之
、

有
大
如
斗
者
、
小
亦
如
升
杓
。

④
大
者
有
如
斗
者
、

韓
退
之
所
謂
牛
溲
、
馬
勃
（
中
略
）

⑥
韓
退
之
所
謂
牛
溲
、
馬
勃
、
倶
收
並
畜
者
是
也
。

【
気
味
】
辛
、
平
、
無
毒
。

⑦
気
味<

辛
、
平>

【
主
治
】
悪
瘡
馬
疥
（
『
別
録
』
）。
傅
諸
瘡
、
甚
良
（
弘
景
）
。（
後
略
）

⑨
傅
諸
瘡
、
甚
良

【
發
明
】
時
珍
曰
、
馬
勃
軽
虛
、
上
焦
肺
経
藥
也
。
故
能
清
肺
熱
、
咳
嗽
、
喉
痺
、

⑧
軽
虚
、
上
焦
肺
経
藥
也
。
故
能
清
肺
熱
、
治
欬
嗽
、
喉
痺
、
衂
血
、
失
音
諸
病
、

衄
血
、
失
音
諸
病
、（
後
略
）

×

海
人
草

表
１
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
の
十
七
項
目
の
う
ち
、
十
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
こ
の
十
六
項
目
の
本
文
も
『
本

草
綱
目
』「
苔
草
」
類
の
本
文
と
一
致
す
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
を
全
体
的
に
援
用
し
た
と
い
え
よ
う
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
の
配
列
意
識

表2

で
示
し
た
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
は
二
個
所
に
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
の
項
目
を
統
合
し
た
。

「
垣
衣
」
→
「
垣
衣
」
、「
土
馬
鬃
」

「
玉
柏
」
→
「
玉
柏
」
、「
石
松
」

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
は
二
個
所
に
『
本
草
綱
目
』「
苔
」
類
の
項
目
を
細
分
化
し
た
。

「
鳥
韭
」、「
百
蘂
草
」
→
「
鳥
韭
」

「
巻
柏
」
、「
地
柏
」

→
「
巻
柏
」

次
に
、
三
個
所
に
配
列
の
順
番
を
変
え
た
。

「
地
衣
」
と
「
石
蕊
」
の
位
置
を
逆
に
し
た
。

「
垣
衣
」
と
「
土
馬
鬃
」
を
「
垣
衣
」
に
統
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
土
馬
鬃
」
と
い
う
項
目
は
消
え
た
が
、
実
際
の
存
在
と
し
て
、「
垣
衣
」
の
次
に
配
置
さ
れ

た
。

「
瓦
松
（
昨
葉
何
草
）」
と
「
屋
遊
」
の
位
置
を
逆
に
し
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
な
ぜ
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
に
こ
の
よ
う
な
改
変
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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ま
ず
、「
苔
類
」
は
「
陟
釐
」「
乾
苔
」「
井
中
苔
」「
船
底
苔
」
か
ら
始
ま
り
、『
本
草
綱
目
』
と
は
変
わ
ら
な
い
。

次
の
二
項
目
は
「
地
衣
」
と
「
石
蕊
」
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
石
蕊
」
は
「
地
衣
」
の
前
に
配
置
さ
れ
る
。「
地
衣
」
の
本
文
に
は
、『
本
草
綱
目
』
を
引
用

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
綱
、
地
衣
乃
陰
湿
地
、
被
日
晒
起
苔
蘚
、
如
草
状
者
也
。

（
『
本
綱
』、
地
衣
乃
ち
陰
湿
の
地
、
日
に
晒
さ
れ
苔
蘚
を
起
こ
し
、
草
の
状
の
如
く
な
る
者
な
り
。）

「
地
衣
」
は
陰
濕
地
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、
水
と
の
関
係
が
よ
り
近
い
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
地
衣
」
を
「
石
蕊
」
の
前
に
移
行
し
、
水
に
生
き
る
「
陟
釐
」
、

「
乾
苔
」
、「
井
中
苔
」、「
船
底
苔
」
の
次
に
配
置
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
石
蕊
」
の
次
は
「
垣
衣
」
で
、
前
述
し
た
「
苔
類
」
の
冒
頭
文
に
、「
在
墻
曰
垣
衣
」、
ま
た
「
其
蒙
翠
而
長
數
寸
者
」
と
し
て
、「
在
墻
曰
土
馬
騣
」
と
あ
り
、
ま

た
、「
垣
衣
」
の
本
文
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
種
土
馬
騣
、
即
垣
衣
の
長
者
。（
中
略
）
但
以
長
短
異
名
。

（
一
種
「
土
馬
騣
」、
即
ち
「
垣
衣
」
の
長
き
者
。（
中
略
）
但
し
長
短
を
以
つ
て
名
を
異
に
す
る
。）

つ
ま
り
、「
土
馬
騣
」
と
「
垣
衣
」
同
種
同
類
の
も
の
で
、
長
さ
に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
る
。
だ
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
土
馬
騣
」
を
「
垣
衣
」
と
統
合

し
た
の
で
あ
る
。

「
垣
衣
」
の
次
は
「
瓦
松
（
昨
葉
何
草
）」
と
「
屋
遊
」
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
屋
遊
」
は
「
瓦
松
（
昨
葉
何
草
）」
の
前
に
配
置
さ
れ
る
。
冒
頭
文
に
「
在

瓦
曰
屋
遊
」、
ま
た
、「
其
蒙
翠
而
長
數
寸
者
」
と
し
て
、「
在
瓦
曰
瓦
松
」
と
あ
り
、「
瓦
松
（
昨
葉
何
草
）」
と
「
屋
遊
」
は
と
も
に
、
瓦
に
生
き
る
も
の
で
あ
る
。「
瓦

松
」
の
本
文
に
、「
屋
遊
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

其
長
数
寸
者
即
瓦
松
也
。

（
其
の
長
さ
数
寸
な
る
者
即
ち
瓦
松
な
り
。）
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「
瓦
松
」
は
「
屋
遊
」
同
種
同
類
の
も
の
で
、
た
だ
長
さ
は
異
な
る
。

そ
し
て
、「
屋
遊
」
の
本
文
に
、
按
文
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
屋
遊
即
如
註
也
。
瓦
松<

之
乃
布
草>

、
即
土
馬
騣
之
類
、（
後
略
）

（
△
按
ず
る
に
、
屋
遊
即
ち
註
の
如
く
な
り
。
瓦
松<

之
乃
布
草>

、
即
ち
土
馬
騣
の
類
、（
後
略
））

す
な
わ
ち
、「
瓦
松
」
は
「
垣
衣
」
に
統
合
さ
れ
た
「
土
馬

騣
」
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
順
の
逆
に
し
て
、「
瓦
松
」
を
「
屋
遊
」
の
前
に
し
て
、「
垣
衣
」
の
次
に
配
置
し
た

の
で
あ
る
。

「
屋
遊
」
の
次
に
、『
本
草
綱
目
』「
鳥
韭
」
か
ら
「
百
蘂
草
」
を
独
立
さ
せ
、「
鳥
韭
」、
「
百
蘂
草
」
の
二
項
目
を
配
置
し
た
。

最
後
に
、『
本
草
綱
目
』
か
ら
採
用
し
た
項
目
の
次
に
、「
海
人
草
」
と
い
う
項
目
を
増
補
し
た
。
こ
れ
も
漢
籍
に
記
載
の
な
い
項
目
で
あ
る
。
本
文
に
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

△
按
、
海
人
草
生
琉
球
海
辺
藻
花
也
。
多
出
於
薩
州
、（
後
略
）。

（
△
按
ず
る
に
、
海
人
草
は
琉
球
の
海
辺
に
生
ず
る
藻
花
な
り
。
多
く
薩
州
に
出
て
、（
後
略
））

こ
れ
は
中
国
に
は
な
く
、
日
本
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
番
後
ろ
に
増
補
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
「
苔
類
」
は
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
を
継
承
し
な
が
ら
、
生
存
環
境
の
関
連
性
と
種
類
の
類
似
性
等
に
よ
っ
て
、
配

列
の
順
番
を
多
少
調
整
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
項
目
を
増
補
し
た
。

寺
島
良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
撰
述
に
際
し
て
、『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
準
じ
つ
つ
も
、
日
本
の
風
土
民
俗
に
合
わ
せ
て
工
夫
を
施
し
、
独
自
に
新
た
な
分
類
を

立
て
て
項
目
の
配
列
を
改
め
て
い
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
水
草
」
類
の
下
に
記
し
た
「
水
草
」
、「
藻
類
」
、「
苔
類
」
の
う
ち
、「
苔
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
苔
類
」
の
項
目
を
援
用
し
、
配
列
の
順
番
も

参
照
し
な
が
ら
、
類
似
性
に
よ
っ
て
多
少
改
訂
し
た
。「
水
草
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
の
項
目
を
順
番
も
変
え
ず
に
採
用
し
た
が
、「
水
藻
」
以
下
の
項
目
を
排
除
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し
た
。「
藻
類
」
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
「
水
藻
」
以
下
の
項
目
と
『
本
草
綱
目
』「
水
菜
」
類
の
項
目
を
取
り
入
れ
、
多
く
の
項
目
を
増
補
し
た
。『
本
草
綱
目
』

の
配
列
か
ら
影
響
を
受
け
ず
に
、
下
に
生
態
環
境
の
淡
水
と
海
水
に
分
け
た
上
で
、「
藻
」、
「
苔
」、「
海
帯
、
昆
布
」
の
内
在
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
配
置
し
た
。

ま
た
、
山
田
氏
の
言
葉
で
言
え
ば
、
良
安
は
『
本
草
綱
目
』「
水
草
」
類
と
「
水
菜
」
類
か
ら
、
新
し
く
「
藻
類
」
を
創
出
し
た
の
は
、
生
態
学
的
視
点
を
重
視
し
た

実
用
分
類
で
あ
る
。
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第
四
章

『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
見
る
概
念
の
細
分
化

第
一
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
と
『
本
草
綱
目
』

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
・
「
無
鱗
魚
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
比
較
し
た
結
果
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、『
本
草
綱
目
』
の
「
部
」
の
名
称
と
範
疇
を
改
変
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
（1

）。

ま
ず
、『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
龍
」
類
と
「
蛇
」
類
は
「
鱗
」
部
に
属
す
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
龍
」
類
と
「
蛇
」
類
を
合
併
し
て
「
龍
蛇
」
類

と
す
る
。
さ
ら
に
、「
龍
蛇
」
類
を
「
鱗
」
部
か
ら
独
立
さ
せ
て
、
新
た
に
「
龍
蛇
」
部
を
立
て
る
。

ま
た
、『
本
草
綱
目
』
で
は
、「
魚
」
類
・
「
無
鱗
魚
」
類
は
、「
龍
」
類
・
「
蛇
」
類
と
同
じ
く
「
鱗
」
部
に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
「
魚
」

部
を
立
て
、「
魚
」
類
を
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」
に
二
分
し
、「
無
鱗
魚
」
を
「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
に
二
分
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』

で
は
、『
本
草
綱
目
』
に
あ
っ
た
「
鱗
」
部
は
消
え
、
そ
の
代
わ
り
に
「
龍
蛇
」
部
と
「
魚
」
部
が
新
た
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
お
け
る
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」
と
「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
は
『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
魚
」
類
と
「
無
鱗
魚
」

類
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗

魚
」
類
の
項
目
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
両
書
の
対
応
関
係
は
表
１
、
表
２
に
な
る
。
便
宜
上
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
「
魚
の
用
」
と
『
本
草
綱
目
』
に
お

け
る
「
附
録
」
の
項
目
は
省
略
す
る
。（
本
文
の
比
較
対
照
は
付
表
の
資
料
二
～
五
を
ご
参
照
）
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表
１
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
、「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す
る
項
目
を
直
線
で
つ
な
い
て

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
段
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
四
八
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
三
一
項
目
を
本
文

掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
右
段
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
二
六
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
１
・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目

才
海

宇

魚

１
：
口
＋
大

三
江
魚

魚
魚

魚
魚
魚

魚
魚

魚
婆
知
魚
破
魚
魚
魚
魚

魚

魚
吾

魚
羅

木

鰯

２
：
魚
＋
王

漢
会
鱗

穡
頰
鯽
羽
頭
線
鯛
魚
引
張
魚
頭
宇
伊
伏
螺
白
身
身
子

長
魚

曾
須

頭
伊

佐
魚
羅

２

眼

虎
魚
魚

３
：
魚
＋
兆

和
図
有

鯛
黄
烏
海
鷹
方
金
錦
緋
血
眼
藻
銅
保
古
藻
栄
鰭
鰷
油
梭
鱵
啄
簳
鯒
恵
幾

鮸
墨
佐
鱰
鰣
鯔
鱸
鯖
鰶
鱮
伊
１
阿
鰤
鰤
鰯
潤
３
魚
人
勒

綱
類

魚

魚
魚
魚
魚

魚

草
魚

魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
首
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
父
斑
鮅
鯝
魚
残
魚
魚
魚

本
目

鯉
鱮
鱅
鱒
鯇
青
竹
鯔
白
鯼
鱤
石
勒
鱭
鰣
嘉
鯧
鯽
魴
鱸
鱖
鯊
杜
石
石
黄
鰷
鱠
鱵
鱊
金
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１
：
魚
＋
節

三
会
有

魚

魚

魚
魚

魚
魚
魚
魚
魚

２
：
魚
＋
蚤

漢
図
湖
魚

長

魚

須

鯝
鮅

斑
父
代
塗
豆
魚

３
：
魚
＋
北
＋
車

和
才
河
鱗

鯉
鮒
波
１
２
嘉
鮏
鱒
鯇
波
鰷
黄
石
鯎
３
鯊
石
渡
番
弾
牟
金
鱤
鯼
４
鱖

４
：
舟
＋
鮝

表
１
か
ら
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
三
一
項
目
の
う
ち
、
十
五
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、
九
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江

海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
有
鱗
魚
」
類
の
構
成
か
ら
み
る
と
、「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
二
六
項
目
の
う
ち
、
十
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
し
（
『
本

草
綱
目
』
「
魚
」
類
「
鯽
魚
」
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
「
鮒
」
と
「
飢
」
に
分
け
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
「
鱵
魚
」
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河

湖
有
鱗
魚
」
類
の
「
鱵
」
と
「
（
舟+

鮝
）
」
に
分
け
た
た
め
、
十
七
に
な
る
）
、「
江
海
有
鱗
魚
」
類
四
八
項
目
の
う
ち
、
わ
ず
か
九
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項

目
と
一
致
す
る
。

表
２
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
、「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す
る
項
目
を
直
線
で
つ
な

い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
段
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
四
三
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
二
八
項

目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
右
段
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
九
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
２
・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目

才
海

魚

１
：
魚
＋
齊
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三
江
魚

魚

魚

魚
魚

魚
岐

魚

呉

魚
魚

魚
魚

魚

魚

２
：
虫
＋
宅

漢
会
鱗

魚

豚
豚

剥
鮫
鰩
臍
鷂

背
良

舌

魚
鰻
名

筋
残

魚
距
潮
賊
魚
鼠
２
魚

鰕
糠
姑
馬
留

和
図
無

鯨
鱣
鱘
鮪
堅
鮠
海
河
鰐
鮫
皮
馬
文
華
海
鯧
魴
嫗
仁
鰈
牛
鰺
楂
海
阿
１
玉
鱛
鱊
章
石
望
鳥
柔
海
海
綳
鰕
紅
海
鰕
海
舩

綱
鱗

魚
１

魚
魚
魚
魚

魚

魚
魚

１
：
魚
＋
麗

草
無

魚
１
鰻
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
顙
豚
豚
目
魚
魚
賊
魚
鷂
鷂
虎
師

３

鰕
馬

２
：
魚
＋
帝

本
目
魚

鱧
鰻
海
鱓
鰌
鱣
鱘
牛
鮠
鮧
２
鯢
黄
河
海
比
蛸
鮫
鳥
章
海
文
魚
魚
海
鰕
海
海

３
：
虫
＋
宅

１
：
魚
＋
盎

三
図
湖
魚

魚
魚

２
：
魚
＋
麗

漢
才
河
鱗

顙
絲

２

鰌

３
：
魚
＋
小

和
三
会
無

鮎
黄

１
鯢
鰻
鱧
鱓
泥
３

表
２
か
ら
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
二
八
項
目
の
う
ち
、
七
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、
十
六
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
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会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
無
鱗
魚
」
類
の
構
成
か
ら
み
る
と
、「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
九
項
目
の
う
ち
、
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、

「
江
海
有
鱗
魚
」
類
四
三
項
目
の
う
ち
、
た
だ
十
九
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
（
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
で
は
、『
本
草

綱
目
』「
無
鱗
魚
」
の
「
章
魚
」
を
「
章
魚
」
と
「
石
距
」
に
二
分
し
、「
烏
賊
魚
」
を
「
烏
賊
魚
」
と
「
柔
魚
」
に
二
分
し
、
「
鱘
魚
」
を
「
鱘
」
と
「
鮪
」
に
二
分
し

た
た
め
、
十
九
に
な
る
）。

そ
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
収
録
さ
れ
た
「
鯧
」
、「
魴
」
、「
（
魚
＋
齊
）
」
、「
鱛
残
魚
」
、「
鱊
魚
」
の
五
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
収

録
さ
れ
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
収
録
さ
れ
た
「
魚
師
」、
「
魚
虎
」
、「
帝
魚
」
の
三
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、「
無
鱗
魚
」
類
に
収
録
す
る
五
九
項
目
の
う
ち
、
五
五
項
目
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
の
項
目
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
お
け
る
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、「
無
鱗
魚
」
類
の
利
用
率
は
か
な
り
高
く
、93

％
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
は
『
本
草
綱
目
』
よ
り
一
層
細
か
く
分
類
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』4

8

有
鱗
魚
河
湖

、4
9

有
鱗
魚
江
海

→
『
本
草
綱
目
』4

7

魚
類

『
和
漢
三
才
図
会
』50

無
鱗
魚
河
湖

、5
1

無
鱗
魚
江
海

→
『
本
草
綱
目
』4

8

無
鱗
魚

し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
、「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
の
一
致
率
は
高
い
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗

魚
」
類
、
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
の
一
致
率
は
低
い
。
貝
原
益
軒
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
刊
行
し
た
『
大
和
本
草
』
で
『
本
草

綱
目
』
の
魚
の
記
載
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（2

）。

○
本
草
載
河
海
魚
品
寡
、
而
且
不
詳
。

（
○
『
本
草
』
河
海
の
魚
品
を
載
す
る
こ
と
寡
し
て
、
且
つ
詳
ら
か
な
ら
ず
。）

益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
に
収
録
す
る
魚
の
数
の
少
な
さ
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
計
百
二
六
項
目
の
う
ち
、
五
九
項
目
は
『
本
草
綱
目
』



- 148 -

の
項
目
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
魚
」
部
を
編
纂
し
た
に
際
し
て
、
作
者
良
安
は
『
本
草
綱
目
』
を
充
分
利
用
し
た
上
、
益
軒
と
同
じ
く
そ

の
数
の
不
充
分
さ
を
感
じ
て
、
大
量
の
項
目
を
増
補
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
江
海
に
生
き
る
魚
を
増
補
し
た
。

二
、「
魚
」
類
か
ら
「
有
鱗
魚
」
類
へ

『
本
草
綱
目
』
は
「
鱗
」
部
で
魚
を
「
魚
」
類
と
「
無
鱗
魚
」
類
に
分
け
る
が
、「
魚
」
類
は
無
論
「
有
鱗
魚
」
類
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は

「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
・
「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
分
け
て
い
る
。『
本
草
綱
目
』
よ
り
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
河
湖
と
江
海
の

区
別
を
は
っ
き
り
と
つ
け
て
い
る
。

『
本
草
綱
目
』
に
お
け
る
「
魚
」
類
と
「
無
鱗
魚
」
類
の
分
類
の
欠
点
に
つ
い
て
、
貝
原
益
軒
が
す
で
に
『
大
和
本
草
』
に
指
摘
し
た
。
益
軒
は
『
大
和
本
草
』
の
「
論

本
草
書
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（3

）。

綱
目
所
載
魚
類
少
而
且
略
セ
リ
、
河
魚
ト
海
魚
ノ
別
ナ
シ
。
混
雑
メ
難
辨
別
、
無
鱗
魚
ノ
中
、
海
蛇
、
鰕
、
海
馬
非
魚
類
、
皆
可
為
水
蟲
。

（
『
綱
目
』
載
す
る
所
魚
類
少
き
且
つ
略
せ
り
、
河
魚
と
海
魚
の
別
な
し
。
混
雑
し
て
辨
別
し
難
き
、
無
鱗
魚
の
中
、「
海
蛇
」
、「
鰕
」
、「
海
馬
」
魚
類
に
あ
ら
ず
、

皆
水
蟲
と
為
す
べ
し
。）

益
軒
か
ら
見
る
と
、『
本
草
綱
目
』
に
収
録
し
て
い
る
「
魚
」
の
数
は
少
な
く
、「
魚
」
に
関
す
る
説
明
文
も
詳
し
く
な
く
、
河
魚
と
海
魚
の
区
別
も
な
い
。
ま
た
、
識

別
し
が
た
い
。「
海
蛇
」、「
鰕
」、「
海
馬
」
は
魚
の
類
で
は
な
く
、
水
蟲
類
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
益
軒
は
『
大
和
本
草
』
巻
十
三
「
鱗
」
部
の
冒
頭
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（4

）。

○
本
草
所
載
諸
魚
品
数
比
他
物
鮮
少
、
記
海
魚
最
不
詳
。
多
闕
考
證
且
諸
魚
ヲ
雑
記
メ
不
可
分
河
海
淡
水
鹹
水
ノ
所
生
、
混
同
メ
分
明
ナ
ラ
ス
。
別
録
之
中
、
往
々
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海
魚
ヲ
澤
中
江
海
ニ
生
ス
ト
云
、
観
者
辨
別
ス
ヘ
シ
。

（
○
『
本
草
』
載
す
る
所
諸
魚
の
品
数
他
物
に
比
す
る
鮮
少
な
り
、
海
魚
を
記
す
こ
と
最
も
詳
ら
か
な
ら
ず
。
多
く
考
證
を
闕
く
。
且
つ
諸
魚
を
雑
記
し
て
、
河
海

を
分
け
ず
。
淡
水
・
鹹
水
の
生
ず
る
所
混
同
し
て
分
明
な
ら
ず
。
別
録
の
中
、
往
々
海
魚
を
澤
中
・
江
海
に
生
ず
と
云
ふ
。
観
る
者
辨
別
す
べ
し
。）

益
軒
も
ま
た
『
本
草
綱
目
』
に
収
録
す
る
魚
の
数
の
少
な
さ
、
ま
た
河
・
海
・
淡
水
・
鹹
水
の
区
別
を
つ
か
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
本
草
綱
目
』

に
は
海
魚
を
河
魚
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
独
自
の
風
土
か
ら
の
要
請
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

益
軒
は
『
大
和
本
草
』
で
、
独
自
の
分
類
意
識
に
よ
っ
て
項
目
を
配
置
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
郭
崇
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

益
軒
は
『
本
草
綱
目
』
に
盲
従
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
各
地
の
民
俗
風
土
へ
の
深
い
関
心
に
も
と
づ
き
、
実
地
踏
査
を
し
ば
し
ば
敢
行
し
、
そ
の
成
果
を

日
本
独
自
の
本
草
書
『
大
和
本
草
』
に
大
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
大
和
本
草
』
に
は
、
こ
う
し
た
益
軒
独
自
の
関
心
に
も
と
づ
い
た
分
類
意
識
が
反

映
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（5

）。

『
大
和
本
草
』
で
は
、
魚
に
つ
い
て
、
巻
十
三
の
「
魚
之
上
」〈
河
魚
〉
で
三
九
種
の
品
目
を
収
録
し
、「
魚
之
下
」〈
海
魚
〉
で
八
三
種
の
品
目
を
収
録
す
る
。
河
魚

と
海
魚
の
区
別
が
あ
る
が
、『
本
草
綱
目
』
の
よ
う
な
「
有
鱗
」・
「
無
鱗
」
の
分
類
意
識
が
消
え
た
。
か
え
っ
て
読
者
が
魚
の
「
有
鱗
」・
「
無
鱗
」
か
は
判
別
で
き
な
く

な
っ
た
。『
大
和
本
草
』
は
『
本
草
綱
目
』
の
魚
に
つ
い
て
の
分
類
の
欠
点
を
う
ま
く
解
決
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

実
は
『
大
和
本
草
』
が
刊
行
さ
れ
る
十
三
年
前
に
、『
本
朝
食
鑑
』
と
い
う
本
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
見
必
大
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
刊
行
し
た
食
物
本
草
書

で
あ
る
。
『
本
朝
食
鑑
』「
鱗
」
部
巻
七
～
九
は
、
魚
を
「
河
湖
有
鱗
」
類
十
一
種
、
「
河
湖
無
鱗
」
類
八
種
、「
江
海
有
鱗
」
三
五
種
、「
江
海
無
鱗
」
三
七
種
に
分
け
て

収
録
す
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
全
百
五
巻
で
『
本
朝
食
鑑
』
の
書
名
を
あ
げ
て
た
だ
三
回
の
み
を
引
用
し
た
が
（6

）、
両
書
の
魚
の
項
目
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果
、
今
ま
で
「
△

按
～
」
以
降
は
良
安
独
自
の
見
解
だ
と
思
わ
れ
た
内
容
に
は
、『
本
朝
食
鑑
』
と
一
致
す
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
具
体
的
な
対
応
状
況
は
付
表
の

資
料
を
参
照
。
す
な
わ
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
書
名
を
あ
げ
ず
に
多
数
引
用
し
、
強
い
影
響
を
受
け
た
。
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こ
こ
で
、『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』『
大
和
本
草
』『
和
漢
三
才
図
会
』
四
書
に
お
け
る
「
魚
」
の
分
類
を
掲
出
順
で
並
べ
る
。

『
本
草
綱
目
』

：
「
魚
」
類

「
無
鱗
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』

：
「
河
湖
有
鱗
」

「
河
湖
無
鱗
」

「
江
海
有
鱗
」

「
江
海
無
鱗
」

『
大
和
本
草
』

：
「
河
魚
」

「
海
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』

：
「
河
湖
有
鱗
魚
」

「
江
海
有
鱗
魚
」

「
河
湖
無
鱗
魚
」

「
江
海
無
鱗
魚
」

『
本
草
綱
目
』
は
「
鱗
」
の
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
「
魚
」
を
「
魚
」
類
と
「
無
鱗
魚
」
類
に
分
け
た
に
対
し
て
、『
大
和
本
草
』
は
生
存
環
境
に
よ
っ
て
「
魚
」

を
「
河
魚
」
と
「
海
魚
」
に
分
け
た
。

ま
た
、
『
本
朝
食
鑑
』
は
ま
ず
『
大
和
本
草
』
の
よ
う
に
生
存
環
境
に
よ
っ
て
「
河
湖
」
と
「
江
海
」
に
分
け
た
。
ま
た
、
鱗
の
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
「
河
湖
有

鱗
」
と
「
河
湖
無
鱗
」
、「
江
海
有
鱗
」
と
「
江
海
無
鱗
」
に
分
け
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
は
ま
ず
『
本
草
綱
目
』
の
よ
う
に
鱗
の
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、「
有
鱗
」
と
「
無
鱗
」
に
大
分
類
し
た
。
ま
た
、
生
存
環
境
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
「
有
鱗
」
を
「
河
湖
有
鱗
魚
」「
江
海
有
鱗
魚
」
、「
無
鱗
」
を
「
河
湖
無
鱗
魚
」「
江
海
無
鱗
魚
」
に
分
け
た
。

以
上
か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
の
分
類
は
『
本
草
綱
目
』
の
枠
組
み
を
継
承
し
な
が
ら
、『
本
朝
食
鑑
』
の
分
類
を
参
照
に
し
て
、
独
自
に
『
本
草
綱
目
』

の
分
類
を
細
分
化
し
た
の
で
あ
る
。

『
本
草
綱
目
』
で
は
「
魚
」
を
「
魚
」
類
と
「
無
鱗
魚
」
類
に
分
け
た
た
め
、「
有
鱗
魚
」
と
「
無
鱗
魚
」
と
区
別
せ
ず
、
曖
昧
で
分
か
り
づ
ら
い
。『
和
漢
三
才
図
会
』

で
は
、「
有
鱗
」・
「
無
鱗
」・
「
河
湖
」・
「
江
海
」
の
区
別
を
明
確
に
し
て
お
り
、
分
類
が
一
層
明
瞭
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

注
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（
１
）
拙
稿
「
『
和
漢
三
才
図
会
』「
葷
草
」
類
の
配
列
－
『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
と
の
比
較
か
ら
－
」（
『
語
学
教
育
研
究
論
叢
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

（
２
）
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
（
白
井
氏
蔵
書
、
特
一
―
二
四
六
四
）
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
皇
都
書
林
・
永
田
調
兵
衞
版
本
に
拠
る
）。

（
３
）
同
上

（
４
）
同
上

（
５
）
郭
崇
「
『
大
和
本
草
』「
穀
」
類
に
内
在
す
る
下
位
分
類
―
『
本
草
綱
目
』
と
の
比
較
か
ら
―
」（
『
水
門
―
言
葉
と
歴
史
―
』
第2

8

号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年

四
月
）。

（
６
）
拙
稿
「
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
」（
『
外
国
語
学
会
誌
』
第
四
十
八
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

第
二
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』

第
一
節
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
の
対
応
関
係
を
検
討
し
、『
本
草
綱
目
』
か

ら
採
用
し
た
項
目
以
外
に
、
良
安
が
大
量
に
項
目
を
増
補
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。『
本
朝
食
鑑
』
の
本
文
と
比
較
し
対
照
し
た
結
果
、
良
安
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
書

名
を
あ
げ
ず
に
項
目
と
本
文
を
た
く
さ
ん
引
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
資
料
二
を
ご
参
照
）。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
有
鱗
魚
」
類
の
構
成
を
明
示
す
る
た
め
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
の

関
係
を
表
１
、
表
２
の
よ
う
に
示
し
た
。
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表
１

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す
る
項
目
を
直

A

線
で
つ
な
い
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
段
に
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
三
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
十
五
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は
『
和

漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
十
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗

魚
」
類
に
一
致
す
る
十
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
１

・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

A
綱
類

魚

魚

魚

魚

草
魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

父

斑

鮅

鯝

魚

魚

本
目

鯉

鱒

鯇

鯼

鱤

嘉

鯽

鱖

鯊

杜

石

石

黄

鰷

金

１
：
魚
＋
節

才
湖

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

２
：
魚
＋
蚤

三
河
魚

長

魚

須

鯝

鮅

斑

父

代

塗

豆

魚

３
：
魚
＋
北
＋
車

漢
会
鱗

鯉

鮒

波

１

２

嘉

鮏

鱒

鯇

波

鰷

黄

石

鯎

３
鯊

石

渡

番

弾

牟

金

鱤
鯼

４

鱖

４
：
舟
＋
鮝
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食
湖
魚

魚

朝
河
鱗

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

比

魚

魚

１
：
魚
＋
蚤

本
鑑
有

鯉

鮒

鮭

鱒

鯇

鰣

鮎

鮠

佐

１

金

表
１

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
が
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
配
列
と
は
か
な
り
異
な
り
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
配
列

A

に
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
表
１

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
を
基
準
と
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
三
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類

B

に
一
致
す
る
十
五
項
目
と
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
十
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
十
項
目
を
並
べ
替
え
て
対
照
し

た
も
の
で
あ
る
。

表
１

・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

B
綱
類

魚

魚

魚

魚

草
魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

鯝

鮅

魚

斑

父

魚

魚

魚

魚

本
目

鯉

鯽

×

鯽

×

嘉×

鱒
鯇

×

鰷
黄

石

×
×

鯊
石

杜

×
×

×

金

鱤

鯼

鱖
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才
湖

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

１
：
魚
＋
節

三
河
魚

長

魚

須

鯝

鮅

斑

父

代

塗

豆

魚

２
：
魚
＋
蚤

漢
会
鱗

鯉

鮒

波

１

２

嘉

鮏

鱒

鯇

波

鰷

黄

石

鯎

３

鯊

石

渡

番

弾

牟

金

鱤

鯼

４

鱖

３
：
魚
＋
北
＋
車

４
：
舟
＋
鮝

食
湖
魚

魚

朝
河
鱗

魚

魚

魚

比

魚

魚

魚

魚

魚

魚

魚

本
鑑
有

鯉

鮒

×
×

１
佐

鮭

鱒

鯇

×

鮎

鮠

×
×

鮠

×
×

×
×

×
×

金

×
×

×
×

１
：
魚
＋
蚤

表
１

か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

B

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
二
六
項
目
の
う
ち
、
十
五
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
二
六
項
目
の
う
ち
、
十
項
目
も

『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。

第
二
に
、
三
書
が
共
通
す
る
項
目
は
八
項
目
で
あ
る
。
八
項
目
の
う
ち
、
四
項
目
は
三
書
と
も
項
目
名
が
一
致
し
、
一
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
朝
食
鑑
』

と
一
致
し
、
三
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
が
一
致
す
る
。

第
三
に
、
二
六
項
目
の
う
ち
、
十
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
十
項
目
の
う
ち
、
八
項
目
は
項
目
名
も
一
致
す
る
。

第
四
に
、
二
六
項
目
の
う
ち
、
三
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
三
項
目
の
う
ち
、
一
項
目
は
項
目
名
が
一
致
す
る
。

第
五
に
、
二
六
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
も
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
、「
波
長
魚
」「
波
須
魚
」「
鯎
」

「
番
代
魚
」「
弾
塗
魚
」「
牟
豆
魚
」
で
あ
る
。
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本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、「
波
長
魚
」「
波
須
魚
」「
鯎
」「
番
代
魚
」「
弾
塗
魚
」「
牟
豆
魚
」
の
う
ち
、「
波
須
魚
」「
弾
塗
魚
」「
牟
豆
魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河

湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。「
波
長
魚
」「
鯎
」
は
『
大
和
本
草
』
の
該
当
項
目
に
確
認
で
き
る
が
、
本
文
は
一
致
し
な
い
。

ま
た
、
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
一
致
す
る
「
石
斑
魚
」「
渡
父
魚
」「
舟+

鮝

」
「
鱖
魚
」
の
う
ち
、
「
石
斑
魚
」「
渡
父

魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
の
項
目
と
一
致
し
、「
舟+

鮝

」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
し
、「
鱖
魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海

有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

次
に
、
表
２

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す
る
項

A

目
を
直
線
で
つ
な
い
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。（
資
料
三
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

右
段
に
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
三
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
九
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は
『
和
漢

三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
三
五
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」

類
に
一
致
す
る
二
九
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
２

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

A
綱
類

魚

草
魚

魚
魚
魚
魚
首
魚
魚
魚
魚

本
目

鱮
鱅
青
鯔
石
勒
鰣
鱸
鱵
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才
海

宇

魚

１
：
口
＋
大

三
江
魚

魚
魚
魚
魚

魚
魚

魚
婆
知
魚
破
魚
魚
魚
魚

魚

魚
吾

魚
羅

木

鰯

２
：
魚
＋
王

漢
会
鱗

穡
頰
羽
線
鯛
引
張
魚
頭
宇
伊
伏
螺
白
身
身
子

長
魚

曾
須

頭
伊

佐
魚
羅

２

眼

虎
魚
魚

３
：
魚
＋
兆

和
図
有

鯛
黄
烏
鷹
金
錦
血
眼
藻
銅
保
古
藻
栄
鰭
鰷
油
梭
鱵
啄
簳
鯒
恵
幾
鮸
墨
佐
鱰
鰣
鯔
鱸
鯖
鰶
鱮
伊
１
阿
鰤
鰤
鰯
潤

３
魚
人
勒

江

魚

鑑
魚

魚

女

魚
幾

１
：
魚
＋
田

食
鱗

魚
子

魚

女
魚
魚

魚
幾

魚
魚
魚
羅
羅

朝
有

魚
魚
羅
須
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
鰹
魚
魚
張
魚
魚
代
世
魚
魚
頭
左
魚
子
曾
臥
比
字
魚

本
海

鯛
鱈
阿
幾
鱸
鰤
鰯
鯯
鯟
魳
１
幹
鯒
學
鰈
赤
眼
藻
鮎
棋
波
鱖
鱭
鐡
伊
鱁
棚
恵
藻
志
乃
鼬

表
２

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
が
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
と
は
か
な
り
異
な
る
こ
と

A

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
綱
目
が
、『
本
草
綱
目
』
「
魚
」
類
よ
り
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
か
ら
採
用
し
た
項
目
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
表
２

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
を
基
準
と
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
三
一
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類

B
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に
一
致
す
る
九
項
目
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
三
五
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
ニ
九
項
目
を
並
べ
替
え
て
対
照
し

た
も
の
で
あ
る
。

表
２

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

B
綱
類

魚

草
魚

魚

首

魚
魚
魚
魚
魚
魚

魚

本
目

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

鱵×
×
×
×
×

石×
×
×

鰣
鯔
鱸
青
鱅
鱮×

×
×
×
×
×
×
×
×
×

勒

才
海

宇

魚

１
：
口
＋
大

三
江
魚

魚
魚

魚
魚
魚

魚
魚

魚
婆
知
魚
破
魚
魚
魚
魚

魚

魚
吾

魚
羅

木

鰯

２
：
魚
＋
王

漢
会
鱗

穡
頰
鯽
羽
頭
線
鯛
魚
引
張
魚
頭
宇
伊
伏
螺
白
身
身
子

長
魚

曾
須

頭
伊

佐
魚
羅

２

眼

虎
魚
魚

３
：
魚
＋
兆

和
図
有

鯛
黄
烏
海
鷹
方
金
錦
緋
血
眼
藻
銅
保
古
藻
栄
鰭
鰷
油
梭
鱵
啄
簳
鯒
恵
幾
鮸
墨
佐
鱰
鰣
鯔
鱸
鯖
鰶
鱮
伊
１
阿
鰤
鰤
鰯
潤

３
魚
人
勒

魚

魚

幾
魚

女

食
海
魚

魚

魚

魚

魚
女

魚
子

羅
羅

魚
幾

魚

１
：
魚
＋
田

朝
江
鱗

魚

魚

魚

張
魚
頭

臥

白
魚
魚
魚
魚

魚
魚
曾
須
魚

宇
比

魚
魚
魚
魚
子
佐
魚
羅
魚

魚

魚
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本
鑑
有

鯛

×

鯛

赤

眼
藻
鐡×

×

藻×

棋
鮎
鼬
魳

１×

幹
鯒
恵
幾
鯼×

乃
志×

鯔
鱸
鯖
鯯
棚
伊
鱈
阿
鰤×

鰯×

鯟×
×
×

表
２

か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

B

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
四
八
項
目
の
う
ち
、
九
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
四
八
項
目
の
う
ち
、
三
五
項
目
も

『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
（
『
本
朝
食
鑑
』「
鯛
」
の
項
か
ら
七
項
目
に
分
け
た
た
め
、
三
五
に
な
る
）。

第
二
に
、
三
書
が
共
通
す
る
項
目
は
七
項
目
で
あ
る
。
七
項
目
の
う
ち
、
二
項
目
は
三
書
と
も
項
目
名
が
一
致
し
、
二
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
朝
食
鑑
』

と
一
致
し
、
一
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』
が
一
致
す
る
。
ほ
か
の
二
項
目
も
三
書
と
も
一
致
し
な
い
。

第
三
に
、
四
八
項
目
の
う
ち
、
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
項
目
の
項
目
名
も
『
本
草
綱
目
』
と
一
致
す
る
。

第
四
に
、
四
八
項
目
の
う
ち
、
二
七
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
七
項
目
の
う
ち
、
九
項
目
の
項
目
名
が
一
致
す
る
。

第
五
に
、
四
八
項
目
の
う
ち
、
十
一
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
も
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
、「
烏
頰
魚
」「
血
引
魚
」

「
保
宇
婆
宇
」「
古
伊
知
」「
栄
螺
破
魚
」「
啄
長
魚
」「
墨
頭
魚
」「
鰤
航
」「
潤
王
鰯
」「
魚
虎
」「
人
魚
」
で
あ
る
。

本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、「
烏
頰
魚
」「
血
引
魚
」「
保
宇
婆
宇
」「
古
伊
知
」「
栄
螺
破
魚
」「
啄
長
魚
」「
墨
頭
魚
」「
鰤
航
」「
潤
王
鰯
」「
魚
虎
」「
人
魚
」
の
う

ち
、「
烏
頰
魚
」
は
『
大
和
本
草
』
の
項
目
と
一
致
し
、「
魚
虎
」「
人
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鰣
魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
し
、『
和

漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鰤
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
す
る
。
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二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
意
識

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
は
「
鯉
」
か
ら
始
ま
る
。『
本
草
綱
目
』
も
『
本
朝
食
鑑
』
も
「
鯉
」
か
ら
始
ま
る
。

ま
た
、『
本
朝
食
鑑
』「
鯉
」
の
項
の
「
集
解
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

古
曰
、
鯉
最
為
魚
之
主
、
故
後
人
為
諸
魚
之
長
。

（
古
曰
く
、
鯉
最
も
魚
の
主
と
為
し
、
故
に
後
人
は
諸
魚
の
長
と
為
す
。）

貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』「
鯉
」
の
項
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

河
海
諸
魚
ノ
内
、
最
貴
者
。
爾
雅
釈
魚
以
鯉
冠
全
篇
、
神
農
書
曰
、
鯉
為
魚
之
主
。
和
漢
共
ニ
是
ヲ
上
品
ト
ス
。

（
河
海
諸
魚
の
内
、
最
も
貴
き
も
の
。『
爾
雅
』
釈
魚
は
鯉
を
以
っ
て
全
篇
を
冠
し
、『
神
農
』
が
書
に
曰
く
、
鯉
は
魚
の
主
と
為
す
。
和
漢
共
に
是
を
上
品
と
す
。
）

以
上
か
ら
、
魚
を
「
鯉
」
か
ら
始
ま
る
の
は
和
漢
の
共
通
認
識
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、「
鯉
」
以
降
の
五
項
目
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
本
文
が
確
認
で
き
る
。

鮒

：
『
本
綱
』、
鮒
、
状
似
小
鯉
而
色
黑
而
體
促
、
肚
大
而
脊
隆
。

波
長
魚

：
△
按
、
波
長
魚
、
在
湖
中
、
形
似
鮒
而
頭
長
、
鱗
細
、
脊
黑
、
長
五
六
寸
、
大
者
尺
許
。

（
魚
＋
節
）：
△
按
、
（
魚
＋
節
）
似
鯽
、
而
脊
黑
腹
白
、
形
薄
匾
而
稍
團
、
大
抵
二
三
寸
許
、
恰
似
木
葉
、
又
似
櫛
、
其
小
者
腹
近
尾
處
微
赤
。

（
魚
＋
蚤
）：
『
文
字
集
略
』
云
、
（
魚
＋
蚤
）、
鯉
属
也
。<

『
字
彙
』
云
、
（
魚
＋
蚤
）
似
鱣
、
二
説
大
異
也>

△
按
俗
称
美
鯉
者
、
似
鯉
而
身
狹
長
、
其
頭
長
於
鯉
、
鱗
細
於
鯉
、（
中
略
）。<

凡
鯉
與
（
魚
＋
蚤
）
之
差
、
如
鮒
與
波
長>

嘉
魚

：
『
本
綱
』、
嘉
魚
、
状
似
鯉
而
鱗
細
如
鱒
、
首
有
黑
點
、
大
者
五
六
斤
。
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つ
ま
り
、「
鯉
」
を
含
め
る
六
項
目
は
「
鯉
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
五
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
本
文
が
み
ら
れ
る
。

鮏

：
△
按
、
鮏
、
状
似
鱒
而

圓
肥
大
者
、
二
、
三
尺
、
細
鱗
青
質
赤
章
。

鱒

：
『
本
綱
』、
鱒
、
似
（
魚
＋
軍
）、
小
、
鱗
亦
細
於
（
魚
＋
軍
）、
赤
脈
貫
瞳
身
圓
長
、

青
質
赤
章
。

鯇

：
『
本
綱
』、
鯇
生
江
湖
中
、
似
鱒
而
大
、
其
形

長
身
圓
、
肉
厚
而
鬆
、
状
類
青
魚
、
有
青
鯇
、
白
鯇
二
色
。

△
按
、
鯇
、（
中
略
）
土
人
称
鱒
、
但
扁
於
眞
鱒
。

波
須
魚

：
△
按
、
江
州
湖
中
在
之
、
四
、
五
月
多
出
、

其
身
圓
、
肉
白
。

鰷

：
『
和
名
抄
』
載
『
食
經
』
云
、
年
魚
、
貌
似
鱒
而
小
、（
後
略
）

こ
れ
は
「
鱒
」
と
関
係
が
深
い
項
目
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
次
の
五
項
目
に
も
、
形
状
に
関
す
る
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

黄
鯝
魚

：
『
本
綱
』、
黄
鯝
魚
、
生
江
湖
中
小
魚
也
。
状
似
白
魚
而
頭
尾
不
昂
、
扁
身
細
鱗
白
色
、
極
不
踰
寸
、
長
不
近
尺
、

石
鮅
魚

：
『
本
綱
』、
石
鮅
魚
、
生
南
方
溪
澗
中
。
長
一
寸
、
背
裏
腹
下
赤
、
以
作
鮓
甚
美
。（
中
略
）

△
按
、
石
鮅
魚
、
右
所
謂
長
一
寸
之
一
字
當
作
数
字
、
背
裏
之
裏
字
亦
當
作
黑
、
恐
傳
寫
誤
歟
、
蓋
鮅
者
、
鱒
之
一
名
也
。
此
魚
岩
石
急
流
有
之
、
状

似
鮅
而
小
、<

故
名
石
鮅>

。

鯎

：
△
按
、
鯎
、
江
州
湖
中
多
有
之
、
状
似
鯇
而
腹
赤
背
黑
、
大
者
近
尺
。

（
魚
＋
北
＋
車
）：（
魚
＋
北
＋
車
）<

未
詳
俗
字>

<

和
名
波
江>

△
按
、
（
魚
＋
北
＋
車
）、
處
處
河
湖
中
多
、
状
似
鰷
而
白
色
、
背
淡
黑
略
帯
青
色
。
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鯊

：
『
本
綱
』
鮀
魚
、（
中
略
）
頭
状
似
鱒
、
體
圓
似
鱓
。

こ
れ
ら
の
五
項
目
も
い
互
い
に
類
似
し
て
、
ま
た
、
前
の
「
鱒
」
と
も
関
係
が
深
い
。

次
の
五
項
目
に
も
、
類
似
性
が
み
ら
れ
る
。

石
斑
魚

：
△
按
、
石
斑
魚
、
状
似
彈
塗
魚
、
而
頭
大
尾
細
、
有
鬚
有
硬
鬐
、
有
細
鱗
如
無
、

其
背
斑
文

淺
黑
色
、
腹
白
。

渡
父
魚

：
『
本
綱
』、
渡
父
魚
生
溪
澗
中
、
長
二
三
寸
、
状
如
吹
沙
魚
而
短
、
其
尾
岐
、
大
頭
闊
口
、

其
色
黄
黑
有
斑
。

番
代
魚

：
△
按
、
番
代
魚
、（
中
略
）
其
形
状
、
本
草
所
謂
石
斑
魚
畧
相
似
矣
。

弾
塗
魚

：
形
色
似
鯒
而
小
、
細
鱗
體
畧
滑
、
口
濶
腮
大
、
眼
向
上
、

斑
點
帯
微
黑
、
尾
亦
有
小
斑
無
岐

牟
豆

：
△
按
、
牟
豆
魚
、
溪
澗
空
穴
中
有
之
、
又
浮
游
、
大
四
五
寸
、
似
垂
而
畧
圓
、

淺
黑
細
鱗
。

こ
の
五
項
目
は
全
部
黒
い
斑
の
あ
る
魚
で
あ
る
。

次
の
項
目
は
「
金
魚
」
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
は
と
も
に
こ
れ
を
最
後
に
配
置
し
た
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
だ
け
は
そ
の
位
置
を
改
変
し
た
。「
金

魚
」
の
本
文
に
、
ま
ず
『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
本
綱
』、
金
魚
、
有
鯉
、
鯽
、
鰍
、
賛
之
数
種
。

（
『
本
綱
』、
金
魚
、
有
鯉
、
鯽
、
鰍
、
賛
之
数
種
。）

ま
た
、
按
文
で
、
良
安
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
金
魚
非
鯉
、
鮒
等
之
変
者
。
是
別
一
種
、
而
殊
不
知
鰍
、
鰷
之
変
者
。

（
△
按
ず
る
に
、
金
魚
は
鯉
・
鮒
等
の
変
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
是
れ
別
に
一
種
に
し
て
、
殊
に
鰍
・
鰷
の
変
ず
る
も
の
を
知
ら
ず
。）

以
上
か
ら
、
良
安
は
『
本
草
綱
目
』
の
説
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
わ
ざ
と
配
列
の
順
番
を
改
変
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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次
の
二
項
目
は
「
燭
」
と
「
鯼
」
で
あ
る
。
本
文
に
は
両
者
の
類
似
関
係
を
明
ら
か
に
説
明
し
て
い
る
。

（
魚
＋
感
）：
『
本
綱
』（
魚
＋
感
）
生
江
湖
中
、
體
似
（
魚
＋
宗
）
而
腹
平
。

鯼

：
『
本
綱
』、（
魚
＋
宗
）、
生
江
湖
中
。
體
圓
厚
而
長
、
似
（
魚
＋
感
）
魚
而
腹
稍
起
。

次
は
最
後
の
二
項
目
「
（
舟+

鮝
）」、「
鱖
」
で
あ
る
。「
舟+

鮝
」
の
本
文
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

形
状
居
止
功
用
倶
與
鱖
同
。
亦
鱖
之
類
也
。

（
形
状
・
居
止
・
功
用
、
倶
に
鱖
と
同
じ
。
亦
た
鱖
の
類
な
り
。）

ま
と
め
て
言
う
と
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
は
項
目
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
項
目
を
増
補
し
、
ま
た
、
従
来
の
認
識
を
正
す
た
め
に
、
独
自
に
配
列
し

た
の
で
あ
る
。

三
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
意
識

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
は
「
鯛
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
に
な
い
項
目
で
あ
る
。「
鯛
」
の
本
文
に
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
本
草
綱
目
』『
三
才
圖
會
』
等
不
載
之
、
可
知
、
中
華
希
有
之
物
也
。

（
『
本
草
綱
目
』『
三
才
圖
會
』
等
に
之
を
載
せ
ず
。
知
る
べ
し
、
中
華
に
希
に
之
有
る
物
な
り
。）

ま
た
、『
本
朝
食
鑑
』「
鯛
」「
集
解
」
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
朝
鱗
中
之
長
。



- 163 -

（
本
朝
鱗
の
中
の
長
な
り
。）

こ
れ
は
日
本
魚
の
長
で
あ
る
の
で
、
最
初
に
配
置
し
た
の
で
あ
る
。

「
鯛
」
の
次
の
七
項
目
は
「
鳥
頰
魚
」
以
外
に
、
全
部
『
本
朝
食
鑑
』「
鯛
」
の
本
文
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、「
鳥
頰
魚
」
の
本
文
は
『
大
和
本
草
』「
鯛
」
の
項

に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
『
本
朝
食
鑑
』
と
『
大
和
本
草
』
を
参
照
に
し
て
独
立
さ
せ
た
項
目
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
こ
れ
ら

の
項
目
は
共
通
点
と
し
て
、「
鯛
」
に
似
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

黄
穡
魚

：
△
按
、
黄
穡
魚
、
形
色
似
鯛
而
色
淺
、
鼻
直
而
如
折
、
故
名
鼻
折
鯛
、
味
劣
於
眞
鯛
。

鳥
頰
魚

：×

海
鯽

：
△
按
、
海
鯽
、
状
似
鯛
而
鱗
色
黑
、
似
鯽
、
故
名
海
鯽
。

鷹
羽
魚

：
△
按
、
形
畧
似
鯛
而
狹
扁
、
大
一
、
二
尺
、
淡
黑
帯
紫
、
細
鱗
有
文
、
似
鷹
羽
、
故
名
之
。
頭
不
團
、
尾
似
鯛
、
但
口
異
。

方
頭
魚

：
△
按
、
方
頭
魚
、
状
鯛
似
而
扁
狹
、
口
尖
鱗
鬐
淺
紅
、
大
一
尺
許
、

金
線
魚

：
△
按
、
金
線
魚
、
状
似
鯛
而
狹
長
、
大
者
不
過
尺
、
鱗
鰭
紅
、
自
頭
後
至
尾
端
、
縱
如
金
線
者
有
四
條
、
故
名
。

錦
鯛

：
△
按
、
錦
鯛
、
状
似
鯛
而
肥
大
、
鰭
鱗
紅
光
如
錦
。

次
の
六
項
目
の
共
通
点
は
色
で
あ
る
。
全
部
赤
で
あ
る
。

緋
魚

：
△
按
、
緋
魚
、
状
畧
似
鯛
而
厚
濶
、
眼
甚
大
而
突
出
、
其
大
者
二
、
三
尺
、
細
鱗
、
鰭
窄
、
尾
倶
鮮
紅
如
緋
。

血
引
魚

：
△
按
、
血
引
魚
、
形
鰡
似
而
大
者
二
、
三
尺
、
全
體
深
赤
色
、
肉
亦
如
血
。

眼
張
魚

：
△
按
、
眼
張
魚
、
状
類
赤
魚
而
眼
大
瞋
張
、
故
名
之
。（
中
略
）
赤
似
緋
魚
。

藻
魚

：
△
按
、
藻
魚
、
状
似
眼
張
魚
而
眼
不
大
、
鰭
長
赤
、
尾
亦
赤
、【
赤
魚
之
畧
言
歟
】
最
賞
之
。

銅
頭
魚

：
△
按
、（
中
略
）
頭
骨
高
起
、
硬
而
赤
、
頗
似
銅
色
、
故
名
之
。
圓
身
長
鰭
、
尾
有
岐
、
而
硬
背
、
鰭
至
尾
如
刺
而
赤
、
細
鱗
淺
紅
而
腹
白
。
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保
宇
婆
宇
：
△
按
、
保
宇
婆
宇
魚
、
状
、
色
、
気
味
共
似
銅
頭
魚
而
大
。
其
吻
有
硬
鬚
、
而
尾
鰭
有
五
彩
色
、
其
鱗
細
於
銅
頭
魚
、
大
者
尺
餘
。

次
の
項
目
は
「
古
伊
知
魚
」
で
あ
る
。
出
典
も
不
明
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
こ
に
配
置
し
た
の
か
も
ま
だ
明
瞭
で
は
な
い
。

次
は
「
藻
伏
魚
」
と
「
榮
螺
破
魚
」
で
あ
る
。
こ
の
二
項
目
も
形
状
の
類
似
性
を
持
つ
。

榮
螺
破
魚
：
△
按
、
榮
螺
破
魚
、
形
色
似
藻
伏
魚
、
而
頭
圓
肥
、。

次
の
「
鰭
白
魚
」
、「
鰷
身
魚
」
、「
油
身
魚
」
、「
梭
子
魚
」
四
項
目
は
全
部
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
配
置
す
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

次
の
「
鱵
」「
啄
長
魚
」「
簳
魚
」
も
類
似
性
を
持
つ
。

啄
長
魚

：
△
按
、
啄
長
魚
、
形
色
似
鱵
而
大
、
長
二
、
三
尺
、

啄

上
下
均
長
七
、
八
寸
、

簳
魚

：
△
按
、
簳
魚
、

形
類
鱵
而
長
、（
中
略
）

啄
長
而
上
下
均
、
細
鱗
如
紋
。

次
の
「
鯒
」
、「
惠
曾
魚
」
も
ま
た
類
似
性
を
持
つ
。

惠
曾
魚

：
△
按
、
惠
曾
魚
、
状
類
鯒
而
灰
色
。

次
の
三
項
目
は
全
部
頭
の
上
に
白
石
が
二
枚
あ
る
。

幾
須
吾

：

△
按
、
幾
須
吾
魚
、（
中
略
）
頭
中
有
二
白
石
、

鮸

：
『
本
綱
』、
鮸
、（
中
略
）、

頭

有

白
石
二
枚
。

墨
頭
魚

：
『
本
綱
』
墨
頭
魚
、（
中
略
）、

頭
上
有

白
子
二
枚
。

次
の
「
佐
伊
羅
魚
」、「
鱰
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
項
目
で
、『
本
朝
食
鑑
』
の
配
列
を
援
用
し
て
い
る
。

次
の
「
鰣
」
は
な
ぜ
こ
こ
に
配
置
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

次
の
「
鯔
」「
鱸
」「
鯖
」
の
三
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
、『
本
朝
食
鑑
』
に
共
通
す
る
項
目
で
あ
る
、
こ
こ
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
配
列
順
に
従
っ
て
い
る
。

次
に
、「
鰶
」
と
「
鱮
」
は
類
似
性
に
よ
っ
て
配
列
し
た
。
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鰶

：
△
按
、『
本
草
』
有
鱅
無
鰶
、
今
考
合
之
鱅
、
鰶
一
物
也
。

鱮

：
『
本
綱
』、
鱮
、
状
如
鱅
、
而
頭
小
形
扁
也
。

次
の
「
伊
佐
木
魚
」
の
配
置
理
由
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

次
の
「
奧
魚
（
鱈
魚
）」
と
「
阿
羅
魚
」
も
類
似
す
る
。

阿
羅
魚

：
△
按
、
阿
羅
魚
、
形
色
略
類
鱈
而
大
。

ま
た
、
次
の
「
鰤
」
と
「
鰤
（
魚
＋
王
）」
も
類
似
す
る
。

鰤
魚
＋
王
：
△
按
、
鰤
（
魚
＋
王
）、
状
似
鰤
而
畧
扁
。

次
の
「
鰯
」
、「
潤
眼
鰯
」
、「
魚
＋
兆
」
は
類
似
す
る
。

鰯

：
△
按
、
鰮
、
俗
云

鰯
、
四
方
皆
有
之
。
形
似
小
鯯
而
圓
。

潤
眼
鰯

：
△
按
、
潤
眼
鰯
、
状
似
鰯
而
圓
長
、
蒼
黑
色
、
眼
大
潤
。

（
魚
＋
兆
）：
△
按
（
魚
＋
兆
）、

状
似
鯯
而
圓
長
（
中
略
）
味
勝
於
鰯
。

次
は
「
魚
虎
」
、「
人
魚
」
の
二
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
か
ら
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
は
、「
勒
魚
」
で
あ
る
。
前
の
項
目
と
は
あ
ま
り
関
係
は
な
い
。

以
上
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
は
、
類
似
性
に
よ
っ
て
配
置
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、『
本
朝
食
鑑
』
と
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
を
そ
の

ま
ま
援
用
す
る
例
も
あ
る
。
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第
三
節

『
和
漢
三
才
図
会
』「
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
構
成
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』

『
和
漢
三
才
図
会
』「
無
鱗
魚
」
類
の
構
成
を
明
示
す
る
た
め
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
・
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
の

関
係
を
表
１
、
表
２
の
よ
う
に
示
し
た
。（
資
料
四
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

表
１

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す
る
項
目

A

を
直
線
で
つ
な
い
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
段
に
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
二
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
七
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は
『
和

漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」

類
に
一
致
す
る
四
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
１

・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

A
綱
鱗

魚

魚

草
無

麗

魚

魚

魚

魚

顙

本
目
魚

鱧

鰻

鱓

鰌

鮧

鯢

黄
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１
：
魚
＋
盎

才
湖

魚

魚

２
：
魚
＋
麗

三
河
魚

顙

絲

２

鰌

３
：
魚
＋
小

漢
会
鱗

鮎

黄

１

鯢

鰻

鱧

鱓

泥

３

食
湖
魚

１
：
魚
＋
帝

朝
河
鱗

魚

魚

２

魚

魚

２
：
魚
＋
麗

本
鑑
無

鯰

１

鰻

鯲

鯤

表
１

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
が
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
と
は
異
な
り
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
の
配
列
を

A

参
考
に
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
表
１

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
を
基
準
と
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
二
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」

B

類
に
一
致
す
る
七
項
目
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
四
項
目
を
並
べ
替
え
て
対
照
し
た

も
の
で
あ
る
。

表
１

・
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

B
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綱
鱗

魚

魚

草
無

魚

顙

魚

麗

魚

魚

魚

本
目
魚

鮧

黄

×

鯢

鰻

鱧

鱓

鰌

×

１
：
魚
＋
盎

才
湖

魚

魚

２
：
魚
＋
麗

三
河
魚

顙

絲

２

鰌

３
：
魚
＋
小

漢
会
鱗

鮎

黄

１

鯢

鰻

鱧

鱓

泥

３

食
湖
魚

魚

魚

朝
河
鱗

魚

魚

２

２

１
：
魚
＋
帝

本
鑑
無

鯰

×

鯤

１

鰻

×
×

鰻

×

２
：
魚
＋
麗

表
１

か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

B

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
九
項
目
の
う
ち
、
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
九
項
目
の
う
ち
、
五
項
目
も
『
本
朝

食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
（
『
本
朝
食
鑑
』「
鰻
（
魚
＋
麗
）
魚
」
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
鰻
（
魚
＋
麗
）」
と
「
泥
鰌
」
に
対
応
す
る
た
め
、
五
に
な
る
）。

第
二
に
、
三
書
が
共
通
す
る
項
目
は
四
項
目
で
あ
る
。
四
項
目
の
う
ち
、
一
項
目
は
三
書
と
も
項
目
名
が
一
致
し
、
一
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
草
綱
目
』

と
一
致
す
る
。
ほ
か
の
二
項
目
が
三
書
と
も
一
致
し
な
い
。
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第
三
に
、
九
項
目
の
う
ち
、
三
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
三
項
目
の
う
ち
、
二
項
目
は
項
目
名
も
一
致
す
る
。

第
四
に
、
九
項
目
の
う
ち
、
一
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
が
、
項
目
名
は
一
致
し
な
い
。

第
五
に
、
九
項
目
の
う
ち
、
一
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
も
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
、「
（
魚
＋
小
）」
で
あ
る
。

本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、「
（
魚
＋
小
）」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
「
鱧
魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
す
る
。

次
に
、
表
２

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
を
対
照
し
、
三
者
に
共
通
す

A

る
項
目
を
直
線
で
つ
な
い
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。（
資
料
五
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

右
段
に
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
二
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
十
六
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
中
段
は

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
四
三
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
、
左
段
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
三
七
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河

湖
無
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
二
六
項
目
を
本
文
掲
出
順
に
配
列
し
た
。

表
２

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

A
綱
鱗

麗

魚
魚

魚

魚
魚

１
：
虫
＋
宅

草
無

鰻
魚
魚
魚
豚
豚
目
魚
賊
魚
鷂
鷂
１

鰕
馬

本
目
魚

海
鱣
鱘
鮠
河
海
比
鮫
鳥
章
海
文
海
鰕
海
海
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才
海

魚

１
：
魚
＋
齊

三
江
魚

魚

魚

魚
魚

魚
岐

魚

呉

魚
魚

魚
魚

魚

魚

２
：
虫
＋
宅

漢
会
鱗

魚

豚
豚

剥
鮫
鰩
臍
鷂

背
良

舌

魚
鰻
名

筋
残

魚
距
潮
賊
魚
鼠
２
魚

鰕
糠
姑
馬
留

和
図
無

鯨
鱣
鱘
鮪
堅
鮠
海
河
鰐
鮫
皮
馬
文
華
海
鯧
魴
嫗
仁
鰈
牛
鰺
楂
海
阿
１
玉
鱛
鱊
章
石
望
鳥
柔
海
海
綳
鰕
紅
海
鰕
海

舩

魚

１
：
魚
＋
孚

食
海
魚

魚

魚
魚
魚

魚

鼠

花

２
：
魚
＋
布

朝
江
鱗

魚
魚
魚
魚
２

魚
魚
魚
背
鮔
鱇
魚
魚
魚
魚
魚
賊
月
鼠
海
馬
魚

楠

３
：
魚
＋
魚
＋
候

本
鑑
無

鯨
鱶
鮫
鰐
１
鮪
鰹
鰆
鰺
疣
３
鮟
鱏
楂
鰩
鮊
蛸
鳥
海
海
老
海
雀
鰕
鮩
石

表
２

か
ら
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
が
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
と
は
か
な
り
異
な
る

A

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
が
、
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
よ
り
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
か
ら
採
用
し

た
項
目
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
表
２

は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
を
基
準
と
し
て
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
二
八
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」

B
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類
に
一
致
す
る
十
六
項
目
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
三
七
項
目
の
う
ち
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
一
致
す
る
ニ
六
項
目
を
並
べ
替
え
て
対

照
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
２

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
、『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置

B
綱
鱗

豚

魚

魚

魚

麗

魚

草
無

魚

魚
河
豚

魚

鷂

鷂

目

鰻

魚

賊

蛇

鰕

馬

本
目
魚

×

鱣
鱘

×

鮠
海
河×

鮫×
×

文×

海×
×
×
×

比×
×
×

海×
×
×
×
×

章

×

鳥×
×

海×

鰕
海×

×

海×

才
海

魚

三
江
魚

魚

魚

魚
魚

魚
岐

魚

呉

魚
魚

魚
魚

魚

魚

漢
会
鱗

魚

豚
豚

剥
鮫
鰩
臍
鷂

背
良

舌

魚
鰻
名
齊
筋
残

魚
距
潮
賊
魚
鼠
蛇
魚

鰕
糠
姑
馬
留

和
図
無

鯨
鱣
鱘
鮪
堅
鮠
海
河
鰐
鮫
皮
馬
文
華
海
鯧
魴
嫗
仁
鰈
牛
鰺
楂
海
阿
魚
玉
鱛
鱊
章
石
望
鳥
柔
海
海
綳
鰕
紅
海
鰕
海

舩

魚

食
海
魚

魚
魚

魚

魚

魚

花

１
：
魚
＋
孚

朝
江
鱗

魚
魚

魚

２
鮔
魚
魚

魚
魚
鱇
魚

背

魚
魚

魚

魚

魚
賊

鼠
月
魚

楠
馬

２
：
魚
＋
布
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本
鑑
無

鯨
鱶×

鮪
鰹×

１
３
鰐
鮫×

鰆
鰩
鮟
鱏×

×

疣×
×
×

鰺
楂×

×
×
×

鮊×

蛸×

蛸
鳥×

海
海
雀
鰕×

鮩
石
海×

３
：
魚
＋
候

表
２

か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

B

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
四
三
項
目
の
う
ち
、
十
六
項
目
は
『
本
草
綱
目
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
四
三
項
目
の
う
ち
、
二
六
項
目

も
『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。

第
二
に
、
三
書
が
共
通
す
る
項
目
は
十
項
目
で
あ
る
。
十
項
目
の
う
ち
、
四
項
目
は
三
書
と
も
項
目
名
が
一
致
し
、
五
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
朝
食
鑑
』

と
一
致
し
、
ほ
か
の
一
項
目
も
三
書
と
も
一
致
し
な
い
。

第
三
に
、
四
三
項
目
の
う
ち
、
七
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
七
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
の
項
目
名
も
『
本
草
綱
目
』
と
一
致

す
る
。

第
四
に
、
四
三
項
目
の
う
ち
、
十
四
項
目
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
の
み
確
認
で
き
る
。
こ
の
十
四
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
の
項
目
名
が
一
致
す
る
。

第
五
に
、
四
三
項
目
の
う
ち
、
十
項
目
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
に
も
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
も
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
、「
皮
剥
魚
」「
鯧
」「
魴
」

「
仁
良
岐
」「
牛
舌
魚
」「
阿
名
呉
魚
」「
鱭
」「
玉
筋
魚
」「
鱊
」「
船
留
魚
」
で
あ
る
。

本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、「
皮
剥
魚
」「
鯧
」「
魴
」「
仁
良
岐
」「
牛
舌
魚
」「
阿
名
呉
魚
」「
鱭
」「
玉
筋
魚
」「
鱊
」「
舩
留
魚
」
の
う
ち
、「
皮
剥
魚
」「
仁
良
岐
」

「
牛
舌
魚
」「
玉
筋
魚
」「
舩
留
魚
」
の
五
項
目
の
出
典
は
不
明
で
あ
る
。

「
阿
名
呉
魚
」
は
『
大
和
本
草
』
の
項
目
と
一
致
す
る
。

「
鯧
」
と
「
鱊
」
は
と
も
に
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

「
魴
」
と
「
鱭
」
は
と
も
に
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
及
び
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
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ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鰈
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
し
、『
和

漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鱛
残
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
す
る
。

以
上
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
に
引
用
さ
れ
な
い
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
は
「
竹
魚
」
と
「
白
魚
」
で
、
引
用
さ
れ
な
い
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類

の
項
目
は
「
牛
魚
」
、
「
蛸
魚
」
、「
鮑
」
で
あ
る
。
ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
引
用
さ
れ
な
い
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
は
「
老
海
鼠
」
で
、『
本
朝

食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
の
項
目
は
「
泳
沙
魚
」
で
あ
る
。
ほ
か
の
項
目
は
全
部
採
用
さ
れ
た
。『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
は
『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
の
成

立
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
意
識

『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
は
「
鱧
」
か
ら
始
ま
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
も
「
鱧
」
を
「
無
鱗
魚
」
類
と
し
て
扱
っ
て
、
「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
に
収
録
す
る
。
し
か

し
、
配
列
の
順
番
と
し
て
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
と
同
じ
く
「
鮎
」
か
ら
始
ま
る
。

次
の
三
項
目
に
は
、
以
下
の
本
文
が
確
認
で
き
る
。

黄
顙
魚

：
『
本
綱
』、
黄
顙
魚
、
無
鱗
魚
也
。
身
、
尾
似
鮎
、。

（
魚
＋
盎
）
絲
魚
：
△
按
、（
魚
＋
盎
）
絲
魚
、

形
、
色
似
鮎
而
口
濶
。

鯢

：
『
本
綱
』（
前
略
）

形
、
色
如
鮎
、
又
似
獺
四
足
。（
中
略
）
無
鱗
、
與
鮎
相
類
。

以
上
か
ら
、「
鮎
」
か
ら
「
鯢
」
ま
で
の
四
項
目
は
「
鮎
」
グ
ル
ー
プ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

「
鮎
」
グ
ル
ー
プ
の
次
の
項
目
は
「
鰻
（
魚
＋
麗
）」
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
の
配
列
と
一
致
す
る
。
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「
鰻
（
魚
＋
麗
）」
の
次
の
項
目
は
「
鱧
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
採
用
し
た
項
目
で
あ
る
。
こ
の
二
項
目
の
和
名
を
掲
出
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。鰻

（
魚
＋
麗
）：

宇
奈
木

鱧

：
八
目
宇
奈
岐

こ
の
二
項
目
は
同
種
類
で
あ
る
こ
と
は
判
定
で
き
よ
う
。

ま
た
、「
鱧
」
の
本
文
に
次
の
一
文
が
み
ら
れ
る
。

俗
以
鱧
訓
波
無
、
以
鱓
訓
八
目
鰻
也
、
出
於
『
倭
名
抄
』
之
誤
、
而
于
今
不
改
者
、
何
耶
。

こ
れ
は
作
者
良
安
の
意
見
で
、『
和
名
抄
』
か
ら
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
ま
で
「
鱧
」
を
「
波
無
」
と
訓
し
、「
鱓
」
を
「
八
目
鰻
」
と
訓
す
る
の
は
正
し
く
な

い
。
良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
、
こ
の
誤
り
を
修
正
し
た
。

次
に
す
ぐ
「
鱓
」
と
「
泥
鰌
」
の
二
項
目
が
来
る
。
こ
の
二
項
目
の
形
状
に
関
す
る
描
写
の
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

鱓

：
似
鰻
麗
而
細
長
。

泥
鰌

：
状
微
似
鱓
而
小
。

「
鱓
」
は
「
鰻
麗
」
に
似
て
、
ま
た
「
泥
鰌
」
は
「
鱓
」
に
似
る
。

以
上
か
ら
、「
鰻
（
魚
＋
麗
）
」「
鱧
」「
鱓
」「
泥
鰌
」
の
四
項
目
は
、「
鰻
（
魚
＋
麗
）」
の
グ
ル
ー
プ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
項
目
は
「
魚
＋
小
」
で
あ
る
。
項
目
の
説
明
文
か
ら
見
れ
ば
、
前
の
項
目
と
あ
ま
り
関
係
は
な
い
。
本
文
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江

海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
良
安
は
こ
れ
を
「
河
湖
無
鱗
魚
」
と
判
定
し
、「
江
海
無
鱗
魚
」
類
か
ら
増
補
し
た
項
目
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
で
は
、
読
者
が
形
状
の
類
似
す
る
項
目
を
分
別
で
き
る
よ
う
に
、
良
安
は
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
採
用
し
た

項
目
を
類
似
性
に
よ
っ
て
配
列
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
良
安
は
「
有
鱗
」「
無
鱗
」
で
項
目
を
再
判
断
し
た
。
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三
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
配
列
意
識

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
同
じ
く
「
鮎
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
『
本
草
綱
目
』
に
な
い
項
目
で
あ
る
。『
和

漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
「
鯨
」
は
『
三
才
図
会
』
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

三
才
図
会
云
、
鯨
、
海
中
大
魚
也
。

（
『
三
才
図
会
』
云
、
鯨
、
海
中
の
大
魚
な
り
。）

次
の
項
目
「
鱣
」
に
も
、
次
の
一
文
が
確
認
さ
れ
る
。

『
本
綱
』、
鱣
、
海
中
無
鱗
大
魚
也
。

（
『
本
綱
』、
鱣
、
海
中
無
鱗
の
大
魚
な
り
。）

ま
た
、「
鱣
」
と
そ
の
以
降
の
四
項
目
に
は
、
次
の
内
容
が
確
認
さ
れ
る
。

鱣

：

状
似
鱘

鱘

：

鱘
、
鱣
属
也
。

其
状
如
鱣
、
而
背
上
無
甲
。

鮪

：
『
本
綱
』、
鮪
與

鱘
為
一
物
。

△
按
、

鮪
亦

鱣
属
、

鱘
之
類
也
。『
本
綱
』、
鮪
、
鱘
以
為
一
物
者
、
未
精
矣
。

堅
魚

：
△
按
、

鮪
之
属
也
。

鮠

：
『
本
綱
』、
鮠
、
生
江
淮
間
無
鱗
魚
、
亦
鱘
之
属
、
而
頭
尾
鬐
共
似
鱘
、（
中
略
）
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△
按
、

鮠
状
似
鱣
、
亦
如
鮎
、
而
身
圓
、

以
上
か
ら
、
こ
の
五
項
目
は
「
鱣
属
、
鱘
之
類
」
で
あ
る
た
め
、「
鱣
鱘
鮪
」
の
グ
ル
ー
プ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
は
『
本
草
綱
目
』
の
配
列
と
同
じ
よ
う
に
、「
海
豚
魚
」
と
「
河
豚
」
で
あ
る
。

次
は
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
採
用
し
た
「
鰐
」
で
、
次
は
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
に
共
通
す
る
項
目
「
鮫
」
で
あ
る
。『
本
朝
食
鑑
』
に
は
、「
鮫
」「
鰐
」
の

順
に
な
っ
て
い
る
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
「
鰐
」「
鮫
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

「
鮫
」
と
そ
の
次
「
皮
剥
魚
」
の
関
連
本
文
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

鮫

：

背
上
有
鬛
、
腹
下
有
翅
、
大
者
尾
長
數
尺
、
能
傷
人
、
皮
皆
有
沙
。

皮
剥
魚

：
△
按
、（
中
略
）
状
畧
似
鮫
、（
中
略
）、
皮
厚
有
沙
、（
中
略
）、
背
上
有
鬛
、
腹
下
有
翅
、（
中
略
）
蓋
此
鮫
之
属
乎
。

「
皮
剥
魚
」
は
「
鮫
」
に
類
似
す
る
た
め
、「
鮫
」
の
次
に
配
置
し
た
。
ま
た
、「
皮
剥
魚
」
を
配
置
す
る
た
め
に
、『
本
朝
食
鑑
』
に
お
け
る
「
鮫
」「
鰐
」
の
順
番
を

調
整
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
の
項
目
「
馬
鮫

」
は
項
目
名
で
示
し
た
よ
う
に
、
同
じ
く
「
鮫
」
の
類
で
あ
る
。

次
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
採
用
し
た
「
文
鰩
」
と
「
海
鷂
魚
」
で
あ
る
が
、「
文
鰩
」
と
「
海
鷂
魚
」
の
間
に
、『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
と
一
致
す
る
「
華
臍
魚
」
を
増

補
し
て
い
る
。『
本
朝
食
鑑
』
で
の
項
目
名
は
「
鮟
鱇
魚
」
で
あ
る
が
、『
大
和
本
草
』
に
「
華
臍
魚
」
と
し
て
存
在
す
る
。

次
の
項
目
は
「
鯧
」
、「
魴
」
で
あ
る
。「
魴
」
の
本
文
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〈
鯧
、
魴
共
本
草
入
有
鱗
魚
之
類
、
今
改
出
于
無
鱗
下
〉

こ
れ
は
良
安
独
自
の
分
類
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
二
項
目
に
つ
い
て
、「
魴
」
の
本
文
に
、
次
の
一
文
が
確
認
さ
れ
る
。

△
按
、
魴
、
鯧
二
物
、
形
状
相
似
而
其
所
説
亦
難
別
、
惟
『
三
才
圖
會
』
所
圖
以
能
別
矣
、
蓋
魴
自
項
至
尾
有
鬐
、
而
有
一
條
絲
鬛
、
宜
炙
食
、
色
白
於
鯧
。

こ
の
二
項
目
の
形
状
は
類
似
し
て
、
分
別
し
が
た
い
。
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ま
た
、
そ
の
次
の
四
項
目
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
本
文
が
確
認
で
き
る
。

嫗
背
魚

：
△
按
、
宇
保
世
形
似
鯧
而
小

仁
良
岐
魚
：
△
按
、
仁
良
岐
状
似
宇
保
世
而
小
。

鰈

：
形
似
魴
而
扁

牛
舌
魚

：
△
按
、
牛
舌
魚
形
略
類
鰈
而
薄
、
狭
長
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
四
項
目
も
「
鯧
」
、「
魴
」
に
類
似
す
る
た
め
、
こ
こ
に
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
は
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
採
用
し
た
「
鰺
」、「
楂
魚
」
で
あ
る
。
前
後
の
項
目
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

次
の
項
目
は
「
海
鰻
」
で
あ
る
。「
海
鰻
」
の
次
の
項
目
「
阿
名
呉
」
の
本
文
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
阿
奈
古
、
状
似
海
鰻
而
色
浅
於
海
鰻
。

こ
の
も
「
海
鰻
」
に
類
似
す
る
た
め
、
増
補
し
た
の
で
あ
る
。

次
は
「
玉
筋
魚
」、「
鱠
殘
魚
」
、「
鱊
」
で
あ
る
。
こ
の
三
項
目
の
本
文
に
も
、
一
致
す
る
内
容
が
確
認
で
き
る
。

玉
筋
魚

：
『
三
才
圖
會
』
云
、
玉
筯
魚
、

身
圓
如
筯
、
微
黑
無
鱗
、

両
目
點
黑
。

鱠
殘
魚

：
『
本
綱
』、
鱠
殘
魚
、
大
者
四
、
五
寸
、
身
圓
如
筯
、
潔
白
如
銀
、
無
鱗
、
若
已
鱠
之
魚
、
但
目
有
両
黑
點
爾
小
者
（
中
略
）

鱊

：
△
按
、
鱊
魚
、(

中
略)

、

身
圓

潔
白
、
而
似
索
麪
之
屑
、

目
有
両
黑
點
、

次
の
「
章
魚
」、「
石
距
」、「
望
潮
魚
」、「
烏
賊
魚
」、「
柔
魚
」
に
も
、
類
似
性
を
示
す
内
容
が
確
認
で
き
る
。

章
魚

：
『
本
綱
』、
章
魚
生
南
海
、
形
如
烏
賊
而
大
、
八
足
。

石
距

：
『
本
綱
』、
石
距
亦
章
魚
之
類
。
身
小
而
足
長
。

望
潮
魚

：
△
按
、
望
潮
魚
状
類
章
魚
而
小
、
凡
五
六
寸
許
。
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烏
賊
魚

：

柔
魚

：
『
本
綱
』、
柔
魚
與
烏
賊
相
似
、
但
無
骨
爾
。

次
は
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
採
用
し
た
「
海
鼠
」「
海
蛇
」「
綳
魚
」
で
あ
る
。
前
後
の
項
目
と
の
関
係
も
ま
だ
不
明
で
あ
る
。

次
の
「
項
目
」
は
「
鰕
」
で
あ
る
。
そ
の
以
降
の
四
項
目
に
は
、
本
文
に
も
形
状
の
類
似
性
を
示
す
内
容
が
確
認
で
き
る
。

紅
鰕

：
『
本
綱
』、
紅
鰕
乃
海
鰕
也
。

海
糠
魚

：
△
按
『
和
名
抄
』
之
海
糠
、『
本
草
』
之
糠
鰕
一
物
、
而
鰕
中
細
小
者
、

鰕
姑

：
△
按
、
鰕
姑
状
類
鰕
而
扁
。

海
馬

：
『
本
綱
』、
海
馬
、
其
身
如
鰕
、
首
如
馬
。

次
の
項
目
は
「
舩
留
魚
」
で
あ
る
。
良
安
は
ど
こ
か
ら
こ
の
項
目
を
採
用
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

△
按
、
舩
留
魚
、
鱣
之
屬
、
状
似
鯒
而
尾
末
纎
。

良
安
は
な
ぜ
こ
の
項
目
を
「
鱣
」
の
次
に
入
れ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

最
後
の
項
目
は
「
鱭
」
で
あ
る
。「
鱭
」
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
及
び
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。
こ
れ
は
良
安
が
「
有
鱗
魚
」
を

「
無
鱗
魚
」
に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
目
録
で
は
、「
鱭
」
は
「
阿
名
呉
魚
」
と
「
玉
筋
魚
」
の
間
に
配
置
し
た
が
、

な
ぜ
本
文
で
は
最
後
に
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』
「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
の
配
置
も
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
項
目
の
類
似
性
に
よ
っ
て
並
べ
替

え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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第
四
節

「
無
鱗
」
と
「
有
鱗
」

前
述
し
た
よ
う
に
、『
本
草
綱
目
』『
本
朝
食
鑑
』
で
は
「
無
鱗
魚
」
類
と
さ
れ
た
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
有
鱗
魚
」
に
配
列
さ
れ
て
、『
本
草
綱
目
』『
本

朝
食
鑑
』
で
は
「
有
鱗
魚
」
類
と
さ
れ
た
項
目
が
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
無
鱗
魚
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
、「
無
鱗
」
か
ら
「
有
鱗
」
へ

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
で
は
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
に
一
致
す
る
「
石
斑
魚
」「
渡
父
魚
」「
舟+

鮝

」「
鱖
魚
」
の
う
ち
、「
石
斑
魚
」「
渡
父
魚
」

は
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
の
項
目
と
一
致
し
、「
舟+

鮝

」
は
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
で
は
、「
魚
虎
」「
人
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」

類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鰤
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
を
比
較
対
照
す
る
と
、
表

１
、
表
２
、
表
３
、
表
４
に
な
る
。

表
１
・
本
草
綱
目
「
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
河
湖
無
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
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い
し
ふ
し

石
斑
魚
（
『
綱
目
』）

（
魚
＋
丨
＋
臣
）
魚
〈
訓
伊
志
布
之
〉

石
斑
魚

【
釈
名
】
石
礬
魚
（
『
延
寿
書
』
）、
高
魚
。

石
礬
魚

高
魚

<

俗
云
、
石
伏>

（
魚
＋
丨
＋
臣
）<

『
和
名
抄
』>

（
魚
＋
糉
の
右
の
部
）<

『
夫
木
集
』
用
之
非
也>

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
石
斑
生
南
方
溪
澗
水
石
處
。

①
『
本
綱
』
、
石
斑
魚
、
生
南
方
溪
澗
水
石
處
。
長
数

長
数
寸
、
白
鱗
、
黑
斑
。
浮
游
水
面
、
聞
人
聲
則

寸
、
白
鱗
黑
斑
。
浮
游
水
面
、
聞
人
聲
則
劃
然
深
入
。

劃
然
深
入
。

『
臨
海
水
土
記
』
云
、
長
者
尺
餘
、
其
斑
如
虎
文
、

②
其
長
者
尺
餘
、
斑
如
虎
文
、
性
婬
、
春
月
與
蛇
醫
交

而
性
淫
、
春
月
與
蛇
醫
交
牝
、
故
其
子
有
毒
。

犯
、
故
其
子
有
毒
。

（
後
略
）

【
集
解
】
形
似
（
魚
＋
内
＋
比
）
而
細
、
有
鬚
有
硬
鬐
、

△
按
、
石
斑
魚
、
状
似
彈
塗
魚
、
而
頭
大
尾
細
、
有
鬚

大
頭
細
尾
、
無
鱗
、
背
有
斑
文
而
蒼
黑
、
大
者
三
、
四
寸
、

有
硬
鬐
、
有
細
鱗
如
無
、
其
背
斑
文
淺
黑
色
、
腹
白
、

性
伏
于
沙
石
間
或
潜
于
石
間
、

大
者
三
、
四
寸
、
常
伏
石
間
、
故
称
石
伏
、
又
背
腹
其

黑
者
、
呼
名
談
義
坊
主
。

（
中
略
）
藤
長
清
夫
木
抄
作
（
魚
＋
糉
の
右
の
部
）
字
、

夫
木

誰
か
扨
あ
み
の
め
見
せ
て
す
く
ふ
へ
き
淵
に

載
源
仲
正
歌
、
未
詳
。

沈
め
る
石
ふ
し
の
身
を

仲
正
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加
志
加
魚

ど
ん
ほ

×

と
ん
こ

渡
父
魚

杜
父
魚
（
『
拾
遺
』）

杜
父
魚

【
釈
名
】
渡
父
魚
（『
綱
目
』）
、
黄
䱂
魚
（
音
么
）
、

黄
獄
魚<

音
公>

船
矴
魚
（
『
綱
目
』
）、
伏
念
魚
（
『
臨
海
志
』
）。

舩
矴
魚

伏
念
魚

<

讀
止
牟
保
、
俗
云
止
牟
古>

（
中
略
）
見
人
則
以
喙
挿
入
泥
中
、
如
船
矴
也
。

②
又
見
人
則
以
喙
挿
入
泥
中
、
如
舩
矴
也
。

【
集
解
】（
藏
器
曰
）、
杜
父
魚
生
溪
澗
中
。
長
二

①
『
本
綱
』
、
渡
父
魚
生
溪
澗
中
、
長
二
三
寸
、
状
如

三
寸
、
状
如
吹
沙
而
短
。
其
尾
歧
、
大
頭
闊
口
、

吹
沙
魚
而
短
、
其
尾
岐
、
大
頭
闊
口
、
其
色
黄
黑
有
斑
。

其
色
黄
黑
有
斑
。
脊
背
上
有
鬐
刺
、
螫
人
。
（
後

脊
背
上
有
鬐
刺
、
螫
人
。

略
）

△
按
渡
父
魚
處
處
皆
有
、
状
如
上
説
。
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表
１
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

一
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
「
石
斑
魚
」
は
「
白
鱗
」
と
す
る
が
、『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
は
「
無
鱗
」
と
す
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』「
石
斑
魚
」
は
「
有
細

鱗
如
無
」
と
し
て
、「
有
鱗
魚
」
に
し
た
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
「
渡
父
魚
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
の
本
文
を
引
用
し
て
い
な
い
。『
本
草
綱
目
』
を
参
照
に
し
て
本
文
を
作
成
し
た
。

表
２
・
本
草
綱
目
「
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
江
海
無
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類

鱖
魚

鱖
魚

お
こ
じ

×

（
舟+

鮝
）<

音
滕>

テ
ア
ン

<

和
名
乎
古
之
、
俗
云
、
乎
古
世
。>

【
附
録
】
鰧
魚

（
時
珍
曰
）、
按
『
山
海
經
』
云
、

②
『
山
海
經
』
云
洛
水
多
（
舟+

鮝
）
魚
如
鱖
、
居
于

洛
水
多
鰧
魚
、
状
如
鱖
、
居
于
逵
、（
中
略
）

逵

逵
乃
水
中
穴
道
、
交
通
者
愚
、

③<

水
中
穴
道
、
交
通
者
曰
逵>
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按
、
鰧
之
形
状
居
止
功
用
、
俱
與
鱖
同
、
亦
鱖
之

①
『
本
綱
』
、
形
状
居
止
功
用
倶
與
鱖
同
、
亦
鱖
之
類

類
也
。（
後
略
）

也
。

△
按
、（
舟+

鮝
）、
鱖
、
謂
生
於
湖
水
、
然
二
物
適
出
、

魚
肆
者
共
此
江
海
之
産
也
、
形
甚
醜
、
故
謂
醜
女
譬
之
、

其
刺
螫
人
、<

俗
云
、
山
神
好
食
（
舟+

鮝
）>

。

表
２
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
「
舟+

鮝
」
に
は
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
の
引
用
は
な
い
。
そ
の
分
類
に
影
響
を
受
け
て
い
な
い
。

表
３
・
本
草
綱
目
「
無
鱗
魚
」
類
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類

し
や
ち
ほ
こ

魚
虎
（
『
拾
遺
』）

×

魚
虎

イ
ユ
イ
フ
ウ

【
釋
名
】
土
奴
魚
（
『
臨
海
記
』
）。

土
奴
魚

鱐<

音
速>
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<

俗
用
鱐
字
未
詳

鱐
乃
乾
魚
之
字>

<

俗
云
、
奢
知
保
古>

【
集
解
】
藏
器
曰
、
生
南
海
。
頭
如
虎
、
背
皮
如

『
本
綱
』
、
魚
虎
、
生
南
海
中
、
其
頭
如
虎
、
背
皮
如

蝟
有
刺
、
著
人
如
蛇
咬
。
亦
有
變
為
虎
者
。

猬
有
刺
着
人
如
蛇
咬
、
亦
有
変
為
虎
者
、
又
云
大
如
斗
、

時
珍
曰
、
按
、
『
倦
游
錄
』
云
、
海
中
泡
魚
大
如

身
有
刺
如
猬
、
能
化
為
豪
豬
、
此
亦
魚
虎
也
。

斗
、
身
有
刺
如
猬
、
能
化
為
豪
豬
。
此
即
魚
虎
也
。

『
述
異
記
』
云
、
老
則
變
為
鮫
魚
。
【
気
味
】
有

毒
。

△
按
、
西
南
海
有
之
、
其
大
者
六
、
七
尺
、
形
畧
如
老

鰤
而
肥
、
有
刺
鬐
、
其
刺
利
如
釼
、
其
鱗
長
而
腹
下
有

翅
、
身
赤
黑
色
、
離
水
則
黄
、
黑
白
斑
、
有
齒
食
諸
魚
、

世
相
傳
曰
、
鯨
食
鰯
及
小
魚
、
不
食
大
魚
、
有
約
束
、

故
魚
虎
毎
在
鯨
口
傍
守
之
、
若
食
大
魚
、
則
乍
入
口
嚙

斷
鯨
之
舌
根
、
鯨
至
斃
、
故
鯨
畏
之
、
諸
魚
皆
然
矣
。

惟
鱣
、
鱘
能
制
魚
虎
而
已
、
如
入
網
則
忽
囓
破
出
去
、

故
漁
者
取
之
者
稀
焉
。
初
冬
有
出
于
汀
邊
矣
、
蓋
以
猛

魚
得
虎
名
爾
、
猶
有
蟲
蠅
蝎
虎
之
名
、
非
必
変
為
虎
者
。
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<

本
草
有
変
為
虎
者
之
、
有
字
以
可
考>

、
鱣
、
鱘
、
鯉

逆
上
龍
門
化
竜
亦
然
矣
、
城
樓
屋
棟
瓦
作
置
龍
頭
魚
身

之
形
謂
之
魚
虎
、<

未
知
其
據>

。
蓋
置
嗤
吻
於
殿
脊
以

辟
火
災
者
、
有
所
以
吻
、
詳
于
龍
下
。

×

に
ん
ぎ
よ

鯪
魚

（
魚
＋
帝
）
魚
〈
音
啼
、『
綱
目
』〉

人
魚

ジ
ン

イ
ユ
イ

『
和
名
抄
』
引
『
兼
名
苑
』
云
、
人
魚
、<

一
名
鯪
魚>

魚
身
人
面
者
也
。

（
前
略
）【
集
解
】（
前
略
）
徐
鉉
『
稽
神
録
』
云
、

『
本
綱
』
引
『
稽
神
録
』
云
、
有
謝
仲
玉
者
、
見
婦
人

有
謝
仲
玉
者
、
見
婦
人
出
没
水
中
、
腰
已
下
皆
魚
、

出
没
水
中
、
腰
已
下
皆
魚
、
又
有
査
道
者
奉
使
高
麗
、

乃
人
中
一
婦
人
、
肘
後
有
紅
鬣
。
問
之
。
曰
、
人

見
海
沙
中
一
婦
人
、
肘
後
有
紅
鬛
、
二
物
其
是
人
魚
也
。

魚
。（
後
略
）

推
古
帝
二
十
七
年
、
攝
州
堀
江
有
物
入
罟
、
其
形
如

兒
、
非
魚
非
人
、
不
知
所
名<

云
云>

、
今
亦
西
海
大
洋

中
間
有
之
、
頭
似
婦
女
、
以
下
魚
身
麤
、
鱗
淺
黑
色
、

似
鯉
、
尾
有
岐
、
両
鰭
有
蹼
、
如
手
而
無
脚
。
暴
風
雨
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將
至
時
見
矣
、
漁
父
雖
入
網
、
奇
不
捕
。

阿
蘭
陀
以
人
魚
骨<

名
倍
以
之
牟
禮>

為
解
毒
藥
、
有

神
効
、
其
骨
作
器
為
佩
腰
之
物
、
色
似
象
牙
而
不
濃
。

表
３
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
「
魚
虎
」
、「
人
魚
」
に
は
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
は
確
認
で
き
る
が
、
鱗
に
関
す
る
記
述
の
引
用
は
な
い
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
「
魚
虎
」
は
按
文
に
「
其
鱗
長
」
と
述
べ
、「
人
魚
」
に
は
「
鱗
淺
黑
色
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
良
安
が
「
無
鱗
」

を
「
有
鱗
」
に
し
た
。

表
４
・
本
草
綱
目
「
無
鱗
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
江
海
有
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類

ぶ
り

魚
師

魬

鰤
〈
音
師
、
訓
無
利
〉

鰤<

音
師>

<

和
名
波
里
萬
知

【
釈
名
】
魬
〈
音
販
、
又
辨
〉、
鰍
〈
音
秋
、（
後
略
）〉

ス
ウ

畧
曰
波
万
知>

魚
師
（
『
綱
目
』）

『
本
綱
』
、
鰤
、<

『
唐
韻
』
云
、
老
魚
也
。>

、
大
者

【
集
解
】
時
珍
曰
、
陳
藏
器
諸
魚
注
云
、
魚
師
大

有
毒
、
食
之
殺
人
、
今
無
識
者
。
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者
有
毒
殺
人
。
今
無
識
者
。

但
『
唐
韻
』
云
、
鰤
、
老
魚
也
。『
山
海
經
』
云
、

歷
虢

【
集
解
】
鰤
、
形
圓
大
而
細
鱗
、
頭
大
口
尖
、
背
蒼
腹
白
、

△
按
、
鰤
、
身
圓
大
而
細
鱗
、
頭
大
口
尖
、
背
蒼
腹
白
、

肉
中
有
紫
血
色
一
條
、
内
有
細
刺
、
如
鮪
鰹
之
紫
血
、
肉

肉
中
有
紫
血
色
一
條
、
内
有
細
刺
、
如
鮪
鰹
之
紫
血
、

倶
号
曰
血
合
也
。
大
者
七
、
八
尺
許
、
小
者
形
扁
俱
生
者
、
肉
倶
曰
血
合
也
。
味
酸
、
甘
、
不
美
、
六
月
其
小
者
五
、

味
甘
、
酸
、
不
美
。
淹
者
味
甘
、
膩
、
稍
美
、
乾
者
亦
佳
。

六
寸
、
名
津
波
須
。
西
国
號
和
加
奈
、
炙
以
蓼
醋
食
之
、

又
削
肉
去
皮
作
條
曝
乾
者
曰
鰤
筯
、
或
以
鮮
者
作
鱛
、
和

九
月
一
尺
許
者
名
眼
白
、
十
月
近
二
尺
者
名
魬
、<

波

姜
、
芥
、
醋
食
亦
稍
可
。
官
家
不
用
而
為
民
家
之
用
也
。

万
智>

。
江
東
称
伊
奈
多
為
魚
軒
、
和
芥
醋
食
最
美
、

今
以
丹
後
之
産
為
上
品
、
越
中
之
産
次
之
、
其
餘
不
及
二

如
鮾
則
令
人
醉
。<

凡
醉
者
可
知
有
毒
、
河
豚
、
魚
鰤
、

州
之
産
、
但
肥
筑
海
濱
采
者
亦
不
減
二
州
之
物
、
凡
自
冬

鰹
、
鯖
之
類
、
然
鮮
者
不
醉
。>

仲
冬
長
三
、
四
尺
、

至
春
賞
之
、
夏
時
偶
雖
有
之
、
而
不
足
用
、
曽
聞
師
魚
連

最
大
者
五
、
六
尺
者
、
名
鰤
、
削
肉
去
皮
作
條
曝
乾
者

行
、
自
東
北
之
洋
繞
西
南
之
海
、
然
比
至
丹
後
之
海
上
、

曰
鰤
筯
、
阿
蘭
陀
人
賞
味
之
、
呼
曰
羅
加
牟
、
用
猪
豕

魚
肥
脂
多
、
味
甚
甘
美
、
故
以
丹
産
為
上
品
、
丹
之
太
守

油
食
之
。

刺
史
争
献
貢
之
。（
中
略
）

【
発
明
】
凡
魚
性
温
而
令
人
醉
者
多
矣
。
醉
者
必
有
毒
、

若
河
豚
、
鰹
魚
、
師
魚
、
鯖
之
類
、
俱
宜
乾
而
不
宜
生
用

也
。
唯
師
魚
作
（
魚
＋
邑
）
則
無
毒
、
或
生
用
亦
多
、（
後
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略
）。

鰤
腌

冬
春
食
之
、
脂
多
味
厚
、
過
春
月
則
味
変
、
不

堪
食
、
丹
後
為
上
、
越
中
及
防
州
、
瀬
戸
、
崎
、
雲
州

艫
島
亦
佳
也
。
此
魚
自
少
至
老
時
改
名
、
初
在
江
海
、

徐
出
大
洋
、
而
復
自
東
北
海
連
行
、
終
西
海
対
州
焉
、

以
為
出
世
。
昇
進
之
物
称
之
大
魚
、
貴
賤
相
饋
、
為
歳

末
之
嘉
祝
。<

未
聞
有
毒
殺
人
者
、
蓋
自
対
州
入
中
華

海
則
甚
大
、
甚
老
、
故
得
老
魚
、
師
魚
之
名
、
毒
亦
甚

乎
。>

表
４
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
「
鰤
」
に
は
、『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
の
引
用
が
確
認
で
き
る
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
「
鰤
」
に
は
、『
本
朝
食
鑑
』
か
ら
「
細
鱗
」
を
引
用
し
、
そ
の
分
類
に
従
っ
て
、『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
の
項
目

を
「
有
鱗
魚
」
類
に
し
た
。

二
、「
有
鱗
」
か
ら
「
無
鱗
」
へ

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
で
は
、「
鯧
」
と
「
鱊
」
は
と
も
に
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。「
魴
」
と
「
鱭
」
は
と
も
に
『
本
草
綱
目
』
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「
魚
」
類
及
び
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
一
致
す
る
。

ま
た
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鰈
」
は
『
本
朝
食
鑑
』
「
江
海
有
鱗
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
し
、『
和

漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
と
一
致
す
る
「
鱛
残
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
の
項
目
と
も
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
本

文
を
比
較
対
照
す
る
と
、
表
５
、
表
６
、
表
７
に
な
る
。

表
５
・
本
草
綱
目
「
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
江
海
有
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

本
草
綱
目
「
魚
」
類

本
朝
食
鑑
「
江
海
有
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類

ま
な
か
つ
を

鯧
魚

×

鯧<

音
昌>

（
『
拾
遺
』）

チ
ヤ
ン

【
釈
名
】「
魚
＋
倉
」
魚
（
『
録
異
』
）
、
鯧
鯸
魚
〈
『
拾

鯧
鯸

「
魚
＋
倉
」
魚

遺
』
〉、
昌
鼠
〈
蔵
器
、（
時
珍
曰
）、
昌
、
美
也
、

昌
鼠

〈
俗
云
、
末
奈
加
豆
乎
〉

以
味
名
。
或
云
、
魚
游
於
水
、
群
魚
隨
之
、
食
其

③
或
云
、
鯧
游
於
水
、
群
魚
隨
之
、
食
其
涎
沫
、
有
類

涎
沫
、
有
類
於
娼
、
故
名
。
閩
人
訛
為
「
魚
＋
倉
」

於
娼
、
故
名
之
。

魚
。
広
人
連
骨
煮
食
、
呼
為
狗
瞌
睡
魚
。〉
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【
集
解
】（
前
略
）、
時
珍
曰
、
閩
、
浙
、
広
南
海

①
『
本
綱
』
、
鯧
、
生
南
海
四
、
五
月
出
之
、
形
似
鯿
、

中
、
四
、
五
月
出
之
。『
嶺
表
録
異
』
云
、

形
似

腦
上
突
起
、
連
背
身
圓
、
肉
厚
、
白
如
鱖
肉
、
只
有
一

鯿
魚
、
脳
上
突
起
、
連
背
身
圓
、
肉
厚
、
白
如
鱖

脊
骨
、
治
之
以
葱
、
薑
、
缶
之
以
粳
米
、
其
骨
亦
軟
而

肉
、
只
有
一
脊
骨
。
治
之
以
葱
、
薑
、
缶
之
以
粳

可
食
、

米
、
其
骨
亦
軟
而
可
食
。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

②<

甘
、
平>

、

【
主
治
】
（
前
略
）
腹
中
子
【
気
味
】
有
毒
。
令

④
腹
中
子
有
毒
、
令
人
下
痢
。

人
痢
下
（
藏
器
）。

『
三
才
圖
會
』
云
、
鯧
、
縮
項
扁
身
似
魴
而
扁
、
鱗
細
、

色
白
。

△
按
、
鯧
、
形
状
如
上
説
、
攝
泉
、
播
最
多
、
東
北
海

無
之
、
大
一
尺
余
、
白
色
帯
青
、
作
魚
軒
最
美
也
。
然

有
微
青
臭
気
、
炙
食
亦
佳
、
或
作
鮓
、
作
糟
漬
、
惟
不

宜
煮
食
、
但
雖
有
鱗
、
細
白
而
如
無
。

か
ゝ
み
う
を

ま
と
い
を

魴
魚

学
鰹<

訓
麻
那
加
豆
乎>

魴<

音
房>
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<
音
房
。『
食
療
』>

【
釈
名
】
鯿<

音
編>

、
魴<

略>

ハ
ン

鯿

<

俗
云
、
鏡
魚
、
又
云
、
的
魚>

<

鯧
、
魴
共
『
本
草
』
入
有
鱗
魚
之
類
、
今
改
出
于
無

鱗
下>

【
釈
名
】
鯿
魚<

音
編>

。
時
珍
曰
、
魴
、
方
也
。

鯿
、
扁
也
。
其
状
方
、
其
身
扁
也
。

③
其
状
方
、
其
身
扁
、
故
名
之
。

【
集
解
】（
中
略
）、
小
頭
縮
項
、
穹
脊
闊
腹
、
扁

①
『
本
綱
』
、
魴
、
小
頭
縮
項
、
穹
脊
闊
腹
、
扁
身
細

身
細
鱗
、
其
色
青
白
。
腹
内
有
肪
、

鱗
、
其
色
青
白
、
腹
内
有
肪
、

味
最
腴
美
。

④
作
鱠
味
最
腴
美
、

其
性
宜
活
水
。（
中
略
）

②
性
宜
活
水
、

又
有
一
種
火
燒
鯿
、
頭
尾
俱
似
魴
、
而
脊
骨
更
隆
。

⑥
火
燒
鯿

頭
尾
倶
似
魴
、
而
脊
骨
更
隆
、
上
有
赤
鬛

上
有
赤
鬣
連
尾
、
如
蝙
蝠
之
翼
、
黑
質
赤
章
、
色

連
尾
、
如
蝙
蝠
之
翼
、
黑
質
赤
章
、
色
如
烔
薫
、
故
名
。

如
煙
熏
、
故
名
。（
中
略
）。

肉
【
気
味
】
甘
、
溫
、
無
毒
。【
主
治
】（
中
略
）、

⑤
作
羹
臛
食<

甘
温>

宜
人
、
功
與
鯽
同
、
疳
痢
人
勿
食
。

作
羹
臛
食
、
宜
人
、
功
與
鯽
同
。
患
疳
痢
人
勿
食

（
孟
詵
）。

△
按
、
魴
、
鯧
二
物
、
形
状
相
似
、
而
其
所
説
亦
難
別
、
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惟
『
三
才
圖
會
』
所
圖
以
能
別
矣
、
蓋
魴
自
項
至
尾
有

鬐
、
而
有
一
條
絲
鬛
、
宜
炙
食
、
色
白
於
鯧
。

ち
り
め
ん
こ
あ
い

鱊
魚
（
音
聿
。『
綱
目
』）

×

鱊<

音
聿>

キ
ヱ
ウ

【
釈
名
】
春
魚
（
俗
名
）。
作
腊
、
名
鵝
毛
脠

。

春
魚

（
中
略
）

<

俗
云
、
縐
小
鰷>

【
集
解
】
時
珍
曰
、
按
、
段
公
路
『
北
戶
録
』
云
、

広
之
恩
州
出
鵝
毛
脠
、
用
塩
蔵
之
、
其
細
如
毛
、

③
名
鵞
毛
「
月
＋
廷
」。
其
細
如
毛
、

其
味
絕
美
。

郭
義
恭
所
謂
武
陽
小
魚
、
大
如
針
、
一
斤
千
頭
、

①
『
本
綱
』、
鱊
、
小
魚
也
。
大
如
針
、
一
斤
千
頭
、

以
為
醤
者
也
。

又
、
『
一
統
志
』
云
、
広
東
陽
江
縣
出
之
、
即
鱊

魚
兒
也
。
然
今
興
国
州
諸
處
亦
有
之
、
彼
人
呼
為

春
魚
、
云
春
月
自
岩
穴
中
隨
水
流
出
、
状
似
初
化

②
春
月
自
岩
穴
中
隨
水
流
出
、
状
似
初
化
魚
苗
、
取
收

魚
苗
、
土
人
取
收
曝
乾
為
「
月
＋
廷
」
、
以
充
苞

曝
乾
為
「
月
＋
廷
」、

苴
、
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食
以
薑
醋
味
同
蝦
米
、
或
云
、
此
鱧
魚
苗
也
。

④
食
以
薑
醋
味
同
蝦
米
、〈
甘
、
温
〉、
或
云
、
此
鱧
魚

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。【
主
治
】（
後
略
）。

苗
也
。

×

△
按
、
鱊
魚
、
春
月
攝
播
多
取
之
、
最
細
小
、
不
過
寸
、

身
圓
潔
白
、
而
似
索
麪
之
屑
、
目
有
両
黑
點
、
熬
之
縬

縬
如
縐
線
、
故
名
縐
小
鰷
、
熬
之
食
味
〈
甘
〉
如
饙
、

曝
乾
亦
佳
也
、
實
非
鰷
子
、
此
鰡
苗
也
。

鰮
子

同
時
出
、
大
寸
許
、
畧
扁
、
白
而
帯
微
黑
色
、

是
亦
稱
小
鰷
、
熬
之
不
脆
、
味
劣
。

鱭
魚

た
ち
い
を

（
音
劑
。『
食
療
』）

「
魚
」「
齊
」<

音
剤
、
訓
多
知
宇
於>

「
魚
＋
齊
」

【
釈
名
】
鮆
魚
（
音
劑
）、
鮤
魚
（
音
列
）、
鱴
刀

【
釈
名
】×

鮆

「
魚
＋
蔑
」

魛

（
音
篾
）、
魛
魚
（
音
刀
）、
鰽
魚
（
広
韻
音
迺
、

鰽

望
魚

亦
作
鮂
）、
望
魚
。

俗
云
、
太
刀
魚

時
珍
曰
、
魚
形
如
劑
物
裂
篾
之
刀
、
故
有
諸
名
。

『
魏
武
食
製
』
謂
之
望
魚
。

【
集
解
】
時
珍
曰
、
鱭
生
江
湖
中
、
常
以
三
月
始

『
本
綱
』「
魚
」「
齊
」
生
江
湖
中
、
常
以
三
月
始
出
、

出
。
状
狹
而
長
薄
、
如
削
木
片
、
亦
如
長
薄
尖
刀

状
狹
而
長
、
薄
如
削
木
片
、
細
鱗
白
色
、
吻
上
有
二
硬
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形
。
細
鱗
白
色
。
吻
上
有
二
硬
鬚
、
腮
下
有
長
鬣

鬚
、
腮
下
有
長
鬛
如
麥
芒
、
腹
下
有
硬
角
刺
、
快
利
若

如
麥
芒
。
腹
下
有
硬
角
刺
、
快
利
若
刀
。
腹
後
近

刀
、
腹
後
近
尾
有
短
鬛
、
肉
中
多
細
刺
、
煎
、
炙
或
作

尾
有
短
鬣
、
肉
中
多
細
刺
。
煎
、
炙
或
作
鮓
、
鱐
、

鮓
食
皆
美
、
烹
煮
不
如
。
蓋
此
魚
飲
而
不
食
鱣
、
鮪
、

食
皆
美
、
烹
魚
不
如
。
『
淮
南
子
』
云
、
鮆
魚
飮

食
而
不
飲
。

而
不
食
、
鱣
、
鮪
食
而
不
飮
。（
後
略
）。

【
集
解
】
處
處
江
海
采
之
、
状
狭
長
薄
、
如
本
朝
太
刀
之

△
按
、「
魚
＋
齊
」、
生
江
海
中
、
然
言
生
於
江
湖
者
、

短
狭
、
故
俗
称
太
刀
魚
。

非
也
。

八
、
九
月
與
鰯
同
時
盛
出
、
泉
州
、
播
州
特
多
、
其
大

者
三
、
四
尺
、
小
者
一
、
二
尺
、
似
海
鰻
而
薄
扁
、
青

色
上
帯
白
、
如
塗
雲
母
、
是
乃
脂
也
。

細
鱗
、

甞
無
鱗
、
然
言
有
細
鱗
者
、
非
也
。

白
色
吻
上
有
二
硬
鬚
、
腮
下
有
長
鬛
如
麥
芒
之
編
束
、
腹

其
眼
圓
大
、
而
吻
腮
及
臍
下
硬
鬛
、
皆
如
本
草
之
説
、

下
有
硬
角
鰭
、
快
利
若
刀
、
腹
後
近
尾
有
短
鬛
、
肉
中
多

刮
去
白
脂
而
可
熬
可
炙
、
其
肉
白
脆
、
味
美
也
。
小
骨

細
刺
、
煮
、
炙
而
食
、
煮
不
如
炙
、
或
作
鮓
而
佳
、
（
後

横
于
脊
如
箆
櫛
。

略
）。

表
５
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
「
鯧
」
と
「
鱊
」
に
は
、
『
本
草
綱
目
』
か
ら
の
引
用
が
確
認
で
き
る
が
、『
本
朝
食
鑑
』
の
引
用
は
確
認
で
き
な
い
。
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ま
た
、「
魴
」
と
「
鱭
」
は
と
も
に
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
の
項
目
に
確
認
で
き
る
が
、「
魴
」
は
本
文
を
引
用
し
て
い
な
い
。

二
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
「
魴
」
の
本
文
に
、「
鯧
、
魴
共
『
本
草
』
入
有
鱗
魚
之
類
、
今
改
出
于
無
鱗
下
」
の
一
文
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
理
由

は
述
べ
て
い
な
い
。

三
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
鱊
」
に
は
、
鱗
に
つ
い
て
の
描
写
は
存
在
し
な
い
。「
有
鱗
」
か
ら
「
無
鱗
」
に
し
た
理
由
も
述
べ
て
い
な
い
。

四
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
＋
齊
」
に
は
、
按
文
に
「
甞
無
鱗
、
然
言
有
細
鱗
者
、
非
也
」
と
あ
り
、『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
で
は
「
細
鱗
」
と
あ
る
の
に

対
し
て
、
良
安
は
「
無
鱗
」
類
に
し
た
。

表
６
・
本
草
綱
目
「
無
鱗
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
江
海
有
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

本
草
綱
目
「
無
鱗
魚
」

本
朝
食
鑑
「
江
海
有
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類

か
れ
ゑ
ひ

比
目
魚
（
『
食
療
』）

か
れ
い

【
釋
名
】
鰈
（
音
蝶
）、
鞋
底
魚
。

鰈
魚<

音
蝶
、
訓
加
禮
比>

鰈<

音
蝶>

【
釈
名
】
比
目<

訓
比
良
女>

、（
後
略
）。

「
魚
＋
介
」<

音
介>

比
目
魚

鰜<

音
兼>

鞋
底
魚

「
魚
＋
去
」<

音
去>

、
奴
屩
魚

婢
簁
魚



- 196 -

<

和
名
、
加
良
衣
比
、
又
云
、
加
禮
比>

時
珍
曰
、
比
、
並
也
。
魚
各
一
目
、
相
並
而
行
也
。

②
各
一
目
、
相
並
而
行
、
故
名
比
目
魚
。

（
中
略
）

【
集
解
】
時
珍
曰
、
案
、
郭
璞
云
、
今
所
在
水
中

①
『
本
綱
』
、
鰈
、
状
如
牛
脾
及
女
人
鞋
底
、
細
鱗
紫

有
之
。
状
如
牛
脾
及
女
人
鞋
底
、
細
鱗
紫
黑
色
、

白
色
。
両
片
相
合
乃
得
行
。
其
合
處
半
邊
平
而
無
鱗
、

両
片
相
合
乃
得
行
。
其
合
處
半
邊
平
而
無
鱗
、
口

口
近
腹
下
。

近
腹
下
。

劉
淵
林
以
為
王
余
魚
、
蓋
不
然
。

③
劉
淵
林
以
為
王
餘
魚
、
蓋
不
然
。<

王
餘
魚
、
乃
今

云
、
白
魚
。>

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

④
肉<

甘
、
平>

【
主
治
】
補
虛
益
気
力
。
多
食
動
気
（
孟
詵
）。

⑤
益
気
力

△
按
、
『
倭
名
抄
』
亦
用
王
餘
魚
、<

訓
加
良
衣
比>

、

【
集
解
】
處
處
多
有
、
形
似
魴
而
平
薄
、
頭
小
、
嘴
尖
、

謬
也
。<

王
餘
魚
、
乃
膾
殘
也
。>

、
鰈
形
似
魴
而
扁
頭

双
眼
相
並
而
近
、
在
背
向
上
、
表
黑
有
細
鱗
、
裏
白
無
鱗
。
小
、
口
尖
、
黑
紫
有
細
鱗
、
裏
白
滑
、
其
両
眼
相
去
甚

（
中
略
）。

近
、
向
上
而
相
比
、
故
名
比
目
魚
乎
。
然
『
本
草
』
引

『
爾
雅
』
云
、
鰈
、
一
目
而
不
比
不
行
、
故
両
片
相
合

乃
得
行
之
説
、
非
也
。
不
知
別
一
物
有
乎
否
、

大
者
二
、
三
尺
、
小
者
有
差
、
春
末
夏
初
最
多
采
之
、
其

大
者
二
、
三
尺
、
其
種
類
多
。
可
炙
可
「
月
」「
雋
」、
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種
類
多
。

其
肉
白
、
柔
、
甘
、
美
味
厚
、
脾
虚
痞
滿
者
不
宜
食
。

出
両
越
及
若
州
、（
中
略
）、
其
法
、
采
鮮
鰈
多
子
者
、
以

蒸
鰈

出
於
若
狹
及
越
前
、
大
尺
許
者
、
以
鹽
水
蒸
、

塩
水
蒸
之
、
令
半
熟
而
取
出
、
陰
乾
數
日
号
曰
蒸
鰈
。

令
半
熟
取
出
、
陰
乾
數
日
而
炙
食
、
如
有
些
鯘
気
而
亦

味
美
也
。

一
種
大
一
、
二
尺
、
或
五
、
六
寸
、
裏
之
白
皮
有
黑
點
者

星
鰈<

一
名
、
甘
鰈>

裏
白
皮
有
黑
點
者
、
其
大
者
尺

号
曰
星
鰈
。

余
、
小
者
五
、
六
寸
。

一
種
大
者
尺
許
、（
中
略
）、
表
之
黑
皮
、
鰭
之
両
邊
、
自

石
鰈

表
黑
皮
、
鰭
両
邊
有
黑
片
石
子
者
味
勝
、
大
者

上
至
下
有
黑
片
石
子
而
相
聯
者
号
曰
石
鰈
。（
中
略
）。

尺
許
。

瓶
子
鰈

形
團
大
而
背
鱗
中
有
丸
紋
、
秋
冬
出
於
播
州

明
石
、
大
者
尺
半
、
其
味
美
、
為
最
上
。

一
種
大
者
不
過
六
、
七
寸
、
形
比
尋
常
之
小
鰈
則
狭
小
肉

白
水
鰈<

一
名
霜
月
鰈
、
又
云
、
藻
鰈>

仲
冬
多
出
、

薄
、
雖
子
滿
腹
、
味
不
佳
、
号
曰
藻
鰈
、
又
曰
霜
月
鰈
。

大
者
不
過
六
、
七
寸
、
形
狹
小
而
肉
薄
、
軟
子
亦
雖
滿

腹
、
味
不
佳
。

一
種
形
略
同
而
有
表
裏
無
鱗
者
号
曰
雌
板
鰈
。

目
板
鰈

表
裏
無
鱗
、
畧
狹
長
。

乾
鰈
、
尋
常
之
乾
脯
也
。
出
泉
、
紀
等
州
、
炙
食
而
香
美

可
愛
、
一
種
大
不
過
一
寸
餘
者
、
作
脯
名
曰
木
葉
鰈
、
是

木
葉
鰈

大
一
寸
許
、
作
脯
炙
食
香
美
、
出
於
泉
州
、

泉
之
珍
品
、
号
岡
田
鰈
者
也
。
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『
異
物
志
』
所
謂
箬
葉
魚
者
、
乃
是
矣
。

表
６
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
「
鰈
」
は
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
の
内
容
を
引
用
し
た
。

二
、『
本
朝
食
鑑
』
は
「
有
鱗
」
類
に
し
た
が
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』
の
分
類
に
従
っ
て
、「
無
鱗
魚
」
類
に
し
た
。

表
７
・
本
草
綱
目
「
魚
」
類
と
本
朝
食
鑑
「
江
海
無
鱗
魚
」
と
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
に
共
通
す
る
項
目

本
草
綱
目
「
魚
」
類

本
朝
食
鑑
「
江
海
無
鱗
」
魚

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類

鮊
魚<

訓
志
呂
乎>

し
ろ
い
を

鱠
殘
魚

鱠
殘
魚

（
『
食
鑒
』）

ク
ワ
イ
ツ
ア
ン
イ
ユ
イ

【
釈
名
】
王
余
魚
（
『
綱
目
』
）、
紙
魚
。

王
餘
魚

銀
魚

【
釈
名
】
白
魚<

略>
<

俗
云
、
白
魚>

時
珍
曰
、
按
、『
博
物
志
』
云
、
吳
王
闔
閭
江
行
、

②<

『
博
物
志
』
云
、
呉
王
食
魚
膾
、
棄
其
殘
餘
於
江
、

食
魚
鱠
、
棄
其
殘
餘
於
水
、
化
為
此
魚
、
故
名
。

化
為
此
魚
、
故
名
。
或
作
越
王
或
作
僧
寶
誌
、
皆
傅
會

或
又
作
越
王
及
僧
寶
志
者
、
益
出
傅
會
、
不
足
致

也
、
不
足
致
辨>

、
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辯
。

【
集
解
】
時
珍
曰
、
鱠
殘
出
蘇
、
淞
、
浙
江
。
大

①
『
本
綱
』
、
膾
殘
魚
、
大
者
四
、
五
寸
、
身
圓
如
筯
、

者
長
四
、
五
寸
、
身
圓
如
筋
、

潔
白
如
銀
、

無

潔
白
如
銀
、
無
鱗
、
若
已
鱠
之
魚
、
但
目
有
両
黑
點
爾

鱗
、

若
已
鱠
之
魚
、
但
目
有
両
黑
點
爾
。
彼
人

小
者
、
曝
乾
以
貨
四
方
、
清
明
前
有
七
子
、
甚
美
、
清

尤
重
小
者
、
曝
乾
以
貨
四
方
。
清
明
前
有
子
、
食

明
後
子
出
而
痩
、
但
可
作
鮓
腊
耳
。

之
甚
美
。
清
明
後
子
出
而
瘦
、
但
可
作
鮓
臘
耳
。

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

【
主
治
】
作
羹
食
、
寬
中
健
胃
（
寧
源
）。

③
肉
作
羹
食
、
健
胃
。

『
本
草
必
讀
』
云
、
鱠
殘
魚
、
色
青
、
離
水
色
變
則
白

矣
。

【
集
解
】
白
魚
者
、
氷
魚
之
大
也
。
生
江
河
之
中
、
（
中

⑤
凡
立
春
初
出
、
人
賞
之
。
二
、
三
月
腹
有
子
、

略
）
、
白
魚
至
春
上
河
、
二
、
三
月
之
際
生
子
于
水
草
、

沙
石
間
、（
中
略
）、

味
稍
劣
焉
、
生
帯
青
色
、
離
水
則
白
、
煮
之
則
益
潔
白
、

頭
尾
尖
而
身
扁
、
有
鬐
無
皮
骨
、
煮
食
軟
、
甘
、
美
、

供
上
饌
或
以
竹
串
貫
眼
相
聯
曝
乾
作
魥
、<

俗
云
、
目

佐
之>

。
一
種
有
氷
魚<

河
湖
無
鱗
魚
下
有
之>

。
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伊
勢
、
志
摩
、
參
州
守
令
貢
献
之
、（
後
略
）。

④
△
按
、
鱠
殘
魚
、
生
江
海
交
、
伊
勢
、
志
摩
、
參
河
、

肥
後
、
備
前
多
出
、
攝
播
亦
有
之
。

表
７
か
ら
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

一
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
「
鱠
殘
魚
」
は
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
を
引
用
し
た
。

二
、『
本
草
綱
目
』
に
李
時
珍
の
説
で
は
、「
無
鱗
」
と
あ
る
の
に
、「
有
鱗
」
類
に
し
た
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
李
時
珍
の
説
を
引
用
し
て
、「
無
鱗
」
類
に
し
た
。

こ
れ
は
良
安
の
『
本
草
綱
目
』
へ
の
修
正
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
で
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
両
書
の
分
類
を
参
照
に
し
て
、
自
分
の
知
見
を
加
え
て
、
魚
類
の
「
有
鱗
」・

「
無
鱗
」
の
分
類
を
独
自
に
決
め
た
。

ま
と
め
て
言
え
ば
、『
和
漢
三
才
図
会
』「
魚
」
部
は
『
本
草
綱
目
』
に
拠
り
な
が
ら
、『
本
朝
食
鑑
』
を
参
照
に
し
て
、
日
本
の
も
の
を
増
補
し
て
い
る
。
ま
た
、
良

安
は
両
書
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
独
自
に
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
に
細
分
化
し
た
。
ま
た
、「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」「
無
鱗
魚
河

湖

」「
無
鱗
魚
江
海

」
の
下
に
、
類
似
性
に
よ
っ
て
「
和
漢
」
の
項
目
を
配
列
し
た
の
で
あ
る
。



- 201 -

終
章

第
一
節

結
論

本
研
究
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
出
典
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
類
と
い
う
二
点
に
着
目
し
、
和
漢
比
較
の
立
場
か
ら
主
点
研
究
を
行
っ
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
出
典
研
究
に
つ
い
て
、
本
研
究
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
引
用
書
目
を
悉
皆
調
査
し
、『
本
草
綱
目
』
本
文
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
次

の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
寺
島
良
安
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
作
成
に
際
し
て
、
九
六
八
種
の
書
目
（
略
称
、
撰
者
名
等
を
含
む
）
を
引
用
し
て
い
る
。

第
二
に
、
漢
籍
に
は
本
草
書
や
医
書
が
最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
、
引
用
回
数
が
一
番
多
い
の
は
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
成

立
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

第
三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、
独
自
に
改
変
を
行
っ
た
。

『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類
を
考
察
し
た
結
果
、
結
論
と
し
て
次
の
四
点
が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、『
本
草
綱
目
』
は
十
六
部
六
〇
類
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
部
立
構
成
は
整
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
「
部
」
と
「
類
」
の
階
層
概
念
が

明
確
で
は
な
い
。

第
二
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
地
部
の
「
地
理
」
十
九
巻
（
巻
六
十
二
～
八
十
）
を
除
い
て
、
巻
三
七
～
一
〇
五
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
と
多
く
の
部
分
が
一
致
す

る
。第

三
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
『
本
草
綱
目
』
の
部
立
を
継
承
し
な
が
ら
、
部
立
の
名
称
を
変
え
た
り
、
統
合
し
た
り
、
細
分
化
し
た
り
し
て
い
る
。
本
論
文
は
「
葷
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草
」
類
、
「
水
草
」
類
と
「
魚
」
部
か
ら
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
、『
本
草
綱
目
』「
葷
菜
」
類
を
「
葷
草
」
類
に
変
え
た
。
ま
た
、『
本
草
綱
目
』「
水
草
」

類
、「
水
菜
」
類
、「
苔
草
」
類
を
「
水
草
」
類
に
統
合
し
た
。
次
に
、『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
を
「
有
鱗
魚
河
湖

」「
有
鱗
魚
江
海

」
と
し
、「
無
鱗
魚
」
を
「
無
鱗
魚
河
湖

」「
無

鱗
魚
江
海

」
と
し
て
細
分
化
し
た
。

第
四
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
項
目
の
配
列
は
『
本
草
綱
目
』
を
継
承
し
つ
つ
、
類
似
性
に
よ
っ
て
配
列
順
を
入
れ
替
え
た
。
ま
た
、
類
似
性
に
よ
る
配
列

で
、
日
本
の
項
目
を
増
補
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
和
」
と
「
漢
」
を
融
合
し
て
い
た
。

第
二
節

今
後
の
課
題

以
上
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
お
け
る
引
用
書
目
『
本
草
綱
目
』
の
諸
問
題
に
関
し
て
、
出
典
研
究
、
比
較
研
究
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
本
論
文
の
論
証
は
い
ま
だ
不
十

分
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
今
後
の
研
究
の
指
針
を
示
す
。

第
一
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
九
六
八
種
の
書
物
を
引
用
し
た
。
そ
の
う
ち
、
引
用
回
数
が
一
番
多
い
の
は
『
本
草
綱
目
』
で
あ
る
。
本
論
文
に
は
主
に
『
本
草
綱

目
』
と
の
出
典
研
究
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
今
後
は
『
本
草
綱
目
』
以
外
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
続
け
て
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
本
論
文
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
地
部
の
「
地
理
」
十
九
巻
（
巻
六
十
二
～
八
十
）
を
除
い
て
、
巻
三
七
～
一
〇
五
の
部
立
は
『
本
草
綱
目
』
と
か
な
り

一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
が
、
巻
三
七
以
前
の
部
立
は
ど
の
よ
う
な
先
行
書
物
に
拠
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
究
明
し
て
い
き
た
い
。

第
三
に
、
本
論
文
は
「
葷
草
」
類
、「
水
草
」
類
と
「
魚
」
部
か
ら
考
察
を
行
っ
た
が
、
今
後
は
ほ
か
の
部
類
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。

第
四
に
、
本
論
文
で
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
と
『
本
朝
食
鑑
』
、『
大
和
本
草
』
の
出
典
関
係
に
も
触
れ
た
が
、
今
後
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
全
体
か
ら
、『
本
朝
食
鑑
』
、

『
大
和
本
草
』
と
の
関
係
を
究
明
し
て
い
き
た
い
。
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第
五
に
、『
和
漢
三
才
図
会
』
は
の
ち
の
書
物
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

※

使
用
テ
キ
ス
ト

『
三
才
図
会
』

国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
・
明
・
万
暦
三
七
（
一
六
〇
九
）
序
刊
（
子
‐
七
）

『
本
草
綱
目
』

国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
・
明
・
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
金
陵
本

(W
B

二
一
‐
二)

。

『
本
朝
食
鑑
』

国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
・
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
版
（
一
四
〇

一
六
二
）。

－

『
和
漢
三
才
図
会
』

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
・
杏
林
堂
藏
版
・
嶝
口
太
兵
衛
尉
刊
版
本
（
九
六

一
九

一
～
八
）。

－

－
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謝
辞本

論
文
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
で
す
。

本
論
文
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
多
く
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。

指
導
教
授
で
あ
る
藏
中
し
の
ぶ
先
生
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
時
に
応
じ
て
、
厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
や
さ
し
く
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

を
通
し
て
、
私
自
身
の
至
ら
な
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
努
力
の
糧
に
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
研
究
へ
の
道
を
開
い
て
下
さ
っ
た
藏
中
先
生
に
は
、

今
あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
広
東
外
語
外
貿
大
学
の
韋
立
新
先
生
の
ご
紹
介
で
、
国
費
留
学
生
と
し
て
、
大
東
文
化
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
機
会
を
頂
い
て
、
心

よ
り
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
の
安
保
博
史
先
生
に
は
、
貴
重
な
御
教
示
を
頂
い
て
き
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
相
田
満
先
生
、
駒
澤
大
学
の
萩
原
義
雄
先
生
、
愛
知
県
立
大
学
の
洲
脇
武
志
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
青
木
淳
子
先
生
、
大
東
文
化
大

学
の
丁
鋒
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
非
常
勤
の
笹
生
美
貴
子
先
生
、
大
東
文
化
大
学
の
非
常
勤
の
オ
レ
グ
・
プ
リ
ミ
ア
ー
二
先
生
、
口
頭
発
表
や
博
士
論
文
執
筆
に
際
し
、

御
助
言
、
御
指
導
頂
い
た
先
生
方
に
も
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
大
な
学
恩
を
頂
い
た
藏
中
先
生
研
究
室
を
は
じ
め
、
水
門
の
会
、
和
漢
比
較
文
学
会
、
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
な
ど
諸
会
の
方
々
、
そ
し
て
、
御
世
話
に
な
り
な
が
ら
こ
こ
に
御
名
前
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
も
、
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
自
分
の
思
う
道
を
進
む
こ
と
に
対
し
、
温
か
く
見
守
り
し
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
に
対
し
て
は
、
深
い
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。



- 205 -

資
料
一

現
存
す
る
『
和
漢
三
才
図
会
』
版
本
書
目
集
覧

書
名

所
蔵

請
求
記
号

刊

写

刊
年
或
書

形
態

冊
数

残
欠

N0

の
別

写
年

1

和
漢
三
才
圖
會

国
文
研

マ3

ー1

－

刊

大

79

冊

巻
二
〇
～
二
三
・
五
二
欠

1

～79

2

和
漢
三
才
圖
會

国
文
研

マ3
－24

刊

大

81

冊

ー1

～81

3

和
漢
三
才
圖
會

国
文
研
鵜
飼

96

－19

－

刊

26.0
×

18.5cm

大

81

冊

1

～81

4

倭
漢
三
才
図
会

伊
達
開
拓

030

・1

－1

刊

大

53

冊

巻
二
二
・
二
三
・
三
七
・
三
八
・
六
三
～
六
七
・

～53
95

巻
存

九
四
欠
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5
倭
漢
三
才
図
会

八
戸
図

図
一

一
二

刊

25.0
×

18.0
79

冊

一
～
七
九

6

倭
漢
三
才
図
会

八
戸
図

図
一

一
三

刊

26.5
×

19.0
72

冊

巻
五
二
・
五
九
・
六
〇
欠

一
～
七
二

7

倭
漢
三
才
図
会

八
戸
図

図
一

一
四

刊

26.3
×

18.0
24

冊

一
～
二
四

8

和
漢
三
才
図
会

弘
前
市
弘
前
図

Ｗ

031
－

刊

正
徳
二

78

冊

巻
九
九
～
一
〇
二
欠

14

9

和
漢
三
才
図
会

弘
前
市
弘
前
図

Ｗ

031

－

刊

正
徳
三

8

冊

首
巻
・
第
一
〇
・
一
三
・
一
五
・
四
四
・
五
三
・

14

イ

五
四
・
六
二
末
・
七
八
存

10

和
漢
三
才
図
会

弘
前
市
弘
前
図

Ｗ

031

－

刊

正
徳
二

73

冊

一
～
六
・
三
七
・
八
一
巻
欠

140
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11
倭
漢
三
才
図
会

北
上
図

18

刊

正
徳
二

26
×

18

㎝

12

和
漢
三
才
圖
會
畧

宮
城
県
図
伊
達

D
031

．2

－

刊

27.3cm
79

冊

巻
第
一
五
・
二
四
～
二
六
欠

ワ1

－2

13

和
漢
三
才
圖
會
畧

宮
城
県
図
伊
達

D
031

．2

－

刊

27cm
79

冊

第
六
六
・
七
五
巻
存

ワ1

14

和
漢
三
才
圖
會
畧

宮
城
県
図
伊
達

D
031
．2

－

刊

26.8cm
1

冊

第
六
六
巻
存

ワ1
－3

15

倭
漢
三
才
圖
會
畧

東
北
大
和
算

D
IG

－

刊

巻
第
一
～
三
存

T
H

K
W

－

5880

16

倭
漢
三
才
圖
會

大
曲
図

刊

正
徳
二

80

冊

17

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

81

冊
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18
和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

81

冊

19

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

80

冊

巻
六
一
欠

20

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

江
戸

55

冊

首
巻
・
九
・
一
三
～
一
五
・
一
八
・
一
九
・
三
三

・
三
四
・
三
九
・
四
一
・
四
五
～
四
七
・
五
九
・

六
二
～
六
七
・
八
〇
・
九
四
・
九
五
・
一
〇
三
・

一
〇
四
・
尾
巻
欠

21

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25
刊

江
戸

2

冊

巻
三
・
七
・
八
・
七
一
存

22

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

2

冊

巻
八
二
・
九
二
存

23

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

1

冊

巻
五
五
・
五
六
存

24

和
漢
三
才
圖
會
略

酒
田
光
丘

25

刊

江
戸

1

冊

巻
九
六
存
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25
倭
漢
三
才
圖
會

酒
田
光
丘

26

－

303

刊

81

冊

－1

、J176

26

和
漢
三
才
圖
會

茨
城
大
菅

一

2

三

刊

27
×

18cm
1

冊

巻
六
七
存

27

和
漢
三
才
図
会

茨
城
県
歴
史

長
一-

一
五

写

1

冊

28

和
漢
三
才
図
会

茨
城
県
歴
史

旧
一-

一

刊

正
徳
三

81

冊

29

和
漢
三
才
図
会

興
風
図

400
－1

刊

25.4
×

17.5cm
81

冊

30

倭
漢
三
才
図
会

千
葉
大
古
医
書

4
4

7
4

2

～

刊

正
徳
五

79

冊

44822

31

和
漢
三
才
図
会/

千
葉
大
古
医
書

44752

刊

1

冊

巻
一
一
存

経
路

32

和
漢
三
才
圖
★
畧

麗
沢
大
田
中

219

ー179

刊

81

冊
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－2

33

和
漢
三
才
圖
會

国
学
院
高
弦
之
舎

2
269

刊

正
徳
乙
未27

×
18cm

62

冊

34

倭
漢
三
才
図
会

順
天
大
山
崎

460-2

刊

35cm
3

冊

35

和
漢
三
才
圖
絵

玉
川
大
教
育
学
情
図W

0
3

1

．2

刊

26cm
38

冊

ワ

36

和
漢
三
才
図
会

家
政
学
院
大
江

144105
～

刊

27
×

18cm
81

冊

85

37

和
漢
三
才
図
会

家
政
学
院
大
江

144024

～

刊

25.8
×

18.4cm
81

冊

104

38

倭
漢
三
才
図
絵

国
立
天
文
台

556

刊

6

冊
39

和
漢
三
才
圖
會

東
洋
大
哲
学
堂

よ4

右21

刊

正
徳
五

26
×

18cm
41

冊
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T2411

～

2425

40

和
漢
三
才
図
会

二
松
学
舎
大
図

刊

81

冊

41

倭
漢
三
才
圖
會

法
大
鴻
山

283

－196

刊

2

冊

巻
第
一
六
・
一
七
・
二
七
～
三
〇
存

－15

42

和
漢
三
才
図
会

早
大
服
部

イ17
20

刊

1

冊

巻
二
四
～
二
六
存

43

和
漢
三
才
圖
會
畧

三
康
図

一

七
一

刊
81

冊

44

倭
漢
三
才
図
絵

紙
の
博
物
館

4
7

5
8

刊

正
徳
二
～26cm

81

冊

Te63

正
徳
五

45

和
漢
三
才
図
絵

横
浜
市
大
三
枝

I
6

刊

正
徳

1

冊

三
五
・
三
六
巻
存

46

和
漢
三
才
圖
會

横
浜
市
大
鮎
澤

W
031

－7

刊

25cm
2

冊

巻
一
三
・
一
四
存
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47
和
漢
三
才
圖
會

新
潟
大
佐
野

02

刊

81

冊

48

和
漢
三
才
圖
會

富
山
市
図
翁
久
允

031-

テ-0

～

刊

81

冊

0
3

1
-

テ

ー

102

49

和
漢
三
才
図
会
略

石
川
県
図
饒
石

03-13

刊

26cm
25

冊

50

倭
漢
三
才
図
会

加
賀
図
聖
藩

〇
二
〇

5

刊

68

冊

91

巻
存
、92

巻
以
下
欠

51

倭
漢
三
才
図
会

加
賀
図
聖
藩

〇
二
〇

3

刊

79

冊

巻
二
・
四
二
欠

52

和
漢
三
才
図
会

石
川
県
歴
博
大
鋸

031-6

刊

1

冊

巻
六
存

53

和
漢
三
才
図
会

小
浜
図
酒
井

刊

30

冊

54

倭
漢
三
才
圖
會

武
生
図

240

－

32

刊

81

冊
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－2

、J125

55

和
漢
三
才
図
会
略

大
野
高

1

刊

26
×

81cm
81

冊

56

倭
漢
三
才
図
会

岐
阜
市
図

刊

正
徳
五

半

76

冊

一
～
七
十
六
存

57

倭
漢
三
才
圖
會

岐
阜
市
図

253

ー

29

刊

78

冊

－3

、J133

58

（
抄
録
）
和
漢
三

内
藤
く
す
り

0
7

6
3

9
－

写

25

冊

九
・
一
六
・
一
九
欠

才
図
会

030

59

倭
漢
三
才
図
会

内
藤
く
す
り
大
同

4
5

4
5

4

－

刊

1

冊

巻
第
一
五
存

030

60

和
漢
三
才
図
会

内
藤
く
す
り
大
同

3
8

7
4

7

ー

刊

正
徳
三

40

冊

目
録
・
巻
第
六
三
～
一
〇
五
存

030



- 214 -

61
倭
漢
三
才
図
会

刈
谷
図
村
上

30

－1252

刊

81

冊

－1

62

和
漢
三
才
圖
繪

半
田
図

刊

正
徳5
26cm

81

冊

63

和
漢
三
才
図
会

中
京
大
図

橋

刊

江
戸
中
期

1

冊

巻
八
〇
存

031/Te47

64

和
漢
三
才
図
會
巻

中
京
大
図

299
ー

95

刊

1

冊

第
八
十

ー8

65

和
漢
三
才
図
会

蓬
左
堀
田

堀
・
四
六
七

写

1

冊

巻
七
七
存

66

和
漢
三
才
図
會

新
城
情
報
牧
野

255-164-7

刊

1

冊

67

和
漢
三
才
図
會
畧

新
城
情
報
牧
野

255-201-3

刊

70

冊

68

和
漢
三
才
図
會

新
城
情
報
牧
野

255-355-1

刊

8
冊

巻
第
一
二
・
一
三
・
一
六
・
一
七
・
三
八
・
四
五
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・
～
四
七
・
六
三
・
九
七
・
九
八
存

69

和
漢
三
才
図
會

新
城
情
報
牧
野

255-371-3

刊

2

冊

巻
之
首
・
巻
第
五
二
存

70

和
漢
三
才
図
会

甲
賀
水
口
図

刊

正
徳2

26.5
×

18.5cm
80

冊

残
欠
あ
り

71

和
漢
三
才
図
会

滋
賀
県
膳
所
高

5

刊

文
政7

81

冊

72

倭
漢
三
才
圖
會

仏
教
大
平
中

国
書-459

刊

26cm
3

冊

巻
六
二
・
六
三
（
中
華
地
理
）

73

倭
漢
三
才
圖
會

龍
谷
大
大
宮
図

031-125-81
刊

81

冊

74

倭
漢
三
才
圖
會

龍
谷
大
大
宮
図

031-60-81

刊

81

冊

75

倭
漢
三
才
図
会

北
野
天
満
宮

2-2-2

ワ

刊

27.8
×

18.3cm
79

冊

巻
六
七
・
一
〇
五
欠

32

76

倭
漢
三
才
図
会

北
野
天
満
宮

2-2-3

ワ

刊

25.8
×

18.3cm
81

冊
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33

77

和
漢
三
才
図
会

北
野
天
満
宮

2-2-4
A

13

刊

26.6
×

18.6

㎝

1

冊

巻
七
二

78

和
漢
三
才
繪
圖

堺
図

1912
7

刊

正
徳3

79

冊

79

和
漢
三
才
図
会

大
阪
女
大
図

031
T-4

刊

大

81

冊

80

和
漢
三
才
図
会

大
阪
女
大
図

031
T-4

刊

大

81

冊

81

和
漢
三
才
図
会

大
阪
女
大
図

031
T-4

刊

大

80

冊

第
七
六
冊
欠

82

異
国
人
物
／
外
夷

関
大
増
田

に
・17

・3

刊

2

冊

人
物

83

倭
漢
三
才
図
会

文
楽
協
会
山
城

569

刊

大

81

冊

84

和
漢
三
才
図
会

大
阪
天
満
宮

別

一
三
・

刊

81

冊
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一
四

85

和
漢
三
才
図
会

大
阪
天
満
宮

別

一
七

刊

81

冊

86

和
漢
三
才
図
会
略

住
吉
大
社
御
文
庫

19

－1

刊

80

冊

巻
三
九
・
四
〇
欠

87

和
漢
三
才
図
会
略

住
吉
大
社
御
文
庫

158

－1

刊

81

冊

88

和
漢
三
才
圖
★

神
戸
大
小
林

K
031

2

刊

正
徳5

27cm
81

冊

T
1-81

89

和
漢
三
才
圖
會
畧

和
歌
山
大
紀
州
藩

030
2

刊

26.3cm
81

冊

90

和
漢
三
才
圖
會
畧

和
歌
山
大
紀
州
藩

030
3

刊

27cm
68

冊

巻
七
・
八
・
一
五
・
三
七
・
三
八
・
四
一
～
四
四

・
五
九
・
六
〇
・
八
一
～
九
一
・
九
二
本
・
一
〇

二
欠

91

倭
漢
三
才
圖
會

鳥
取
県
図

363

－

33

刊

3
冊

巻
一
二
・
一
三
・
二
０
～
二
三
存
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－4

92

倭
漢
三
才
圖
會

島
根
大
桑
原

刊

正
徳5

81

冊

93

和
漢
三
才
圖
會

荻
図
和
漢
古
書

八
甲
－29

刊

81

冊

94

和
漢
三
才
図
会

大
洲
図
近
田

一

一

刊

文
政7

81

冊

95

和
漢
三
才
圖
會

高
知
大
図

031-6-1

～

刊

80

冊

8

96

和
漢
三
才
図
会

久
留
米
図

－12

刊

大

81

冊

97

和
漢
三
才
図
会
抜

久
留
米
図

－13

写

文
政9
大

2

冊

書

98

和
漢
三
才
圖
會

九
大
六
本
松
図
檜
垣

ワ
‐8

刊

大

17

冊

巻
首
・
四
・
一
〇
・
一
二
・
一
五
・
三
八
～
四
〇

・
四
三
・
四
五
・
四
六
・
四
八
～
五
一
・
六
二
之
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末
・
六
三
・
六
四
・
六
九
・
七
九
・
八
〇
存

99

和
漢
三
才
図
会

伝
習
館
高
対
山

一
‐
四

刊

大

1

冊

巻
四
十
八
～
五
十
一
存

100

和
漢
三
才
図
会

佐
賀
大
鍋
島

0

〇

二

写

半

1

冊

巻
八
〇
地
部
存

101

和
漢
三
才
図
会
抜

佐
賀
大
鍋
島

0

〇

三

写

半

1

冊

書
／
桜
名
寄

102

倭
漢
三
才
図
絵

佐
賀
大
鍋
島

0

〇

一
六

刊

大

69

冊

89

巻
存

‐
六
九

103

倭
漢
三
才
図
会

長
崎
県
図
西
高

00009

刊

（
近
世
後

大

80

冊

序
一
巻
、
総
目
録
一
巻
、
巻
一
～
八
・
一
〇
～
三

期
）

四
・
三
七
～
八
七
・
九
一
～
一
〇
五
存

104

和
漢
三
侄
圖
会

長
崎
大
医
図

和

漢

古

書

刊

五
三
・
五
四
・
九
二
・
九
五
・
一
〇
五
存

138
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105
和
漢
三
才
図
会
抜

竹
田
図
由
学
館

写

1

冊

書

106

和
漢
三
才
図
会

竹
田
図
熊
田

写

明
和
七

大

1

冊

巻
一
五
存

107

和
漢
三
才
図
会

岡
山
大
古
医
書

031

－W

刊

大

81

冊

108

和
漢
三
才
圖
會

長
野
県
短
大
図

330

－104

刊

81

冊

－1

109

倭
漢
三
才
圖
會

東
大
宗
教

357

－134
刊

81

冊

－5

110

倭
漢
三
才
図
会

静
岡
文
芸
大
和
田

刊

81

冊

111

和
漢
三
才
図
会

日
本
福
祉
大
草
鹿

刊

正
徳3

82

冊

112

倭
漢
三
才
圖
會

金
沢
泉
丘
高

二
五

刊

正
徳5

22.5
×

17.5cm
65

冊

九
・
四
十
三
・
五
十
五
・
五
十
六
・
六
十
一
・
六
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十
二
本
・
六
十
六
～
六
十
八
・
七
十
・
八
十
・
八

十
二
～
八
十
七
・
九
十
三
（
こ
の
う
ち
巻
九
十
三

は
表
紙
の
み
あ
っ
て
本
文
を
欠
く
）以
上17

巻
（18

冊
）
欠
本

113

和
漢
三
才
圖
會

福
岡
県
宗
像
高

四

刊

近
世
中
期

大

4

冊

巻
六
・
六
七
・
八
二
・
九
二
之
末
存

114

和
漢
三
才
圖
繪
抄

福
岡
県
宗
像
高

五

写

近
世
後
期

大

1

冊

巻
一
存

録

115

倭
漢
三
才
図
会

研
医
会
図

刊

正
徳5

26.8
×

18.5

㎝

81

冊

116

和
漢
三
才
図
会

岡
山
大
大
原
農
書

030

－12

刊

文
政7

大

81

冊

117

和
漢
三
才
圖
會

滝
学
園

刊

大

80

冊

巻
一
三
欠

118

和
漢
三
才
図
会
略

白
石
高

2

刊

26.9cm
81

冊
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119
和
漢
三
才
圖
會
畧

仙
台
二
高

3

刊

25cm
81

冊

120

和
漢
三
才
図
会

三
春
町
歴
民
資

刊

36

冊

巻
三
三
・
三
四
（1

冊
）
欠

121

和
漢
三
才
図
会

三
春
町
歴
民
資

刊

35

冊

巻
六
六
・
六
七
・
九
三
・
九
四
末
・
九
六
・
九
九

・
一
〇
〇
・
一
〇
一
・
一
〇
三
・
一
〇
四
欠

122

和
漢
三
才
図
会

厳
原
町
教
委

刊

大

71

冊

巻
六
～
八
・
一
三
・
三
七
・
三
九
・
四
〇
・
四
三

・
五
八
・
六
七
欠

123

和
漢
三
才
図
会

厳
原
町
教
委

刊

大

78

冊

序
・
巻
一
〇
・
八
二
欠

124

倭
漢
三
才
圖
會

バ
ー
ク
レ
ー
東
亜

9326

．4233

刊

81

冊

125

和
漢
三
才
圖
會

四
国
大
凌
雲

322

－

68

刊

2

冊

－3

126

和
漢
三
才
圖
會

益
田
家

マ6

－8

－

刊

81

冊
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2

127

倭
漢
三
才
図
会

長
野
県
歴
史
丸
山

わ11

刊

81

冊

128

和
漢
三
才
圖
會
畧

高
遠
進
徳

国002

刊

24.9
×

17.8cm
81

冊

129

和
漢
三
才
図
会

パ
リ
東
洋
語
図

JA
PA

F

．315

刊

675

丁

17

冊

25.8
×

28.2cm

130

和
漢
三
才
図
会

パ
リ
東
洋
語
図

JA
P

A
F

．

刊

3003

丁

80

冊

巻
八
十
欠

7933
26.2

×
18.7cm

131

和
漢
三
才
図
絵

ハ
ー
バ
ー
ド
燕
京
和J9

3
2

6

ー

刊

正
徳5

年

大

58

冊

書

4234

132

和
漢
三
才
図
会

豊
橋
図

和031

－1

刊

26cm
81

冊

133

倭
漢
三
才
図
絵

一
宮
尾
西
歴
資
小
塚

刊

81

冊
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134
和
漢
三
才
圖
會
畧

同
朋
仏
研
水
谷
崇
覚

崇
覚919

刊

江
戸
後
期26.6

×
18.0cm

40

冊

135

和
漢
三
才
図
会

麻
大
白
井

刊

1

冊

巻
第
三
七
存

136

和
漢
三
才
図
会

馬
の
博
物
館

108

～188

刊

縦

81

冊

137

倭
漢
三
才
圖
會

味
の
素
食
文
化
セ

D
IG

－

刊

大

78

冊

A
JN

M

－2
26.7

×
18.8cm

138

和
漢
三
才
図
会
略

ベ
ル
リ
ン
国
図

Libri
japan

刊

大

81

冊

379

139

和
漢
三
才
図
会
略

ベ
ル
リ
ン
国
図

R

－O
A

刊

大
80

冊

巻
一
～
一
一
・
一
三
～
一
五
・
首1

巻
・
目
録1

36005

巻
存



- 225 -

資
料
二
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」

『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
有
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
有
鱗
魚
」
類

こ
ひ

鯉
魚<

『
本
經
』
上
品>

鯉

<

和
名
古
比>

唐
音

リ
イ

【
釈
名
】（
時
珍
曰
）、
鯉
鱗
有
十
字
文
理
、
故
名

『
本
草
綱
目
』
云
、
④
鱗
有
十
字
文
理
、
故
名
鯉
、
雖

鯉
。
雖
困
死
、
鱗
不
反
白
。（
中
略
）

困
死
鱗
不
反
白

【
集
解
】（
中
略
）
其
脇
中
鱗
一
道
、
從
頭
至
尾
、

③
而
其
脇
一
道
、
從
頭
至
尾
無
、
大
小
皆
三
十
六
鱗
、

無
大
小
、
皆
三
十
六
鱗
、
每
鱗
有
小
黑
點
。
諸
魚

毎
鱗
有
小
黑
點

惟
此
最
佳
、

故
為
食
品
上
味
。

①
鯉
、
為
魚
品
上

（
中
略
）
又
能
神
変
、
乃
至
飛
越
江
湖
、
所
以
仙

⑤
能
神
変
至
飛
越
江
湖

人
琴
高
乘
之
也
。
山
上
水
中
有
此
、
不
可
食
。

⑩
但
生
山
上
水
中
者
、
有
毒

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
中
略
）

⑥
肉<

甘
平>

（
宗
奭
曰
）
、
鯉
、
至
陰
之
物
、
其
鱗
三
十
六
。

②
而
陰
魚
、
故
有
六
六
陰
数

陰
極
則
陽
復
、
故
『
素
問
』
言
魚
熱
中
。（
中
略
）
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○
（
詵
曰
）
、
鯉
脊
上
両
筋
及
黑
血
有
毒
、
溪
澗

⑫
鯉
脊
上
両
筯
及
黑
血
有
毒
、<

灸
鯉
不
可
使
烔
入
目

中
者
毒
在
腦
、
俱
不
可
食
。
凡
炙
鯉
魚
不
可
使
煙

損
目
光>

入
目
、
損
目
光
、
三
日
内
必
騐
也
。
天
行
病
後
、

⑪<

天
行
病
後
忌
食
此
、
再
發
必
死
、
服
天
門
冬
、
硃

下
痢
及
宿
癥
、
俱
不
可
食
。
服
天
門
冬
、
朱
砂
人

砂
人
不
可
合
食>

不
可
食
、
不
可
合
犬
肉
及
葵
菜
食
。

【
主
治
】（
中
略
）
下
乳
汁
、
消
腫
。（
中
略
）

⑨
其
眼
飲
之
、
能
通
乳
汁

【
發
明
】
（
時
珍
曰
）
、
（
中
略
）
其
功
長
於
利
小

⑧
主
治
利
小
便
、
消
腫
脹

便
。
故
能
消
腫
脹
、
黄
疸
、
脚
気

喘
嗽
、
湿
熱
之
病
。
作
膾
則
性
温
、
故
能
去
痃
結

⑦
作
膾
則
性
温

冷
気
之
病
。（
後
略
）

『
三
才
圖
會
』
云
、
鯉
不
相
食
、
故
其
種
易
蕃
、
陶
朱

公
畜
魚
、
計
毎
歳
雌
雄
二
十
四
頭
、
生
子
七
万
枚
、
此

其
験
也
。

『
五
雑
俎
』
云
、
俗
言
鯉
能
化
龍
、
此
不
必
然
、
其
性

通
靈
能
飛
越
江
湖
、
如
龍
門
之
水
険
急
千
仭
、
凡
魚
無

能
越
者
、
獨
鯉
能
登
之
、
故
有
成
龍
之
説
耳
。

光
俊

新
六

水
船
に
浮
て
ひ
れ
ふ
る
池
鯉
の
命
待
ま
も
せ
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は
し
な
の
世
や

△
按
『
字
彙
』
云
、
黑
鯉
曰
糸
、
蓋
老
則
鱗
色
稍
黑

也
、
糸
乃
老
鯉
乎
。

凡
鯉
、<

自
頭
至
尾
岐
長>

、
一
二
尺
許
者
二
年
鯉
、

<

如
三
年
者
尺
一
二
寸
、
如
四
年
者
尺
三
四
寸>

、
經
五

年
者
尺
五
六
寸
、<

六
年
以
上
不
謂
年
数
、
称
六
須
波
、

七
須
波
八
須
波>

、
其
八
須
波
有
二
尺
一
二
寸
、<

毎
一

年
長
一
二
寸>

、
近
三
尺
者
希
焉
、
三
尺
有
余
者
呼
曰

（
前
略
）

尺
之
鯉
、
有
化
龍
之
勢
。

在
水
中
則
勢
強
、（
中
略
）

鯉
在
水
中
則
勢
強
、
能
跳
動
、
難
捕
、
剥
鱗
投
水
亦
能

跳
動
也
。
庖
人
以
指
塞
鯉
眼
而
剥
鱗
即
不
敢
動
、
若
送

鯉
於
遠
郷
、
則
用
古
煤
藁
包
之
、
乃
終
日
失
水
亦
不
死
、

既
死
者
亦
不
易
餒
、
或
投
茶
於
鰓
中
亦
可
矣
。

先
以
城
州
淀
河
為
第
一
、
宇
治
勢
多
琶
湖
次
之
（
中
略
）

城
州
淀
川
者
最
良
、
武
州
淺
草
川
、
常
州
箕
輪
田
次
之
、

今
江
東
所
賞
美
者
江
都
浅
草
川
、
常
州
箕
輪
田
之
鯉
也
。

江
州
琶
湖
、
信
州
諏
訪
湖
者
亦
共
佳
矣
、
奥
州
北
地
鮒

信
之
諏
訪
湖
亦
美
然
。（
後
略
）

有
而
鯉
全
無
。
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鯽
魚
（
『
別
録
』
上
品
）

鮒

【
釈
名
】
鮒
魚
（
音
附
）。

鯽
舜
小<

三
字
通
用>

ふ
な

鯽
舜
小<

三
字
通
用>

鮒<

音
附>

<

和
名
布
奈>

ツ
ウ

（
時
珍
曰
）
、
按
陸
佃
『
埤
雅
』
云
、
鯽
魚
旅
行
、

②
其
旅
行
則
吹
沫
如
星
而
相
附
、
故
曰
鮒
曰
鯽

以
相
即
也
、
故
謂
之
鯽
。
以
相
附
也
、
故
謂
之
鮒
。

【
集
解
】（
保
昇
曰
）、
鯽
、
所
在
池
澤
有
之
。
形

①
『
本
綱
』
、
鮒
、
状
似
小
鯉
而
色
黑
而
體
促
、
肚
大

似
小
鯉
、
色
黑
而
體
促
、
肚
大
而
脊
隆
。
大
者
至

而
脊
隆

三
四
斤
。

（
時
珍
曰
）
、
鯽
喜
偎
泥
、
不
食
雜
物
、
故
能
補

③
喜
偎
泥
、
不
食
雜
物
、
故
能
補
胃
、
冬
月
肉
厚
子
多
、

胃
。
冬
月
肉
厚
子
多
、
其
味
尤
美
。（
中
略
）

其
味
最
美
。

（
附
録
は
省
略
す
る
）

肉
【
気
味
】
甘
、
溫
、
無
毒
。

④
肉<

甘
温>

（
鼎
曰
）
、
和
蒜
食
、
少
熱
、
同
沙
糖
食
、
生
疳

⑥<

同
麦
門
冬
食
之
害
人
、
同
沙
糖
食
生
疳
蟲
、
同
芥

蟲
、
同
芥
菜
食
、
成
腫
疾
、
同
豬
肝
、
雞
肉
、
雉

菜
食
成
腫
疾>

、
同
鷄
雉
鹿
猪
食
生
癰
疽
。

肉
、
鹿
肉
、
猴
肉
食
、
生
癰
疽
、
同
麥
門
冬
食
、

害
人
。【
主
治
】（
略
）
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【
發
明
】（
震
亨
曰
）、
諸
魚
属
火
、
獨
鯽
属
土
、

⑤
諸
魚
属
火
、
獨
鯽
属
土
、
有
調
胃
實
腸
之
功

有
調
胃
實
腸
之
功
。（
後
略
）

⑦
『
本
草
必
讀
』
云
、
鯽
頭
春
月
脳
中
有
蟲
、
此
魚
原

田
稷
米
化
生
、
故
肚
尚
有
米
色
。

⑧
新
六

い
に
し
へ
は
い
と
も
か
し
こ
し
堅
田
鮒
包
燒

な
る
中
の
玉
つ
さ

<

近
世
歌
人
称
紅
葉
鮒
者
、
秋
後
冬
初
霜
林
紅
葉
染
時
、

⑬
深
秋
其
鰭
変
紅
、
謂
之
紅
葉
鮒
、
時
味
最
勝
。

肉
厚
子
多
、
其
味
尤
美
、
故
名
之
。

又
近
世
有
琶
湖
漁
人
源
五
郎
者
、
能
采
大
鮒
肥
美
者
、
故

⑪
世
称
源
五
郎

呼
為
琶
湖
鮒
之
名
也
。

（
中
略
）
大
者
一
、
二
尺
、（
中
略
）

⑩
大
者
一
尺
許
、

以
江
州
、
琶
湖
之
鮒
為
第
一
、（
中
略
）

⑨
△
按
、
鮒
、
江
州
湖
中
者
為
第
一
、

作
膾
作
炙
倶
佳
、
作
鮓
亦
甚
好
。

⑫
鮒
作
膾
及
鮓
或
炙
煮
共
佳
、
以
為
上
品
、

×
×

は
ち
や
う

腸
香<

和
太
加>

波
長
魚

<

名
義
正
字
未
詳>

△
按
、
波
長
魚
、
在
湖
中
、
形
似
鮒
而
頭
長
、
鱗
細
、
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脊
黑
、
長
五
、
六
寸
、
大
者
尺
許
、
至
秋
鰭
変
紅
。

鯽
魚

た
び
ら
こ

妾
魚

婢
魚

【
附
録
】

飢<

音
節>

<

俗
云
太
比
良
古>

ツ
イ
ツ

飢
魚

（
詵
曰
）
、
一
種
飢
魚
、
與
鯽
頗
同
而
味

①
『
本
綱
』
飢
與
鯽
同
、
而
味
不
同
、
功
亦
不
及

不
同
、
功
亦
不
及
。

云
飢
是
櫛
化
、
鯽
是
稷
米
所
化
、
故
腹
尚
有
米

⑤
時
珍
曰
、
孟
詵
言
飢
是
櫛
化
鯽
、
是
稷
米
化
成
者
、

色
。
寛
大
者
是
鯽
、
狭
小
者
是
飢
也
。（
時
珍
曰
）
、

殊
為
謬
説
、
惟
鼢
鼠
化
飢
、
飢
化
鼢
鼠
、『
霏
雪
録
』

孟
氏
言
鯽
、
飢
皆
櫛
、
稷
化
成
者
殊
為
謬
説
、

中
嘗
書
之
、
時
珍
亦
嘗
見
之
、
此
亦
生
生
化
化
之
理

惟
鼢
鼠
化
飢
、
飢
化
鼢
鼠
鎦
績
。『
霏
雪
録
』
中

嘗
書
之
、
時
珍
亦
嘗
見
之
、
此
亦
生
生
化
化
之
理
。

鯽
飢
多
予
不
盡
然
、（
中
略
）

⑦
鯽
飢
多
子
不
盡
然
爾

似
飢
而
小
且
薄
、
黑
而
揚
赤
。
其
行
以
三
為
率
、

②
状
似
鯽
而
小
、
且
薄
黑
而
揚
赤
、
其
形
以
三
為
率
一

一
前
二
後
、
若
婢
妾
然
、
故
名
。（
後
略
）

前
二
後
、
若
婢
妾
然
、
故
名
婢
名
妾

△
按
、
飢
似
鯽
、
而
脊
黑
腹
白
、
形
薄
匾
而
稍
團
、

大
抵
二
、
三
寸
許
、
恰
似
木
葉
又
似
櫛
、
其
小
者
腹
近
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尾
處
微
赤
、
味
不
美
、
襍
鯽
販
之
、
或
為
腌
食
、
蓋
櫛

及
鼢
鼠
化
成
飢
之
両
説
、
並
難
信
、
新
堀
池
、
雨
水

感
春
夏
陽
気
即
鯽
飢
自
生
、
有
牝
牡
復
一
孕
生
数
百

災
焉
。
鯉
鰌
亦
皆
如
此
。

×

み
ご
い

絮<

訓
美
、
或
曰
美
古
比>

絮<

音
騒>

<

和
名
美>

（
前
略
）

ツ
アﾟ

ウ

『
文
字
集
略
』
云
、
絮
、
鯉
属
也
。<

『
字
彙
』
云
、

絮
似
鱣
、
二
説
大
異
也>

△
按
俗
称
美
鯉
者
、
似
鯉
而
身
狹
長
、
其
頭
長
於
鯉
、

鱗
細
於
鯉
、

【
集
解
】
状
似
佐
比
而
鱗
細
、
頭
小
、
腹
嘴
倶
赤
、

肉
有
細
刺
、
味
浅
不
美
、（
中
略
）、
常
在
山
川
湖
澤
之
間

肉
有
細
刺
、
味
亦
劣
、
湖
中
多
有
之
。<

凡
鯉
與
絮
之

（
後
略
）。

差
、
如
鮒
與
波
長>

嘉
魚
（
宋
『
開
寶
』）

佐
比
魚<

訓
如
字>

ま
る
た
う
を

鮇<

音
味>

拙
魚
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（
略
）

丙
穴
魚

【
釈
名
】
丸
太
魚<

俚
俗
通
称
、
未
知
何
以
名
之
（
中
略
）

嘉
魚

<

俗
云
、
丸
太
魚>

>

キ
ヤ
ア
ア
イ
ユ
イ

【
集
解
】（
志
曰
）、
嘉
魚
乃
乳
穴
中
小
魚
也
。
常

⑦
常
於
丙
穴
崖
石
下
食
乳
石
漢
中
蜀
中

食
乳
水
、
所
以
益
人
。

（
時
珍
曰
）
、（
中
略
）
状
似
鯉
、
而
鱗
細
如
鱒
、

①
『
本
綱
』
嘉
魚
状
似
鯉
而
鱗
細
如
鱒

肉
肥
而
美
、
大
者
五
六
斤
、

③
大
者
五
六
斤

食
乳
泉
、
出
丙
穴
、
二
三
月
隨
水
出
穴
、
八
九
月

⑧
丙
穴
多
、
二
、
三
月
隨
水
出
穴
外
、
八
、
九
月
逆
水

逆
水
入
穴
。

入
、

『
夔
州
志
』
云
、
嘉
魚
、
（
中
略
）
首
有
黑
點
、

②
首
有
黑
點
、

長
身
細
鱗
、

肉
白
如
玉
、
味
頗
鹹
、
食
塩
泉
故
也
。
（
中
略
）

④
肉
白
如
玉
、
味
頗
甘
鹹

梧
州
人
以
為
鮓
餉
遠
、
劉
恂
『
嶺
表
録
』
云
、
蒼

⑥
又
為
鮓
餉
遠

梧
戎
縣
江
水
日
出
嘉
魚
、
似
鱒
而
肥
美
、
衆
魚
莫

⑤
其
美
衆
魚
莫
及
之
、
炙
食

及
、
每
炙
食
以
芭
蕉
隔
火
、
恐
脂
滴
火
中
也
、
又

可
為
脡
。（
後
略
）

⑨
其
丙
穴
者
穴
日
向
丙
、
故
名
。

【
集
解
】
（
前
略
）
上
都
及
海
西
諸
州
未
聞
有
、
然
殊
名

△
按
、
嘉
魚
、
關
東
有
之
、
丸
太
魚
是
乎
。
畿
内
、
海
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乎
、
江
東
所
在
有
之
。

西
未
曽
有
魚
也
。
蓋
丙
穴
有
、
異
説
云
、
此
魚
以
丙
日

出
穴
也
。
燕
避
戊
巳
、
鶴
知
夜
半
、
嘉
魚
知
丙
日
焉
、

然
以
向
丙
方
穴
為
所
在
之
説
、
可
為
是
矣
。

×

さ
け

鮏<

訓
左
計>

鮏

【
釈
名
】
鮏<

源
順>

年
魚<

上
同>

、
鰱<

韓
客>

、
鱖<

俗
名>

○
源
順
曰
、
『
崔

年
魚<

與
鰷
同
名>

禹
錫
食
經
』
云
、
鮏
、
其
子
似
苺
、
赤
光
、
春
生
年
中
死

鮭<

俗
用
之
誤
也
、
鮭
河
豚>

、
故
又
名
年
魚
。

<

和
名
佐>

①
『
倭
名
抄
』
載
『
崔
禹
錫
食
經
』
云
、
鮏
、
其
子
似

苺
、
赤
光
、
春
生
年
中
死
。
故
又
名
年
魚
。

【
集
解
】
鮏
状
似
鱒
、
鯇
而
大
圓
肥
、
鱗
細
青
質
赤
章
、

②
△
按
、
鮏
、<

鯹
本
字
魚
臭
也
、
正
字
未
詳>

、
状
似

腹
淡
白
、
肉
赤
色
、
有
細
刺
、
脂
多
、
味
甚
厚
美
、
（
中

鱒
而
圓
肥
大
者
、
二
、
三
尺
、
細
鱗
青
質
赤
章
、
腹
淡

略
）
其
肉
色
白
者
味
淡
次
之
、
頭
枕
骨
軟
如
瑪
瑙
呼
称
氷

白
、
肉
赤
有
細
刺
、
脂
多
、
味
甚
厚
美
、
肉
色
白
者
味

頭
而
味
亦
佳
、（
中
略
）

淡
次
之
、
頭
枕
骨
軟
如
瑪
瑙
、
称
氷
頭
、
而
味
亦
佳
、

子
有
二
胞
、
胞
中
不
知
幾
千
粒
、
大
如
南
燭
子
、

③
其
子
有
二
胞
、
胞
中
数
千
粒
、
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上
有
一
紅
點
、
其
明
透
亦
如
瑪
瑙
珠
子
、
其
味
殊
美
、
呼

④
明
透
、
上
有
一
紅
點
、
呼
曰
跡<

波
良
良
古>

。

曰
跡<

波
良
良
古>

、

（
中
略
）
凡
東
北
大
河
采
之
、
（
中
略
）
冬
月
生
子
、
其

⑦
東
北
大
河
通
江
海
處
多
、
而
畿
内
、
西
国
無
之
。

子
入
鹹
水
而
長
、
又
逆
于
河
源
、
故
末
流
不
通
江
海
、
則

鮏
全
無
矣
。（
中
略
）

跡
如
與
切
音
而
又
如
六
切
音
肉
魚
子
也
。
俗
訓
波
良
羅

子
、
即
鮏
子
也
。
称
筯
子
、
甘
子
者
亦
是
也
。
筯
子
、
甘

⑥
又
有
筯
子
、
甘
子
者
、
其
連
胞
而
淹
之
。

子
者
連
胞
而
淹
之
。
跡
子
者
先
連
胞
淹
之
、
經
一
、
二

⑤
經
月
不
鮾
、
包
稻
藁
入
水
中
陰
處
而
養
之
、
則
翌
年

日
剖
胞
、
粒
粒
晒
乾
収
用
、
跡
子
連
年
不
鯘
、
若
素
無

必
鮏
多
焉
、
連
胞
淹
之
、
經
一
、
二
日
剖
胞
、
粒
粒
晒

鮏
處
欲
養
鮏
、
則
跡
子
包
稻
草
入
水
中
陰
處
而
養
之
、

乾
収
用
、
運
送
他
邦
、
最
賞
之
。

明
年
必
采
鮏
、（
中
略
）

肉
【
気
味
】
甘
、
温
、
無
毒
。

⑧
昨
日
た
ち
け
ふ
き
て
み
れ
は
衣
川
す
そ
ほ
こ
ろ
ひ
て

さ
け
の
ぼ
る
也

盬
引
【
集
解
】（
前
略
）
其
造
法
采
鮮
鮏
、
去
鱗
腮
割
腹
、

⑩
盬
引<

志
保
比
岐>

、作
法
采
生
鮏
割
腹
去
鱗
腮
及
腸
、

捜
棄
諸
腸
洗
淨
塡
子
胞
封
腹
口
、
淹
盬
水
一
晝
夜
、
採
出

洗
淨
塡
子
胞
封
腹
口
、
淹
盬
水
一
晝
夜
、
採
出
陰
乾
一

陰
乾
一
両
日
、
待
乾
又
淹
盬
水
如
初
、
採
出
陰
乾
、
待
乾

両
日
待
乾
又
淹
盬
水
如
初
而
採
出
陰
乾
用
稻
藁
包
封
陰
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用
稻
草
堅
封
陰
乾
、
經
月
餘
而
収
用
之
、
此
謂
子
籠
、<

乾
經
月
餘
而
収
用
、
此
謂
子
籠
、<

『
本
朝
式
』
所
謂

本
朝
式
所
謂
内
子
鮏
是
也>

、
有
不
塡
子
者
、
此
尋
常
盬

内
子
鮏
是
也>

、
不
塡
子
者
、
此
普
通
盬
引
也
、
古
称

引
也
、（
中
略
）、
按
古
之
楚
割<

須
波
夜
利>

、
源
順
曰
魚

楚
割<

須
波
夜
利>

者
、
今
盬
引
矣
。

條
倶
訓
須
波
夜
利
、
或
曰
曽
和
利
是
、
今
盬
引
之
類
也
乎
。

（
中
略
）

氷
頭

（
前
略
）
鮏
之
頭
骨
如
氷
澄
徹
者
也
、
古
者
淹
之

⑪
氷
頭
〈
訓
比
豆
〉

鮏
之
頭
骨
如
氷
澄
徹
者
甘
美
脆

ヒ

ツ

伝
送
于
司
寮
乎
、
其
甘
美
而
脆
軟
也
。

軟
也

背
腸

訓
世
波
多
、
源
順
訓
美
奈
和
太
、（
中
略
）
是
今

⑫
背
腸
〈
訓
美
奈
和
太
〉

鮏
之
背
腸
醢
也

之
醢
而
常
奥
越
倶
献
之
、
味
亦
佳
也
。

⑨
干
鮏<

加
良
佐
介>

作
法
采
生
鮏
去
腸
投
屋
上
以
曝

干
鮏
【
集
解
】
其
松
前
、
秋
田
及
両
越
最
多
、
以
伝
送
于

乾
、
又
有
自
腹
至
背
連
皮
割
開
曝
乾
者<

佐
介
乃
比
良

カ
ラ
サ
ケ

諸
州
。
其
法
采
生
鮏
去
腸
投
屋
上
以
乾
暴
経
日
、
其
中
有

岐>

、
其
松
前
秋
田
多
出
之
。

鮏
披
者
、
用
鮮
鮏
去
鱗
腮
膽
腸
洗
浄
、
自
腹
至
背
連
皮
割

開
曝
乾
者
、
非
尋
常
乾
鮏
之
比
、
是
松
前
、
秋
田
之
佳
品

也
。

⑬
凡
鮏
〈
甘
、
温
〉
生
北
海
冬
月
、
深
雪
蟄
居
、
為
日

用
食
品
、
充
穀
然
、
畿
内
人
皆
云
、
多
食
之
必
發
小
瘡
、

彼
地
人
皆
云
、
為
常
食
未
聞
發
瘡
者
、
是
乃
土
地

之
寒
温
及
狎
與
不
狎
之
差
而
已
、
獨
不
鮏
爾
、
猶
山
家
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以
芋
為
常
食
、
不
知
痞
滿
者
。

⑭
産
後
金
瘡
藥

干
鮏

阿
羅
魚
〈
共
黑
燒
存
性
〉

藜

萍
蓬
草

小
角
豆
〈
去
皮
生
用
〉

沈
香
〈
燒
不

出
煙
〉

以
上
六
味
分
量
有
口
傳

鱒
魚
（
『
綱
目
』）

ま
す

鱒

鱒
〈
音
存
〉

ツ
ヲ
ン

【
釈
名
】
鮅
魚<

必>

、
赤
眼
魚
。

鮅
〈
音
必
〉
赤
眼
魚

鰚

腹
赤
魚

〈
和
名
、
萬
須
、
又
云
、
波
良
〉

時
珍
曰
、『
説
文
』
云
、（
中
略
）
鱒
性
好
獨
行
、

⑤
性
好
獨
行
尊
而
必
者
〈
故
字
從
尊
從
必
〉

尊
而
必
者
、
故
字
從
尊
從
必
、。

【
集
解
】（
中
略
）
状
似
鯶
而
小
、

①
『
本
綱
』
鱒
似
蕊
、
小

赤
脈
貫
瞳
、
身
圓
而
長
、

③
赤
脈
貫
瞳
、
身
圓
長

鱗
細
于
鯶
、

②
鱗
亦
細
於
蕊

靑
質
赤
章
、
好
食
螺
蚌
、
善
於
遁
網
。（
後
略
）

④
青
質
赤
章
、
好
食
螺
蚌
、
善
子
遁
網
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【
釈
名
】<

（
前
略
）
景
行
帝
時
、
肥
後
州
、
宇
土
郡
、

△
按
、
鱒
、
景
行
天
皇
時
、
從
肥
後
、
宇
土
郡
、
長
濵

長
濵
漁
人
始
釣
之
、
守
令
奉
献
御
厨
。
聖
武
帝
天
平
十
五

貢
之
。<

聖
武
帝
時
、
自
太
宰
府
貢
之
、
毎
正
月
元
日

年
、
正
月
十
四
日
自
太
宰
府
献
之
、
『
本
朝
式
』
曰
、
太

有
腹
赤
魚
贄
云
云>

、

宰
府
貢
之
者
、
肥
後
、
筑
後
両
国
所
進
也
。
近
世
未
聞
此

事
也
。
今
亦
朝
廷
正
月
有
腹
赤
奏
後
厨
調
之
、
或
用
鮏
亦

有>【
集
解
】
状
類
鮏
而
鱗
細
於
鮏
、
赤
脈
貫
瞳
、
青
質
赤
章
、

今
東
北
国
多
有
、
其
肉<

甘
、
温>

美
於
鮏
、
多
食
發
瘡
。

肉
赤
多
刺
、
膏
脂
美
於
鮏
（
中
略
）。

肉
【
気
味
】
甘
、
温
、
無
毒<

或
曰
大
湿
有
毒>

、【
主
治
】

温
中
壮
気
、
寒
疝
冷
積
倶
良
、
多
食
則
動
火
發
瘡
。

年
中
行
事
初

春
の
千
代
の
た
め
し
の
長
濵
に
つ
れ
る

は
ら
か
も
我
君
の
た
め

あ
め
の
い
を

鯇
魚
（
音
患
○
『
拾
遺
』）

鯇<

胡
水
切
、
音
患
、
訓
阿
米>

鯇<

蕊
同>

【
釈
名
】
水
鮏<

『
楊
氏
漢
語
抄
』
一
云
江
鮏
、
源
順
曰
、

ホ
ヲ
ン

【
釈
名
】
鰀
魚<

音
緩>

。
草
魚
。

蕊
、
按
鯇
音
泥
、
郭
璞
作
蕊
。

鰀<

音
獲>

草
魚

水
鮏
〈
み
づ
さ
け
〉
江
鮏
〈
ゑ
さ
け
〉〈
『
漢
語
抄
』〉
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〈
和
名
阿
米
〉

時
珍
曰
、（
中
略
）
其
性
舒
緩
、
故
曰
鯇
曰
鰀
、

④
其
性
舒
緩
、
故
曰
鯇
、
曰
鰀
、
俗
名
草
魚
、
其
食
草

俗
名
草
魚
、
因
其
食
草
也
。（
中
略
）

也

【
集
解
】
藏
器
曰
、
鯇
生
江
湖
中
、
似
鯉
。

①
『
本
綱
』、
鯇
生
江
湖
中

時
珍
曰
、
郭
璞
云
、
鯶
子
、
似
鱒
而
大
、
是
矣
。

②
似
鱒
而
大
、

其
形
長
身
圓
、
肉
厚
而
鬆
、
状
類
青
魚
。
有
青
鯇

③
其
形
長
身
圓
、
肉
厚
而
鬆
、
状
類
青
魚
、
有
青
鯇
、

白
鯇
二
色
。
白
者
味
勝
、
商
人
多
䱒
之
。（
後
略
）

白
鯇
二
色
。

【
集
解
】
江
州
琶
湖
多
采
之
、
形
似
鱒
、
鮏
而
長
、
身
厚

△
按
、
鯇
、
江
州
湖
中
多
有
之
、
頗
似
鮏
、
故
『
漢
語

肉
、
肉
色
不
赤
、
鱗
亦
不
小
、
有
青
、
白
二
種
、
白
色
者

抄
』
名
水
鮏
、
江
鮏
、
四
、
五
月
盛
出
、
一
尺
二
、
三

為
美
、
然
不
及
鮏
、
鱒
、
西
京
人
間
賞
之
。

寸
、
大
者
二
尺
四
、
五
寸
、
其
小
者
五
、
六
寸
、
尺
餘

肉
【
気
味
】
甘
、
微
温
、
無
毒
。
【
主
治
】
與
鱒
同
而
軽

也
。
土
人
称
鱒
、
但
扁
於
眞
鱒
。

者
也
。

肉<

甘
、
温>

暖
胃
和
中
、
然
發
諸
瘡
。

膽<

苦
、
寒>

治
喉
痺
、
一
切
骨
鯁
、
以
酒
化
二
枚
、
温

呷
取
吐

榎
葉
魚

出
於
豊
後
河
湖
中
、
似
鯇
。

×
×

は
す

正
字
未
詳

波
須
魚
〈
俗
云
、
波
須
、
或
用
鰣
字
、
誤
、
鰣
見
海
魚
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下
〉

△
按
、
江
州
湖
中
在
之
、
四
、
五
月
多
出
、
其
身
圓
、

肉
白
、
形
色
鱗
皆
似
幾
須
、
大
四
、
五
寸
、
不
適
一
尺
、

炙
食
、
甘
、
平
、
又
作
鮓
亦
香
也
。
有
海
幾
須
、
川
幾

須
之
二
種
、
蓋
此
川
幾
須
之
類
矣
。

鰷
魚
（
『
綱
目
』）

あ
ゆ

鮎<

訓
阿
由>

鰷<

音
條>

チ
ヤ
゜
ウ

麹<

音
囚>

賛<

音
餐>

【
釈
名
】
白
鯈
（
音
條
）、
䱗
魚
（
音
餐
）、
鮂
魚

白
鯈

香
魚

（
音
囚
）
。（
中
略
）

【
釈
名
】
細
鱗
魚<

『
日
本
紀
』>

、
年
魚<

上
同>

、
銀
口

細
鱗
魚<

『
日
本
紀
』>

魚<

『
漢
語
抄
』>

、
鱫
鱜<

古
称>

、
鮧<

壒
嚢>

年
魚
銀
口
魚

<

和
名
安
由>

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鰷
、
生
江
湖
中
小
魚
也
。

①
『
本
綱
』
、
鰷
、
生
江
湖
中
小
魚
也
。
長
僅
寸
、
形

長
僅
数
寸
、
形
狹
而
扁
、
状
如
柳
葉
、
鱗
細
而
整
。

狹
而
扁
、
状
如
柳
葉
、
鱗
細
而
整
。
潔
白
可
愛
、
好
羣

潔
白
可
愛
、
性
好
群
游
。

游
。
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『
荀
子
』
曰
、
鰷
、
浮
陽
之
魚
也
。
最
宜
鮓
菹
。

②
最
宜
鮓
葅
也

【
気
味
】
甘
、
溫
、
無
毒
。（
後
略
）

③
肉<

甘
平>

『
和
名
抄
』
載
『
食
經
』
云
、
年
魚
、
貌
似
鱒
而
小
、

有
白
皮
、
無
鱗
、
春
生
、
夏
長
、
秋
衰
、
冬
死
、
故
名

年
魚
、<

『
和
名
抄
』
用
鮎
字
、
俗
從
之
非
也
、
鮎
者

鮧>

。

『
日
本
紀
』
神
功
皇
后
征
三
韓
時
、
到
火
前
国
松
浦
縣

於
玉
嶋
里
小
河
、
祈
之
曰
、
朕
欲
求
財
国
、
若
有
成
事

<
○
本
紀
神
功
后
擧
竿
乃
獲
細
鱗
魚
、
時
后
曰
、
希
見
物

者
、
河
魚
飲
鈎
、
因
以
擧
竿
乃
獲
細
鱗
魚
、
時
曰
、
希

也
。
故
時
人
號
其
處
曰
梅
豆
羅
国
、
今
謂
松
浦
訛
焉
、
是

見
物
也
。
故
號
其
處
曰
梅
豆
羅
国
、
今
謂
松
浦
訛
焉
、

以
其
国
女
人
、
毎
當
四
月
上
旬
以
鈎
投
河
中
捕
年
魚
、
於

是
以
其
国
女
人
、
毎
當
四
月
上
旬
以
鈎
捕
年
魚
、
於
今

今
不
絶
、
惟
男
子
雖
鈎
之
、
以
不
能
獲
魚
。
注
希
見
作
梅

不
絶
、
但
男
雖
鈎
之
、
以
不
能
獲
魚
。

豆
羅
志
也
。

源
順
曰
、
『
崔
禹
錫
食
經
』
云
、
貌
似
鱒
而
小
、
有
皮
、

無
鱗
、
春
生
、
夏
長
、
秋
衰
、
冬
死
、
故
名
年
魚
也
。

『
平
陽
鴈
蕩
志
』
云
、
香
魚
、<

又
名
記
月
魚
、
細
鱗

魚
溪
鰛>

、
其
註
最
詳
。

△
按
、
鰷
、
二
、
三
月
初
生
在
江
海
之
交
、
大
一
、
二
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寸
、
未
生
鱗
、
骨
潔
白
、
惟
見
黑
眼
呼
曰
小
鰷
、
熬
食

甚
甘
美
、
不
腥
、
三
、
四
月
大
如
柳
葉
、
生
鰭
及
細
鱗
、

頭
尖
嘴
白
、
背
淡
青
、
腹
白
、
尾
端
鰭
端
有
微
赤
色
、

（
中
略
）

其
頭
後
背
前
有
凝
脂
味
最
佳
、
泝
流
至
山
川
食
石
垢
苔

秋
末
泝
河
生
子
于
草
石
間
而
昏
迷
、
漂
泊
隨
流
下
死
、
則

藻
、
其
潜
行
甚
速
、
五
、
六
月
、
四
、
五
寸
鮓
鱠
灸
煮

称
年
魚
者
宜
矣
。（
中
略
）>

鮿
共
甘
、
美
味
無
似
之
者
、
七
、
八
月
最
長
近
尺
、
此

時
災
如
芥
子
者
滿
腹
、
其
背
生
漆
斑
文
如
刀
刄
鏽
、

故
曰
鏽
鰷
。
八
、
九
月
於
湍
水
草
間
生
子
、
而
後
漂
泊

隨
流
下
死
也
。
其
子
孚
生
流
入
鹹
水
、
徐
成
長
焉
、
其

盛
衰
與
鮏
同
、
故
二
物
共
称
年
魚
。〈
『
本
綱
』
所
言
者

春
夏
之
之
小
鰷
也
、
『
和
名
抄
』
所
言
者
、
夏
秋
鏽
鰷

也
。〉

【
集
解
】
状
似
竹
葉
而
細
長
、
頭
尖
嘴
白
、
背
青
腹
白
、

鱗
極
細
小
、
鰭
端
尾
端
有
微
赤
色
、
肉
薄
、
潔
白
不
腥
極

甘
美
、
其
頭
後
背
前
有
凝
脂
、
其
味
最
佳
、
子
如
芥
子
、

甚
多
、
三
、
四
月
如
柳
葉
、
五
、
六
月
大
者
四
、
五
寸
、

七
、
八
月
大
者
八
、
九
寸
、
或
盈
尺
、
其
子
滿
腹
、
此
時
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背
生
白
斑
如
皮
之
燗
、
呼
曰
鏽
鮎
、
是
魚
之
老
労
也
。
性

常
食
沙
及
石
垢
、
故
無
餌
不
能
釣
之
。（
中
略
）

健
速
泝
于
急
灘
。（
中
略
）

今
西
京
之
賀
茂
川
、
桂
川
、
梅
津
市
原
高
野
有
汲
鮎
有
簗

諸
国
谷
川
續
於
海
處
皆
有
之
、
濃
州
、
城
州
〈
賀
茂
川
、

落
、
自
古
賞
美
而
詠
歌
之
、
肥
之
玉
嶋
川
亦
多
、
歌
人
之

桂
川
〉
和
州
〈
吉
野
川
〉
紀
州
〈
紀
川
〉
作
州
〈
三
升

所
最
賞
也
。
今
以
濃
尾
二
州
之
鮎
為
上
品
、
紀
州
亦
次
之
、
川
〉
阿
州
〈
田
頭
子
川
〉
越
前
〈
福
居
〉

（
中
略
）

東
州
之
鮎
者
、
鰭
骨
堅
硬
而
味
不
為
美
、
故
遠
之
大
井
川
、
遠
州
〈
大
井
川
〉
相
州
〈
根
府
川
〉
武
州
〈
築
井
川
〉

相
之
根
府
川
、
野
之
宇
都
宮
川
、
武
之
築
井
川
、
雖
以
魚

下
野
〈
宇
都
宮
川
〉
此
外
九
州
鰷
得
名
者
不
少
、
其
大

之
肥
大
而
誇
、
然
恨
骨
之
硬
堅
也
。

者
尺
有
余
。

椁
醤
〈
椁
訓
宇
留
加
、
鮎
腸
也
〉【
気
味
】
甘
、
渋
、
無

鰷
椁
〈
訓
宇
留
加
〉

毒
。

【
主
治
】（
前
略
）〈
此
腸
色
灰
黑
、
多
沙
石
、
故
諸
州
造

鰷
腸
鹽
藏
者
、
灰
黑
色
〈
甘
渋
微
苦
〉

醤
者
、
以
無
沙
石
而
肉
子
相
雑
為
勝
、
又
単
腸
者
無
沙
石

不
襍
沙
石
者
為
良
、
安
藝
之
産
為
勝
。

則
佳
、
藝
陽
之
貢
為
天
下
之
魁
。

か
も
川
の
瀨
に
す
む
あ
ゆ
の
腹
に
社
う
る
か
と
い
へ

る
綿
は
あ
り
け
れ

小
式
部
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わ
た
ご

黄
鯝
魚
（
音
固
○
『
綱
目
』）

黄
鯝
魚

【
釈
名
】
黄
骨
魚
。

ハ
ア
ン

ク
ウ

イ
ユ
イ

<

俗
云
、
和
太
古>

（
時
珍
曰
）
、
魚
腸
肥
曰
鯝
。
此
魚
腸
腹
多
脂
、

②
凡
魚
腸
曰
鯝
、
此
魚
腸
腹
多
脂
、
漁
人
煉
取
黄
油
然

漁
人
煉
取
黄
油
燃
燈
、
甚
腥
也
。（
中
略
）

燈
、
甚
腥
也
。

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
生
江
湖
中
小
魚
也
。
状
似

①
『
本
綱
』
、
黄
鯝
魚
、
生
江
湖
中
小
魚
也
。
状
似
白

白
魚
、
而
頭
尾
不
昂
、
扁
身
細
鱗
、
白
色
。
闊
不

魚
而
頭
尾
不
昂
、
扁
身
細
鱗
白
色
、
極
不
踰
寸
、
長

逾
寸
、
長
不
近
尺
。
可
作
鮓
菹
、
煎
炙
甚
美
。

不
近
尺
、
可
作
鮓
葅
煎
炙
、
甚
美
。

（
後
略
）

△
按
、
黄
鯝
魚
、
状
似
小
鰡
而
細
鱗
、
白
光
色
、
大
五
、

七
寸
許
、
其
腸
極
苦
、
脂
多
、
故
俗
呼
曰
腸
子
。
處
處

池
川
與
鮒
並
出
、
江
州
湖
中
最
多
、
而
未
煉
取
油
、
但

冬
月
不
多
、
出
失
水
易
死
。

鮠

【
附
録
】
諸
子
魚

〈
略
類
鮠
而
状
類
鮬
、
比
鮬
則

モ

ロ

コ
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頭
小
扁
、
背
黒
細
鱗
、
腹
下
白
、
帯
微
紅
色
、
煮
食
則
肉

美
脂
多
、

毛
呂
古
、<

正
字
未
詳>

、
状
似
黄
鯝
魚
而
狹
長
、

而
腸
苦
、
江
州
川
湖
多
、
有
江
之
坂
本
、
有
諸
子
川
、
其

其
腸
亦
苦
、
江
州
坂
本
川
名
毛
呂
古
川
、
此
魚
最
多
也
。

魚
最
多
（
後
略
）〉

大
津
市
廛
多
炙
販
之
。

×

を
い
か
は

石
鮅
魚
（
『
拾
遺
』）

石
鮅
魚

シ
ツ

ピ
ツ

イ
ユ
イ

<

俗
云
、
乎
以
加
波>

<

又
云
、
阿
加
毛
止
、
又
云
、
夜
車
地>

【
集
解
】
藏
器
曰
、
生
南
方
溪
澗
中
。
長
一
寸
、

『
本
綱
』
、
石
鮅
魚
、
生
南
方
溪
澗
中
。
長
一
寸
、
背

背
裏
腹
下
赤
、

南
人
以
作
鮓
云
甚
美
。

裏
腹
下
赤
、
以
作
鮓
甚
美
。

【
気
味
】
甘
、
平
、
有
小
毒
。（
後
略
）

其
肉<

甘
、
平
、
有
小
毒>

△
按
、
石
鮅
魚
、
右
所
謂
長
一
寸
之
一
字
、
當
作
数
字
、

背
裏
之
裏
字
亦
當
作
黑
、
恐
傳
寫
誤
歟
、
蓋
鮅
者
、
鱒

之
一
名
也
。
此
魚
岩
石
急
流
有
之
、
状
似
鮅
而
小
、<

故
名
石
鮅>

、
背
黑
而
微
有
班
、
腹
下
赤
斑
、
大
四
、
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五
寸
、
夏
月
與
鰷
同
時
出
、
取
之
為
鮓
、
味
稍
劣
矣
。

洛
大
井
川
多
有
之
、
京
俗
呼
曰
乎
井
加
波
、<

大
井
川

之
畧
言>

、
攝
河
俗
称
赤
毛
止
、<

赤
斑
之
假
名
、
下
畧

以
相
通
名
之>

、
夜
砂
地
、<

名
義
未
詳>

。

×
×

う
ぐ
ひ

鯎鯎<

出
處
未
詳
、
恐
俗
字
矣>

<

俗
云
、
宇
久
比
、
小
者
名
夜
末
女>

△
按
、
鯎
、
江
州
湖
中
多
有
之
、
状
似
鯇
而
腹
赤
背
黑
、

大
者
近
尺
、
肉
有
細
刺
、
作
鮓
或
灸
食
、
味
淡
、
甘
、

不
美
、
豆
州
、
箱
根
、
豊
後
處
處
有
之
。

×

は
え

鮠<

訓
波
恵>

垂

【
釈
名
】
垂
〈
『
漢
語
抄
』
〉（
後
略
）

垂<

未
詳
俗
字>

<

和
名
波
江>

〈
『
和
名
抄
』
以
鮠
訓
波
江
、
其
誤
起
於
以
鮎
為
鰷
也
、
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鮠
、
詳
海
中
無
鱗
魚
〉

【
集
解
】
川
湖
處
處
多
有
、
状
似
鮎
而
白
色
、
背
淡
黑
、

△
按
、
垂
、
處
處
河
湖
中
多
、
状
似
鰷
而
白
色
、
背

略
帯
青
色
、
性
好
群
集
、
浮
游
于
水
上
、
味
甘
淡
稍
美
而

淡
黑
、
略
帯
青
色
、
性
好
群
集
、
浮
游
于
水
上
、
味
甘

不
腥
、
然
不
及
鮎
之
美
也
。
鮠
嗜
蠅
、
故
漁
人
用
馬
尾
或

淡
稍
美
而
不
腥
、
然
不
及
鰷
之
美
也
。
性
嗜
蠅
、
故
漁

鯨
鬛
摸
成
蠅
頭
、
着
長
縷
、
先
泛
炒
糠
于
水
上
、
則
群
鮠

人
用
馬
尾
或
鯨
鬛
摸
成
蠅
頭
、
先
泛
炒
糠
于
水
上
、
則

逐
香
而
聚
於
時
、
投
蠅
頭
于
水
、
頻
頻
釣
之
、
手
熟
者
一

群
垂
聚
於
時
、
投
蠅
頭
于
水
、
頻
頻
釣
之
、
手
熟
者

瞬
以
百
数
、
或
以
撒
網
打
網
采
之
。（
後
略
）

一
瞬
数
百
、
或
以
網
亦
取
之
、
春
夏
多
出
。
其
大
二
、

三
寸
、
其
行
水
中
至
速
也
、
故
名
波
江
、<

波
夜
志
、

訓
下
畧
相
通
也>

。

俊
賴

夫
木

ふ
し
つ
け
し
を
と
ろ
か
下
に
住
は
ゑ
の

心
お
さ
な
き
身
を
い
か
に
せ
ん

×

か
な
び
し
や

じ
ん
ぞ
く

鯊
魚
（
『
綱
目
』）

鯊<

音

>

サ
ア
ヽ
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【
釈
名
】
鮀
魚
（
『
爾
雅
』
）、
吹
沙
（
郭
璞
）、
沙

鮀
魚

吹
沙

溝
魚
（
俗
名
）、
沙
鰮
（
音
問
）。

沙
鰛

沙
溝
魚

<

俗
云
、
加
奈
比
之
也
、
又
云
、
志
牟
曾
久>

（
時
珍
曰
）、
此
非
海
中
沙
魚
、

③<

此
非
海
中
沙
魚
也>

（
中
略
）
居
沙
溝
中
、
吹
沙
而
游
、
咂
沙
而
食
。

①
『
本
綱
』
鮀
魚
、
居
溪
澗
沙
溝
中
、
吹
沙
而
游
、

（
中
略
）

廏
沙
而
食
、

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鯊
魚
、
大
者
長
四
五
寸
、

②
大
者
長
四
、
五
寸
、
其
頭
尾
一
般
大
、
頭
状
似
鱒
、

其
頭
尾
一
般
大
。
頭
状
似
鱒
、
體
圓
似
鱓
、
厚
肉

體
圓
似
鱓
、
厚
肉
重
唇
、
細
鱗
黄
白
色
、
有
黑
斑
點
文
、

重
唇
。
細
鱗
、
黄
白
色
、
有
黑
斑
點
文
。
背
有
鬐

背
有
鬐
刺
甚
硬
、
其
尾
不
岐
、
小
時
即
有
子
、
味
頻
美
、

刺
甚
硬
。
其
尾
不
歧
。
小
時
卽
有
子
、
味
頗
美
、

俗
呼
為
阿
浪
魚
。

俗
呼
為
阿
浪
魚
。（
後
略
）

△
按
、
鯊
、
湖
及
谷
川
水
庭
石
間
小
魚
、
形
色
其
似
鯒

而
小
、
其
大
一
、
二
寸
、
有
細
黑
點
文
、
其
尾
不
岐
、

京
俗
曰
加
奈
比
志
夜
、<

金
杓
之
下
略
乎>

、
四
国
人
曰

志
牟
曾
久
、<

名
義
未
考>

、
未
見
四
、
五
寸
者
。

×

い
し
ふ
し
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石
斑
魚
（
『
綱
目
』）

石
斑
魚

【
釈
名
】
石
礬
魚
（
『
延
寿
書
』）、
高
魚
。

石
礬
魚

高
魚

<

俗
云
、
石
伏>

罪<

『
和
名
抄
』>

（
魚
＋
糉
の
右
の
部
）<

『
夫
木
集
』
用
之
非
也>

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
石
斑
生
南
方
溪
澗
水
石
處
。

①
『
本
綱
』
、
石
斑
魚
、
生
南
方
溪
澗
水
石
處
。
長
数

長
数
寸
、
白
鱗
黑
斑
。
浮
游
水
面
、
聞
人
聲
則
劃

寸
、
白
鱗
黑
斑
。
浮
游
水
面
、
聞
人
聲
則
劃
然
深
入
。

然
深
入
。

『
臨
海
水
土
記
』
云
、
長
者
尺
餘
、
其
斑
如
虎
文
、

②
其
長
者
尺
餘
、
斑
如
虎
文
、
性
婬
、
春
月
與
蛇
醫
交

而
性
淫
、
春
月
與
蛇
醫
交
牝
、
故
其
子
有
毒
。

犯
、
故
其
子
有
毒
。

（
後
略
）

△
按
、
石
斑
魚
、
状
似
彈
塗
魚
、
而
頭
大
尾
細
、
有
鬚

有
硬
鬐
、
有
細
鱗
如
無
、
其
背
斑
文
淺
黑
色
、
腹
白
、

大
者
三
、
四
寸
、
常
伏
石
間
、
故
称
石
伏
、
又
背
腹
其

黑
者
、
呼
名
談
義
坊
主
。

夫
木

誰
か
扨
あ
み
の
め
見
せ
て
す
く
ふ
へ
き
淵
に

沈
め
る
石
ふ
し
の
身
を

仲
正
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×

ど
ん
ほ

と
ん
こ

渡
父
魚

杜
父
魚
（
『
拾
遺
』）

杜
父
魚

【
釈
名
】
渡
父
魚
（
『
綱
目
』
）
、
黄
䱂
魚
（
音
么
）
、

黄
獄
魚<

音
公>

船
矴
魚
（
『
綱
目
』
）、
伏
念
魚
（
『
臨
海
志
』
）。

舩
矴
魚

伏
念
魚

<

讀
止
牟
保
、
俗
云
、
止
牟
古>

（
中
略
）
見
人
則
以
喙
挿
入
泥
中
、
如
船
矴
也
。

②
又
見
人
則
以
喙
挿
入
泥
中
、
如
舩
矴
也
。

【
集
解
】（
藏
器
曰
）、
杜
父
魚
生
溪
澗
中
。
長
二

①
『
本
綱
』
、
渡
父
魚
生
溪
澗
中
、
長
二
三
寸
、
状
如

三
寸
、
状
如
吹
沙
而
短
。
其
尾
歧
、
大
頭
闊
口
、

吹
沙
魚
而
短
、
其
尾
岐
、
大
頭
闊
口
、
其
色
黄
黑
有
斑
。

其
色
黄
黑
有
斑
。
脊
背
上
有
鬐
刺
、
螫
人
。
（
後

脊
背
上
有
鬐
刺
、
螫
人
。

略
）

△
按
渡
父
魚
處
處
皆
有
状
如
上
説

×
×

ば
ん
だ
い

正
字
未
詳
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番
代
魚

<

俗
云
、
波
牟
太
伊>

△
按
、
番
代
魚
、
生
池
澤
、
川
流
皆
有
、
三
四
月
初
出
、

九
十
月
不
見
、
長
一
二
寸
許
、
灰
白
色
、
脊
有
緗
與
柿

色
、
縦
文
腹
白
、
群
游
水
面
、
聞
人
聲
則
深
入
、
而
諸

魚
與
此
同
迯
厺
、
頗
如
守
門
者
、
其
形
状
、
本
草
所
謂

石
斑
魚
畧
相
似
矣
、
然
此
魚
總
無
甲
乙
、
皆
不
過
寸
半
、

又
不
見
其
災
、
唯
濕
生
者
矣
、
人
亦
不
食
之
。

×
×

は
ぜ

闌
胡

彈
塗
魚

<

俗
云
、
波
世>

タ
ン

ト
ウ

『
三
才
圖
會
』
云
、
彈
塗
魚
、
形
似
小
鰍
而
短
、
大
者

三
、
五
寸
、
潮
退
千
百
為
群
、
揚
鬐
跳
擲
海
塗
中
作
穴

而
居
、
以
其
彈
跳
于
塗
、
故
名
。

△
按
、
彈
塗
魚
、
川
末
近
海
處
多
有
之
、
常
潜
行
水
庭

底
、
釣
之
以
小
鰕
為
餌
、
綸
之
耑
端
去
鉤
□
三
寸
許
、

處
着
鉛
錘
令
鉤
附
于
地
俟
、
微
動
之
響
揚
竿
、
秋
月
貴
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賤
、
以
為
遊
興
之
一
矣
。
形
色
似
鯒
而
小
、
細
鱗
體
畧

滑
、
口
濶
腮
大
、
眼
向
上
、
斑
點
帯
微
黑
、
尾
亦
有
小

斑
無
岐
、
春
月
古
宿
魚
、
大
者
五
寸
、
腹
有
子
。

虎
彈
塗

状
大
而
有
虎
斑
彪
、<

俗
云
、
止
良
波
世>

衲
彈
塗

有
深
黑
斑
、
頭
尾
最
黑
、
擬
浮
屠
之
玄
衲
、

<

俗
云
、
古
呂
毛
波
世>

飛
彈
塗

脇
邊
有
鰭
如
翼
、
呼
曰
飛
鯊
、<

俗
云
、
止

比
波
世>

×
×

む
つ

牟
豆

正
字
未
詳

<

『
壒
嚢
抄
』
用
鱁
字
、
未
審
、
鱁
者
、
尚
之
別
名>

△
按
、
牟
豆
魚
、
溪
澗
空
穴
中
有
之
、
又
浮
游
、
大
四
、

五
寸
、
似
垂
而
畧
圓
、
淺
黑
細
鱗
、
硬
鰭
、
尾
有
岐
、

肉
柔
、
味
不
美
、
最
下
品
。
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き
ん
ぎ
よ

金
魚
（
『
綱
目
』）

金
魚

金
魚

キ
ン

イ
ユ
イ

【
集
解
】
（
時
珍
曰
）
、
金
魚
有
鯉
、
鯽
、
鰍
、

①
『
本
綱
』、
金
魚
有
鯉
、
鯽
、
鰍
、
賛
之
数
種
。

賛
数
種
、

鰍
賛
尤
難
、
独
金
鯽
耐
久
、（
中
略
）

②
獨
金
鯽
耐
久

自
宋
始
有
畜
者
、
今
則
處
處
人
家
養
玩
矣
。

⑦
自
宋
始
有
畜
者
今
則
處
處
人
家
養
玩
矣

春
末
生
子
於
草
上
、
好
自
吞
啗
、
亦
易
化
生
。
初

③
春
末
生
子
於
草
上
、
好
自
呑
、
亦
易
化
生
。
初
生
黑

出
黑
色
、
久
乃
変
紅
。
又
或
変
白
者
、
名
銀
魚
。

色
、
久
乃
変
紅
、
或
変
白
者
、
名
銀
魚
。
又
有
紅
、
白
、

亦
有
紅
、
白
、
黑
、
斑
相
間
無
常
者
。

黑
斑
相
間
者
。

其
肉
味
短
而
韌
。

⑥
味
短
而
靭

『
物
類
相
感
志
』
云
、
金
魚
食
橄
欖
渣
、
肥
皂
水

④
食
橄
欖
渣
、
肥
皂
水
即
死
。
得
白
楊
皮
不
生
蝨
也
。

即
死
。
得
白
楊
皮
不
生
虱
。
又
有
丹
魚
、
不
審
即

此
類
否
。
今
附
於
下
。

【
附
録
】
丹
魚

按
『
抱
朴
子
』
云
、
丹
水
出
京

⑧
丹
魚
『
抱
朴
子
』
云
、
上
洛
縣
冢
嶺
山
有
丹
水
、
入

兆
上
洛
縣
塚
嶺
山
、
入
于
汋
水
中
、
出
丹
魚
先
、

于
汋
水
中
、
出
丹
魚
先
、
夏
至
十
夜
伺
之
。
魚
浮
水
側
、

夏
至
十
日
、
夜
伺
之
。
魚
浮
水
側
、
必
有
赤
光
上

必
有
赤
光
上
照
、
若
火
割
血
、
塗
足
可
以
履
水
。
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照
、
若
火
割
血
、

肉
【
気
味
】
甘
、
鹹
、
平
、
無
毒
。（
後
略
）

⑤
肉<

甘
、
鹹
、
平>

【
集
解
】
金
魚
有
鯉
有
鮒
、
鱗
赤
間
夾
金
色
、
或
身
赤
尾

△
按
、
金
魚
、
非
鯉
、
鮒
等
之
変
者
、
是
別
一
種
。
而

金
、
素
来
自
外
国
、
而
五
、
六
十
年
来
、
家
家
玩
賞
之
。

殊
不
知
鰍
、
鰷
之
変
者
。
初
自
外
国
来
、
近
年
玩
賞
之
、

養

而
無
食
之
者
、
形
似
鮒
而
尾
如
鰕
、
其
大
者
七
、
八
寸
。

筑
前
及
泉
州
堺
多
有
養
之
者
、
以
販
于
四
方
、
毎
自
三

于
桶
槽
及
盆
池
中
、
採
杉
藻
而
泛
水
、
用
孑
孑
蟲
為
餌
、

月
至
十
月
、
餌
孑
孑
蟲
、
小
蚓
、
又
索
麪
、<

煮
熟
日

（
中
略
）
若
無
蟲
、
代
之
以
麪
餅
。
至
春
末
生
子
於
藻
中
、

乾>

亦
佳
、<

如
餌
飯
粒
則
金
魚
眼
突
出>

、
至
春
末
生

好
自
呑
（
口
＋
稲
の
右
の
部
）
餘
魚
知
孕
而
子
欲
生
時
、

子
、
投
杉
藻
或
棕
櫚
皮
泛
水
、
其
欲
生
時
雄
頻
逐
之
、

頻
逐
之
、
相
逼
生
子
于
藻
中
（
後
略
）

雌
相
逼
生
子
於
藻
中
、
好
自
啗
、
故
急
撰
取
其
藻
、
養

別
水
槽
、
受
日
光
三
五
日
、
孚
頭
尾
備
放
池
、

初
出
黑
色
、
久
乃
変
紅
、
紅
老
而
変
白
者
号
銀
魚
、
故
無

初
黑
色
如
小
鮒
、
久
乃
変
紅
斑
、
經
二
歳
長
二
、
三
寸
、

魚
小
而
銀
者
及
白
黒
相
間
者
、
惟
有
紅
白
、
黒
白
斑
相
間

為
紅
黑
斑
、
經
三
歳
為
純
紅
、
老
則
又
変
白
如
銀
、
名

無
常
者
耳
。
（
中
略
）
金
魚
常
拠
尾
之
形
而
有
価
之
貴
賤

之
銀
魚
、
本
一
種
、
又
有
逆
振
尾
游
者
、
號
獅
子
、
共

（
中
略
）
有
鮒
尾
者
、
為
下
品
。
（
中
略
）
大
者
盈
尺
、

為
珍
、
其
尾
如
鰕
又
如
舟
楫
而
不
邪
斜
者
、
良
如
鮒
尾

價
亦
貴
矣
。

者
、
為
下
品
。
最
大
者
一
尺
、
價
貴
、
其
頭
微
尖
者
、

雌
。
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か
ん

鱤
魚
（
音
感
。『
綱
目
』）

×

燭<

音
感>

カ
ン

【
釈
名
】
䱤
魚
（
音
紺
）。
鰥
魚
、
黄
頰
魚
。

<

音
紺>

鰥

黄
頰
魚

（
中
略
）
其
性
獨
行
、
故
曰
鰥
。『
詩
』
云
、「
其

②
性
獨
行
、
故
曰
鰥
、
『
詩
』
云
、
其
魚
、
魴
、
鰥
、

魚
魴
、
鰥
」、
是
矣
。

是
也
。

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鱤
生
江
湖
中
。
體
似
鯼
而

①
『
本
綱
』
燭
生
江
湖
中
、
體
似
七
而
腹
平
、
頭
似

腹
平
、
頭
似
鯇
而
口
大
、
頰
似
鮎
而
色
黄
、
鱗
似

鯇
而
口
大
、
頰
似
鮎
而
色
黄
、
鱗
似
鱒
而
稍
細
、
大
者

鱒
而
稍
細
。
大
者
三
四
十
斤
、
啖
魚
最
毒
、
池
中

三
四
十
斤
、
啖
魚
最
毒
、
池
中
有
此
不
能
畜
魚
。

有
此
、
不
能
畜
魚
。（
後
略
）

さ
う

鯼
魚
（
『
食
療
』）

×

鯼<

音

>

ツ
ヲ
ン

七<

同>

<

『
夫
木
集
』、
鯼
、
訓
伊
之
布
之
者
、
非
也
。>
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（
前
略
）
【
集
解
】
（
時
珍
曰
）
、
鯮
生
江
湖
中
。

『
本
綱
』、
七
、
生
江
湖
中
。
體
圓
厚
而
長
、
似
燭
魚

體
圓
厚
而
長
、
似
鱤
魚
而
腹
稍
起
、
扁
額
長
喙
、

而
腹
稍
起
、
扁
額
長
啄
、
口
在
頷
下
、
細
鱗
腹
白
、
背

口
在
頷
下
、
細
鱗
腹
白
、
背
微
黄
色
。
亦
能
噉
魚
。

微
黄
色
。
亦
能
噉
魚
、
大
者
二
卅
斤
。

大
者
二
三
十
斤
。（
後
略
）

△
按
、
燭
、
七
二
種
、
未
聞
有
本
朝
江
湖
中
。

鱖
魚

お
こ
じ

×

（
舟
＋
鮝
）<

音
滕>

テ
ア
ン

<

和
名
乎
古
之
、
俗
云
、
乎
古
世
。>

【
附
録
】
鰧
魚

（
時
珍
曰
）
、
按
『
山
海
經
』
云
、

②
『
山
海
經
』
云
洛
水
多
（
舟
＋
鮝
）
魚
如
鱖
、
居
于

洛
水
多
鰧
魚
、
状
如
鱖
、
居
于
逵
、（
中
略
）

逵

逵
乃
水
中
穴
道
、
交
通
者
愚
、

③<

水
中
穴
道
交
通
者
曰
逵>

按
鰧
之
形
状
居
止
功
用
、
俱
與
鱖
同
、
亦
鱖
之
類

①
『
本
綱
』
、
形
状
居
止
功
用
倶
與
鱖
同
、
亦
鱖
之
類

也
。（
後
略
）

也
。

△
按
、（
舟
＋
鮝
）
、
鱖
、
謂
生
於
湖
水
、
然
二
物
適
出
、

魚
肆
者
共
此
江
海
之
産
也
、
形
甚
醜
、
故
謂
醜
女
譬
之
、
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其
刺
螫
人
、<

俗
云
、
山
神
好
食
（
舟
＋
鮝
）>

。

鱖
魚
（
居
衛
切
○
『
開
寶
』）

あ
さ
ぢ

×

鱖<

音
貴>

ク
ー

【
釈
名
】
罽
魚
（
音
薊
）、
石
桂
魚
（
『
開
寶
』
）、

罽
魚<

（
糸
＋
罽
）
同>

水
豚

石
桂
魚

水
豚
。

<

和
名
阿
散
知>

（
時
珍
曰
）
、
（
前
略
）
其
文
斑
如
織

也
。
（
中

②
如
織
（
糸
＋
罽
）
故

略
）

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鱖
生
江
湖
中
。
扁
形
闊
腹
、

①
『
本
綱
』
、
鱖
、
生
江
湖
中
、
扁
形
極
腹
、
大
口
細

大
口
細
鱗
。
有
黑
斑
、

鱗
、
有
黑
斑

采
斑
色
明
者
為
雄
、
稍
晦
者
為
雌
、
背
有
鬐
鬣
刺

③
色
明
者
為
雄
、
稍
晦
者
為
雌
、
背
有
鬐
鬛
刺
人

人
、

厚
皮
緊
肉
、
肉
中
無
細
刺
、
有
肚
能
嚼
、
亦
啖
小

⑤
厚
皮
緊
肉
、
肉
中
無
細
刺
、
有
肚
能
嚼
、
亦
啖
小
魚

魚
、

夏
月
居
石
穴
、
冬
月
偎
泥
罧
、
魚
之
沉
下
者
也
。

⑦
夏
月
居
石
穴
、
冬
月
偎
泥
、
罧
魚
之
沈
下
者
也
、
小
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小
者
味
佳
、
至
三
五
斤
者
不
美
。

者
味
佳
、
至
三
五
斤
者
不
美
。

李
廷
飛
『
延
壽
書
』
云
、
鱖
鬐
刺
凡
十
二
、
以
應

④
其
鬛
刺
凡
十
二
、
以
應
十
二
月
。
誤
鯁
害
人

十
二
月
。
誤
鯁
害
人
、（
中
略
）

（
附
録
は
前
の
項
目
に
ご
参
照
）

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。
『
日
華
』
曰
、
微

⑧<

甘
平

毒
。

【
主
治
】
腹
内
悪
血
、
去
腹
内
小
蟲
、
益
気
力
、

⑨
去
腹
内
小
蟲
、
益
気
力
、
補
虚
労>

令
人
肥
健
（
『
開
寶
』
）
。
補
虛
労
、
益
脾
胃
（
孟

詵
）
治
腸
風
瀉
血
（
『
日
華
』）

【
發
明
】（
時
珍
曰
）、
按
、
張
杲
『
醫
説
』
云
、

越
州
邵
氏
女
年
十
八
、
病
労
瘵
累
年
、
偶
食
鱖
魚

⑥
凡
魚
無
肚
而
不
嚼
、
牛
羊
有
肚
故
能
嚼
、
鱖
獨
有
肚

羹
遂
愈
。
觀
此
、
正
與
補
労
、
益
胃
、
殺
蟲
之
説

能
嚼
也
。

相
符
、
則
仙
人
劉
憑
、
隱
士
張
志
和
之
嗜
此
魚
、

非
無
謂
也
。（
後
略
）

『
三
才
圖
會
』
云
、
此
魚
黄
質
黑
章
、
鬐
鬛
皆
圓
、
特

異
常
魚
、
漁
者
以
索
貫
一
雄
置
之
、
谿
畔
群
雌
来
齧
曳

之
、
不
捨
掣
而
販
之
、
常
得
数
十
尾
。
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資
料
三
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」

『
本
草
綱
目
』「
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
有
鱗
魚
」

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
有
鱗
魚
」
類

×

た
ひ

鯛<

都
條
反
、
音
彫>

鯛<

音
彫>

【
釈
名
】
赤
女<

訓
阿
加
米
、『
日
本
紀
』>

、
平
魚<

『
延

テ
ヤﾟ

ウ

喜
式
』>

、
櫻
鯛<

『
日
本
紀
』
神
巻
所
謂
彦
火
火
出
見
尊

棘
鬛

奇
鬛

失
兄
鉤
後
探
赤
女
口
而
得
之
、
赤
女
即
赤
鯛
也
。（
後
略
）

吉
鬛

赤
鬃

>

。

平
魚<

『
延
喜
式
』>

〈
和
名
太
比
〉

『
崔
禹
錫
食
經
』
云
、
鯛
、
〈
甘
、
冷
〉
貌
似
鯽
而
紅

鰭
者
也
。

『
閩
書
南
産
志
』
云
、
棘
鬛
魚
、
似
鯽
而
大
、
其
鬛
紅

紫
色
。
或
曰
奇
、
曰
吉
、
曰
赤
、
皆
以
鬛
異
于
余
魚
也
。

【
集
解
】
本
朝
鱗
中
之
長
、（
中
略
）、
自
古
供
宗
廟
之
祀

△
按
、
俗
謂
扁
者
称
平
、<

太
比
者
平
字
、
訓
下
畧>

、

薦
、
至
尊
之
膳
、（
中
略
）、
大
者
四
、
五
尺
、
小
者
一
、

『
本
草
綱
目
』
『
三
才
圖
會
』
等
不
載
之
、
可
知
中
華
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二
寸
。（
中
略
）、
倶
以
似
前
魚
者
、
同
称
前
魚
為
勝
。

希
有
之
物
也
。
近
世
浙
江
寧
波
海
中
有
之
、
蓋
春
夏
唐

舩
多
来
朝
時
、
鱰<

比
伊
乎
、
又
云
志
比
良>

附
舶
来
矣
、

秋
冬
歸
帆
時
、
此
地
鯛
附
舶
、
多
渡
唐
焉
、
鯛
形
似
鯽

而
扁
、
其
鱗
鬛
淡
赤
白
、
離
潮
則
変
赤
、
鬛
特
紅
、
其

肉
白
味
美
、
最
為
本
朝
魚
品
之
上
。
四
時
共
多
、
諸
国

皆
有
、
種
類
亦
多
也
。
大
抵
一
、
二
尺
、
其
小
者
一
、

二
寸
、
名
加
須
吾
鯛
。
攝
泉
之
内
海
所
取
者
、
惣
称
前

之
魚
、
賞
之
。
播
州
、
明
石
浦
之
産
亦
佳
也
。
北
国
新

潟
邊
之
産
有
大
者
三
、
四
尺
。
西
海
対
馬
邊
之
産
形
短

眼
大
也
、
並
味
不
如
攝
播
之
鯛
也
。
俗
傳
云
、
西
海
鯛

一
種
形
色
如
常
、
有
肉
中
大
骨
節
邊
着
瘤
子
者
、
俗
所
謂

春
夏
越
阿
波
鳴
戸
入
播
攝
之
地
者
、
大
骨
生
瘤
焉
、
盡

諸
海
之
鯛
過
阿
波
鳴
戸
灘
而
骨
労
則
生
瘤
、
未
知
果
然
。

然
乎
否
。

新
六

行
春
の
堺
の
浦
の
櫻
鯛
あ
か
ぬ
か
た

見
に
け
ふ
や
引
ら
ん

為
家

『
日
本
紀
』
云
、
彦
火
火
出
見
尊
失
兄
鉤
而
後
探
赤
女

口
而
得
之
、
赤
女
者
、
鯛
也
、<

一
云
、
鰡
也>

。
以
赤

女
魚
所
以
不
備
供
御
者
、
此
縁
也
。
蓋
惟
鯛
自
古
供
宗

廟
之
祀
薦
、
至
尊
之
膳
、
又
為
嘉
儀
之
餽
贈
、
則
赤
女
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非
鯛
也
。

戎
鯛

状
似
藻
臥
魚
而
頭
大
、
圓
肥
、
尾
小
窄
如
鯉
尾
、

鱗
似
鯛
而
深
赤
、
鰓
下
有
黑
雲
文
、
口
小
而
露
齒
、
甚

醜
。

は
な
を
れ
だ
い

出
『
閩
書
』

黄
穡
魚

一
種
有
頭
角
鼻
直
而
如
折
者
、
曰
鼻
折
鯛
。

ハ
ア
ン

ツ
ア
ン

イ
ユ
イ

俗
云
、
鼻
折
鯛

△
按
、
黄
穡
魚
、
形
色
似
鯛
而
色
淺
、
鼻
直
而
如
折
、

故
名
鼻
折
鯛
、
味
劣
於
眞
鯛
。

一
種
淡
紅
嘴
如
吹
笛
形
、
曰
笛
吹
鯛
、
味
最
下
品
也
。

笛
吹
鯛

状
似
鯛
而
淡
紅
色
、
口
尖
長
似
吹
笛
者
、
故

名
。

す
み
や
き
だ
ひ

鳥
頰
魚

<

俗
云
、
須
美
夜
木
太
比>

△
按
、
鳥
頰
魚
、
形
鱗
共
似
古
伊
知
魚
、
而
微
帯
赤
光
、

頰
有
黑
紋
如
墨
引
、
大
者
七
、
八
寸
、
肉
白
脆
淡
甘
美
、
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夏
秋
多
出
。

ち
ぬ
だ
ひ

黒
鯛
〈
名
尨
魚
〉
今
按
、『
和
名
抄
』
載
崔
禹
錫
『
食
経
』

く
ろ
だ
ひ

曰
尨
魚
與
鯛
相
似
、
灰
色
是
也
。（
中
略
）、
或
曰
呼
尨
魚

海
鯽

之
小
者
曰
知
奴
鯛
。

尨
魚
〈
和
名
、
久
呂
太
比
〉

海
鯽
〈
和
名
、
知
沼
〉

〈
【
和
名
抄
】
以
為
二
物
矣
、
實
此
一
物
也
。〉

△
按
、
海
鯽
、
状
似
鯛
而
鱗
色
黑
、
似
鯽
、
故
名
海
鯽
。

和
名
曰
、
黒
鯛
多
出
於
泉
州
、
古
者
泉
州
称
茅
渟
、
故

名
之
凡
鯛
。
夏
月
味
劣
、
此
魚
夏
月
味
最
勝
、
其
鱗
鰭

色
如
磨
琢
鐵
鉛
、
其
肉
有
微
毒
、
破
血
、
産
後
瘡
家
忌

之
、
尾
長
者
名
海
津
、〈
加
伊
豆
〉、
毒
甚
。

『
日
本
紀
』
神
功
皇
后
自
角
鹿
到
停
田
門
、
食
於
舩
上
時
、
『
日
本
紀
』
神
功
皇
后
自
角
鹿
〈
越
前
敦
賀
〉
到
停
田

海
鯽
魚
多
聚
船
傍
、
源
順
曰
海
鯽
訓
知
沼
、
然
則
『
日
本

門
、
食
於
舩
上
時
、
海
鯽
魚
聚
船
傍
、
皇
后
以
酒
灑
其

紀
』
海
鯽
者
、
今
之
知
奴
鯛
乎
。
一
種
色
略
似
黒
鯛
而
長

魚
、
鯽
醉
而
浮
之
、
故
其
處
之
魚
至
于
六
月
常
傾
浮
如

尾
者
、
号
曰
海
頭
、
訓
加
比
豆
、
最
有
毒
。

醉
。

一
種
似
黒
鯛
而
小
、
不
過
四
、
五
寸
許
者
、
有
黑
、
白
横

島
鯛

似
海
鯽
而
小
、
不
過
四
、
五
寸
許
、
有
黑
、
白
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紋
相
次
、
重
重
不
混
雜
、
曰
嶋
鯛
。

横
紋
相
次
、
重
重
不
混
雜
。

一
種
有
鱗
色
不
紅
潤
而
帯
微
黑
者
、
形
扁
長
而
頭
不
圓
、

小
瀧
鯛

鱗
色
不
紅
潤
而
帯
微
黑
、形
扁
長
而
頭
不
圓
、

略
類
尨
魚
、
味
亦
不
佳
、
江
都
漁
市
名
曰
小
瀧
鯛
。
是
総

眼
色
鮮
明
、
略
類
海
鯽
、
肉
柔
、
味
不
佳
、
此
多
出
於

之
小
瀧
所
産
也
。

総
州
小
瀧
、
故
名
。
又
泉
州
、
淡
州
出
之
、
名
知
鯛
、

<

名
義
未
詳>

。

た
か
の
は

正
字
未
詳

鷹
羽
魚

〈
俗
云
、
太
加
乃
波
〉

一
種
形
類
小
瀧
而
鱗
紋
如
鵰
尾
之
斑
、
名
曰
鵰
羽
鯛

△
按
、
形
畧
似
鯛
而
狹
扁
、
大
一
、
二
尺
、
淡
黑
帯
紫
、

細
鱗
有
文
、
似
鷹
羽
、
故
名
之
。
頭
不
團
、
尾
似
鯛
、

但
口
異
、
諸
魚
而
肉
唇
重
出
、
秋
冬
有
之
。

あ
ま
だ
い

甘
鯛

く
ず
な

〈
阿
末
太
比
〉

方
頭
魚

〈
俗
云
、
久
豆
奈
〉

一
種
有
頭
角
扁
小
而
嘴
尖
、
鱗
鬐
淺
紅
者
、
比
鯛
則
細
、

△
按
、
方
頭
魚
、
状
鯛
似
而
扁
狹
、
口
尖
、
鱗
鬐
淺
紅
、

不
過
一
尺
餘
、
然
味
極
甘
美
、
肉
亦
脆
白
、
最
無
毒
而
久

大
一
尺
許
、
肉
脆
白
、
味
甘
美
、
病
人
食
之
無
妨
。

痾
之
人
亦
食
之
無
害
、
江
都
盛
賞
之
、
名
曰
甘
鯛
。

沖
津
鯛
、<

一
名
白
久
豆
奈>

大
者
二
尺
許
、
色
帯
白
、
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或
曰
奥
津
鯛
、
是
駿
之
奥
津
多
産
也
。
或
曰
甘
鯛
之
大
者

味
亦
美
、
多
出
於
駿
州
沖
津
、
故
名
之
。

色
帯
白
而
味
不
美
、
此
謂
白
皮
甘
鯛
。

い
と
よ
り

金
線
魚

一
種
有
似
小
鯛
而
鱗
鰭
紅
、
自
頭
後
至
尾
前
、
着
一
條
銀

△
按
、
金
線
魚
、
状
似
鯛
而
狹
長
、
大
者
不
過
尺
、
鱗

糸
者
、
曰
糸
績
鯛
。
味
亦
稍
美
。

鰭
紅
、
自
頭
後
至
尾
端
、
縱
如
金
線
者
有
四
條
、
故
名
。

味
稍
美
、
無
毒
。

に
し
き
だ
ひ

具
足
魚

ぐ
そ
く
う
を

錦
鯛

〈
二
名
共
俗
所
称
〉

一
種
鱗
有
五
色
錦
紋
、
形
如
鰈
魚
而
肥
、
大
七
、
八
尺
許

△
按
、
錦
鯛
、
状
似
鯛
而
肥
大
、
鰭
鱗
紅
光
如
錦
、
又

者
、
名
曰
錦
鯛
。
此
江
都
漁
市
亦
所
稀
有
。

如
刀
鋒
不
可
手
近
、
不
能
切
割
、
庖
人
以
刀
脊
剥
鱗
、

肉
白
、
味
稍
美
、
大
抵
一
、
二
尺
、
大
者
六
、
七
尺
。

關
東
亦
甚
稀
焉
、
大
坂
市
廛
偶
有
之
、
予
亦
見
之
。
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あ
か
を

赤
魚<

訓
阿
加
乎>

緋
魚

フ
イ

イ
ユ
イ

【
釈
名
】<

色
赤
如
火
、
故
俗
曰
赤
魚>

赤
魚
〈
俗
〉

〈
俗
云
、
阿
加
乎
、
又
、
略
阿
古
〉

『
興
化
府
志
』
云
、
緋
魚
、
其
色
如
緋
。

【
集
解
】
頭
大
、
口
濶
、
形
略
似
甘
鯛
而
大
、
尾
無
岐
、

△
按
、
緋
魚
、
状
畧
似
鯛
而
厚
濶
、
眼
甚
大
而
突
出
、

細
鱗
、
長
鰭
、
全
体
倶
赤
如
丹
、
肉
脆
白
、
而
味
淡
美
、

其
大
者
二
、
三
尺
、
細
鱗
、
鰭
窄
、
尾
倶
鮮
紅
如
緋
、

處
處
雖
有
、
江
都
最
多
、
相
豆
総
海
濱
采
而
運
之
、
近
俗

肉
脆
白
、
味
甘
美
、
關
東
多
有
、
各
月
最
賞
之
、
攝
播

恐
河
豚
多
毒
、
以
鯛
、
鯒
、
舟+

鯗
、
赤
魚
之
類
代
之
、

希
有
之
、
以
藻
魚
大
者
称
赤
魚
而
代
之
。

然
味
最
減
矣
。
惟
鯛
魚
味
厚
、
赤
魚
味
淡
而
足
用
、

一
種
有
赤
鱒
者
、
或
号
赤
松
、
状
全
類
赤
魚
、
色
深
紅
、

赤
鱒<

俗
云
、
阿
加
末
豆>

、
状
類
緋
魚
、
又
似
鱒
、
色

味
亦
同
矣
。

深
赤
、
味
亦
不
佳
。

ち
ひ
き

正
字
未
詳

×

血
引
魚

△
按
、
血
引
魚
、
形
鰡
似
而
大
者
二
、
三
尺
、
全
體
深

赤
色
、
肉
亦
如
血
、
味
不
美
、
故
悪
其
色
、
食
之
者
少
。
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比
女
智
魚

夏
月
雜
肴
中
交
来
於
魚
市
、
大
五
、
六
寸
、

形
似
鰷
而
身
過
半
、
赤
如
血
、
肉
白
柔
。

め
ば
る

正
字
未
詳

眼
張
魚

眼
張
魚

<

訓
米
波
留>

〈
俗
云
、
米
波
留
〉

【
釈
名
】
魚
眼
張
大
、
餘
魚
不
及
、
故
名
。

【
集
解
】
大
概
類
赤
魚
而
眼
大
瞋
張
、
惟
口
不
濶
大
、
味

△
按
、
眼
張
魚
、
状
類
赤
魚
而
眼
大
瞋
張
、
故
名
之
。

亦
略
同
、〔
肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
後
略
）〕

惟
口
不
濶
大
、
味<

甘
、
平>

亦
似
緋
魚
、
春
月
五
、
六

寸
、
夏
秋
一
尺
許
、
播
州
、
赤
石
之
赤
眼
張
、
江
戸
之

緋
魚
、
共
得
名
・

有
黒
、
赤
二
種
。（
中
略
）

黑
眼
張
魚

形
同
而
色
不
赤
、
微
黑
、
其
大
者
一
尺
、

四
、
五
寸
、
俗
云
、
此
蟾
蜍
所
化
也
、
未
審
、
以
色
稍

似
謂
乎
。

も
い
を

藻
魚<

訓
毛
以
乎>

附
笠
子
魚

藻
魚

礒
眼
張
魚
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正
字
未
詳

〈
俗
云
、
毛
以
乎
、
西
国
俗
云
、
以
曾
女
波
流
〉

【
集
解
】
細
鱗
、
長
鰭
、
尾
無
岐
、
肉
淡
白
、
味
美
、
脂

△
按
、
藻
魚
、
状
似
眼
張
魚
而
眼
不
大
、
鰭
長
赤
、
尾

少
、
不
過
尺
許
、
黒
色
雑
白
点
、
如
胡
麻
蒸
渣
之
、
黒
白

亦
赤
、
無
岐
、
肉
淡
白
、
脂
少
、
味
〈
甘
、
平
〉
佳
、

相
交
、
俗
称
胡
麻
加
羅
、
此
為
上
品
。

諸
病
不
妨
、
大
近
于
尺
、
冬
月
其
大
者
俗
呼
曰
、
阿
古

乎
、〈
赤
魚
之
畧
言
歟
〉、
最
賞
之
、
又
有
白
點
者
、
又

有
淡
黑
點
者
。

又
有
騮
色
者
、
有
形
稍
短
而
黑
者
、
此
俗
称
黒
加
羅
、
倶

黑
加
羅

藻
魚
之
属
。
形
稍
短
而
黑
、
〈
或
云
、
加
良

味
減
矣
。
大
概
肉
味
雖
與
赤
魚
、
眼
張
似
、
此
魚
為
勝
。

須
〉

一
種
有
笠
子
魚
者
、
略
與
藻
魚
相
似
而
頭
圓
大
、
觜
尖
、

笠
子
魚

似
藻
魚
、
黑
而
頭
圓
大
、
口
尖
、
長
鱗
、
麤

長
鱗
、
麁
色
灰
白
、
味
最
劣
焉
。

灰
白
、
味
稍
劣
。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。
【
主
治
】
與
赤
魚
、
眼
張

等
略
同
而
味
尤
浅
、
不
中
諸
病
。

か
な
か
し
ら

鐡
頭
魚<

俗
訓
加
奈
加
志
羅>

銅
頭
魚

【
集
解
】
處
處
多
有
、
頭
骨
高
起
、
堅
硬
如
鐡
兜
、
圓
身

正
字
未
詳

長
鰭
、
尾
有
岐
、
而
硬
背
、
鰭
至
尾
如
刺
而
紅
、
鱗
細
而

〈
俗
云
、
加
奈
加
之
良
〉
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略
紅
、
肚
白
、
帯
黄
、
大
者
不
過
尺
、
味
亦
不
佳
、
近
代

△
按
、
銅
頭
魚
、
處
處
多
有
之
、
冬
春
盛
出
、
大
者
六
、

挙
世
誕
子
之
家
、
必
以
此
魚
供
賀
膳
、
取
其
頭
頚
堅
固
之

七
寸
、
頭
骨
高
起
、
硬
而
赤
、
頗
似
銅
色
、
故
名
之
。

義
。
冠
笄
婚
姻
之
儀
亦
然
焉
。（
後
略
）

圓
身
長
鰭
、
尾
有
岐
、
而
硬
背
、
鰭
至
尾
如
刺
而
赤
、

細
鱗
淺
紅
而
腹
白
、
帯
黄
眼
眶
淺
黄
、
肉
〈
甘
、
平
〉
、

世
俗
子
出
生
家
、
必
以
此
魚
供
賀
膳
、
取
堅
固
之
義
矣
。

如
無
鮮
魚
時
、
用
乾
者
。

ほ
う
ぼ
う

正
字
未
詳

×

保
宇
婆
宇

△
按
、
保
宇
婆
宇
魚
、
状
、
色
、
気
味
共
似
銅
頭
魚
而

大
。
其
吻
有
硬
鬚
、
而
尾
鰭
有
五
彩
色
、
其
鱗
細
於
銅

頭
魚
、
大
者
尺
餘
、
炙
食
甚
甘
美
、
肉
厚
白
、
冬
春
以

賞
之
。

こ
い
ち

正
字
未
詳

×

古
伊
知
魚

△
按
、
古
伊
知
魚
、
状
似
鮸
而
鱗
巨
於
鮸
、
口
長
於
鮸
、

又
似
烏
頰
魚
、
大
五
、
六
寸
至
尺
余
、
秋
月
出
焉
、
肉
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白
脆
、
味
不
佳
、
最
下
品
也
。

×

も
ふ
し

正
字
未
詳

藻
臥
魚<

訓
如
字
、
名
義
不
詳>

附
加
牟
鯛

藻
伏
魚

〈
俗
云
、
毛
不
之
〉

【
集
解
】
扁
身
、
大
首
、
鱗
硬
、
色
淡
黑
、
味
最
不
佳
、

△
按
、
藻
伏
魚
、
状
似
鯉
而
肥
、
首
大
鱗
硬
、
尾
似
鮒
、

大
概
雖
似
鮒
而
無
美
味
、
則
不
供
上
饌
、
一
種
有
加
牟
鯛

色
淡
黑
而
鰓
腴
、
尾
帯
紅
色
、
大
抵
一
尺
許
、
大
者
有

者
頭
大
、
堅
鱗
、
柔
薄
、
色
浅
赤
、
帯
金
色
、
其
味
者
不

二
、
三
尺
、
形
状
醜
、
味
亦
不
佳
。

佳
、
故
倶
為
民
間
之
供
也
。

さ
ゝ
い
わ
り

正
字
未
詳

榮
螺
破
魚

△
按
、
榮
螺
破
魚
、
形
色
似
藻
伏
魚
、
而
頭
圓
肥
、
脊

中
有
沙
、
其
齒
如
河
豚
魚
齒
、
能
咬
食
榮
螺
、
故
名
之
。

春
出
於
西
海
、
肉
味
淡
甘
、
筑
前
多
有
。

×

棋
代
魚<

訓
波
多
志
呂>

は
た
し
ろ

【
釈
名
】<

漁
家
所
謂
魚
紋
黒
白
相
畳
如
旗
之
黒
白
分
染
、

こ
せ
う

故
龍
宮
有
戦
闘
則
以
此
魚
代
旗
、
因
号
旗
代
也
。
是
誕
之

鰭
白
魚
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可
笑
者
不
足
用
、
或
作
旗
白
亦
不
相
当
。>

古
世
宇
〈
京
俗
〉

【
集
解
】（
前
略
）
略
雖
似
藻
魚
而
形
扁
、
首
短
鬐
亦
細
、

〈
名
義
、
正
字
未
詳
〉

脆
肉
美
白
、
味
甘
淡
而
佳
也
。
以
上
五
種
魚
之
気
味
雖
相

△
按
、
旗
代
魚
、
状
畧
似
藻
魚
而
扁
、
身
短
首
纎
鬐
、

類
、
而
以
藻
魚
、
旗
代
為
勝
、
眼
張
次
之
、
鮎
魚
女
有
膩
、

其
鱗
有
黑
白
文
、
肉
脆
白
〈
淡
、
甘
〉
、
冬
春
出
焉
、

味
不
佳
也
。

京
師
不
賞
之
、
唯
以
無
毒
為
佳
。

あ
い
な
め

鮎
魚
女<

訓
阿
比
奈
女>

鰷
身
魚

【
釈
名
】<

形
略
似
年
魚
、
故
名
称
女
、
而
非
年
魚
之
雌
、

正
字
未
詳

年
魚
生
河
、
鮎
魚
女
生
海
、
孕
魚+

米
亦
殊
矣
、
『
日
本

〈
俗
云
、
阿
比
奈
女
〉

紀
』
及
『
万
葉
集
』
訓
魚
称
奈
也
。>

似
鰷
之
身
、
故
名
、〈
乃
與
奈
通
、
美
與
米
通
〉。

【
集
解
】
状
似
年
魚
而
短
、
色
黒
、
鰭
稍
長
而
小
、
硬
鱗
、

△
按
、
阿
比
奈
米
、
状
似
年
魚
而
短
、
身
黒
硬
鱗
、
其

比
年
魚
則
細
大
者
鱗
亦
稍
大
、
味
亦
比
年
魚
則
極
劣
、
江

鰭
稍
長
而
小
、
味
亦
劣
於
年
魚
、
江
戸
近
處
海
濵
多
、

都
、
品
川
、
濱
江
上
多
采
之
、
或
夏
秋
間
釣
之
、（
後
略
）
。

夏
秋
釣
之
、
播
攝
冬
月
有
之
、
人
不
賞
之
。

あ
ふ
ら
め

い
た
ち
い
を

油
身
魚
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鼬
魚

鼬
魚<

訓
伊
多
知
宇
於>

〈
俗
云
、
阿
布
良
女
魚
、
又
云
、
伊
太
知
以
乎
〉

【
釈
名
】<

鱗
色
如
鼬
之
黄
色
、
故
名>

△
按
、
油
身
魚
、
大
八
、
九
寸
、
形
扁
身
圓
、
吻
有
細

【
集
解
】
形
扁
身
圓
、
口
邊
有
細
鬛
、
如
杜
父
之
鬛
、
細

鬛
、
細
鱗
褐
有
光
頗
似
油
色
、
又
似
鼬
毛
色
、
故
名
之
。

鱗
色
黄
有
光
、
尾
無
岐
、
漁
家
謂
味
似
鱈
而
淡
、
甘
、
江

尾
無
岐
、
肉<

淡
、
甘>

不
美
、
四
時
有
之
、
為
下
品
、

都
漁
市
希
見
之
。

播
州
、
明
石
浦
多
取
之
、
關
東
希
有
之
。

久
佐
比
魚

形
似
油
身
魚
、
而
細
鱗
有
光
、
如
五
彩
、

大
六
、
七
寸
、
四
、
五
月
出
不
多
。

か
ま
す

梭
子
魚

ソ
ウ

ツ
ウ

イ
ユ
イ

魳<

帀
沓
師
三
音
、
義
同
、
訓
加
麻
須>

魳
〈
音
帀
〉

「
魚
＋
臼
」〈
音
臼
〉

【
釈
名
】
（
魚
＋
先
）<

先
韻
切
、
音
銑>

、
（
魚
＋
臼
）<

（
魚
＋
先
）〈
音
銑
、
以
上
自
古
用
来
〉

釈
師
錬>

、
梭
子
魚

〈
俗
云
、
加
末
須
〉

<

略>

△
按
、
梭
子
魚
、
形
似
鰯
而
青
黑
色
、
肚
灰
白
、
細
鱗

【
集
解
】
形
如
鰺
而
細
鱗
、
有
光
、
色
有
淡
黒
、
有
鉛
、

光
澤
、
首
尾
狹
尖
、
身
圓
肥
似
織
梭
之
形
、
大
抵
六
、

白
嘴
尖
如
鋒
頭
、
首
尾
狹
尖
、
身
圓
肥
而
最
似
織
梭
、
大

七
寸
、
自
備
前
多
為
鮝
出
之
、
其
色
黄
赤
者
脂
多
、
黄
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者
不
過
数
寸
、
脂
多
味
美
、
又
有
細
刺
、
惟
宜
炙
食
、
不

白
者
脂
少
、
炙
食
味
美
、
病
人
食
亦
不
敢
忌
、
奥
州
、

堪
膾
烹
也
。
處
處
江
海
有
之
、
作
鮝
而
多
賞
美
、
脂
多
者

松
前
之
産
近
于
二
尺
者
有
。

色
淡
赤
、
脂
少
者
色
黄
白
、
京
師
難
波
漁
市
採
其
子
、
一
、

二
寸
者
称
美
、

志
築
（
魚
＋
臼
）

形
小
不
過
三
、
四
寸
、
色
淡
黑
者

一
種
色
淡
黒
、
形
短
小
、
漸
不
過
三
、
四
寸
者
、
脂
少
味

脂
少
、
腸
作
醢
名
志
築
、
自
淡
路
、
志
築
始
出
得
名
、

佳
、
曰
志
豆
岐
魳
、
其
魚
有
黒
腸
、
美
味
者
亦
曰
志
豆
岐
、
今
尾
州
、
勢
州
之
産
亦
佳
。

海
市
作
醢
而
献
于
国
守
、
国
守
献
上
厨
、
贈
于
四
方
、
世

以
為
珍
、
尾
、
勢
之
産
最
為
上
品
、
賀
越
亦
出
而
不
佳
。

（
後
略
）

（
魚
＋
臼
）
子

春
月
自
播
州
多
出
、
大
二
寸
、
灰
白

色
、
脂
多
、
此
非
梭
子
魚
之
子
、
實
曰
以
加
奈
古
者
也
。

<

詳
于
無
鱗
魚
下>

。

さ
よ
り

細
魚<

訓
佐
與
利>

鱵

鱵
魚
（
音
針
○
『
綱
目
』）

【
釈
名
】
針
魚<

源
順
訓
波
里
乎>
、
與
呂
登<

訓
上
同>

、

チ
ン

與
理
度<

上
同>

、
與
治
魚<

上
同
、
倶
見
式>

同
吮
魚

【
釈
名
】
姜
公
魚<

俗
名>

、

銅
哾
魚
、
音
税
、『
臨

姜
公
魚

海
志
』（
中
略
）

針
口
魚
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<

和
名
、
波
利
乎
、
一
云
、
與
呂
豆
、
俗
云
作
、
與
利>

①
『
本
綱
』
、
鱵
、
生
江
湖
中
。
大
小
形
状
、
並
同
鱠

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
生
江
湖
中
。
大
小
形
状
、

殘
魚
、
但
喙
尖
有
一
細
黑
骨
如
鍼
為
異
耳
。

並
同
鱠
殘
、
但
喙
尖
有
一
細
黑
骨
如
鍼
為
異
耳
。

（
後
略
）

②
『
三
才
圖
會
』
云
、
針
口
魚
、
口
似
針
頭
、
有
紅
點
、

腹
两
旁
自
頭
至
尾
有
白
路
、
如
銀
色
、
身
細
尾
岐
、
長

三
、
四
寸
、
二
月
間
出
海
中
。

③
△
按
上
二
説
、
並
鱵
、
小
者
也
。
大
抵
名
眞
鱵
魚
者
、

身
七
、
八
寸
、

【
集
解
】
形
似
幾
須
子
而
長
圓
、
大
者
二
、
三
尺
、

⑤
東
北
海
者
、
大
長
二
、
三
尺
者
有
、
蓋
海
中
魚
、
其

謂
出
江
湖
者
、
未
審
。

頭
小
眼
大
、
上
啄
短
、
寸
許
、
尖
如
劔
、
下
喙
長
四
、
五

④
下
喙
三
寸
許
、
如
鐡
針
黑
尖
、
上
啄
一
寸
許
、
尖
如

寸
、
黒
如
鐡
針
而
尖
、
頭
帯
赤
、
倶
柔
而
不
堅
利
、
鱗
極

劔
、
身
圓
形
、
似
梭
子
魚
、
而
頭
小
帯
微
赤
色
、
眼
大

細
而
色
淡
蒼
、
肉
潔
白
如
氷
、
味
甘
、
淡
、
可
愛
、
作
膾

腹
白
、
其
鱗
極
細
、
其
骨
黑
色
、
肉
潔
白
、
味
甘
淡
、

尤
佳
。（
後
略
）

作
膾
最
佳
也
。

×

だ
す

正
字
未
詳

啄
長
魚
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〈
俗
云
陀
須
〉

△
按
、
啄
長
魚
、
形
色
似
鱵
而
大
、
長
二
、
三
尺
、
啄

上
下
均
長
七
、
八
寸
、
黑
色
、
背
正
青
、
細
鱗
、
骨
亦

青
色
而
硬
、
其
肉
白
、
気
腥
味
不
美
、
有
江
海
中
常
游

水
面
。

や
が
ら

正
字
未
詳

簳
魚<

訓
也
加
羅
伊
乎>

【
釈
名
】（
略
）

簳
魚

【
集
解
】
東
海
時
有
、
西
海
最
多
、
形
長
狭
、
圓
肥
如
竹

〈
俗
云
、
也
加
良
〉

筩
箭
幹
、
略
似
細
魚
而
嘴
短
、
與
細
魚
反
、
細
魚
上
吻
長
、
△
按
、
簳
魚
、
形
類
鱵
而
長
、
圓
如
箭
幹
、
故
俗
呼
名

簳
魚
上
、
下
吻
長
如
鳫
嘴
之
長
、
紋
如
細
鱗
、
微
赤
、
尾

簳
魚
。
啄
長
而
上
下
均
細
鱗
如
紋
、
微
赤
、
尾
有
岐
、

有
岐
、
岐
中
垂
紅
絲
一
條
、
肉
白
、
味
麁
類
刀
魚
而
好
食

岐
中
垂
紅
絲
一
條
、
肉
白

者
鮮
矣
。<

簳
魚
、
大
抵
無
鱗
、
然
類
細
魚
、
有
鱗
文
、

故
入
有
鱗
條>

。

肉
【
気
味
】
甘
、
温
、
無
毒
。
【
主
治
】
通
膈
解
痰
、
今

〈
甘
、
温
〉
不
美
、
東
海
、
駿
河
、
伊
豆
有
之
、
患
膈

使
噎
膈
反
曽
之
人
啣
簳
魚
之
嘴
、
而
自
其
嘴
中
納
食
則
其

噎
人
、
用
其
觜
飲
食
則
治
、
云
然
徃
徃
試
之
不
必
然
。

食
不
反
、
此
未
試
之
、
或
肉
亦
療
噎
膈
反
胃
也
。
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こ
ち

正
字
未
詳

鯒<

音
踊
、
訓
古
知>

鯒
〈
俗
字
〉

〈
俗
云
、
古
知
〉

【
釈
名
】（
略
）

△
按
、
鯒
、
状
似
小
鱣
而
身
圓
、
顎
大
扁
口
濶
、
下
唇

【
集
解
】
形
似
小
鯰
而
平
狭
、
細
鱗
、
尖
尾
、
頭
大
口
濶
、

重
疊
、
最
醜
。
鰓
後
長
鬛
対
生
、
背
灰
黄
色
、
細
鱗
、

鰓
後
有
長
鬛
相
対
、
背
灰
色
、
腹
黄
白
、
大
者
二
、
三
尺
、

脊
自
頸
至
尾
有
一
道
短
鬛
、
腹
白
、
臍
以
下
有
一
道
長

小
者
寸
餘
、
江
都
相
江
、
房
総
所
所
多
有
、
一
種
濶
腹
有

鬛
、
尾
窄
、
其
大
者
一
、
二
尺
、
肉
厚
白
為
臛
、
甘
、

黄
赤
虎
斑
者
、
間
自
駿
常
之
海
濱
来
焉
。
（
中
略
）
惟
患

美
〈
眼
病
人
忌
之
〉
、
骨
鬛
甚
硬
、
肉
中
亦
有
硬
骨
、

眼
之
人
不
可
食
耳
。

誤
咽
鯁
則
難
脱
、
庖
人
從
腹
斜
切
則
骨
少
。

娑
娑
良
鯒

形
相
似
而
腹
大
、
有
黄
赤
彪
文
、
肉
中
有

硬
骨
。

ゑ
そ

正
字
未
詳

惠
曾
魚<

訓
如
字
、
名
義
不
詳>

惠
曾
魚

【
集
解
】
形
色
如
蝮
、
鱗
硬
鬛
短
、
背
之
鱗
下
有
碧
線
文

△
按
、
惠
曾
魚
、
状
類
鯒
而
灰
色
、
帯
黄
頭
、
畧
如
蝮

二
、
三
條
、
味
不
佳
而
腥
膩
多
矣
。

蛇
、
鱗
硬
鬛
短
、
鱗
下
有
碧
線
文
二
、
三
條
、
大
五
、

六
寸
至
尺
、
半
炙
之
、
或
為
蒲
鉾
、
食
有
微
腥
気
、
不
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佳
。
常
游
於
海
濵
水
汀
、
好
食
人
屍
肉
〈
云
云
〉
、
蓋

以
頭
形
醜
而
女
童
不
賞
之
、
但
和
州
人
饗
應
為
必
用
美

肴
。

き
す
ご

幾
須
子
魚

幾
須
吾

【
釈
名
】<

古
来
未
聞
此
魚
名
、
故
以
俗
称
記
之
。>

正
字
未
詳

〈
其
大
者
名
古
豆
、
乃
紀
州
名
之
、
道
保
共
名
義
、
正

字
未
詳
〉

【
集
解
】
處
處
江
海
四
時
倶
有
之
、
形
略
類
魳
魚
、
而
色

△
按
、
幾
須
吾
魚
、
状
似
「
魚
＋
臼
」
而
黄
白
、

白
、
頭
稍
短
、
類
波
絮
而
鱗
大
頭
尖
。
大
者
不
過
八
、
九

身
圓
頭
尖
短
、
細
鱗
、
大
抵
四
、
五
寸
、
不
過
八
寸
、

寸
許
、
細
鱗
而
尾
無
岐
、
肉
潔
白
、
淡
、
甘
、
可
愛
作
膾

尾
無
岐
、
頭
中
有
二
白
石
、
肉
厚
白
、
味<

淡
、
甘
、

為
勝
、
魚
餅
亦
佳
、
頭
中
有
二
白
石
、
如
（
魚
＋
糉
の
右

平>

、
炙
食
為
上
品
、
病
人
無
忌
、
秋
月
於
江
戸
品
川

の
部
）
頭
石
而
小
、
最
瑩
潔
也
。

芝
海
濵
貴
賤
釣
之
。

自
江
河
上
者
曰
河
幾
須
、
状
薄
小
而
不
圓
、
色
亦
帯
碧
也
。
川
幾
須

自
江
上
河
者
、
状
畧
扁
小
、
色
帯
微
碧

在
江
海
者
曰
海
幾
須
、
状
圓
大
而
肥
、
色
最
白
也
。
（
中

略
）
江
都
之
芝
濱
、
品
川
、
中
川
、
七
、
八
月
際
、
官
客

市
人
泛
畫
船
張
水
嬉
而
争
釣
之
。（
中
略
）、
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一
種
状
圓
肥
大
、
有
黑
白
虎
斑
者
、
曰
虎
幾
須
、
味
亦
美

虎
幾
須

是
亦
在
川
口
、
状
圓
肥
大
、
有
黑
白
虎
斑

也
。

く
ち

（
魚
＋
糉
の
右
の
部
）<

子
公
切
、
訓
石
持>

に
へ

石
首
魚
（
宋
『
開
寶
』）

【
釈
名
】
鮸

石
首
魚

鮸
〈
音
免
〉

【
釈
名
】
石
頭
魚
（『
嶺
表
録
』
）、
鮸
魚
（
音
免
。

【
集
解
】

メ
ン

『
拾
遺
録
』
）、
江
魚
（
『
浙
志
』
）、
黄
花
魚
（
『
臨

石
首
魚

江
魚

海
志
』
）、
乾
者
名
鯗
魚
（
音
想
、
亦
作
鱶
）。

黄
花
魚

石
頭

〈
和
名
、
仁
倍
、
一
云
、
久
智
〉

（
時
珍
曰
）、（
前
略
）
羅
願
云
、
諸
魚
薨
乾
皆
為

⑥
鮝
魚

鮸
乾
者
名
鮝
、
諸
魚
之
薧
皆
謂
鮝
、
其
美
不

鯗
、
其
美
不
及
石
首
、
故
獨
得
專
称
。
以
白
者
為

及
鮸
、
故
獨
得
專
称
。
以
白
者
為
佳
、
若
露
風
則
変
紅

佳
、
故
呼
白
鯗
。
若
露
風
則
変
紅
色
、
失
味
也
。

色
、
失
味
也
。

【
集
解
】（
志
曰
）、
石
首
魚
、
出
水
能
鳴
、
夜
視

②
出
水
能
鳴
、
夜
視
有
光
。

有
光
、（
後
略
）

（
時
珍
曰
）
、
生
東
南
海
中
。
其
形
如
白
魚
、
扁

①
『
本
綱
』
、
鮸
、
状
如
白
魚
、
扁
身
弱
骨
、
細
鱗
黄

身
弱
骨
、
細
鱗
黄
色
如
金
。

色
如
金
。

首
有
白
石
二
枚
、
瑩
潔
如
玉
。
至
秋
化
為
冠
鳧
、

③
首
有
白
石
二
枚
、
瑩
如
玉
。
至
秋
化
為
冠
鳧
、
是
即
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即
野
鴨
有
冠
者
也
。
腹
中
白
鰾
可
作
膠
。（
中
略
）

野
鴨
有
冠
者
也
。
鮸
腹
中
白
鰾
可
作
膠

④<

仁
倍>

毎
歳
四
月
、
来
自
海
洋
、
其
聲
如
雷
。
海
人

田
九
成
『
游
覽
志
』
云
、
每
歲
四
月
、
来
自
海
洋
、

以
竹
筒
探
水
底
、
聞
其
聲
乃
下
網
、
截
流
取
之
。
澄
以

綿
亙
数
里
、
其
聲
如
雷
。
海
人
以
竹
筒
探
水
底
、

淡
水
、
皆
圉
圉
無
力
。

聞
其
聲
乃
下
網
、
截
流
取
之
。
潑
以
淡
水
、
皆
圉

圉
無
力
。（
中
略
）

（
附
録
は
省
略
す
る
）

⑧
〈
甘
、
平
〉

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

⑤
〈
合
蓴
菜
作
羹
、
開
異
益
気
〉

【
主
治
】
合

菜
作
羹
、
開
胃
益
気
（
『
開
寶
』
）。

⑦
炙
食

鯗
【
主
治
】
炙
食
、

⑨
能
消
瓜
成
水
、
消
宿
食
、
治
暴
下
痢

能
消
瓜
成
水
、
治
暴
下
痢
、（
後
略
）

⑩
〈
甜
瓜
生
者
用
其
鮝
骨
挿
蔕
上
、
一
夜
便
熟
〉

四
時
倶
有
之
、（
中
略
）、
其
形
略
類
鮒
而
長
狹
、
色
淡
黄

△
按
、
鮸
、
四
時
倶
有
之
、
略
類
鮒
、
形
長
狹
、
色
淡

白
、
鰭
長
鱗
細
、
頭
短
小
、
尾
無
岐
、
肉
脆
脂
少
、
（
後

黄
白
、
鰭
長
鱗
細
、
尾
無
岐
、
肉
脆
脂
少
、
其
大
五
、

略
）

七
寸
、
九
月
為
盛
、
此
時
味
甚
佳
。

阿
古
〈
名
義
未
詳
〉
、
冬
月
鮸
之
大
者
、
俗
呼
曰
阿
古
、

甚
賞
味
之
。
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仁
倍

似
鮸
而
少
長
、
灰
青
色
、
首
有
石
、
其
大
者
六
、

七
尺
、
取
腹
中
白
鰾
以
為
膠
粘
物
、
甚
固
、
工
匠
及
弓

人
為
必
用
物
、
蓋
『
和
名
抄
』
仁
倍
、
久
知
為
一
物
。

今
俗
為
各
別
。

凡
首
中
有
石
魚
、
鯛
、
鮸
、
幾
須
吾
、
※
魚
也
。
皆
治

淋
病<

於
久
里
加
牟
木
利
、
同
功
矣>

石
首
魚

×

北
斗
魚

【
附
録
】
墨
頭
魚

墨
頭
魚

モ
ツ
テﾟ

ウ
イ
ユ
イ

時
珍
曰
、
四
川
嘉
州
出
之
。

②
出
於
四
川
嘉
州

状
類
蕊
子
、
長
者
及
尺
。
其
頭
黑
如
墨
、
頭
上

①
『
本
綱
』
墨
頭
魚
、
状
類
鱓
、
其
大
者
及
尺
、
頭
黑

有
白
子
二
枚
。
又
名
北
斗
魚
、
常
以
二
三
月
出
、

如
墨
、
頭
上
有
白
子
二
枚
。
常
以
二
三
月
出
、
漁
人
以

漁
人
以
火
夜
照
乂
之

火
夜
照
乂
之
。

乃
宇
羅
幾
魚<

訓
如
字
、
名
義
不
祥>

さ
い
ら

乃
宇
羅
岐
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の
う
ら
き

佐
伊
羅
魚

【
集
解
】
形
如
鰆
、
背
似
鱵
、
頷
短
、
鱗
細
、
最
小
魚
也
。

△
按
、
佐
伊
羅
魚
、
似
馬
鮫
而
狹
長
、
背
似
鱵
、
大
者

性
多
油
脂
、
民
間
采
之
炙
熟
、
取
脂
以
作
燈
油
、
然
不
減

八
、
九
寸
、
細
鱗
、
頷
短
、
冬
春
多
出
於
紀
泉
及
西
海
、

于
鰯
、
不
及
于
鯨
耳
。

脂
多
取
為
燈
油
、
或
作
晒
以
詐
名
鱵
販
之
、
伊
賀
大

和
土
民
好
食
之
、
魚
中
之
下
品
也
、
故
鱵
称
眞
佐
與
利
、

別
之
。

し
ひ
ら

ひ
い
を

鱰

志
比
羅
魚<

訓
如
字
、
名
義
不
祥>

く
ま
ひ
き

正
字
未
詳

<

俗
云
、
志
比
良
、
長
崎
人
呼
曰
、
比
以
乎
、
此
鮝
名

久
未
比
木>

【
集
解
】
江
東
諸
浦
間
采
之
、
頭
圓
、
尾
細
、
鱗
小
、
色

△
按
、
鱰
、
状
類
鰤
而
頭
圓
、
尾
小
、
鱗
細
、
味
亦
似

如
魳
魚
、
味
亦
類
魬
、
鰍
、
西
海
有
大
及
二
、
三
尺
者
、

魬
、
大
者
二
、
三
尺
、
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曝
乾
作
脯
、
号
謂
熊
引
、
未
知
以
何
名
之
、
土
佐
海
濱
多

采
之
。

作
鮝
名
九
方
疋
、
以
其
多
有
之
謂
乎
。
越
中
鱰
鮝
為
上
、

相
傳
云
、
此
中
華
之
魚
。
四
、
五
月
唐
船
多
入
朝
時
来
、

群
游
矣
。
唐
船
歸
帆
時
、
九
州
之
鯛
慕
唐
人
肉
食
之
腥

気
、
着
于
船
入
唐
矣
。
故
夏
月
鱰
多
于
日
本
、
冬
月
鯛

多
于
中
華
之
湊
。

鱰
鮝<

味>

似
梭
子
魚
、
乾
者
而
無
毒
、
病
人
亦
食
不
忌
。

ひ
ら

箭
魚

鰣
魚
（
『
食
療
』）

×

鰣
〈
音
時
〉

〈
俗
云
、
比
羅
〉

ス
ウ

【
釈
名
】
（
寗
源
曰
）
、
（
中
略
）
餘
月
則
無
、
故

②
餘
月
則
無
、
故
名
鰣
。

名
。

【
出
產
】（
時
珍
曰
）
、（
中
略
）
今
江
中
皆
有
、（
中

①
『
本
綱
』
、
鰣
、
江
中
皆
有
、
毎
四
月
身
出
後
即
出
、

略
）
每
四
月
鱭
魚
出
後
即
出
、（
中
略
）

從
海
中
沂
。

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鰣
、
形
秀
而
扁
、
微
似
魴

③
形
秀
而
扁
、
微
似
魴
而
長
、
白
色
如
銀
、
肉
中
多
細
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而
長
、
白
色
如
銀
、
肉
中
多
細
刺
如
毛
、
其
子
甚

刺
如
毛
、
其
子
甚
細
膩
。
大
者
不
過
三
尺
、
腹
下
有
三

細
膩
。
（
中
略
）
大
者
不
過
三
尺
、
腹
下
有
三
角

角
硬
鱗
如
甲
、
其
肪
亦
在
鱗
甲
中
、
自
甚
惜
之
。
其
性

硬
鱗
如
甲
、
其
肪
亦
在
鱗
甲
中
、
自
甚
惜
之
。
其

浮
游
、
漁
人
以
絲
網
沈
水
数
寸
取
之
、
一
絲
罣
鱗
即
不

性
浮
游
、
漁
人
以
絲
網
沉
水
数
寸
取
之
、
一
絲
星

復
動
、
出
水
即
死
、
最
易
餒
敗
。
不
宜
烹
煮
、
惟
以
筍
、

鱗
即
不
複
動
、
才
出
水
即
死
、
最
易
餒
敗
。
（
中

莧
、
芹
之
属
、
連
鱗
蒸
食
乃
佳
、
亦
可
糟
藏
之
。

略
）
不
宜
烹
煮
、
惟
以
筍
、
莧
、
芹
、
荻
之
属
、

連
鱗
蒸
食
乃
佳
。
亦
可
糟
藏
之
。（
中
略
）

④
恨
其
美
而
多
刺
也
。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
中
略
）

⑤
肉
〈
甘
、
平
〉

【
主
治
】
補
虛
労
（
孟
詵
）
。（
後
略
）

⑥
補
虚
労
〈
發
疳
痼
〉

『
三
才
圖
會
』
云
、
鰣
、
腹
下
細
骨
如
箭
鏃
、
故
名
箭

魚
。
又
其
味
美
在
皮
鱗
之
交
、
故
不
去
鱗
而
食
。

△
按
、
鰣
、
形
薄
扁
＜
故
名
比
良
〉。

ぼ
ら

な
よ
し

鯔
魚
（
宋
『
開
寶
』）

鯔<

音
而
反
、
音
支
、
訓
那
與
志>

附<

女
那
多
魚>

鯔<

音
支>

フ
ウ
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【
釈
名
】
子
魚
。
時
珍
曰
、
鯔
、
色
緇
黑
、
故
名
。

子
魚<

黑
色
曰
緇
、
此
魚
黑
、
故
名
緇
、
其
聲
訛
、
曰

粵
人
訛
為
子
魚
。

子
魚>

<

和
名
奈
與
之
、
俗
云
、
保
良>

<

小
者
名
江
鮒
、
又
云
、
簀
走>

【
集
解
】
志
曰
、
鯔
魚
生
江
河
淺
水
中
。
似
鯉
、

②
馬
志
曰
、
生
江
河
淺
水
中
。
似
鯉
、
身
圓
頭
扁
、
骨

身
圓
頭
扁
、
骨
軟
、
性
喜
食
泥
。

軟
、
性
喜
食
泥
。

時
珍
曰
、
生
東
海
。
状
如
青
魚
、
長
者
尺
餘
。
其

①
『
本
綱
』
、
時
珍
曰
、
生
東
海
。
状
如
青
魚
、
長
者

子
滿
腹
、
有
黄
脂
味
美
、
獺
喜
食
之
。
呉
越
人
以

尺
餘
、
其
子
滿
腹
、
有
黄
脂
味
美
、
獺
喜
食
之
。
呉
越

為
佳
品
、
腌
為
鯗
臘
。

人
以
為
佳
品
、
醃
為
鮝
腊
。<

肉
、
甘
、
平
、
與
百
藥

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。
【
主
治
】
開
胃
、

無
忌>

通
利
五
臟
。
令
人
肥
健
。
與
百
藥
無
忌
（
『
開
寶
』
）。

山
家

た
ね
つ
く
す
つ
ぼ
ゐ
の
水
の
行
末
に
江
鮒
集

る
落
合
の
か
た

西
行

【
釈
名
】
口
女<

『
日
本
紀
』
訓
久
知
米>

、
伊
勢
鯉
、
名

△
按
、
鯔
、
『
日
本
紀
』<

曰
赤
女
、
又
魚
云
、
口
女>

<
読
如
字>

、
腹
便
〈
或
曰
腹
大
、
俱
訓
波
羅
不
登
〉、（

彦
火
火
出
見
尊
失
兄
鈎
、
後
至
海
神
宮
探
赤
女
、<

或

魚
＋
咨
）
〈
音
恣
、
訓
母
羅
〉
、
江
鮒
〈
訓
如
字
〉
、
簀
走

云
口
女>

、
口
而
得
之
、
赤
女
者
則
鯔
也
、
故
以
鯔
所

〈
訓
須
波
之
利
〉
、（
魚
＋
聚
）〈
上
同
、
壒
囊
〉、
鯐
〈
音

以
不
備
供
御
者
、
此
縁
也
。
其
小
者
三
、
四
寸
、
在
河

走
、
訓
同
上
〉
、
鮠
〈
音
危
、
訓
同
上
。
〇
按
、
鯔
者
、

中
名
伊
奈
、
五
、
六
寸
者
、
在
江
中
畿
内
名
江
鮒
、
關
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此
魚
之
総
名
而
魚
色
鯔
黒
、
故
名
之
、
占
所
謂
口
女
者
、

東
称
簀
走
、
俗
用
鯐
字
。

『
日
本
紀
』
神
巻
謂
口
女
者
、
鯔
也
。
伊
勢
鯉
者
、
勢
州

鳥
羽
海
濱
多
採
之
、
形
、
味
類
鯉
也
。
腹
便
者
、
此
魚
肚

腹
圓
肥
也
。
江
鮒
者
、
小
鯔
如
鮒
、
欇
之
難
波
漁
市
称
此

名
也
。
簀
走
者
、
小
鮠
能
跳
走
、
江
都
漁
市
称
此
名
也
。

（
魚
＋
咨
）
鯐
俱
未
詳
、
是
和
字
乎
、（
中
略
）、
口
女
、

伊
勢
鯉
名
吉
、
腹
便
（
魚
＋
咨
）
小
者
、
江
鮒
、
簀
走
之

類
、
海
俗
所
謂
自
小
至
大
、
逐
年
有
名
、
然
未
詳
之
、
但

漁
家
之
戯
称
乎
、
鮠
者
、
鮎
、
鮧
之
類
、
本
邦
為
ハ
エ
魚

名
、
俱
未
知
所
拠
焉
。〉

『
三
才
圖
會
』
所
謂
撥
尾
魚
是
也
。
能
跳
如
飛
連
行
成

陣
、
倶
似
鯉
、
性
喜
食
泥
、
作
鮓
甘
美
、
八
、
九
月
稍

長
大
、
六
、
七
寸
、
在
江
海
之
交
、
此
時
也
、
無
泥
、

味
脂
多
而
愈
甘
美
、
色
亦
黑
減
如
暴
洗
、
故
称
小
暴
江

鮒
、
馬
志
所
説
者
、
乃
江
鮒
也
。

冬
春
至
尺
餘
者
、
名
母
羅<

俗
用
蹇
字>

。
以
類
鯉
称

【
集
解
】(

前
略)

小
者
江
河
浅
水
中
亦
生
而
能
跳
如
飛
連
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行
成
陣
、
倶
似
鯉
、（
中
略
）、
性
喜
食
泥
、（
中
略
）、
京

師
、
江
都
同
作
鮓
、
味
最
可
好
、（
中
略
）、
大
者
亦
味
逾

甘
美
不
減
鯉
、
鮒
、
但
有
些
泥
味

伊
勢
鯉
、
其
肚
腹
肥
大
、
故
称
腹
太
、
勢
州
人
称
名
吉
、

<

用
奈
與
志
之
音
義
矣>

、
時
珍
所
説
者
是
也
、
其
大
小

倶
腹
中
有
肉
塊
如
臼
形
、
炙
食<

甘
、
微
苦>

。

子
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。【
主
治
】
産
後
不
禁
之
、

唐
墨

三
、
四
月
鯔
子
連
胞
乾
之
、
形
似
墨
而
大
、
褐

按
勢
州
、
土
州
産
者
多
子
、
餘
州
産
者
全
無
焉
。
連
胞
乾

色
、
味
甘
美
、
然
勢
州
、
土
州
之
鯔
有
子
、
餘
国
之
産

者
号
唐
墨
、
與
鰆
之
唐
墨
同
然
色
黄
赤
、
味
甘
美
、（
中

有
子
者
、
稀
也
。
偶
取
得
為
珍
、
故
多
以
馬
鮫
魚
子
偽

略
）

之
。

【
附
録
】
女
那
多
魚
〈
状
全
與
鯔
同
而
大
者
也
。
海
俗
所

志
久
知
鯔

形
色
及
腹
中
之
臼
皆
同
鯔
、以
眼
黄
為
異
、

謂
老
鯔
魚
、
又
曰
鯔
類
而
別
一
種
也
。
其
大
者
六
、
七
尺

其
大
者
三
、
四
尺<

關
東
名
女
奈
太>

、
是
乃
鯔
之
老
者

及
丈
余
、（
後
略
）〉

矣
、
可
謂
赤
目
者
乎
。

撥
尾
魚

す
す
き

鱸
魚
（
宋
『
嘉
定
』）

鱸
〈
音
盧
、
訓
須
須
木
〉

鱸

【
釈
名
】
小
者
曰
鮬
〈
黑
色
曰
盧
。
此
魚
白
質
黑
章
、
故

ロ
ウ
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【
釈
名
】
四
鰓
魚
。

名
、
中
華
淞
人
名
四
鰓
魚
。
本
朝
盧
魚
亦
四
鰓
也
、
小
曰

四
鰓
魚

鮬
、
訓
世
比
古
、
源
順
和
名
曰
鮬
、
音
枯
婢
妾
魚
也
。『
漢

<

和
名
須
々
木
、
小
者
名
波
禰
、
尚
小
者
名
世
伊
古>

語
抄
』
曰
世
比
、
今
訛
婢
妾
為
妾
婢
也
。
然
則
今
世
訛
世

①
『
本
綱
』
、
鱸
、
凡
黑
色
曰
盧
。
此
魚
白
質
黑
章
、

（
時
珍
曰
）
、
黑
色
曰
盧
。
此
魚
白
質
黑
章
、
故

比
、
訓
世
比
古
、
以
名
小
鱸
乎
。〉

故
名
之
。

名
。
淞
人
名
四
鰓
魚
。

②
淞
江
尤
盛
、
四
五
月
方
出
。
長
僅
数
寸
、
状
類
似
鱖

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
鱸
出
呉
中
、
淞
江
尤
盛
、

而
色
白
、
有
黑
點
、
巨
口
細
鱗
、
有
四
鰓
。

四
五
月
方
出
。
長
僅
数
寸
、
状
微
似
鱖
而
色
白
、

有
黑
點
、
巨
口
細
鱗
、
有
四
鰓
。（
中
略
）

④
肉<

甘
、
平>

、
有
小
毒
、

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
有
小
毒
。

⑤<

然
不
甚
發
病

宗
奭
曰
、
雖
有
小
毒
、
不
甚
發
病
。

⑥
但
不
可
多
食>

（
禹
錫
曰
）
、
多
食
、
發
痃
癖
瘡
腫
、
不
可
同
乳

酪
食
。

③
其
肝
不
可
食
剥
人
面
皮
。

李
廷
飛
云
、
肝
不
可
食
、
剝
人
面
皮
。

⑦
中
鱸
魚
毒
者
、
蘆
根
汁
解
之

（
詵
曰
）
、
中
鱸
魚
毒
者
、
蘆
根
汁
解
之
。（
後
略
）

衣
笠
内
大
臣

新
六

夕
な
き
に
藤
江
の
浦
の
入
海
に
鱸
釣
て
ふ
あ

ま
の
乙
女
子

【
集
解
】
（
前
略
）
川
河
者
味
美
脂
多
、
江
海
者
味
浅
脂

川
鱸
脂
多
味
美
、
海
鱸
脂
少
味
淡
、
其
三
、
四
寸
者
称

少
（
中
略
）、

世
比
古
、
六
、
七
寸
近
尺
者
名
波
祢
、
尺
以
上
至
二
、
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三
尺
者
名
須
受
岐
。

但
雲
州
、
松
江
多
出
（
中
略
）

諸
国
四
時
共
有
之
、
雲
州
、
松
江
最
多
而
夏
月
特
賞
之
。

『
古
事
本
紀
』
謂
、
天
孫
降
臨
之
時
、
事
代
主
於
出
雲
国

『
古
事
紀
』
云
、
天
孫
降
臨
之
時
、
事
代
主
於
出
雲
国

小
濵
造
天
之
御
舎
献
天
御
饗
時
、
櫛
八
玉
釣
口
大
尾
翼
鱸

小
濵
獻
天
御
饗
時
、
櫛
八
玉
釣
鱸
獻
之<

云
云>

。

獻
天
之
真
魚
咋
也
。
註
訓
鱸
曰
須
受
岐
、（
後
略
）。

青
魚
（
宋
『
開
寶
』）

さ
ば

青
魚

暑<

大
者>

鯖<

訓
佐
波
、
或
曰
阿
乎
佐
波>

鯖

<

和
名
、
阿
乎
左
波>

【
釈
名
】（
略
）

ツ
イ
ン

『
崔
禹
錫
食
經
』
云
、
鯖
、
口
尖
背
蒼
者
也
。

【
釈
名
】
時
珍
曰
、（
中
略
）
大
者
名
䱾
魚
。

③
其
大
者
名
（
魚
＋
婁
）

【
集
解
】
頌
曰
、
青
魚
生
江
湖
間
、
南
方
多
有
。

①
『
本
綱
』、
鯖
、
生
江
湖
間
、

北
地
時
或
有
之
、
取
無
時
。
似
鯇
而
背
正
青
色
。

②
取
無
時
。
似
鯇
而
背
正
青
色
。
以
作
鮓

南
方
多
以
作
鮓
、
古
人
所
謂
五
侯
鯖
即
此
。

其
頭
中
枕
骨
蒸
令
気
通
、
曝
乾
、
状
如
琥
珀
、
荊

⑥
其
頭
中
枕
骨
蒸
令
気
通
、
曝
乾
、
状
如
琥
珀
。
作
酒

楚
人
煮
拍
作
酒
器
、
梳
、
篦
、
甚
佳
。
舊
注
言

器
、
梳
、
箆
。

可
代
琥
珀
者
、
非
也
。
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肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。
『
日
華
』
曰
、
微

④
肉<

甘
、
平
、
微
毒
有>

、
服
朮
人
忌
之

毒
。
服
木
人
忌
之
。（
中
略
）

鮓
【
気
味
】（
中
略
）
弘
景
曰
、
不
可
合
生
胡
荽
、

⑤<

不
可
合
生
胡
菜
、
豆
藿
、
麥
醬
同
食>

生
葵
菜
、
豆
藿
、
麥
醬
同
食
。（
後
略
）

⑥
『
五
雑
俎
』
云
、
食
鯖
已
狂
、
食
鮆
止
驕
、
食
筭
餘

魚
不
醉
、
食
人
魚
已
癡
、
食
黄
鳥
已
妬
、
食
点
嬬
不

饑
、
古
有
斯
語
、
未
診
其
然
也
。

⑦
△
按
、
鯖
、
形
色
畧
合
於
『
本
草
』
之
説
、
然
北
海
、

西
海
多
有
、
而
未
聞
在
湖
中
、
未
見
其
枕
骨
可
為
器
者

也
。

【
集
解
】（
前
略
）
似
魳
魚
而
小
鱗
亦
至
細
、
背
正
青
色
、

⑧
形
類
鯇
而
鱗
至
細
、
大
者
一
尺
四
、
五
寸
、
背
正
青

中
有
蒼
黑
虎
紋
、
或
如
繩
之
纏
尾
邊
、
両
両
相
対
、
有
角

色
、
中
有
蒼
黑
微
斑
文
、
或
如
繩
之
纏
尾
邊
、
両
両
相

刺
之
鰭
、

対
、
有
角
刺
之
鰭
、

凡
生
用
不
佳
而
多
食
則
醉
、

⑩
食
經
宿
者
令
人
醉
、
但
鮮
者
醋
熬
食
佳
、
能
登
海
上

四
月
中
多
時
数
万
、
為
浪
所
漂
、
而
不
釣
不
網
亦
可
獲

取
、

作
晒
食
則
不
醉
、
呼
晒
曰
刺
鯖
。
気
味
勝
于
生
魚
、
故

⑪
作
晒
運
送
諸
国
、
上
、
下
賞
之
、
為
中
元
日
祝
用
、
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上
、
下
賞
美
之
、
今
時
七
月
十
五
日
、
用
生
荷
葉
裹
強
飯

盛
膳
、
又
以
荷
葉
裹
刺
鯖
添
之
、
先
供
家
君
及
子
孫
而
臣

僕
次
第
飧
之
、
号
曰
荷
供
御
。（
中
略
）

今
以
能
登
之
産
為
上
品
、
越
中
、
佐
渡
次
之
（
中
略
）。

⑭
能
登
之
産
為
上
、
佐
渡
、
越
中
次
之
。

肉
【
気
味
】
甘
、
酸
、
温
、
有
小
毒<

按
（
魚
＋
奄
）
甘
、

⑨
其
肉<

甘
、
微
酸>

易
餒
、

平
、
無
毒>

、（
中
略
）

刺
鯖
【
気
味
】【
主
治
】
倶
詳
于
前
、<

刺
鯖
法
、
取
鮮
鯖

去
腸
及
鱗
、
自
背
傍
骨
而
割
開
之
、
使
全
体
不
別
如
楚
割

而
後
晒
之
、
用
一
ヶ
頭
刺
入
于
一
ヶ
頭
中
鰓
間
而
両
ヶ

⑫
但
自
背
傍
骨
割
開
晒
之
、
二
枚
作
一
重
、
謂
之
一

相
聯
、
作
一
重
、
此
号
曰
一
刺
、
今
漁
市
販
者
、
是
也
。

刺
、

其
色
以
赤
紫
者
為
上
。
塗
鰯
油
而
乾
則
然
矣
。
是
漁
家
所

⑬
其
色
赤
紫
者
為
上
、
塗
鰯
油
乾
則
色
佳
也
、

深
秘
也
。（
後
略
）

こ
の
し
ろ

つ
な
し

鰶<

音
際>

ツ
ユ
イ
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鱅
魚
（
音
庸
○
『
拾
遺
』）

鯯<

音
制
、
訓
古
乃
之
呂>

鯯<

音
制>

青
鱗
魚

【
釈
名
】
鱃
魚
（
音
秋
。『
山
海
經
』）。

【
釈
名
】
鰶<

子
例
反
、
順
曰
字
作
鯯
（
中
略
）>

鱅<

音
庸>

鱃<

音
秋>

<

和
名
、
古
乃
之
呂
、
又
云
、
豆
奈
之>

<

關
東
名
古
波
太>

（
時
珍
曰
）
、
此
魚
中
之
下
品
、
蓋
魚
之
庸
常
以

④
魚
中
之
下
品
者
、
常
以
供
饈
食
、
故
曰
鱅
、
曰
鱃
。

供
饈
食
者
、
故
曰
鱅
、
曰
鱃
。
鄭
玄
作
溶
魚
。

【
集
解
】
藏
器
曰
、
陶
注
鮑
魚
云
、
今
以
鱅
魚
長

③
今
以
鱅
魚
尺
許
者
、
完
作
淡
乾
魚
、
都
無
臭
気
。

尺
許
者
、
完
作
淡
乾
魚
、
都
無
臭
気
、

其
魚
目
旁
有
骨
名
乙
、
『
禮
記
』
云
食
魚
去
乙
是

②
目
傍
有
骨
名
乙
、『
禮
記
』
曰
食
魚
去
乙
者
、
是
矣
。

矣
。
然
劉
元
紹
言
、
海
上
鱅
魚
、
其
臭
如
尸
、
海

又
云
、
海
上
鱅
魚
、
其
臭
如
尸
、
海
人
食
之
。

人
食
之
、
當
別
一
種
也
。

時
珍
曰
、
處
處
江
湖
有
之
、
状
似
鰱
而
色
黑
。
其

①
『
本
綱
』
、
鱅
、
處
處
江
湖
有
之
、
状
似
鰱
而
色
黑
。

頭
最
大
、
有
至
四
、
五
十
斤
者
。
味
亜
於
鰱
。
鰱

其
頭
最
大
、
有
至
四
、
五
十
斤
者
。
味
亞
于
鰱
。
鰱
之

之
美
在
腹
、
鱅
之
美
在
頭
。
或
以
鰱
、
鱅
為
一
物
、

美
在
腹
、
鱅
之
美
在
頭
。

誤
矣
。
首
之
大
小
、
色
之
黑
白
、
大
不
相
侔
。『
山

海
經
』
云
、
鱃
魚
似
鯉
、
大
首
、
食
之
已
疣
、
是

也
。（
後
略
）

⑤
陸
佃
云
、
緡
隆
餌
重
嘉
魚
、
食
之
緡
調
餌
芳
庸
魚
食
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之
、
鱅
性
慵
弱
不
健
、
故
名
之
、
魚
之
不
美
者
也
。

⑥
『
三
才
圖
會
』
云
、
鰶
、
如
鰣
而
小
、
其
鱗
青
色
、

俗
呼
青
鯽
、
又
名
青
鱗
。

【
集
解
】
源
順
曰
、
似
鰆
而
薄
細
鱗
者
也
。

⑦
『
四
聲
字
苑
』
云
、
鰶<

和
名
古
乃
之
呂>

似
鰆
而
薄

細
鱗
者
也
。

⑧
東
路
の
む
ろ
の
八
嶋
に
立
け
ふ
り
た
か
こ
の
代

に
つ
な
し
燒
ら
ん

⑨
△
按
、
『
本
草
』
有
鱅
無
鰶
、
今
考
合
之
、
鱅
鰶
一

大
者
五
、
六
寸
、
背
蒼
腹
白
而
有
光
、（
中
略
）、

物
也
。
状
似
鰱
及
鰣
而
扁
、
其
脊
蒼
腹
白
光
澤
、
眼
珠

圍
紅
、
大
抵
五
、
七
寸
、
未
見
一
尺
以
上
者
、
肉
中
細

刺
如
毛
、
頭
小
而
不
應
於
形
、
然
『
本
草
』
謂
頭
最
大

有
至
四
、
五
十
斤
者
、
恐
是
時
珍
之
説
不
可
也
。<

藏

器
之
説
為
正>

、
腹
中
有
小
肉
、
塊
如
臼
形
者
、
似
鰡

之
臼
、
脊
中
有
纎
鬛
如
線
者
、
其
肉
作
膾
胾
可
食
、
炙

之
甚
臭
、
如
屍
気
、
但
塗
椒
、
未
醬
、
炙
食
佳
、
煮
食

不
可
。

通
俗
謂
富
士
山
下
有
大
河
入
江
、
多
鯯
魚
、
是
山
神
所
愛

⑪
富
士
山
麓
、
江
河
之
交
多
有
鰶
、
人
以
為
山
神
所
愛
、

也
。
故
詣
富
士
之
人
最
忌
之
、（
中
略
）。
自
古
称
此
魚
名

故
詣
富
士
人
或
寅
歳
生
人
不
可
食
鰶
者
、愚
昧
惑
説
也
。
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者
尚
矣
。

木
鯯<

岐
豆
奈
之>

状
似
鰶
而
小
鱗
、
大
二
、
三
寸
、

夏
月
出
有
雜
肴
中
、
其
肉
不
柔
、
最
下
品
。
古
人
名
以

魚
者
、
徃
徃
有
之
、
如
大
聖
之
子
名
鯉
魚
之
類
也
。

孝
謙
帝
時
有
盬
屋
鯯
魚
者
、
本
紀
訓
鯯
、
曰
挙
能
之
蘆
、

⑫
孝
謙
帝
時
有
盬
屋
鯯
魚

仁
德
帝
時
有
吉
備
雄
鮒

以
魚
名
称
人
者
、
不
独
鯯
魚
有
。
仁
德
朝
吉
備
雄
鯽
、
武

武
烈
帝
時
有
平
群
鮪
臣

舒
明
帝
時
有
大
伴
鯨
連

烈
朝
平
群
鮪
臣
、
舒
明
朝
大
伴
鯨
連
之
類
、（
中
略
）

曾
聞
、
昔
野
州
室
八
嶋
市
中
、
有
富
商
生
美
娘
子
、
而
過

⑩
俗
傳
云
、
野
州
室
八
嶋
有
一
美
女
、
密
有
相
思
之
夫
、

嫁
時
未
他
適
、
空
在
深
窓
中
、
市
邊
有
流
寓
公
子
某
常
適

而
父
母
許
欲
嫁
女
於
彼
、
時
州
之
刺
史
強
將
娶
之
、
父

富
商
之
家
而
親
睦
有
日
、
遂
密
通
娘
子
焉
、
父
母
雖
預
識

母
及
女
不
肯
、
恐
其
憤
而
僞
為
女
疫
死
、
造
棺
盛
数
百
、

而
不
拒
、
潜
思
卒
嫁
于
彼
公
子
、
以
分
財
同
居
、
然
憚
外

鰶
魚
荼
毘
之
經
日
出
奔
、
皆
避
其
難
焉
、
因
名
子
代
蓋

譛
未
果
、于
時
州
之
刺
史
聞
其
娘
子
甚
殊
而
覔
之
不
畀
於
、
此
附
會
之
説
矣
、
今
其
小
者
曰
都
奈
之
、<

或
名
小
鰭>

、

是
刺
史
大
愠
心
、
常
矯
罪
欲
屠
其
家
、
父
母
察
禍
之
将
至
、
大
者
曰
古
乃
之
呂
。

表
言
曰
、
娘
子
遭
疫
俄
死
矣
、
新
造
棺
槨
、
其
中
盛
鰶
魚

数
百
尾
、
偽
如
死
者
、
而
父
母
親
睦
喪
服
引
柩
倶
出
于
野
、

於
壙
中
荼
毘
之
、
刺
史
聞
而
哀
歎
、
不
少
經
日
、
父
母
及

公
子
携
娘
潜
出
之
他
邦
、
後
人
憐
之
、
作
和
歌
而
悼
傷
之
、

自
茲
呼
津
那
志
、
号
子
代
、
訓
鯯
字
、
言
斯
魚
代
娘
子
之

死
也
。
予
謂
此
言
不
児
女
之
戯
談
、
不
足
用
之
、
然
字
訓
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古
称
耳
。（
後
略
）

鱮
魚
（
音
序
。『
綱
目
』）

棚
子
魚<

訓
如
字
、
名
義
不
詳>

た
な
ご

鰱

【
釈
名
】
鰱
魚
。

鱮<

音
序>

<

俗
云
、
太
奈
古>

イ
ユ
イ

（
中
略
）
陸
佃
云
、
鱮
好
群
行
、
相
與
也
、
故
曰

②
好
群
行
、
相
與
連
、
故
名
之
。

鱮
、
相
連
也
、
故
曰
鰱
。
『
傳
』
云
魚
属
連
行
是

矣
。

【
集
解
】
時
珍
曰
、
（
中
略
）
状
如
鱅
、
而
頭
小

①
『
本
綱
』
、
鱮
、
状
如
鱅
、
而
頭
小
形
扁
也
。
細
鱗

形
扁
、
細
鱗
肥
腹
。
其
色
最
白
、（
中
略
）、
失
水

肥
腹
、
其
色
最
白
、
失
水
易
死
、
弱
魚
。

易
死
、
蓋
弱
魚
也
。

肉
【
気
味
】
甘
、
溫
、
無
毒
。
【
主
治
】
溫
中
益

③
肉<

甘
、
温
、
多
食
發
瘡
疥>

気
。
多
食
、
令
人
熱
中
發
渴
、
又
發
瘡
疥
（
時
珍
）
。

【
集
解
】
形
如
琵
琶
湖
之
鮒
而
小
、
細
鱗
白
色
、

△
按
、
鱮
、
状
似
鮒
而
扁
、
如
鱅
、
口
尖
白
鱗
、

大
者
六
、
七
寸
、
生
河
長
海
、

其
肉
白
、
味
不
美
、

凡
魚
之
胞
如
綃
嚢
包
粟
粒
、
或
有
如
紅
瑪
瑙
珠
子
者
、
惟

胎
生
、
凡
魚
胎
生
者
有
数
種

鱣

鮫

鱮

鱝

阿

棚
子
魚
及
鱣
、
鮫
胞
中
懐
自
我
成
形
如
人
胞
中
褁
児
乎
、

名
古
魚

佐
加
太
魚
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此
漁
家
常
称
怪
異
者
也
。

伊
左
幾
魚<

名
義
不
詳>

い
さ
き

正
字
未
詳

【
釈
名
】
奥
鮬<

陸
奥
称
之>

伊
佐
木
魚

【
集
解
】
江
東
常
有
、
夏
秋
尤
多
、
形
略
類
鮬
而
淡
黑
、

△
按
、
伊
佐
岐
、
状
似
烏
頰
魚
而
淺
黑
色
、
細
鱗
、
背

圓
身
細
鱗
、
背
有
一
條
黑
線
、
味
最
不
佳
、
魚
中
之
下
品
、
有
一
黑
線
文
、
大
者
不
過
尺
、
味
不
美
、
夏
秋
多
出
。

民
間
所
嗜
也
。
一
種
有
小
舌
女
者
、
此
亦
類
同
。

た
ら

奧
魚<

音
話>

ハ
ア
ヽ

イ
ユ
イ

鱈<

音
雪
、
訓
多
良>

鱈
〈
俗
字
〉

【
釈
名
】<

鱈
字
、
古
書
未
見
之
、
本
朝
所
製
也
。
然
於

大
口
魚<

『
東
醫
寶
鑑
』>

義
相
協
、
曾
聞
鱈
魚
当
冬
月
初
雪
之
後
必
多
採
之
、
故
字

<

俗
云
、
多
羅>

従
雪
歟
。

<

魚
之
大
口
者
云
奧>

【
集
解
】
雪
魚
、
略
類
于
鱸
而
大
口
、
細
鱗
、
大
頭
、
堅

△
按
奧
魚
、
状
略
類
鱸
而
大
口
、
細
鱗
、
大
頭
、
堅

骨
、
頷
下
有
細
鬚
而
難
見
、
頭
中
有
白
石
二
箇
、
若
棋
子

骨
、
頷
下
有
細
鬚
而
難
見
、
頭
中
有
白
石
二
枚
如
小
棋
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之
小
、
若
蛤
殼
之
碎
、
端
有
鋸
齒
、
鱗
色
青
黄
、
帯
白
、

子
、
端
有
鋸
齒
、
鱗
色
青
黄
、
帯
白
皮
、
薄
肉
、
白
鰭
、

久
則
淡
白
皮
、
薄
肉
、
白
鰭
、
尾
共
軟
、
味
甘
淡
而
為
佳

尾
共
軟
、
味
甘
淡
佳
、
北
海
多
出
之
。
冬
月
采
之
、
其

珎
也
。
東
西
南
海
未
見
、
但
北
海
諸
濱
多
出
之
。（
中
略
）

大
者
多
災
、
性
喜
寒
、
夏
月
全
無
、
故
俗
作
鱈
字
矣
。

毎
冬
采
之
、
（
中
略
）
、
大
者
多
災
、
夏
月
全
無
、
性
喜

味
鮮
、
魚
不
佳
、
作
腌
甚
佳
、
采
時
盈
盬
於
口
、
腹
則

寒
而
不
喜
暖
、
味
宜
塩
而
不
宜
生
、
初
采
之
時
先
以
塩
盈

久
而
不
腐
矣
。
其
鯝
可
煮
食
、
或
醋
浸
食
亦
佳
、
有
菊

口
、
腹
、
則
久
而
不
腐
。（
中
略
）

鯝
、
雲
鯝
、
共
以
形
色
名
之
、
最
賞
之
。
其
強
硬
者
称

一
種
有
俗
称
介
黨
者
、
色
微
黒
、
帯
白
而
形
小
、
味
亦
不

強
鯝
、
味
稍
劣
、
乾
奧
魚
白
色
者
為
上
、
帯
黄
者
次

佳
、
最
為
下
品
。（
中
略
）

之
、
世
傳
好
角
力
者
常
嗜
、
云
多
食
則
其
力
倍
焉
、
自

腸

有
菊
腸
、
雲
腸
、
強
腸
、
菊
腸
者
、
淡
赤
色
如
菊
花

朝
鮮
国
来
者
肉
厚
、
味
亦
佳
。

之
開
、
味
淡
甘
、
可
煮
食
、
或
漬
好
醋
食
也
。
雲
腸
者
細

須
介
黨

似
鱈
而
小
、
色
黑
帯
白
、
其
味
不
佳
。

長
、
色
白
如
畫
雲
之
白
堆
、
味
美
、
與
肉
同
煮
則
最
有
佳

味
也
。
強
腸
者
微
赤
帯
白
、
生
則
可
煮
食
、
塩
則
強
堅
難

断
、
牙
歯
不
及
、
故
漬
水
良
久
而
可
用
、
三
種
同
可
嘉
賞

也
。（
中
略
）

干
鱈<

即
鱈
之
白
鮝
也
。>

、
経
日
曝
為
微
温
亦
然
乎
。
以

白
色
者
為
上
品
、
帯
黄
者
次
之
、
帯
紅
者
為
下
品
。
（
中

略
）
、
世
称
好
角
力
者
常
嗜
之
則
増
力
十
倍
、
（
中
略
）
、
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朝
鮮
乾
鱈
、
韓
国
多
鱈
、
壬
戍
歳
、
韓
人
来
朝
、
滄
浪
洪

世
泰
為
副
使
裨
将
来
博
物
強
識
、
予
聞
鱈
魚
、
世
泰
曰
、

弊
国
称
大
口
魚
。（
中
略
）、
與
本
邦
干
鱈
同
而
味
亦
相
似
、

惟
頭
短
肉
厚
耳
。（
後
略
）。

あ
ら

俗
用
「
魚
」「
厲
」
字<

未
詳>

阿
羅
魚

阿
羅
魚

<

又
云
、
伊
加
介>

【
釈
名
】<

古
来
未
聞
此
魚
名
、
故
字
義
不
詳
、
惟
以
俗

い
か
け

称
記
之
耳
。>

【
集
解
】
今
四
方
有
之
、
最
為
下
品
。
形
色
略
類
鱈
而
大
、

△
按
、
阿
羅
魚
、
形
色
略
類
鱈
而
大
、
其
口
類
鱸
、
但

但
頭
骨
堅
、
鱗
鰭
硬
、
味
亦
淡
、
不
美
。
三
、
四
月
采
之
。

頭
骨
堅
、
鱗
鰭
硬
、
味
淡
、
不
美
、
為
下
品
。
三
月
北

（
中
略
）、

海
多
采
之
、
攝
泉
、
紀
播
亦
有
而
不
多
、

【
主
治
】（
中
略
）、
或
主
金
瘡
折
傷
、
破
傷
風
等
症
。

乾
者
細
末
入
産
後
金
瘡
之
藥
、

【
発
明
】（
中
略
）、
故
有
止
血
、
涼
血
之
功
。（
後
略
）

能
有
止
血
、
涼
血
之
功
。

ぶ
り

魚
師

魬

×

鰤
〈
音
師
、
訓
無
利
〉

鰤<

音
師>

<

和
名
波
里
萬
知

【
釈
名
】
魬
〈
音
販
、
又
辨
〉、
鰍
〈
音
秋
、（
後
略
）〉

ス
ウ

畧
曰
波
万
知>
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『
本
綱
』
、
鰤
、<

『
唐
韻
』
云
、
老
魚
也
。>

、
大
者

有
毒
、
食
之
殺
人
、
今
無
識
者
。

【
集
解
】
鰤
、
形
圓
大
而
細
鱗
、
頭
大
口
尖
、
背
蒼
腹
白
、

△
按
、
鰤
、
身
圓
大
而
細
鱗
、
頭
大
口
尖
、
背
蒼
腹
白
、

肉
中
有
紫
血
色
一
條
、
内
有
細
刺
、
如
鮪
鰹
之
紫
血
、
肉

肉
中
有
紫
血
色
一
條
、
内
有
細
刺
、
如
鮪
鰹
之
紫
血
、

倶
号
曰
血
合
也
。
大
者
七
、
八
尺
許
、
小
者
形
扁
俱
生
者
、
肉
倶
曰
血
合
也
。
味
酸
、
甘
、
不
美
、
六
月
其
小
者
五
、

味
甘
、
酸
、
不
美
。
淹
者
味
甘
、
膩
、
稍
美
、
乾
者
亦
佳
。

六
寸
、
名
津
波
須
。
西
国
號
和
加
奈
、
炙
以
蓼
醋
食
之
、

又
削
肉
去
皮
作
條
曝
乾
者
曰
鰤
筯
、
或
以
鮮
者
作
鱛
、
和

九
月
一
尺
許
者
名
眼
白
、
十
月
近
二
尺
者
名
魬
、<

波

姜
、
芥
、
醋
食
亦
稍
可
。
官
家
不
用
而
為
民
家
之
用
也
。

万
智>

。
江
東
称
伊
奈
多
為
魚
軒
、
和
芥
醋
食
最
美
、

今
以
丹
後
之
産
為
上
品
、
越
中
之
産
次
之
、
其
餘
不
及
二

如
鮾
則
令
人
醉
。<

凡
醉
者
可
知
有
毒
、
河
豚
、
魚
鰤
、

州
之
産
、
但
肥
筑
海
濱
采
者
亦
不
減
二
州
之
物
、
凡
自
冬

鰹
、
鯖
之
類
、
然
鮮
者
不
醉
。>

仲
冬
長
三
、
四
尺
、

至
春
賞
之
、
夏
時
偶
雖
有
之
、
而
不
足
用
、
曽
聞
師
魚
連

最
大
者
五
、
六
尺
者
、
名
鰤
、
削
肉
去
皮
作
條
曝
乾
者

行
、
自
東
北
之
洋
繞
西
南
之
海
、
然
比
至
丹
後
之
海
上
、

曰
鰤
筯
、
阿
蘭
陀
人
賞
味
之
、
呼
曰
羅
加
牟
、
用
猪
豕

魚
肥
脂
多
、
味
甚
甘
美
、
故
以
丹
産
為
上
品
、
丹
之
太
守

油
食
之
。

刺
史
争
献
貢
之
。

鰤
腌

冬
春
食
之
、
脂
多
味
厚
、
過
春
月
則
味
変
、
不

（
中
略
）

堪
食
、
丹
後
為
上
、
越
中
及
防
州
、
瀬
戸
、
崎
、
雲
州

【
発
明
】
凡
魚
性
温
而
令
人
醉
者
多
矣
。
醉
者
必
有
毒
、

艫
島
亦
佳
也
。
此
魚
自
少
至
老
時
改
名
、
初
在
江
海
、

若
河
豚
、
鰹
魚
、
師
魚
、
鯖
之
類
、
俱
宜
乾
而
不
宜
生
用

徐
出
大
洋
、
而
復
自
東
北
海
連
行
、
終
西
海
対
州
焉
、

也
。
唯
師
魚
作
（
魚
＋
邑
）
則
無
毒
、
或
生
用
亦
多
、（
後

以
為
出
世
。
昇
進
之
物
称
之
大
魚
、
貴
賤
相
饋
、
為
歳
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略
）。

末
之
嘉
祝
。<

未
聞
有
毒
殺
人
者
、
蓋
自
対
州
入
中
華

海
則
甚
大
、
甚
老
、
故
得
老
魚
、
師
魚
之
名
、
毒
亦
甚

乎
。>

し
わ
う

正
字
未
詳

×

鰤
「
魚
＋
王
」

△
按
、
鰤
「
魚
＋
王
」
、
状
似
鰤
而
畧
扁
、
帯
淡
赤
色
、

細
鱗
白
腹
、
夏
秋
西
海
多
出
、
小
者
二
、
三
寸
、
大
者

三
、
四
尺
、
肉
味
稍
勝
、
而
可
煮
、
可
炙
、
可
作
膾
。

い
わ
し

鰯<

『
漢
語
抄
』
訓
以
和
之>

鰯<

俗
字>

【
釈
名
】
鯷
〈
音
題
、
訓
比
師
古
〉（
後
略
）

鰮

<

和
名
以
和
之
、
性
柔
弱
、
故
俗
字
從
弱
、
訓
與
和
之
、

乃
相
通>

『
閩
書
』
云
、
鰮
、
似
馬
鮫
而
小
、
有
鱗
、
大
者
僅
三
、

四
寸
。

【
集
解
】
四
方
江
海
所
在
盛
有
、
所
無
全
無
。
形
似
鰺
而

△
按
、
鰮
、
俗
云
鰯
、
四
方
皆
有
之
。
形
似
小
鯯
而
圓
、
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小
圓
、
有
細
鱗
而
易
落
、
背
蒼
黑
而
腹
黄
白
、
多
膏
脂
而

其
鱗
細
易
脱
、
背
蒼
黑
、
腴
黄
白
而
脂
多
、
小
者
一
、

光
耀
、
大
者
六
、
七
寸
、
小
者
一
、
二
寸
、
性
相
連
群
行
、

二
寸
、
大
者
五
、
六
寸
、
群
行
至
時
海
波
稍
赤
、
漁
人

至
澳
至
礒
至
時
波
、
赤
如
血
、
此
謂
鰯
之
鼻
赤
有
光
故
也
。
預
知
下
網
采
之
、
鯨
好
吃
鰯
、
為
所
逐
者
数
万
為
群
、

漁
人
預
識
下
網
采
之
、
或
曰
鯨
来
則
大
鰯
多
、
鰹
至
則
小

浪
如
樓
取
之
作
膾
、
可
熬
可
炙
、
又
取
脂
為
燈
油
。

鰯
多
、（
中
略
）、
鰯
鮮
者
作
膾
作
炙
、
醃
者
炙
食
、
又
俱

用
好
醋
和
醤
而
煮
食
亦
佳
。（
中
略
）、

小
鰯<

即
鯷
也>

、
處
處
最
多
采
之
、（
中
略
）、
又
、
兼
鯷

鯷<

和
名
比
之
、
古
以
和
之>

用
一
、
二
寸
許
小
鰯
為
醢
、

同
漬
于
茄
子
、
生
薑
、
生
蓼
、
番
椒
、
蒜
、
葫
之
類
、
其

造
法
、
鮮
鰯
一
升
不
洗
、
鹽
三
合
、
和
三
日
而
後
以
石

味
最
足
賞
、（
中
略
）、

壓
之
、<

如
自
初
日
置
壓
則
破
出
不
佳>

或
同
茄
子
、
生

薑
、
穗
蓼
、
番
椒
等
漬
亦
佳<

鯷
字
未
詳>

。

乾
者
号
曰
ハ
エ
、
訓
伍
真
米
、
ハ
エ
本
鰻
魚
麗
之
類
、
今

五
万
米
鰮<

正
字
未
詳
、
一
名
田
作
、
又
云
、
古
止
乃

訛
名
之
、（
中
略
）、
因
号
乾
鯷
曰
田
作
、
又
用
乾
鰯
、
亦

波
良>

漁
家
海
邊
石
上
、
或
簀
上
擴
乾
小
鰮
也
、
阿
波

若
此
、
号
曰
乾
香
也
。（
中
略
）、
於
是
謂
魚
中
之
貨
殖
惟

之
産
為
上
、
貯
之
耐
久
、
無
脂
臭
、
和
諸
物
煮
食
亦
佳
、

鯨
與
鰯
耳
。（
中
略
）

常
為
嘉
祝
之
、
供
與
鮑
熨
斗
並
用
。

干
鰯<

保
之
加>

與
五
万
米
同
乾
時
不
撰
地
、
不
論
大

小
、
数
万
攪
乾
盛
筵
運
送
市
中
、
用
為
田
畠
培
糞
、
諸

国
多
出
、
房
州
最
多
、
由
良
之
産
頭
畧
大
、
扁
、
亦
得

名
、
炙
食
脂
気
酷
烈
、
以
賤
民
為
食
用
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肉
【
気
味
】
甘
、
鹹
、
温
、
無
毒
。<

按
、
多
食
令
人
胸

＜
痰
咳
痞
滿
人
忌
之
、
産
婦
、
小
兒
不
可
食>

、

満
吐
痰
、
或
動
瘡
毒
及
小
児
蟲
積
。>

【
主
治
】（
前
略
）、
○
乾
鯷
亦
同
、<

或
曰
微
温>

、
最
増

気
力
、
壮
陽
事
、
惟
不
宜
産
婦
、
小
児
而
多
食
、
則
起
血

暈
、
生
蟲
積
也
。

其
味
美
、
有
頭
。
凡
鯨
與
鰯
、
本
朝
海
中
寶
也
、
其
利

用
不
可
計
。

う
る
め
い
わ
し

正
字
未
詳

宇
留
女
鰯<

名
義
未
詳>

、

潤
眼
鰯

〈
俗
云
、
宇
留
女
〉

按
、
此
亦
似
鰯
而
圓
長
、
頭
類
小
鯔
而
尖
細
、
肉
多
細
刺
、
△
按
、
潤
眼
鰯
、
状
似
鰯
而
圓
長
、
蒼
黑
色
、
眼
大
潤
、

多
脂
多
臭
、
細
鱗
有
光
、
生
用
味
悪
、
乾
用
稍
佳
、
気
味

漁
人
作
鮝
炙
食
無
脂
腥
気
味
美
、
官
家
亦
賞
之
、
久
見

微
温
、
無
毒
、
主
治
略
與
鰯
同
而
劣
矣
。
摂
泉
、
紀
丹
、

風
日
肉
硬
、
味
変
澁
、
或
以
鰯
僞
之
者
、
味
邈
劣
、
以

但
若
等
州
多
採
之
、
故
京
師
漁
市
多
鬻
之
、
江
都
亦
有
自

眼
大
小
可
別
矣
、
阿
州
之
産
為
上
。

駿
豆
相
之
海
濱
来
者
也
。

か
ど

に
し
ん
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「
魚
＋
兆
」

鰊<

徳
紅
切
、
訓
加
登>

鰊<

音
柬>

共
俗
用

【
釈
名
】
二
親
魚

数
子<

訓
加
豆
乃
古>

、（
中
略
）

<

俗
云
、
爾
之
牟
、
或
云
、
加
登>

【
集
解
】
総
房
常
奥
羽
及
南
部
津
軽
、
蝦
夷
等
海
濱
多
出

△
按
「
魚
＋
兆
」
、
状
似
鯯
而
圓
長
、
眼
大
而
赤
、
軟

焉
。
自
九
、
十
月
至
春
二
、
三
月
采
之
、
大
者
一
、
二
尺
、

鱗
易
脱
、
蒼
碧
色
、
肉
白
脆
脂
多
、
有
細
刺
、
味
勝
於

形
似
鯯
而
長
、
眼
大
如
朱
、
鱗
軟
易
落
、
其
色
蒼
碧
有
光
、
鰯
、
炙
食
或
作
鮓
藏
糟
亦
佳
、
東
北
海
南
部
、
津
軽
、

肉
脆
多
脂
、
不
純
白
而
帯
紅
、
中
多
細
刺
、
味
似
鰯
而
美

蝦
夷
最
多<

西
南
海
嘗
無
之>

。
九
、
十
月
至
春
采
之
、

也
。
炙
食
最
佳
、
或
作
鮓
作
糟
亦
好
。

大
者
尺
餘
、
一
網
獲
数
万
、
去
頭
尾
作
鮿
、<

名
美
加

木>

、
而
販
之
四
方
、
以
煮
食
之
所
去
頭
尾
為
田
圃
之

培
、<

病
猫
食
鯡
乃
癒>

。

倶
以
数
子
満
腹
者
為
上
、（
中
略
）、
新
者
黄
白
色
為
上
、

数
子

「
魚
＋
兆
」
之
子
也
。
割
腹
出
鮞
乾
之
、
黄
白

陳
者
紅
黒
紫
色
為
下
品
、（
中
略
）、
臘
月
正
月
市
中
多
鬻

色
為
上
、<

陳
久
者
色
変
赤
褐>

、
臘
月
歳
始
及
婚
家
以

之
、
余
月
全
無
、
于
今
本
朝
流
俗
歳
首
家
家
以
数
子
為
規

為
規
祝
之
、
肴
取
多
子
之
義
、
同
以
鰕
取
海
老
之
義
矣
、

祝
之
一
具
、
而
取
子
孫
繁
多
之
義
、
此
亦
田
作
海
老
懸
鯛

温
暑
至
則
出
鮾
、
臭
気
不
堪
食
、
凡
用
時
浸
水
四
、
五

乾
鰯
之
類
乎
。
凡
用
数
子
法
、
臘
月
取
乾
数
子
数
枚
、
漬

日
、
換
水
能
洗
浄
沙
垢
、
軟
熟
、<

或
赤
土
少
許
入
則

水
洗
去
塵
沙
而
（
シ
＋
焏
）
之
、
四
、
五
日
或
六
、
七
日
、

速
軟>

、
和
盬
揉
合
浸
醤
油
食
、
味
脆
甘
美
、
未
知
其

令
湿
透
則
軟
熟
、
其
水
経
宿
生
腥
臭
之
気
、
則
以
新
汲
水

法
者
、
炙
不
柔
、
煮
之
倍
硬
、
浸
醋
苦
澁
、
無
奈
之
何
。

易
之
、
然
後
待
其
濡
熟
而
用
之
、
調
醤
汁
及
煎
酒
尤
佳
、
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或
漬
未
醤
酒
糟
等
亦
可
、
惟
無
炙
煮
之
法
爾
。

肉
【
気
味
】
甘
、
温
、
無
毒<

或
曰
、
有
毒
、
按
、
数
子

生
乾
倶
気
味
相
同
、
乾
者
得
醋
則
味
苦
澁
不
堪
、
食
生
則

不
然
。>

（
後
略
）

し
や
ち
ほ
こ

×
×

魚
虎

イ
ユ
イ
フ
ウ

土
奴
魚

鱐<

音
速>

<

俗
用
鱐
字
未
詳

鱐
乃
乾
魚
之
字>

<

俗
云
、
奢
知
保
古>

『
本
綱
』
、
魚
虎
、
生
南
海
中
、
其
頭
如
虎
、
背
皮
如

猬
有
刺
着
人
如
蛇
咬
、
亦
有
変
為
虎
者
、
又
云
大
如
斗
、

身
有
刺
如
猬
、
能
化
為
豪
豬
、
此
亦
魚
虎
也
。

△
按
、
西
南
海
有
之
、
其
大
者
六
、
七
尺
、
形
畧
如
老

鰤
而
肥
、
有
刺
鬐
、
其
刺
利
如
釼
、
其
鱗
長
而
腹
下
有

翅
、
身
赤
黑
色
、
離
水
則
黄
、
黑
白
斑
、
有
齒
食
諸
魚
、
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世
相
傳
曰
、
鯨
食
鰯
及
小
魚
、
不
食
大
魚
、
有
約
束
、

故
魚
虎
毎
在
鯨
口
傍
守
之
、
若
食
大
魚
、
則
乍
入
口
嚙

斷
鯨
之
舌
根
、
鯨
至
斃
、
故
鯨
畏
之
、
諸
魚
皆
然
矣
。

惟
鱣
、
鱘
能
制
魚
虎
而
已
、
如
入
網
則
忽
囓
破
出
去
、

故
漁
者
取
之
者
稀
焉
。
初
冬
有
出
于
汀
邊
矣
、
蓋
以
猛

魚
得
虎
名
爾
、
猶
有
蟲
蠅
蝎
虎
之
名
、
非
必
変
為
虎
者
。

<

本
草
有
変
為
虎
者
之
、
有
字
以
可
考>

、
鱣
、
鱘
、
鯉

逆
上
龍
門
化
竜
亦
然
矣
、
城
樓
屋
棟
瓦
作
置
龍
頭
魚
身

之
形
謂
之
魚
虎
、<

未
知
其
據>

。
蓋
置
嗤
吻
於
殿
脊
以

辟
火
災
者
、
有
所
以
吻
、
詳
于
龍
下
。

に
ん
ぎ
よ

鯪
魚

×
×

人
魚

ジ
ン

イ
ユ
イ

『
和
名
抄
』
引
『
兼
名
苑
』
云
、
人
魚
、<

一
名
鯪
魚>

魚
身
人
面
者
也
。

『
本
綱
』
引
『
稽
神
録
』
云
、
有
謝
仲
玉
者
見
婦
人
出

没
水
中
、
腰
已
下
青
魚
、
又
有
査
道
者
奉
使
高
麗
、
見
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海
沙
中
一
婦
人
、
肘
後
有
紅
鬛
、
二
物
其
是
人
魚
也
。

推
古
帝
二
十
七
年
、
攝
州
堀
江
有
物
入
罟
、
其
形
如

兒
、
非
魚
非
人
、
不
知
所
名<

云
云>

、
今
亦
西
海
大
洋

中
間
有
之
、
頭
似
婦
女
、
以
下
魚
身
麤
、
鱗
淺
黑
色
、

似
鯉
、
尾
有
岐
、
両
鰭
有
蹼
、
如
手
而
無
脚
。
暴
風
雨

將
至
時
見
矣
、
漁
父
雖
入
網
、
奇
不
捕
。

阿
蘭
陀
以
人
魚
骨<

名
倍
以
之
牟
禮>

為
解
毒
藥
、
有

神
効
、
其
骨
作
器
為
佩
腰
之
物
、
色
似
象
牙
而
不
濃
。

ろ
く
き
よ

勒
魚
（
『
綱
目
』）

×

勒
魚

レ
ツ

イ
ユ
イ

【
釈
名
】（
時
珍
曰
）、
魚
腹
有
硬
刺
勒
人
、
故
名

②
勒
人
、
故
名
之
。

【
集
解
】（
時
珍
曰
）、
勒
魚
出
東
南
海
中
、
以
四

①
『
本
綱
』
、
勒
魚
、
出
東
海
中
、
以
四
月
至
。
漁
人

月
至
。
漁
人
設
網
候
之
、
聴
水
中
有
聲
則
魚
至
矣
。

設
網
候
之
、
聽
水
中
有
聲
則
魚
至
矣
。
状
如
鰣
、
小
首

（
中
略
）
状
如
鰣
魚
、
小
首
細
鱗
。
腹
下
有
硬
刺
、

細
鱗
、
腹
下
有
硬
刺
、
如
鰣
腹
之
刺
、

如
鰣
腹
之
刺
、

頭
上
有
骨
、
合
之
如
鶴
喙
形
。
乾
者
謂
之
勒
鯗
、

③
頭
上
有
骨
、
合
之
如
鶴
啄
形
。
乾
者
謂
勒
鮝
、
甜
瓜
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吳
人
嗜
之
。
甜
瓜
生
者
、
用
勒
鯗
骨
插
蒂
上
、
一

生
者
、
用
勒
鮝
骨
挿
蔕
上
、
一
夜
便
熟
。
〈
石
首
魚
鮝

夜
便
熟
。
石
首
鯗
骨
亦
然
。（
後
略
）

骨
亦
然
〉

資
料
四
『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」

『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
」
魚

『
本
朝
食
鑑
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
河
湖
無
鱗
魚
」
類

な
ま
づ

鯰<

奴
霑
反
、
訓
奈
末
須>

鮎<

音
粘>

【
釈
名
】
「
魚
＋
庁
」<

『
漢
語
抄
』
○
源
順
曰
、
「
魚
」

唐
音

＋
「
庁
」
所
出
未
詳
、
『
崔
禹
錫
食
経
』
云
、
鯰
、
貌
似

ネ
ン

鮧
魚
（
音
夷
。『
別
錄
』
上
品
）

魚
臣
、
而
大
頭
者
也
。>

鮧<

音
夷>

「
魚
＋
偃
」<

音
偃>

【
釋
名
】
鯷
魚
（
音
題
）、
鰋
魚
（
音
偃
）、
鮎
魚
。

鯷<

音
題>

奈
末
豆

鯰<

俗>

「
魚
」「
庁
」<

二
字
未
詳>

時
珍
曰
、
魚
額
平
夷
低
偃
、
其
涎
粘
滑
。
鮧
、
夷

②
其
額
平
夷
低
偃<

故
名
鮧
（
魚
＋
偃
）>

、
其
涎
黏
滑
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也
。
鰋
、
偃
也
。
鮎
、
黏
也
。
古
曰
鰋
、
今
曰
鮎
。

<

故
名
鮎>

北
人
曰
鰋
、
南
人
曰
鮎
。

【
集
解
】
（
中
略
）
時
珍
曰
、
二
説
俱
欠
詳
核
。

鮎
乃
無
鱗
之
魚
、
大
首
偃
額
、
大
口
大
腹
須
。

①
『
本
綱
』、
鮎
、
大
首
大
口
、

生
流
水
者
、
色
青
白
。
生
止
水
者
、
色
青
黄
。
大

③
鮠
身
鱧
尾
、
大
腹
有
胃
有
齒
有
鬚
。

者
亦
至
三
四
十
斤
、
俱
是
大
口
大
腹
、
並
無
口
小

④
生
流
水
者
、
色
青
白
。
生
止
水
者
、
色
青
黄
。
大
者

者
。
鱯
即
今
之
先
割
翅
下
懸
之
、
則
涎
自
流
盡
、

亦
至
三
四
十
斤
、

不
粘
滑
也
。

⑤
凡
食
鮎
、
鮠
、
先
割
翅
下
懸
之
、
則
涎
自
流
盡
、
不

肉
【
気
味
】
甘
、
溫
、
無
毒
。（
中
略
）

粘
滑
也
。

頌
曰
、
寒
而
有
毒
、
非
佳
品
也
。
赤
目
、
赤
須
、

⑨
蓋
其
肉
〈
甘
、
温
〉

無
腮
者
、
並
殺
人
。（
中
略
）

弘
景
曰
、
不
可
合
鹿
肉
食
、
令
人
筋
甲
縮
。

⑥
〈
鮎
、
目
赤
鬚
赤
無
腮
者
、
有
大
毒
、
食
之
殺
人
〉

⑦
不
可
合
鹿
肉
食
〈
令
人
筋
甲
縮
〉

時
珍
曰
、
反
荊
芥
。

⑧
反
荊
芥
、

【
主
治
】
百
病
（『
別
錄
』）
。
作

、
補
人
（
弘
景
）。

⑩
作
臛
治
水
腫
、
利
小
便
、
又
治
五
痔
下
血
肛
痛
〈
同

療
水
腫
、
利
小
便
活
切
尾
尖
、
朝
吻
貼
之
即
正
。

葱
煮
食
〉

又
五
痔
下
血
肛
痛
、
同
蔥
煮
食
之
（
時
珍
）。

（
後
略
）
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△
按
、
鮎
、
處
處
池
川
皆
有
之
、
形
状
如
上
説
。

又
謂
、
琶
湖
八
月
中
旬
月
明
夜
、
鯰
魚
数
千
、
自
跳
投
于

相
傳
云
、
近
江
湖
中
大
鮎
多
有
、
而
中
秋
月
明
夜
、
百

竹
嶋
北
洲
砂
上
而
踊
躍
顛
倒
、
是
不
知
何
故
也
。（
後
略
）

千
為
群
、
跳
于
竹
、
生
島
之
北
洲
沙
上
、
蓋
此
辨
才
天

所
愛
也
。
未
知
其
據
也
。

又
古
語
曰
、
鮎
、
上
竹
者
、
竹
滑
鮎
黏
、
故
决
決
無
可

上
之
理
、
反
謂
耳
。

ご
り

か
じ
か

黄
顙
魚
（
『
食
療
』）

×

黄
顙
魚

ハ
ア
ン

サ
ン
イ
ユ
イ

【
釋
名
】
黄
鰭
魚
（
古
名
）、
黄
頰
魚
（
詩
註
）、

黄
顙
魚

䱀
䰲
（
央
軋
）、
黄
䰲
。（
中
略
）

黄
鱨
魚

黄
「
魚
＋
乚
」

「
魚
＋
央
」

<

俗
云
、
吾
里
、
一
名
、
加
之
加>

【
集
解
】
時
珍
曰
、
黄
顙
、
無
鱗
魚
也
。
身
尾
俱

①
『
本
綱
』
、
黄
顙
魚
、
無
鱗
魚
也
。
身
、
尾
似
小
鮎
、

似
小
鮎
、
腹
下
黄
、
背
上
青
黄
、
腮
下
有
二
橫
骨
、

腹
下
黄
頰
骨
正
黄
、
背
上
青
黄
、
腮
下
有
二
横
骨
、
両
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両
須
、
有
胃
。
群
游
作
聲
如
軋
軋
。
性
最
難
死
。

鬚
、
有
胃
、
群
游
作
聲
如
軋
軋
。
性
最
難
死
、
魚
之
有

（
中
略
）
魚
之
有
力
能
飛
躍
者
。
陸
佃
云
、
其
膽

力
能
飛
躍
者
也
。
其
膽
春
夏
近
上
、
秋
冬
近
下
、
亦
是

春
夏
近
下
、
秋
冬
近
上
。
亦
一
異
也
。

一
異
也
。

【
気
味
】
甘
、
平
、
微
毒
。

②
肉<

甘
、
平
、
微
毒>

詵
曰
、
無
鱗
之
魚
不
益
人
、
發
瘡
疥
。

④<

多
食
發
瘡
疥

時
珍
曰
、
反
荊
芥
、
害
人
。

⑤
反
荊
芥
害
人>

【
主
治
】
肉
、
（
中
略
）
消
水
腫
、
利
小
便
。
燒

③
利
小
便
消
水
腫

灰
、
治
瘰
癧
久
潰
（
後
略
）

△
按
『
和
名
抄
』
載
『
崔
氏
食
經
』
云
、「
魚
」「
罔
」

<

和
名
、
加
良
加
古>

、
似
鮔
而
頰
著
鉤
者
也
。
今
賀
州

淺
野
川
多
有
之
、
其
聲
如
吾
里
吾
里
、
夏
秋
人
群
集
握

餌
掬
水
呼
吾
里
、
則
魚
多
入
掌
中
、
又
奥
州
鳥
海
山
麓

川
多
有
此
魚
、
皆
一
目
也
、
傳
云
、
鎌
倉
景
政
洗
眼
川

也
、
其
外
處
處
谷
川
有
之
、
賀
越
人
賞
之
、
作
鮓
多
食
。

×

ぎ
ゝ

鯤<

音
反
、
與
魮
同
、
俗
訓
岐
岐>

（
魚
＋
盎
）
絲
魚

<

俗
云
、
岐
岐>

『
食
物
本
草
』
云
、（
魚
＋
盎
）
絲
魚
、
生
諸
溪
河
中
、
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黄
褐
色
、
無
鱗
、
濶
口
、
有
細
齒
如
鋸
、
腮
下
有
硬
刺
、

骨
亦
硬
、
善
呑
小
魚
、
肉
薄
味
短
。

【
集
解
】
鯤
生
于
溪
澗
田
水
間
、
状
類
加
志
加
魚
而
有
鬚
、

背
淡
黒
、
帯
黄
赤
、
頭
大
、
口
濶
、
其
尾
有
小
岐
、
背
上

△
按
、
（
魚
＋
盎
）
絲
魚
、
形
色
似
鮎
而
口
濶
、
其
尾

鬐
刺
螫
人
、
大
者
及
尺
、
有
聲
如
蛙
鳴
、
俚
語
曰
吾
喜
吾

有
小
岐
、
大
者
七
八
寸
、
有
聲
如
蛙
鳴
、
人
捕
之
則
哀

喜
、
人
捕
之
則
哀
聲
甚
悲
、
又
俚
誤
曰
、
岐
岐
、
肉
味
不

聲
如
曰
五
紀
五
紀
、
又
似
曰
岐
岐
、
肉
不
美
、
為
野
人

及
魚+

罔
鮇
、
尚
野
人
之
食
也
。（
中
略
）

食
也
。
有
鬐
刺
螫
人
、
蓋
非
魚
之
螫
、
其
在
石
穴
處
、

人
暗
握
之
、
手
自
中
刺
也
。

さ
ん
せ
う
い
を

鯢
魚
（
音
倪
。『
拾
遺
』）

魚+

帝

鯢<

音
倪>

【
釋
名
】
人
魚
（
『
山
海
經
』
）、
魶
魚
（
音
納
）、

【
釈
名
】
山
椒
魚<

俗
称>

薑
魚<

古
称
○
按
、
魚+

帝

「
魚
＋
内
」<

音
納>

鰨<

音
塔>

鰨
魚
（
音
塔
）、
大
者
名
鰕
（
音
霞
）。

訓
山
椒
魚
、
魚
如
被
山
椒
樹
皮
、
故
名
乎
。
古
訓
波
志
加

鯢<

與
鯨
同
名
異
物>

美
魚
、
源
順
用
鰻
魚+

麗
字
、
訛
矣
。

人
魚<

以
有
四
足
名
之
、
與
海
中
之
人
魚
不
同>

<

俗
云
、
山
椒
魚>

時
珍
曰
、
鯢
、
聲
如
小
兒
、
故
名
。
即
鰷
魚
之
能

『
本
綱
』
、
鯢
、
「
魚
＋
内
」
有
二
種
。<

溪
澗
中
者
名

上
樹
者
。
俗
云
鮎
魚
上
竿
、
乃
此
也
。
與
海
中
鯨
、

鯢
、
江
湖
中
者
名
「
魚
＋
帝
」>

同
名
異
物
。
蜀
人
名
魶
、
秦
人
名
鰨
。
『
爾
雅
』

形
色
如
鮎
、
又
似
獺
四
足
。
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云
、
大
者
曰
鰕
。
『
異
物
志
』
云
、
有
魚
之
體
、

腹
重
墜
如
嚢
、
身
微
紫
色
、
無
鱗
、
與
鮎
相
類
、
嘗
剖

以
足
行
如
蝦
、
故
名
鰕
。
陳
藏
器
以
此
為
鱯
魚
、

視
之
、
中
有
小
蟹
小
魚
小
石
數
枚
也
。
但
腹
下
翅
形
似

欠
攷
矣
、
又
云
一
名
王
鮪
、
誤
矣
、
王
鮪
乃
鱘
魚

足
、
能
上
樹
、
其
聲
如
兒
啼
、<

故
又
有
※
之
名>

其
膏

也
。

燃
之
不
消
耗
、
肉<

甘
有
毒>

。

【
集
解
】
藏
器
曰
、
鯢
生
山
溪
中
。
似
鮎
有
四
足
、

頭
面
似
鮎
、（
中
略
）

△
按
、
鯢
、
洛
之
山
川
及
丹
波
、
但
馬
、
處
々
有
之
、

長
尾
、
能
上
樹
。
大
旱
則
含
水
上
山
、
以
草
葉
覆

丹
波
、
但
馬
及
西
北
州
之
山
川
有
之
、（
中
略
）<

洛
人
所

頭
面
似
鮎
、
身
似
守
宮
蟲
、
畧
有
山
椒
気
、
故
名
山
椒

身
、
張
口
、
鳥
來
飲
水
、
因
吸
食
之
。
聲
如
小
兒

謂
能
療
噎
膈
、
予
未
試
之>

魚
。<

傳
云
、
食
之
能
治
膈
噎
、
未
試>

啼
。

『
日
本
後
紀
』
云
、
延
暦
十
六
年
八
月
、
掖
庭
溝
中
獲

時
珍
曰
、
按
郭
璞
云
、
鯢
魚
似
鮎
、
四
腳
、
前
腳

魚
、
長
尺
六
寸
、
形
異
常
魚
、
或
云
、
椒
魚
在
深
山
澤

似
猴
、
後
腳
似
狗
、
聲
如
兒
啼
、
大
者
長
八
九
尺
。

中
。

『
山
海
經
』
云
、
決
水
有
人
魚
、
状
如
䱱
、
食
之

已
痔
疾
。『
蜀
志
』
云
、
雅
州
西
山
峽
谷
出
魶
魚
、

似
鮎
有
足
、
能
緣
木
、
聲
如
嬰
兒
、
可
食
。
『
酉

陽
雜
俎
』
云
、
峽
中
人
食
鯢
魚
、
縛
樹
上
、
鞭
至

白
汁
出
如
構
汁
、
方
可
治
食
。
不
爾
有
毒
也
。

【
気
味
】
甘
、
有
毒
。

【
主
治
】
食
之
無
痴
疾
（
『
山
海
經
』
）。
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う
な
ぎ

鰻
（
魚
＋
麗
）
魚
（
『
別
錄
』
中
品
）

鰻
（
魚
＋
麗
）
魚<

訓
宇
奈
岐>

鰻
（
魚
＋
麗
）〈
滿
里
〉
白
鱓

蛇
魚

【
釋
名
】
白
鱓
（
『
綱
目
』）、
蛇
魚
（
『
綱
目
』）、

乾
者
名
風
鰻
。

マ
ン

リ
イ

〈
宇
奈
木
〉

時
珍
曰
、
鰻
（
魚
＋
麗
）
舊
注
音
漫
黎
。
按
許
慎

『
説
文
』、（
魚
＋
麗
）
與
鱧
同
。
趙
辟
公
『
雜
錄
』

②
有
雄
無
雌
、
以
影
漫
於
鱧
（
魚
＋
麗
）
、
則
其
子
皆

亦
云
、
此
魚
有
雄
無
雌
、
以
影
漫
於
鱧
魚
、
則
其

附
于
鱧
鬐
而
生
、
故
名
鰻
（
魚
＋
麗
）
、
〈
（
魚
＋
麗
）

子
皆
附
於
鱧
鬐
而
生
、
故
謂
之
鰻
（
魚
＋
麗
）
、

與
鱧
同
音
里
〉

與
許
説
合
、
當
以
鱧
音
為
正
。
曰
蛇
曰
鱔
、
象
形

也
。

【
集
解
】（
中
略
）
時
珍
曰
、
鰻
（
魚
＋
麗
）、
其

①
『
本
綱
』、
鰻
「
魚
＋
麗
」
状
如
蛇
、
背
有
肉

状
如
蛇
、
背
有
肉
鬣
連
尾
、
無
鱗
有
舌
、
腹
白
、

鬐
連
尾
、
無
鱗
有
舌
、
腹
白
、
大
者
長
數
尺
、
脂
膏
多
、

大
者
長
數
尺
、
脂
膏
最
多
、
（
中
略
）
此
魚
善
穿

善
穿
深
穴
、

深
穴
、（
中
略
）

【
正
誤
】（
略
）

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
有
毒
。

④
肉
〈
甘
、
平
、
有
毒
〉

（
中
略
）
機
曰
、
小
者
可
食
。
重
四
、
五
斤
及
水

⑦
小
者
可
食
、
重
四
、
五
斤
及
水
行
昂
頭
者
、
不
可
食
。



- 311 -

行
昂
頭
者
、
不
可
食
。
嘗
見
舟
人
食
之
、
七
口
皆

死
。

時
珍
曰
、
按
、『
夷
堅
續
志
』
云
、
四
目
者
殺
人
。

⑧<

四
目
者
殺
人
、
背
有
白
點
、
無
腮
者
、
不
可
食>

、

背
有
白
點
無
鰓
者
、
不
可
食
。
妊
娠
食
之
、
令
胎

姙
娠
食
之
、
令
胎
有
疾
。

有
疾
。

【
主
治
】

五
痔
瘡

、
殺
諸
蟲
（
『
別
錄
』。（
中
略
）

⑥
殺
其
虫
也
。

治
傳
尸
、（
中
略
）
治
小
兒
疳
労
、
及
蟲
心
痛
（
時

⑤
治
傳
尸
、
病
兒
疳
労
、

珍
）
。（
中
略
）

【
發
明
】
（
中
略
）
張
鼎
云
、
燒
煙
熏
蚊
、
令
化

③
凡
鰻
（
魚
＋
麗
）
燒
煙
化
為
水
。
熏
氈
及
屋
舎
竹
木
、

為
水
。
熏
氈
及
屋
舍
竹
木
、
斷
蛀
蟲
。
置
骨
於
衣

斷
蛀
蟲
。
置
骨
於
衣
箱
、
斷
諸
蟲
。

箱
、
斷
諸
蠹
。（
後
略
）

△
按
、
鰻
（
魚
＋
麗
）
冬
春
蟄
泥
穴
、
至
五
月
游
出
、

此
時
味
勝
、
四
、
五
月
生
子
、
纎
而
長
三
、
四
寸
、
如

芒
針
、
謂
之
針
鰻
（
魚
＋
麗
）
、
漸
長
行
于
川
上
、
然

漫
影
於
鱧
魚
而
生
子
之
説
未
審
、無
鱧
之
處
亦
多
有
之
。

又
有
薯
蕷
久
所
濕
浸
而
變
化
、
鰻
（
魚
＋
麗
）
者
、
自

凡
性
善
穿
深
穴
而
居
、
或
潜
于
深
泥
中
、
故
不
易
捕
、（
中

非
情
成
、
有
情
者
是
亦
不
必
盡
然
也
。
凡
性
滑
、
利
潜

略
）
、
近
世
漁
夫
用
曲
反
鉾
立
于
水
中
、
頻
撹
水
底
之
泥
、

泥
中
、
故
難
捕
、
以
曲
反
鉾
暗
突
泥
中
取
之
、
鰻
毎
向
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懸
而
采
之
、（
中
略
）、

陽
、
朝
向
東
、
暮
向
西
、
漁
人
考
之
、
横
掻
之
甚
滑
而

就
中
采
于
江
州
勢
多
橋
邊
者
為
第
一
、膏
脂
十
倍
于
尋
常
、
難
握
、
添
紙
握
則
不
能
脱
去
、
江
州
勢
田
、
城
州
宇
治

肉
脆
白
、
味
絶
美
、
宇
治
淀
川
琶
湖
亦
次
之
、
（
中
略
）

并
得
名
、
作
鮓
甚
美
、
其
鮓
飯
中
誤
入
糯
米
則
鮓
不
成
、

又
作
鮓
者
以
宇
治
川
之
鰻
為
勝
。
（
中
略
）
在
豆
之
三
嶋

豆
州
三
島
明
神
前
有
小
川
、
其
鰻
幾
千
万
不
可
計
、
俗

神
沼
者
生
耳
、
是
老
変
乎
。（
後
略
）

云
、
此
明
神
之
使
魚
也
。

又
背
有
黄
脉
者
、
味
美
、

眞
鰻
（
魚
＋
麗
）

背
有
黄
脉
、
味
最
美
、
但
大
者

味
不
佳
。

又
一
種
最
長
大
、
口
内
赤
者
、
好
噉
小
蟹
、
故
曰
蟹
喰
鰻
。
蟹
喰
鰻

状
肥
長
而
口
中
赤
、
好
噉
小
蟹
、
故
名
、
味

次
之
。

馥
燒

用
中
分
鰻
（
魚
＋
麗
）
裂
、
去
腸
切
為
四
五
叚

段
、
貫
串
傳
醬
油
或
未
醬
炙
食
、
味
甘
香
美
、
或
有
蘸

蓼
醋
食
者
、
多
食
之
煩
悶
至
死
、
但
得
酸
鰻
肉
膨
張
於

腹
中
也
。

や
つ
め
う
な
き

鱧
魚
（
『
本
經
』
上
品
）

×

鱧
〈
音
里
〉

リ
イ

【
釋
名
】
蠡
魚
（
『
本
經
』
）、
黑
鱧
（
『
圖
經
』
）、

鮦
〈
音
同
〉

蠡
魚
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玄
鱧
（
『
埤
雅
』
）、
烏
鱧
（
『
綱
目
』
）、
鮦
魚
（
音

文
魚

黑
魚

同
。『
本
經
』）
、
文
魚
。

玄
鱧

鳥
鱧

〈
八
目
宇
奈
岐
〉

時
珍
曰
、
鱧
首
有
七
星
、
夜
朝
北
斗
、
有
自
然
之

③
頭
斑
點
有
七
作
北
斗
之
象
、夜
則
仰
首
向
北
朝
北
斗
、

禮
、
故
謂
之
鱧
。
又
與
魚
也
、
故
有
玄
、
黑
諸
名
。

有
自
然
之
禮
。
故
字
从
禮
。
省
與
蛇
通
気
、
色
黑
、
北

（
中
略
）

方
之
魚
、
故
有
玄
黑
烏
之
諸
名
。

【
集
解
】『
別
錄
』
曰
、
生
九
江
池
澤
。
取
無
時
。

①
『
本
綱
』、
鱧
、
生
江
池
澤
。
取
無
時
。

（
中
略
）
時
珍
曰
、
形
長
體
圓
、
頭
尾
相
等
、
細

②
形
長
軆
圓
、
頭
尾
相
等
、
細
鱗
玄
色
、
有
斑
點
花
文
、

鱗
玄
色
、
有
斑
點
花
紋
、
頗
類
蝮
蛇
、
有
舌
有
齒

頗
類
蝮
蛇
、
有
舌
有
齒
有
肚
、
背
腹
有
鬛
連
尾
、
尾
無

有
肚
、
背
腹
有
鬣
連
尾
、
尾
無
歧
。
形
状
可
憎
、

岐
。
形
状
可
憎
、
気
息
鯹
悪
、
食
品
所
卑
也
。

気
息
腥
悪
、
食
品
所
卑
。（
中
略
）

肉
【
気
味
】
甘
、
寒
、
無
毒
。（
中
略
）

④
肉
〈
甘
、
寒
、
小
毒
〉

【
主
治
】
療
五
痔
、
治
濕
痺
、
面
目
浮
腫
、
（
中

⑤
療
五
痔
、
下
大
小
便
、
消
浮
腫
。

略
）
下
大
小
便
、（
中
略
）

【
附
方
】

浴
兒
免
痘
、
除
夕
黄
昏
時
、
用
大
烏
魚
一
尾
、
小

⑧
浴
兒
免
痘
。
除
夕
黄
昬
用
軆
一
尾
〈
小
者
用
二
、
三

者
二
三
尾
、
煮
湯
浴
兒
、
遍
身
七
竅
俱
到
。
不
可

尾
〉
煮
湯
、
浴
兒
遍
身
七
竅
。
不
可
嫌
鯹
、
以
清
水
洗

嫌
腥
、
以
清
水
洗
去
也
。
若
不
信
、
但
留
一
手
或

去
也
。
若
不
信
、
但
留
一
手
或
一
足
不
洗
、
遇
出
痘
時
、



- 314 -

一
足
不
洗
、
遇
出
痘
時
、
則
未
洗
處
偏
多
也
。
此

則
未
洗
處
偏
多
也
。

乃
異
人
所
傳
、
不
可
軽
易
。（
楊
拱
『
醫
方
摘
要
』）

（
中
略
）

膽
【
気
味
】
甘
、
平
。『
日
華
』
曰
、
諸
魚
膽
苦
、

⑥
膽
〈
甘
、
平
〉
諸
魚
膽
苦
、
惟
此
膽
甘
〈
臘
月
收
取

惟
此
膽
甘
可
食
為
異
也
。
臘
月
收
取
、
陰
乾
。

陰
乾
〉

【
主
治
】
喉
痺
將
死
者
、
點
入
少
許
即
瘥
、
病
深

⑦
治
喉
痺
、
將
死
者
點
入
少
許
、
即
瘥
。

者
水
調
灌
之
（
『
靈
苑
方
』）。

△
按
、
鱧
、
北
国
川
澤
多
有
之
、
大
抵
尺
許
、
大
者
二
、

三
尺
、
背
蒼
黑
有
光
、
腹
色
稍
淺
、
其
首
不
尖
、
口
不

裂
而
圓
、
齒
細
小
如
針
鋒
、
両
眼
後
各
有
七
點
、
如
目

如
星
如
錐
孔
與
目
八
數
、
故
名
八
目
鰻
、
〈
然
多
有
七

數
撰
八
數
者
、
入
藥
用
〉
、
冬
月
破
堅
氷
取
之
、
三
、

四
月
盛
出
、
吮
着
於
物
難
脱
、
土
人
食
之
味
勝
於
鰻
「
魚

＋
麗
」
、
河
州
橿
原
川
亦
有
之
、
皆
小
、
無
過
五
、
六

寸
者
也
、
色
亦
不
黑
、
但
以
八
月
辨
之
耳
、
人
以
為
有

治
疳
眼
之
功
、
作
魥
、
多
送
于
京
師
、
恰
似
蝮
蛇
。
俗

以
鱧
訓
波
無
、
以
鱓
訓
八
目
鰻
也
、
出
於
『
倭
名
抄
』

之
誤
、
而
于
今
不
改
者
、
何
耶
。
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鱧
〈
和
名
波
無
〉

鱣
〈
無
奈
木
〉

鰻
（
魚
＋
麗
）

〈
和
名
波
之
加
美
伊
乎
〉

鮎
〈
和
名
阿
由
〉

鮠
〈
和
名
波
江
〉

鱏
〈
和
名
衣
比
〉

鯷
〈
和
名
比

之
古
以
和
之
〉

此
等
『
倭
名
抄
』
之
訛
也
、
詳
于
各
條
、
醫
書
有
以
鱔

〈
或
鱓
〉
為
鱧
、
入
疳
藥
中
者
、
非
也
、
治
疳
之
功
八

目
鰻
而
已
、
鱔
即
俗
云
、
木
太
古
〈
見
于
後
〉。

き
た
ご

あ
ぶ
ら
こ

鱓
（
善
）
魚
（
『
別
錄
』
上
品
）

×

鱓
〈
鱔
同
〉

チ
ヱ
ン

【
釋
名
】
黄
䱇
（
音
旦
）
。（
中
略
）

黄
〈
魚
＋
旦
〉

〈
俗
云
、
木
太
古
〉

〈
西
国
人
呼
名
阿
布
良
古
〉

【
集
解
】
韓
保
升
曰
、
鱓
魚
生
水
岸
泥
窟
中
。
似

①
『
本
綱
』、
鱓
、
生
水
岸
泥
窟
中
。
似
鰻
（
魚
＋
麗
）

鰻
（
魚
＋
麗
）
而
細
長
、
亦
似
蛇
而
無
鱗
、
有
青
、

而
細
長
、
亦
似
蛇
而
無
鱗
。
有
青
、
黄
二
色
。
黄
質
黑

黄
二
色
。

章
、
體
多
涎
沫
、
大
者
二
、
三
尺
、
夏
出
冬
蟄
。
一
種
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時
珍
曰
、
黄
質
黑
章
、
體
多
涎
沫
、
大
者
長
二
、

有
蛇
變
者
名
蛇
鱓
〈
有
毒
害
人
〉
、
以
缸
貯
水
、
畜
數

三
尺
、
夏
出
冬
蟄
。
一
種
蛇
變
者
名
蛇
鱔
、
有
毒

百
頭
、
夜
以
燈
照
之
、
其
蛇
化
者
、
必
項
下
有
白
點
。

害
人
。
南
人
鬻
鱔
肆
中
、
以
缸
貯
水
、
畜
數
百
頭
。

遍
身
浮
水
上
、
即
棄
之
。
或
以
蒜
瓣
投
於
缸
中
、
則
群

夜
以
燈
照
之
、
其
蛇
化
者
、
必
項
下
有
白
點
。
通

鱓
跳
擲
不
已
、
亦
物
性
相
制
也
。

身
浮
水
上
、
即
棄
之
。
或
以
蒜
瓣
投
於
缸
中
、
則

群
鱔
跳
擲
不
已
、
亦
物
性
相
制
也
。（
後
略
）

②
肉
〈
甘
、
大
温
、
有
毒
〉

肉
【
気
味
】
甘
、
大
溫
、
無
毒
。
思
邈
曰
、
黑
者

有
毒
。

③
時
行
病
後
食
之
、
多
復
也
。

弘
景
曰
、
性
熱
能
補
。
時
行
病
後
食
之
、
多
復
。

④
多
食
、
發
諸
瘡
、
損
人
壽

（
中
略
）
時
珍
曰
、
按
、『
延
壽
書
』
云
、
多
食
、

發
諸
瘡
、
亦
損
人
壽
。（
後
略
）

△
按
、
鱓
、
西
国
水
岸
泥
中
多
有
之
、
状
似
鰻
（
魚
＋

麗
）
而
畧
扁
、
其
大
者
二
、
三
尺
、
口
尖
齒
細
眼
小
、

亦
似
蛇
而
無
鬐
、
深
黄
色
有
小
黑
文
、
多
涎
沫
、
自
尾

剥
皮
、
肉
白
而
肉
中
有
毛
刺
、
煮
食
之
。

『
三
才
圖
會
』
云
、
鱓
性
好
睡
、
今
鬻
者
必
寘
鰌
其
中
、

使
之
動
撓
、
不
然
徃
徃
睡
死
。

ど
じ
や
う
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鰌
魚
（
音
酋
。『
綱
目
』）

【
釋
名
】
泥
鰍
（
俗
名
）、
鰼
魚
（
『
爾
雅
』）。

泥
鰌

鰍<

同>

（
魚
＋
習
）<

同>

<

俗
云
、
止
之
也
宇
、
泥
鰍
、
字
音
之
訛
也
。>

時
珍
曰
、
按
、
陸
佃
云
、
鰌
性
酋
健
、
好
動
善
擾
、

②
性
酋
健
、
好
動
善
優
、
故
名
。

故
名
。
小
者
名
鰌
魚
。（
中
略
）

【
集
解
】
時
珍
曰
、
海
鰌
生
海
中
、
極
大
。

⑤
海
鰌

生
海
中
極
大

江
鰌
生
江
中
、
長
七
、
八
寸
。

⑥
江
鰌

生
江
中
長
七
八
寸

泥
鰌
生
湖
池
、
最
小
、
長
三
、
四
寸
、
沉
於
泥
中
。

①
『
本
綱
』
、
泥
鰌
、
生
湖
池
、
長
三
、
四
寸
。
沉
於

状
微
似
鱓
而
小
、
銳
首
圓
身
、
青
黑
色
、
無
鱗
。

泥
中
。
状
微
似
鱓
而
小
、
鋭
首
肉
身
、
青
黑
色
、
無
鱗
。

以
涎
自
染
、
滑
疾
難
握
。
與
他
魚
牝
牡
、
故
『
莊

以
涎
自
染
、
滑
疾
難
握
。
與
他
魚
牝
牡
、
生
沙
中
者
微

子
』
云
「
鰌
與
魚
游
」
。
生
沙
中
者
微
有
文
采
。

有
文
采
。
「
蠡
＋
刂
」
去
脊
骨
作
臛
食
甚
美
也
。
燈
心

閩
、
広
人

去
脊
骨
、
作
甚
美
。『
相
感
志
』
云
、

煮
鰌
甚
妙
也
。

燈
心
煮
鰌
甚
妙
。

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
中
略
）

③
肉<

甘
、
平>

【
主
治
】
暖
中
益
気
、
醒
酒
、
解
消
渴
（
時
珍
）
。

④
暖
中
益
気
、
醒
酒
、
解
消
渇
、
收
痔

同
米
粉
煮
（
後
略
）

（
前
略
）
土
人
至
冬
後
春
初
之
際
、
掘
砂
得
鰌
魚
、
其
状

△
按
、
沙
中
鰌
、
頭
背
連
尾
、
有
紋
、
淡
黑
斑
、
微
似
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兼
泥
水
生
者
同
、
大
五
、
六
寸
、
頭
背
連
尾
、
有
淡
黑
紋
、

鷹
彪
、
故
名
鷹
羽
。

如
鷹
羽
、
呼
称
鷹
羽
鰌
（
後
略
）。

（
中
略
）
今
農
間
構
田
圃
之
渠
、
用
牛
、
馬
糞
而
養
鰍
者
、

鰌
味
美
、
江
州
水
口
造
鰌
臛
鬻
之
、
甚
佳
、
今
人
溝
渠

形
雖
肥
大
而
骨
硬
、
肉
堅
、
味
亦
不
美
、
但
以
清
川
流
水

中
入
馬
糞
畜
鰌
者
肥
大
、
繁
生
然
、
骨
硬
、
味
不
如
于

自
長
者
為
勝
矣
（
中
略
）。

流
水
自
長
者
也
。

×
×

ひ
を

氷
魚

（
魚
＋
小
）

<

俗
云
、
比
乎>

『
和
名
抄
』
云
（
魚
＋
小
）
、
白
小
魚
名
、
似
鮊
而
一
、

二
寸
者
也
。
今
称
氷
魚
。

△
按
、
氷
魚
状
類
白
魚
、
大
寸
許
、
自
秋
末
至
冬
初
聚
、

魚
簗
以
攩
網
取
之
、
古
者
江
州
田
上
川
、
城
州
宇
治
川

多
取
之
、
今
勢
州
、
參
州
及
駿
遠
最
多
、
以
竹
串
貫
眼

作
魥
、
味
甚
美
。

衣
笠
内
大
臣

新
六

氷
魚
の
よ
る
を
江
の
海
も
風
さ
へ
ぬ
田
上
川
や

網
代
う
つ
ら
ん

若
州
湖
中
有
小
魚
、
似
小
鰷
而
細
長
、
土
人
呼
名
阿
末
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左
幾
。

資
料
五
『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類
『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類
と
『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」

『
本
草
綱
目
』「
無
鱗
魚
」
類

『
本
朝
食
鑑
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類

『
和
漢
三
才
図
会
』「
江
海
無
鱗
魚
」
類

×

く
じ
ら

鯨<

渠
京
切
、
音
擎>

鯨<

音
擎>

唐
音
キ
ン

（
魚
＋
畺
）<

本
字>

海
鰌

勇
魚<

『
万
葉
集
』
訓
伊
佐
奈
、
古
呼
魚
皆
曰
奈>

【
釈
名
】<

源
順
和
名
曰
、『
唐
韻
』
、
雄
曰
鯨
、
雌
曰
鯢
、

雄
曰
鯨
、
雌
曰
鯢
、
和
名
久
知
良
。

字
韻
諸
書
皆
言
之
、
今
不
分
雌
雄
之
名
、
但
鯨
、
鯢
通
訓

久
知
羅
、
近
時
都
用
鯨
字
爾
。
『
万
葉
集
』
訓
鯨
魚
曰
伊

佐
奈
、
或
曰
勇
魚
、
亦
訓
同
、
詳
後>

『
三
才
圖
會
』
云
、
鯨
、
海
中
大
魚
也
。
其
大
横
海
呑

舟
穴
處
、
海
底
出
穴
則
水
溢
、
謂
之
鯨
潮
、
或
曰
出
則
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潮
下
、
入
則
潮
上
、
其
出
入
有
節
、
大
者
長
千
里
、
小

者
數
丈
、
一
生
數
万
子
、
甞
以
五
、
六
月
就
岸
生
子
、

至
七
、
八
月
導
率
其
子
還
大
海
中
、
皷
浪
成
雷
、
濆
沫

成
雨
、
水
族
驚
畏
、
莫
敢
當
者
、
然
其
死
也
、
有
彗
星

應
之
、
雄
者
為
鯨
、
雌
者
為
鯢
、
或
曰
死
於
沙
上
得
之

者
、
皆
無
目
、
俗
言
其
目
化
為
明
月
珠
。

『
古
今
詩
話
』
云
、
海
岸
有
獸
名
蒲
牢
、
聲
如
鐘
而
性

畏
鯨
、
鯨
躍
輒
鳴
、
故
鑄
鐘
作
蒲
牢
形
、
其
上
為
鯨
形
。

藻
塩

潮
ふ
く
鯨
の
い
き
と
み
ゆ
る
哉
沖
に
村
立

夕
立
の
雲

【
集
解
】（
前
略
）
②
状
肥
圓
、
長
大
、
色
蒼
黑
而
無
鱗
、

△
其
状
畧
似
鰌
、
故
名
海
鰌
。
肥
圓
、
長
與
周
等
、
其

頭
圓
肥
長
大
、
大
抵
如
牛
頭
之
形
、
鼻
上
骨
高
起
、
項
上

色
蒼
黑
而
無
鱗
、
鼻
上
骨
高
起
、
項
上
頸
前
有
吹
潮
之

頸
前
有
吹
潮
之
穴
、
口
濶
、
上
唇
短
、
下
唇
長
、
于
頷
、

穴
、
口
濶
、
下
唇
長
於
上
唇
而
出
于
頷
、
前
舌
亦
長
広
、

前
舌
亦
長
広
、

其
大
鯨
有
三
十
三
尋
、<

約
十
六
丈
余>

、
所
謂
長
千
里

者
、
甚
妄
也
。

③
齒
大
如
屐
齒
之
尖
、

齒

大
如
屐
齒
之
尖
、
齗
白
切
片
之
名
蕪
骨
。

④
眼
繊
近
于
口
珥
而
下
、
烏
珠
子
如
水
精
之
磨
、
雖
為
佩

眼

繊
近
于
口
吻
而
下
、
烏
珠
如
水
精
之
磨
而
軟
。



- 321 -

飾
而
軟
、（
中
略
）。

⑤
其
鬛
漁
家
呼
号
筬
而
純
黑
色
、
削
磨
有
光
、
長
自
三
、

鬛

出
口
中
両
邊
、
其
数
有
三
百
六
莖
、
純
黑
色
、
名

四
尺
至
丈
餘
、
広
五
、
六
寸
或
尺
許
、
厚
三
、
四
分
或
寸

筬
、
削
磨
則
美
潤
、
長
自
三
、
四
尺
至
丈
餘
、
広
五
、

餘
、
出
口
中
之
両
邊
、
一
鯨
之
鬛
数
有
三
百
六
莖
、
是
工

六
寸
、
厚
五
、
六
分
、
工
匠
用
之
作
笄
揥
及
尺
秤
之
類
。

匠
造
器
多
用
之
、
婦
人
之
笄
揥
及
尺
秤
之
類
亦
用
也
。

⑥
鬐
、
漁
家
呼
号
達
波
、
色
外
黑
内
白
。
長
自
八
、
九
尺

鬐

外
黑
内
白
色
、
名
達
波
。
長
自
八
、
九
尺
至
丈
餘
、

至
丈
餘
、
広
四
、
五
尺
。

広
四
、
五
尺
。

⑦
有
近
肉
圓
骨
呼
号
法
師
骨
、
此
亦
漁
家
採
油
處
。

骨

近
肉
圓
骨
名
法
師
骨
、
此
亦
漁
家
採
油
也
。

筋

赤
黄
色
、
太
徑
三
寸
許
、
細
割
破
之
、
浸
泔
水
取

去
油
気
用
之
、
今
為
唐
弓
弦
以
打
木
綿
。

㉑
大
小
腸
併
称
帯
腸
、
又
号
百
尋
其
腸
、
長
五
十
条
許
、

大
小
腸

長
五
十
条
許
、
故
名
百
尋
、
煮
食
之
能
治
久

（
中
略
）、
謂
能
治
久
泄
也
。

泄
。

㉔
号
多
計
利
、
或
謂
波
也
。
大
者
長
一
丈
四
、
五
尺
、（
中

陰
莖

名
多
計
里
、
大
者
一
丈
、
其
雌
陰
戸
及
乳
房
亦

略
）、
鯨
之
産
門
及
乳
房
亦
詳
明
、（
中
略
）。

兼
備
。

尾

有
岐
、
黑
色
、
尾
之
上
圓
肥
處
名
尾
脛
、
其
味
極

㉓
凡
魚
尾
之
上
圓
肥
處
俗
謂
名
尾
筩
、
鯨
之
尾
筩
呼
号
尾

美
不
可
言
。

脛
、（
中
略
）、
其
味
極
美
不
可
言
。

糞

有
黑
、
白
、
其
白
者
希
焉
、
泛
水
上
如
白
泡
、
采

㉔
有
黑
、
白
、
（
中
略
）
其
白
者
尤
希
、
（
中
略
）
、
泛
水

得
晒
乾
似
蛇
骨
、
治
痘
瘡
紫
黑
下
陥
、
燒
之
薫
煙
有
効
。
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上
如
白
泡
、
采
得
晒
乾
似
蛇
骨
、
郎
収
貯
、
若
値
小
児
痘

瘡
紫
黑
下
陥
之
症
、
帳
中
焼
之
、
以
薫
煙
則
忽
変
赤
色
有

奇
験
、（
中
略
）。

皮

黑
皮
與
赤
肉
之
交
有
白
脂
、
熬
之
油
最
多
、
凡
方

三
寸
厚
一
尺
皮
可
得
油
一
升
。

⑧
凡
漁
家
有
六
種
之
鯨
名
及
雌
子
、
六
種
者
、
世
美
、
座

凡
鯨
有
六
種
。
性
喜
嗜
鰯
、
不
敵
于
諸
魚
、
海
舶
若
觸

頭
、
小
鯨
、
長
須
、
鰯
、
真
甲
。

尾
鬐
則
必
覆
、

①
冬
自
北
行
南
、
春
自
南
行
北
、
是
海
人
之
通
称
也
。

冬
自
北
行
南
、
春
自
南
去
北
、

⑱
肥
之
諸
島
、
平
戸
大
村
海
上
多
采
之
、

肥
州
五
島
、
平
戸
邊
、
節
分
前
後
為
盛
、
紀
州
熊
野
浦

仲
冬
為
盛
、
捕
之
、

⑳
刺
鯨
鉾
呼
曰
森
、（
中
略
）、
用
樫
木
作
柄
、
鉾
頭
之
脚

刺
鯨
鉾
呼
曰
森
、
用
樫
木
作
柄
、
鉾
頭
着
繩
繋
舩
柱
、

着
繩
、
繩
尾
緊
繋
舩
柱
、
森
鉾
中
鯨
則
脱
柄
入
肉
、
隨
鯨

其
鉾
中
鯨
則
脱
柄
入
肉
、
隨
鯨
動
作
深
入
肉
中
、
不
抜

之
動
作
而
深
入
肉
中
、
不
抜
鉾
柄
雖
脱
着
繩
之
故
不
失
、

鉾
柄
雖
脱
着
繩
故
不
失
、<

此
外
森
之
製
數
品
有>

、

（
中
略
）、

⑲
載
羽
指
一
人
、（
中
略
）、
毎
被
長
袖
之
短
袗
、（
中
略
）

掌
一
舩
進
退
人
呼
曰
羽
指
、
被
長
袖
短
袗
、
宛
如
軍
配
、

近
頃
遠
用
大
繩
綱
豫
繋
之
擲
森
、
故
百
無
一
失
。

⑨
就
中
以
世
美
為
上
品
。
形
色
如
前
、
其
大
者
七
、
八
丈

世
美

鯨
六
種
中
為
最
上
、
大
者
十
余
丈
、
其
子
鯨
二
、

十
餘
丈
許
、（
中
略
）、
世
美
子
鯨
形
色
略
與
親
同
、
以
其

三
丈
許
、
大
抵
十
三
尋
者
、
全
體
取
油
得
二
百
斛
、
七
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不
長
、
形
色
亦
浅
薄
、
大
者
不
過
二
、
三
丈
、（
中
略
）、

尋
者
油
得
四
十
斛
、
惟
八
尋
者
油
少
、
漸
十
斛
許
。

⑪
其
大
者
不
過
四
、
五
丈
、（
中
略
）、
鬐
長
丈
許
、
一
片

座
頭

大
者
不
過
四
、
五
丈
、
鬐
長
丈
許
、
一
片
黑
一

黑
一
片
白
、
肚
皮
重
重
作
畦
如
編
竹
、
呼
謂
簀
子
皮
也
。

片
白
、
其
肚
皮
層
層
作
畦
如
編
竹
、
呼
名
簀
子
皮
、
背

⑩
座
頭
鯨
者
、
本
朝
通
俗
呼
瞽
者
称
座
頭
、
此
魚
之
背
有

有
方
二
尺
許
、
疣
鰭
似
琵
琶
形
、
彷
彿
瞽
者
負
琶
、
故

方
二
尺
許
之
鰭
、
如
琵
琶
之
形
、
漁
家
呼
謂
疣
也
。
遠
郊

名
座
頭
、
非
盲
魚
也
。

村
巷
之
瞽
者
負
琶
而
行
、
乞
食
里
落
勢
州
最
多
、
故
以
座

頭
而
名
乎
。

（
中
略
）

⑫

其
余
與
世
美
同
。

其
余
與
世
美
同
爾
。

雖
中
森
鉾
能
遁
去
、
但
子
持
鯨
易
得
、
先
使
兒
鯨
防
殺

之
半
死
、
則
母
鯨
不
忍
去
、
以
身
掩
子
時
可
殺
得
、
後

又
捕
子
鯨
、
蓋
用
今
大
綱
、
則
座
頭
亦
不
能
遁
去
。

⑮
長
須
鯨
者
、
形
色
似
世
美
、
此
亦
有
疣
鬐
、
大
者
十
餘

長
須

形
色
似
世
美
、
此
又
背
有
疣
鬐
、
大
者
十
丈
許
、

丈
、
或
七
、
八
丈
、
常
沈
水
底
而
浮
者
稀
矣
、
故
漁
人
不

常
沈
水
底
而
浮
者
稀
矣
、
故
難
得
。

能
采
之
。

⑯
鰯
鯨
者
常
逐
鰯
而
來
、
故
名
。
大
者
不
過
二
、
三
丈
、

鰮
鯨

毎
逐
鰮
來
、
其
大
者
不
過
二
、
三
丈
、
肉
薄
脂

脂
少
肉
薄
、
好
不
采
之
。

少
、
故
漁
人
不
好
殺
之
。

⑰
真
甲
鯨
者
形
色
長
大
略
類
諸
鯨
而
有
大
牙
如
犢
牛
角
、

真
甲

有
大
牙
如
犢
牛
角
、
此
亦
好
逐
鰮
來
、
脂
少
、

此
亦
好
逐
鰯
而
浮
來
、
世
称
紀
勢
及
総
常
江
海
有
之
、
西

故
不
好
殺
之
、
西
海
希
有
、
而
紀
勢
総
常
之
海
有
之
、
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海
不
見
之
、
此
亦
脂
少
肉
麁
、
好
不
采
之
。（
中
略
）、

㉒
状
類
象
牙
、
猪
牙
而
堅
白
、
可
切
磋
、
近
時
歯
医
有
新

其
牙
類
象
牙
、
猪
牙
、
切
磋
作
噐
、
或
造
人
牙
齒
以
為

造
牙
齒
而
入
老
人
落
牙
歯
之
痕
者
、（
中
略
）。

入
齒
。

⑭
小
鯨
者
淡
黑
或
灰
白
色
、
鬛
白
、
長
一
尺
五
、
六
寸
、

小
鯨

淡
黑
或
灰
白
色
、
鬛
白
、
長
一
尺
五
、
六
寸
、

広
三
寸
許
、
厚
二
、
三
分
、
呼
号
白
鬚
、
小
鯨
之
子
略
類

広
三
寸
許
、
厚
二
、
三
分
、
呼
曰
白
鬚
、
各
類
、
其
大

親
、
而
大
鯨
大
者
不
過
一
、
二
丈
也
。

鯨
大
者
不
過
一
、
二
丈
。

有
魚
虎
者
、
其
齒
鰭
如
剱
鉾
、<

詳
有
鱗
魚
之
下>

、
數

十
、
毎
在
鯨
口
傍
衝
頰
腮
、
其
聲
聞
于
外
久
、
而
鯨
困

迷
開
口
時
、
魚
虎
入
口
中
、
嚙
切
其
舌
根
、
既
喰
盡
出

去
、
鯨
乃
斃
、
謂
之
魚
虎
切
、
偶
有
之
浦
人
獲
之
、
海

中
無
雙
大
魚
為
纔
小
魚
絶
命
矣
。

凡
截
鯨
刀
宜
用
生
鐵
也
、
鋼
鐵
却
不
佳
、
蓋
鯨
全
體
可

食
可
取
油
、
用
其
齒
鬛
鰭
可
為
噐
、
是
此
本
朝
寶
貨
之

類
乎
。
中
華
亦
有
之
、
不
如
日
本
之
多
而
見
之
者
希
、

故
鯨
不
載
諸
本
草
、
雖
出
于
『
三
才
圖
會
』
、
其
説
憶

見
耳
。

ふ
か
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鱣
魚
（
音

。『
拾
遺
』）

魚
鮝
〈
訓
布
加
〉

鱣<

音
天>

【
釈
名
】
鮝
魚<

源
順>

、
鱣<

上
同
、（
後
略
）>

テ
ン

【
校
正
】
（
略
）
【
釋
名
】
黄
魚
（
『
食
療
』
）
、
蠟

【
集
解
】

黄
魚

蠟
魚

魚
（
『
御
覽
』
）、
玉
版
魚
。

玉
版
魚

<

俗
云
、
布
可>

<

『
和
名
抄
』
為
鰻
「
魚
＋
麗
」
之
訓
者
、
非
也
。>

（
中
略
）【
集
解
】（
中
略
）
時
珍
曰
、

出
江
淮
、

①
『
本
綱
』
、
鱣
、
海
中
無
鱗
大
魚
也
。
状
似
鱘
、
其

黄
河
、
遼
海
深
水
處
、
無
鱗
大
魚
也
。
其
状
似
鱘
、

色
灰
白
、
其
背
有
骨
甲
三
行
、
鼻
長
有
鬚
、
口
近
頷
下
、

其
色
灰
白
、
其
背
有
骨
甲
三
行
、
其
鼻
長
有
須
、

其
尾
有
岐
。
其
出
也
、
以
三
月
逆
水
而
上
。
其
居
也
、

其
口
近
頷
下
、
其
尾
歧
。
其
出
也
、
以
三
月
逆
水

在
磯
石
湍
流
之
間
。
其
食
也
、
張
口
接
物
聽
其
自
入
、

而
生
。
其
居
也
、
在
磯
石
湍
流
之
間
。
其
食
也
、

食
而
不
飲
、
蟹
魚
多
誤
入
之
。
其
行
也
在
水
底
、
去
地

張
口
接
物
聽
其
自
入
、
食
而
不
飲
、
蟹
魚
多
誤
入

數
寸
、
漁
人
以
小
鈎
數
百
沈
而
取
之
、
一
鈎
着
身
、
動

之
。
（
略
）
其
行
也
在
水
底
、

去
地
數
寸
、

漁

而
護
痛
、
諸
鈎
皆
着
之
。
船
遊
數
日
、
待
其
困
憊
、

人
以
小
鉤
近
千
沈
而
取
之
、

一
鉤
著
身
、
動
而

方
敢
掣
取
之
。
其
小
者
近
百
斤
。
大
者
長
一
、
三
丈
、

護
痛
、
諸
鉤
皆
著
。
船
游
數
日
、
待
其
困
憊
、
方

至
一
、
二
千
斤
。
其
気
甚
鯹
、
其
脂
與
肉
層
層
相
間
、

敢
掣
取
。
其
小
者
近
百
斤
。
其
大
者
長
二
、
三
丈
、

肉
色
白
、
脂
色
黄
如
蠟
、

至
一
、
二
千
斤
。
其
気
甚
腥
。
其
脂
與
肉
層
層
相

間
、
肉
色
白
、
脂
色
黄
如
蠟
。
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②
故
名
之
。

其
脊
骨
及
鼻
、
並

與
鰓
、
皆
脆
軟
可
食
。
其
肚

及
子
鹽
藏
亦
佳
、
其
鰾
亦
可
作
膠
。（
中
略
）

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
有
小
毒
。

③
其
脊
骨
及
鼻
、
并
鬐
與
鰓
、
皆
脆
軟
可
食
。
其
肚
及

詵
曰
、
發
気
動
風
、
發
瘡
疥
。
和
蕎
麥
食
、
令
人

子
盬
藏
亦
佳
、
其
鰾
亦
可
作
膠
。

失
音
。

④
肉<

甘
、
平
、
有
小
毒>

（
中
略
）
多
食
、
生
熱
痰
。（
中
略
）

⑥
發
瘡
疥<

和
蕎
麦
食
、
人
失
音>

時
珍
曰
、
服
荊
芥
藥
、
不
可
食
。（
後
略
）

⑤
多
食
生
熱
痰
、

⑦
忌
荊
芥

江
海
處
處
有
之
、
小
者
三
、
四
尺
、
大
者
及
一
、
二
丈
餘
、

△
按
、
鱣
、
小
者
二
、
三
尺
、
大
者
二
、
三
丈
、
状
畧

（
中
略
）
状
頭
平
圓
、
嘴
鋭
眼
大
、
口
在
頷
下
而
濶
大
、

類
守
宮
蟲
而
頭
扁
圓
、
嘴
尖
眼
大
、
口
在
頷
下
而
濶
大
、

有
齒
牙
而
堅
利
、
背
有
三
骨
甲
、
尾
有
岐
、
鰭
亦
硬
、
無

有
齒
牙
而
堅
利
、
背
有
三
骨
甲
、
尾
有
岐
、
鰭
亦
硬
、

鱗
、
皮
厚
、
外
面
灰
白
色
如
鮫
之
沙
、
小
者
肉
潔
白
、
味

無
鱗
、
皮
厚
、
灰
白
色
如
鮫
之
沙
、
小
者
肉
潔
白
、
味

稍
美
、（
中
略
）

稍
美
、
故
魚
市
所
出
皆
不
過
三
、
四
尺
、
其
大
者
好
取

大
者
好
取
人
、
運
舶
之
人
海
中
誤
出
手
足
于
舷
則
動
者
、

人
嚙
、
如
有
人
出
手
足
於
舷
者
、
鱣
跳
浮
囓
切
去
、
海

魚
鮝
跳
出
掣
入
水
底
而
食
、（
後
略
）。

舶
最
畏
之
、
胎
生
産
於
口
、
嘗
見
胎
魚
其
子
既
備
鱣
形
、

名
天
以
豆
留
古
、<

一
名
奈
宇
佐
宇>

、
鱣
類
有
數
種
、
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其
肉
為
「
魚
＋
干
」
膾
、
食
之
或
為
魚
餠
、
以
偽
海
鰻

蒲
鉾
。

白
目
鱣

小
者
二
、
三
尺
、
大
者
二
、
三
丈
、
背
灰
白
、

腹
白
齒
大
、
其
眼
色
白
、
好
嚙
人
、
其
肉
味
美
。

牛
鱣

大
抵
三
尺
許
、
状
類
白
目
鱣
、
灰
皁
色
、
無
齒
。

猫
鱣

大
三
、
四
尺
、
頭
形
似
猫
、
扁
身
有
虎
斑
文
、

有
齒
、
味
不
佳
。

加
世
鱣

大
三
、
四
尺
及
一
丈
、
灰
黑
色
、
口
小
而
齒

細
、
有
耳
、
其
眼
有
耳
端
、
此
鱣
在
海
中
不
為
害
、
俗

取
膽
為
疳
眼
藥
。

坂
田
鱣

大
二
、
三
尺
、
頭
圓
、
匾
似
團
扇
、
身
挟
長

似
團
扇
柄
而
灰
黑
色
。

か
ぢ
と
を
し

鱘
魚
（
『
拾
遺
』）

鱘<

音
尋>

ツ
イ
ン

【
釋
名
】
鱏
魚
（
尋
淫
二
音
）、
鮪
魚
（
音
洧
）、

鱏

鱏<

音
尋>

碧
魚

王
鮪
（
爾
雅
）、
碧
魚
。（
中
略
）

×
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<

俗
云
、
加
知
止
乎
之>

【
集
解
】
（
中
略
）
時
珍
曰
、
出
江
淮
、
黄
河
、

①
『
本
綱
』
、
鱘
、
鱣
屬
也
。
岫
居
、
長
者
丈
餘
、
至

遼
海
深
水
處
、
亦
鱣
屬
也
。
岫
居
、
長
者
丈
餘
。

春
始
出
而
浮
陽
、
見
日
則
目
眩
、
其
状
如
鱣
、
而
背
上

至
春
始
出
而
浮
陽
、
見
日
則
目
眩
。
其
状
如
鱣
、

無
甲
。
其
色
青
碧
、
腹
下
色
白
。
其
鼻
長
與
身
等
、
口

而
背
上
無
甲
。
其
色
青
碧
、
腹
下
色
白
。
其
鼻
長

在
頷
下
、
食
而
不
飲
。
頰
下
有
青
斑
、
紋
如
梅
花
状
、

與
身
等
、
口
在
頷
下
、
食
而
不
飲
。
頰
下
有
青
斑
、

尾
有
岐
如
丙
、
肉
色
純
白
、
味
亞
於
鱣
、
鬐
骨
不
脆
。

紋
如
梅
花
、

状
尾
歧
如
丙
。
肉
色
純
白
、
味
亞

於
鱣
、
鬐
骨
不
肥
。

羅
願
云
、
鱘
状
如
鬻
鼎
、
上
大
下
小
、
大
頭
哆
口
、

②
又
云
、
其
頭
大
哆
口
、
似
銕
兜
鍪

似
鐵
兜
鍪
、

其
鰾
亦
可
作
膠
、

如
鱘
鮧
也
、

亦
能
化
龍
。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。
詵
曰
、
有
毒
。（
中

③
其
肉<

甘
、
平
、
有
毒>

、
作
鮓
雖
珍
、
亦
不
益
人

略
）
作
鮓
雖
珍
、
亦
不
益
人
。（
後
略
）

『
本
草
必
讀
』
云
、
鱘
、
目
小
如
豆
、
鼻
傍
肉
作
直
絲
、

名
為
鹿
頭
、<

言
味
美
也>

、
鰾
亦
作
膠
、
鱣
、
鱘
二
魚

皆
能
化
龍
。

△
按
、
鱘
、
嘴
尖
利
如
鐵
、
海
舶
値
之
則
可
突
拔
、
故

俗
呼
名
柁
通
。
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し
び

は
つ

鮪
〈
訓
之
比
〉
附
真
黒
、
目
鹿

鮪
〈
音
委
〉

【
釈
名
】

ヲ
イ

【
集
解
】

王
鮪<

其
大
者>

<

和
名
之
比
、
或
云
、
波
豆>

叔
鮪<

其
小
者
者
、
俗
云
、
目
黑>

「
魚
＋
各
」
子<

更
小
者
者
、
俗
云
、
目
鹿>

『
本
綱
』、
鮪
與
鱘
為
一
物
、『
月
令
』
云
、
季
春
天
子

郭
璞
『
爾
雅
』
注
曰
、
大
者
名
王
鮪
、
小
者
名
叔
鮪
、
更

薦
鮪
於
寢
廟
、
故
有
王
鮪
之
稱
、
郭
璞
云
、
大
者
名
王

小
者
名
「
魚
」「
各
」
子

鮪
、<

其
小
者
名
叔
鮪
、
更
小
者
名
「
魚
＋
各
」
子>

△
按
、
鮪
亦
鱣
屬
、
鱘
之
類
也
。『
本
綱
』、
鱘
、
鮪
以

為
一
物
者
、
未
精
矣
。
鱘
、
青
碧
色
、
鼻
長
、
與
身
等
。

（
前
略
）
、
頭
大
、
嘴
尖
、
鼻
長
、
口
有
頷
下
両
頰
、
腮

鮪
、
頭
畧
大
、
鼻
雖
長
不
甚
、
口
有
頷
下
両
頰
、
腮
如

如
銕
兜
、
頰
下
有
青
斑
、
死
後
眼
出
血
、
背
有
刺
鬐
、
無

銕
兜
鍪
、
頰
下
有
青
斑
、
死
後
眼
出
血
、
背
腹
有
鬐
、

鱗
而
蒼
黑
、
肚
白
如
抹
雲
母
、
尾
有
岐
而
硬
、
上
大
、
中

無
鱗
、<

如
有
些
細
鱗>

、
蒼
黑
色
、
肚
白
如
傅
雲
母
、

圓
、
下
小
、
大
者
一
、
二
丈
、
小
者
七
、
八
尺
、
肉
肥
厚

尾
有
岐
、
硬
、
上
大
、
中
圓
、
下
小
、
其
大
者
一
丈
余
、
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而
淡
紅
、
背
上
肉
左
右
有
黑
血
肉
両
條
、
呼
称
血
合
、
味

小
者
六
、
七
尺
、
肉
肥
、
淡
赤
色
、
背
上
肉
有
黑
血
両

不
佳
、
故
屠
之
者
必
棄
之
而
不
食
。（
中
略
）

條
、<

俗
曰
血
合>

、
可
去
之
、
其
頭
有
力
乘
暖
浮
見
、

此
魚
頭
甚
有
力
、（
中
略
）、

日
目
眩
、
其
來
也
、
成
羣
、
漁
人
熬
取
油
、
其
肉
為
膾

乘
暖
而
浮
見
而
眩
、
來
則
成
群
、
漁
人
獲
之
采
脂
油
、
或

為
炙
、
味
稍
佳
。

作
脯
而
貨
之
、
或
鱠
鮮
而
食
、
炙
肉
而
食
、
俱
味
稍
佳
、

宇
豆
和<

一
名
茶
袋>

小
鮪
一
尺
以
下
者
、
作
胾
以
芥

（
中
略
）。

醋
食
、
味
甚
佳
。

真
黒
魚
及
目
黒
【
集
解
】
小
鮪
四
、
五
尺
許
呼
号
曰
真
黒
。
目
鹿

二
尺
以
下
小
鮪
亦
可
為
胾
。

（
中
略
）、
真
黒
二
、
三
尺
許
、
呼
号
目
鹿
。

目
黑

三
尺
以
下
者
多
為
「
魚
」
「
奄
」
、<

凡
宇
豆
和

目
黑
共
為
「
魚
＋
奄
」、
則
通
俗
名
目
黑
。>

末
黑

三
、
四
尺
以
上
者
、
至
此
時
形
畧
扁
、
色
亦
稍

黑
、
為
「
魚
＋
奄
」
、
冬
月
民
間
賞
之
、
亞
于
鰤
、
又

鮮
肉
作
脯
、
贋
鰹
節
。

波
豆

四
、
五
尺
以
上
者
與
鮪
無
異
、
惟
腹
鬐<

鮪
、

黄
赤
色
、
波
豆
蒼
黑>

異
身
、
其
「
魚
＋
奄
」
和
州
人

嗜
食
之
、
以
一
枚
為
馬
一
駄
。

か
つ
を

鰹
〈
『
漢
語
抄
』
訓
加
豆
乎
〉

鰹
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【
釈
名
】

鰹<

俗
以
堅
魚
二
字
為
鰹
、
蓋
鰹
乃
鮦
大
者
、
非
是
也
。

此
魚
脯
極
堅
硬
、
可
削
用
、
故
俗
呼
曰
堅
魚
、
堅
魚>

<

和
名
加
豆
乎>

【
集
解
】
①
（
前
略
）
、
似
目
鹿
而
圓
肥
、
頭
大
、
嘴
尖
、

△
按
、
鮪
之
屬
也
。
状
似
目
黑
而
圓
肥
、
頭
大
、
嘴
尖
、

無
鱗
、
蒼
黑
色
、
有
光
膩
、
或
有
白
斑
、
腹
亦
白
色
如
雲

無
鱗
、
蒼
黑
色
、
有
光
膩
、
腹
白
如
雲
母
泥
、
背
有
硬

母
泥
、
背
有
硬
鰭
、
到
尾
前
両
片
似
鋸
齒
、
尾
有
岐
、（
中

鰭
、
到
尾
端
両
片
似
鋸
齒
、
尾
有
岐
、
其
肉
深
紅
、
味

略
）
、
肉
色
有
深
紅
、
有
浅
紅
、
深
紅
者
味
必
厚
、
背
上

甘
、
温
、
背
上
両
邊
肉
中
有
黑
血
肉
一
條
、
〈
謂
之
血

両
邊
肉
中
有
黑
血
肉
一
條
、
呼
称
血
合
、
味
不
及
紅
肉
、

合
、
其
味
不
如
正
肉
〉、

④
凡
漁
人
釣
鰹
以
犢
角
及
鯨
牙
削
揩
作
釣
而
釣
者
、
無
餌

釣
之
不
用
餌
、
以
牛
角
或
鯨
牙
一
瞬
釣
數
百
、
関
東
殊

以
鐵
鈎
而
釣
者
、（
中
略
）。

多
有
。

③
一
種
有
皮
上
黒
白
斑
三
、
四
條
者
呼
称
筋
鰹
。

縷
鰹

皮
上
縱
有
白
縷
三
、
四
條
、
為
胾
和
芥
、
醋
、

未
醬
食
甚
佳
、
名
之
真
鰹
、
作
節
為
極
上
。

横
輪

皮
上
横
有
白
斑
四
、
五
條
、
大
一
尺
五
、
七
寸
、

尾
極
細
、
故
又
名
尾
纎
、
作
節
亜
縷
、
鰹
作
「
魚
＋
奄
」
、

味
甚
佳
、
俗
呼
曰
、
須
宇
麻
。

②
一
種
肉
粘
如
飴
者
呼
称
餠
鰹
。

餠
鰹

形
色
同
鰹
而
肉
粘
、
頗
如
飴
、
生
「
魚
＋
奄
」

共
味
不
佳
。

⑦
大
抵
造
堅
魚
法
。
漁
人
釣
之
、
網
之
、
潮
水
洗
浄
、
去

鰹
節

鰹
肉
乾
脯
者
也
。
漁
人
造
之
、
鮮
魚
去
頭
尾
出
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頭
尾
皮
、
腸
割
両
片
、
肉
去
中
骨
復
割
両
片
、
肉
作
両
、

腸
為
両
片
、
去
中
骨
復
割
両
片
、
肉
作
両
、
三
條
以
煮

三
條
、
合
其
数
百
條
而
煮
于
大
釜
中
煮
熟
、
取
出
曝
乾
、

熟
、
取
出
曝
乾
則
堅
硬
、
而
色
赤
如
松
節
、<

故
名
鰹

此
則
鰹
節
也
。（
中
略
）

節>

、

⑤
本
邦
日
用
之
物
、
調
和
五
味
之
偏
、
一
日
不
可
有
無
焉
。
本
邦
日
用
之
佳
肴
、
調
和
五
味
之
偏
、
一
日
不
可
欠
者

（
中
略
）
⑥
近
世
以
土
佐
、
紀
伊
之
産
為
上
品
、（
中
略
）
、

也
、
土
佐
之
産
為
上
、<

俗
呼
稱
投
出
節>

、
紀
州
熊
野

紀
伊
熊
野
之
産
次
之
、
阿
波
、
伊
勢
、
志
摩
、
遠
江
、
駿

次
之
、
阿
州
勢
州
又
次
之
、<

以
鮪
脯
偽
之
、
雖
肥
大

河
、
伊
豆
、
相
模
、
豊
後
、
日
向
亦
次
之
、（
中
略
）。

味
杳
劣>

。

煎
汁<

古
訓
伊
呂
利>

、
【
集
解
】
（
前
略
）
、
煮
取
者
、
造

煮
取

造
鰹
節
時
取
其
液
滯
者
収
之
、
黑
紫
色
、
味
甘

鰹
節
時
取
其
煎
汁
而
渣
滓
熬
黒
者
、
号
曰
煮
取
、
味
美
而

美
。

可
賞
之
、（
中
略
）。

⑧
鰹
醤<
即
塩
也>

、
【
集
解
】
處
處
造
之
、
俗
称
鰹
乃
多

鰹
醢<

俗
云
、
太
太
木>

肉
耑
及
小
骨
敲
和
為
醢
、
紀

多
岐
、
勢
之
桑
名
、
紀
之
熊
野
、
遠
之
荒
井
者
為
上
、
相

州<

熊
野>

、
勢
州<

桑
名>

、
遠
州<

荒
井>

之
者
為
上
、

之
小
田
原
次
之
、
奥
之
棚
倉
出
者
色
白
、
味
殊
他
、
（
中

相
州<

小
田
原>

次
之
、
奥
州<

棚
倉>

之
醢
、
色
白
、
味

略
）。

佳
。

酒
盗

鰹
腸
為
醢
、
出
於
阿
波
者
得
名
、
為
肴
則
酒
益

勸
、
故
名
。

山
家

い
ら
こ
崎
に
鰹
釣
舟
な
ら
ひ
浮
き
て
は
か
ち

の
濱
に
う
か
ひ
て
そ
寄
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鮠
魚
（
音
桅
。『
拾
遺
』）

な
め
い
を

鮠<

音
危>

×

ク
イ

【
釋
名
】
鮰
魚
（
音
回
）
、
鱯
魚
（
化
、
獲
二
音
）
、

鮰
魚

「
魚
＋
獲
」
魚

魚
（
化
上
聲
）、
䲚
魚
（
癩
）
。（
中
略
）

「
魚
＋
果
」
魚

「
魚
＋
賴
」
魚

<

俗
云
、
奈
女
魚>

<

『
和
名
抄
』
訓
波
江
、
謬
也
。>

【
集
解
】
時
珍
曰
、
鮠
生
江
淮
間
、
無
鱗
魚
、
亦

『
本
綱
』
、
鮠
、
生
江
淮
間
、
無
鱗
魚
、
亦
鱘
之
屬
。

鱘
屬
也
。
頭
尾
身
鬐
、
俱
似
鱘
状
、
惟
鼻
短
爾
。

而
頭
尾
鬐
共
似
鱘
、
惟
鼻
短
、
爾
口
亦
在
頷
下
、
骨
不

口
亦
在
頷
下
、
骨
不
柔
脆
、
腹
似
鮎
魚
、
背
有
肉

柔
脆
、
腹
似
鮎
、
背
有
肉
鬐
。

鬐
。（
中
略
）。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。（
後
略
）。

肉<

甘
、
平>

、
不
可
合
野
猪
、
野
雞
食
、
令
人
生
癩
。

△
按
、
鮠
、
状
似
鱣
、
亦
如
鮎
而
身
圓
、
其
大
者
長
至

一
、
三
丈
、
灰
色
無
眼
、
但
頭
上
有
二
穴
而
吹
潮
、
其

尾
似
鯨
尾
、
肉
味
亦
畧
如
鯨
、
脂
多
、
熬
取
燈
油
。

い
る
か
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海
豚
魚
（
『
拾
遺
』）

（
魚
＋
寽
）（
魚
＋
布
）

海
豚
魚

【
釈
名
】
（
前
略
）
、
海
豚<

李
時
珍
曰
、
海
豚
、
江
豚
皆

ハ
ア
イ
ト
ヲ
ン
イ
ユ
イ

【
釋
名
】
海
豨
（
『
文
選
』
）
、
生
江
中
者
名
江
豚

因
形
命
名
、
又
作
魚
寽
魚
布
、
音
敷
沛
也
。
按
、
魚
類
、

海
豨

江
豚

（
『
拾
遺
』
）
、
江
豬
（
『
綱
目
』
）
、
水
豬
（
『
異
物

豚
形
、
江
海
倶
有
此
魚
随
共
在
處
而
名
、
又
有
江
豨
、
江

江
豬

水
豬

志
』
）
、
暨
魚
（
音
志
）
、
饞
魚
（
音
讒
）
、
䱐
䰽
（
音

豬
、
水
豬
之
名
。

既
（
上
）
魚
（
下
）<

音
志>

魚
孚
鯆

敷
沛
）
。（
中
略
）

魚
（
讒
－
言
）<

音
讒>

鯆<

音>

<

和
名
、
伊
留
可>

【
集
解
】
藏
器
曰
、
海
豚
生
海
中
、
候
風
潮
出
沒
。

③
生
海
中
曰
海
豚
、
候
風
潮
出
没
。
其
鼻
在
腦
上
作
聲
、

形
如
豚
、
鼻
在
腦
上
作
聲
、
噴
水
直
上
、
百
數
為

噴
水
直
上
、
百
數
為
羣
。
其
子
如
蠡
魚
子
、
數
萬
隨
母

群
。
其
子
如
蠡
魚
子
、
數
萬
隨
母
而
行
。
人
取
子

而
行
、
人
取
子
繋
水
中
、
其
母
自
來
就
而
取
之
。
生
江

系
水
中
、
其
母
自
來
就
而
取
之
。
江
豚
生
江
中
、

中
曰
江
豚
、
小
於
海
豚
、
出
没
水
上
、
舟
人
候
之
占
風
。

状
如
海
豚
而
小
、
出
沒
水
上
、
舟
人
候
之
占
風
。

其
中
有
肉
脂
、
點
燈
照
樗
蒲<

博
奕
（
蹇
‐
足
＋
石
）

其
中
有
油
脂
、
點
燈
照
樗
蒲
即
明
、
照
讀
書
工
作

也>

即
明
、
讀
書
工
作
即
暗
、
俗
言
懶
婦
所
化
也
。

即
暗
、
俗
言
懶
婦
所
化
也
。

時
珍
曰
、
其
状
大
如
數
百
斤
豬
、
形
色
青
黑
如
鮎

①
『
本
綱
』
、
海
豚
魚
、
状
大
如
數
百
斤
豬
、
形
色
青

魚
、
有
両
乳
、
有
雌
雄
、
類
人
。
數
枚
同
行
、
一

黑
如
鮎
、
有
雌
雄
、
有
両
乳
、
類
人
。
數
枚
同
行
、
一

浮
一
沒
、
謂
之
拜
風
。
其
骨
硬
、
其
肉
肥
、
不
中

浮
一
没
、
謂
之
拝
風
。
其
骨
硬
、
其
肉
肥
、
不
中
食
。

食
。
其
膏
最
多
、
和
石
灰
鯰
船
良
。

其
膏
最
多
、
和
石
灰
「
舟
＋
念
」
舩
良
也
。
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肉
【
気
味
】
咸
、
腥
、
味
如
水
牛
肉
、
無
毒
。

②
味<

鹹
、
腥>

如
水
牛
肉
、

(

後
略)

【
集
解
】
形
似
豚
、
鰭
如
足
、
尾
有
岐
而
硬
、
背
有
鬛
而

△
按
、
海
豚
、
西
国
多
有
、
状
似
豚
、
眼
細
狹
亦
如
豚
、

刺
、（
中
略
）、

齒
細
小
、
背
有
刺
鬛
、
両
鰭
如
足
、
尾
有
岐
硬
、
漁
人

漁
人
采
之
投
岸
、
則
有
聲
是
鳴
鼻
乎
。

不
好
采
、
如
得
之
投
岸
棄
之
、
有
聲
此
鳴
鼻
乎
。

ふ
ぐ

ふ
く
べ

ふ
く
と

河
豚
（
宋
『
開
寶
』）

鯸
「
魚
」「
臣
」<

音
侯
怡
、
訓
布
久
、
古
訓
布
久
閉>

河
豚

【
校
正
】
並
入
『
食
療
』
、『
拾
遺
』

【
釈
名
】
河
豚<

豚
、
言
其
味
美
也
。>

ホ
ウ
ト
ヲ
ン

【
釋
名
】
鯸
鮧
（
一
作
鯸
鮐
）
、
鰗
鮧
（
『
日
華
』
）、

吹
吐
魚

嗔
魚<

し
ん
ぎ
よ>

䲅
魚
（
一
作
鮭
）
、
嗔
魚
（
『
拾
遺
』
）、
吹
肚
魚
（
俗
）
、

鮭<

「
魚
＋
規
」
同>

鯸
鮐

気
包
魚
。（
中
略
）

鯸
「
魚
＋
臣
」

「
魚
＋
胡
」
鮧
気
包
魚

<

和
名
、
布
久
、
一
云
、
布
久
閉>

①
『
本
綱
』、
河
豚
魚
、
江
、
淮
、
河
、
海
皆
有
之
。

【
集
解
】
志
曰
、
河
豚
、
江
、
淮
、
河
皆
有
之
。

③
目
能
開
闔
、
觸
物
即
嗔
怒
、
腹
張
如
気
毬
浮
起
〈
故

藏
器
曰
、
（
中
略
）
目
能
開
闔
。
觸
物
即
嗔
怒
、

名
之
気
包
魚
〉。
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腹
脹
如
気
球
浮
起
而
取
之
。

②
状
如
蝌
斗
、
大
者
尺
餘
、
背
青
白
、
有
黄
縷
、
無
鱗

時
珍
曰
、
今
吳
越
最
多
。
状
如
蝌
蚪
、
大
者
尺
餘
、

無
腮
無
膽
、

背
色
青
黑
。
有
黄
縷
紋
、
無
鱗
無
腮
無
膽
、

④
腹
下
白
而
不
光
。
率
以
三
頭
相
從
為
一
部
。
春
月
珍

腹
下
白
而
不
光
。
率
以
三
頭
相
從
為
一
部
。
彼
人

賞
之
、
其
腹
腴
、
味
最
美
、
呼
為
西
施
乳
。

春
月
甚
珍
貴
之
、
尤
重
其
腹
腴
、
呼
為
西
施
乳
。

⑤<

凡
魚
之
無
鱗
無
腮
、
無
膽
有
聲
、
目
能
□
睫
者
皆

（
中
略
）
南
人
言
魚
之
無
鱗
無
腮
、
無
膽
有
聲
、

有
毒>

此
魚
備
毒
品
状
、
故
人
畏
之
、

目
能
皆
有
毒
。
河
豚
備
此
數
者
、
故
人
畏
之
。

⑦
有
二
種
、
其
色
炎
黑
有
文
點
者
、
名
斑
魚
、
毒
最
甚
。

然
有
二
種
、
其
色
炎
黑
有
紋
點
者
、
名
斑
魚
、
毒

最
甚
。（
中
略
）

⑨
此
魚
挿
樹
立
便
乾
枯<

狗
膽
塗
其
樹
、
復
當
榮
盛>

又
案
、
『
雷
公
炮
炙
論
』
云
、
鮭
魚
揷
樹
、
立
使

乾
枯
、
狗
膽
塗
之
、
復
當
榮
盛
。

⑩
雖
小
、
而
獺
及
大
魚
不
敢
啖
之
、
則
不
惟
毒
人
、
又

『
陶
覽
』
云
、
河
豚
魚
雖
小
、
而
獺
及
大
魚
不
敢

能
毒
物
也
。

啖
之
、
則
不
惟
毒
人
、
又
能
毒
物
也
。（
中
略
）

⑧<

凡
煮
之
忌
煤
灰
落
中>

時
珍
曰
、
煮
忌
煤

落
中
。（
中
略
）

⑫<

荊
芥
大
忌>

案
、
陶
九
成
『
輟
耕
錄
』
恐
犯
荊
芥
、（
中
略
）

⑬
中
其
毒
者
、
以
槐
花<

微
炒>

、
乾
臙
脂<

等
分
為
末>

世
傳
中
其
毒
者
、
（
中
略
）
惟
以
槐
花
微
炒
、
與

水
調
灌
之
、
大
妙
。

乾
胭
脂
等
分
同
搗
粉
、
水
調
灌
之
、
大
妙
。
（
中

略
）

⑥
其
肝
及
子
有
大
毒
。



- 337 -

肝
及
子
【
気
味
】
有
大
毒
。

⑪
食
之
一
日
内
不
可
服
湯
藥
、

△
按
、
河
豚
魚
雖
河
之
名
、
河
中
無
之
、
在
江
海
耳
。

<

対
海
豚
、
江
豚
、
名
河
豚
名
乎>

。
状
如
上
説
、
自
頭

【
集
解
】（
前
略
）
、
背
上
有
小
鬛
、
尾
無
岐
而
細
、
肉
白
、

至
尾
、
腹
背
有
小
鬛
如
刺
、
其
尾
無
岐
而
細
、
肉
白
、

不
脂
、
味
淡
而
最
美
、
大
骨
両
邊
有
赤
血
肉
、（
中
略
）、

味<

淡>

、
脆
美
而
不
飽
、
大
骨
両
邊
有
赤
血
肉
、
又
、

就
中
腸
胃
後
傍
大
骨
有
如
胡
蝶
之
形
者
、
而
青
白
色
、
味

腸
胃
後
傍
大
骨
有
如
胡
蝶
形
者
、
青
白
色
、
投
水
如
動
、

亦
甘
、
若
誤
食
則
忽
殺
人
、
猫
犬
亦
食
之
作
乍
斃
、
（
中

此
物
有
大
毒
、
殺
人
、<

猫
犬
亦
食
作
斃>

。

略
）、
投
水
如
動
、（
中
略
）。

鯖
鯸

皮
薄
柔
而
有
滑
、
背
黄
白
斑
、
腹
白
、
頭
畧
方
、

其
眼
大
而
腹
背
無
刺
鬛
、
其
肚
不
甚
脹
微
似
鯖
、
故
名
。

煮
食
、
炙
食
、
無
毒
。

名
護
屋
鯸

背
黄
赤
有
白
點
、
無
刺
鬛
、
腹
白
、
味
不

美
。
惟
剥
皮
乾
之
、
名
皮
鯸
。
夏
月
為
臛
食
之
、
凡
鯸

九
月
至
二
月
出
、
冬
月
最
賞
之
、
故
夏
以
皮
鯸
代
之
、

鮮
鯸
能
洗
浄
、
腸
血
食
之
不
中
毒
、
冬
月
争
契
也
。
和

漢
共
然
焉
。
其
味
以
異
于
他
也
。
又
、
食
之
擧
家
皆
死

者
予
亦
見
之
。
昵
暫
時
口
味
賭
身
命
矣
、
與
密
媱
者
趣

一
也
。
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×

わ
に

鰐<

與
鱷
同
、
或
作
（
魚
＋
噩
）、
訓
和
仁>

鰐<

音
諤>

ク
ワ
ア
ヽ

鱷<

同
字>

<

和
名
、
和
仁>

『
和
名
抄
』
云
、
鰐
、
形
似
蜥
蜴
而
大
、
水
潜
呑
人
即

浮
。

『
説
文
』
云
、
鰐
、
食
人
魚
、
一
生
百
卵
、
及
成
形
則

有
為
蛇
、
為
龜
、
為
蛟
者
、
其
亦
靈
。

『
三
才
圖
會
』
云
、
鰐
、
南
海
有
之
、
四
足
似
鼉
、
長

二
丈
餘
、
喙
三
尺
、
長
尾
而
利
齒
、
虎
及
龍
渡
水
、
鰐

以
尾
撃
之
皆
中
斷
、
如
象
之
用
鼻
、
徃
徃
取
人
其
多
處
、

大
為
民
害
、
亦
能
食
人
、
既
飽
則
浮
在
水
上
若
昏
醉
之

状
、
土
人
伺
其
醉
殺
之
。

春
雨

よ
の
中
は
鰐
一
口
も
を
そ
ろ
し
や
夢
に
さ
め
よ

と
思
ふ
斗
そ

【
集
解
】
韻
書
曰
、
似
蜥
蜴
而
大
、
今
按
似
鱉
而
頭
平
扁

△
按
、
鰐
状
灰
白
色
、
頭
圓
扁
足
如
蜥
蜴
、
而
前
三
指
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足
、
如
守
宮
虫
。
前
三
指
後
一
指
偃
、
額
大
、
眼
嘴
尖
而

後
一
指
偃
、
額
大
、
眼
尖
、
喙
稍
長
、
口
甚
濶
、
牙
齒

長
、
口
甚
濶
大
、
齒
牙
如
刄
、
一
嚙
物
無
不
捷
断
、
故
俚

利
如
刄
、
上
下
齒
有
各
二
層
、
牙
上
下
相
貫
、
交
嚙
物

諺
稱
、
鰐
之
一
口
喰
也
。
背
上
有
刺
鬛
而
黒
、
無
鱗
、
有

無
不
斷
切
者
、
故
諺
曰
稱
、
鰐
之
一
口
也
。
無
鱗
、
背

沙
脇
、
肚
灰
白
、
尾
長
似
鱝
尾
、
尾
皮
、
足
皮
、
掌
甲
倶

上
有
黑
刺
鬛
、
而
有
沙
尾
、
長
似
鱝
尾
、
其
尾
足
掌
之

黑
而
沙
、
小
者
一
、
二
尺
、
大
者
及
二
、
三
丈
、（
中
略
）
。

甲
皆
黑
色
、
小
者
一
、
二
尺
、
大
者
二
、
三
丈
。

今
神
祠
拜
簷
下
懸
銅
鉦
、
号
鰐
口
、
絢
布
如
繩
、
下
垂
引

社
頭
拜
殿
懸
鐵
鉦
、
以
布
繩
敲
之
、
形
圓
扁
、
如
二
鉦

而
打
鉦
、
鉦
形
如
合
二
鉦
、
裏
面
使
腹
空
濶
而
下
有
大
口
、
合
成
、
有
大
口
頗
象
鰐
頭
、
俗
謂
之
鰐
口
、
其
來
由
未

象
鰐
之
頭
口
、
故
曰
鰐
口
、
凡
拜
神
祠
之
人
、
先
打
鰐
口

詳
、
古
有
神
駕
鰐
之
事
、
據
于
此
乎
。

而
後
拜
、
是
拠
出
見
尊
騎
鰐
之
事
乎
、
未
知
何
故
也
。

建
同
魚

『
大
明
一
統
志
』
云
、
真
臘
国
有
建
同
魚
、

四
足
無
鱗
、
鼻
如
象
吸
水
、
上
噴
高
五
、
六
丈
、
是
亦

鰐
之
別
種
乎
。

さ
め

鮫
魚
（
『
別
錄
』
下
品
）

鮫<

音
交
、
訓
佐
米>

鮫<

音
交>

×

キ
ヤ◦

ウ

【
釋
名
】
沙
魚
（
『
拾
遺
』
）
、
䱜
魚
（
鵲
、
錯
二

沙
魚

鰒<

音
剥>

音
）、
鰒
魚
（
音
剝
）、
溜
魚
。（
中
略
）

溜
魚

「
魚
＋
昔
」
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<

和
名
、
佐
米>

【
集
解
】（
中
略
）
其
皮
可
飾
刀
靶
。

④
可
飾
刀
靶
、

宗
奭
曰
、
鮫
魚
、
沙
魚
形
稍
異
、
而
皮
一
等
。

②
形
稍
異
而
皮
一
等
。

時
珍
曰
、
古
曰
鮫
、
今
曰
沙
、
是
一
類
而
有
數
種

①
『
本
綱
』、
鮫
、
東
南
海
皆
有
之
、
有
數
種
、

也
、
東
南
近
海
諸
郡
皆
有
之
。

形
並
似
魚
、
青
目
赤
頰
、
背
上
有
鬣
、
腹
下
有
翅
、

③
青
目
赤
頰
、
背
上
有
鬛
、
腹
下
有
翅
、
大
者
尾
長
數

味
並
肥
美
、
南
人
珍
之
。
大
者
尾
長
數
尺
、
能
傷

尺
、
能
傷
人
、
皮
皆
有
沙
、
如
真
珠
、

人
。
皮
皆
有
沙
、
如
真
珠
斑
。

其
背
有
珠
紋
如
鹿
而
堅
強
者
、
曰
鹿
沙
、
亦
曰
白

⑦
鹿
沙<

一
名
白
沙>

其
背
有
珠
文
如
鹿
而
堅
彊
者
能

沙
、
云
能
變
鹿
也
。

變
鹿
也

背
有
斑
紋
如
虎
而
堅
強
者
、
曰
虎
沙
、
亦
曰
胡
沙
、

⑧
虎
沙<

一
名
胡
沙>

背
有
斑
文
如
虎
而
堅
彊

云
虎
魚
所
化
也
。

鼻
前
有
骨
如
斧
斤
、
能
擊
物
壞
舟
者
、
曰
鋸
沙
、

⑨
鋸
沙<

一
名
挺
頷
魚
、
又
名
（
魚
＋
番
）（
魚
＋
昔
〉

又
曰
挺
額
魚
、
亦
曰
鐇
䱜
、
謂
鼻
骨
如
鱕
斧
也
。

鼻
前
有
骨
如
斧
斤
能
擊
物
壞
舟

（
中
略
）
藏
器
曰
、
（
中
略
）
堪
揩
木
、
如
木
賊

⑤
又
堪
揩
木
如
木
賊
也
、
其
子
隨
母
行
、
驚
即
從
口
入

也
。
小
者
子
隨
母
行
、
驚
卽
從
口
入
母
腹
中
。

腹
中
。

肉
【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

⑥
其
肉<

甘
、
平>

、
作
膾
及
鮓
、
味
美
、
補
五
藏
、
功

【
主
治
】
作

、
補
五
臟
、
功
亞
於
鯽
、
亦
可
作

、

亞
于
鯽
。
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（
詵
）。
甚
益
人
（
頌
）（
後
略
）

春
雨

よ
の
中
は
鰐
一
口
も
恐
し
や
梦
に
鮫
よ
と
お
も

ふ
斗
そ

△
按
、
鮫
、
形
状
畧
如
上
説
、
但
灰
黑
色
、
無
鱗
魚
也
。

鈎
得
後
以
急
擲
岸
頭
、
則
魚
困
痛
忿
恚
、
而
皮
上
黑
沙

起
脹
、
堅
硬
如
真
珠
、
刀
鉾
不
能
裁
之
、
工
人
以
竹
帚

頻
洗
之
、
成
白
珠
、
脊
有
一
大
粒
、
其
大
如
薏
苡
仁
、

其
周
匝
七
、
八
粒
亦
大
而
圍
魁
、
粒
共
似
九
曜
星
次
、

次
二
、
三
座
亦
然
、
似
玉
蜀
黍
、
子
者
飾
欛
甚
良
、
其

粒
粒
大
小
兼
備
者
、
價
最
貴
重
也
。
若
魁
粒
陥
或
歪
者

鑿
去
之
、
更
以
鹿
角
作
成
魁
粒
、
繋
入
亦
難
曉
矣
、
而

欛
鮫
皆
用
異
国
之
産
、
本
朝
之
鮫
全
體
粒
粒
平
等
、
止

可
為
鞘
鮫
、
三
登
女
太
泥
、
占
城
之
産
為
最
上
。
咬
「
口
」

「
留
」
吧
、
暹
羅
、
阿
媽
港
次
之
、
南
京
鮫
、
幅
広
鮫

等
下
品
也
。
此
外
、
交
趾
、
柬
埔
寨
有
數
品
、
而
鞘
鮫

亦
多
來
焉
。

縐
鮫

巖
石
鮫

發
斑
鮫

虎
鮫

麑
鮫

海
子
鮫

白
倍
志
鮫

加
伊
羅
介
鮫
等
不
悉
記
之
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本
朝
之
鮫
亦
有
數
種

駿
州
大
愛
鮫

同
国
蒲
原
小
愛

鮫

常
州
愛
古
呂

紀
州
脊
古
呂

松
前
菊
登
知
等
不

遑
記
之
、
凡
鮫
、
和
漢
同
物
異
品
、
因
土
地
之
差
乎
、

不
獨
鮫
、
而
草
木
鳥
獸
皆
有
異
同
。

×

か
は
ゝ
ぎ

<

正
字
未
詳>

×

皮
剥
魚

△
按
、
此
魚
形
状
甚
醜
、
而
頭
似
方
頭
魚
、
状
畧
似
鮫
、

全
體
薄
扁
、
灰
白
色
、
無
鱗
、
皮
厚
有
沙
、
口
極
小
、

鰓
鰭
亦
小
、
背
上
有
鬛
、
腹
下
有
翅
、
背
中
目
上
有
一

刺
、
尾
無
岐
、
從
尾
末
剥
皮
、
乃
皮
裏
青
而
肉
潔
白
、

炙
食<

淡
、
甘>

、
味
美
、
傳
云
、
用
皮
擦
錢
瘡
能
治
、

春
夏
京
師
希
見
之
、
蓋
此
鮫
之
屬
乎
。

×

さ
は
ら

さ
ご
し

鰆<

訓
佐
波
羅>

馬
鮫

【
釈
名
】（
前
略
）、<

（
前
略
）、
字
書
曰
、
鰆
、
音
春
、

マ
ア
ヽ
キ
ヤﾟ

ウ
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（
中
略
）>

鰢
鮫

章
「
魚
＋
玄
」

鰆<

音
春>

<

俗
云
、
佐
波
良>

青
箭
魚<

其
小
者>

<

俗
云
、
佐
古
之>

『
南
産
志
』
云
、
馬
鮫
魚
、
青
斑
色
、
無
鱗
、
有
齒
、

<

一
名
章
「
魚
＋
玄
」>

、
小
者
曰
青
箭
。

【
集
解
】（
前
略
）、
頭
鋭
嘴
尖
眼
大
、
鰓
硬
、
無
鱗
、
深

△
按
、
馬
鮫
魚
、
頭
尖
眼
大
、
鰓
硬
、
無
鱗
、
青
色
、

青
色
、
背
有
青
斑
圓
紋
、
而
肚
白
無
背
紋
、
亦
有
鬐
、
硬

背
有
青
斑
圓
紋
、
又
無
背
文
、
有
之
肚
白
鬐
、
硬
刺
、

刺
、
尾
有
岐
、
尾
前
両
片
有
角
鰭
如
大
鋸
齒
、
大
者
四
、

尾
有
岐
、
尾
耑
有
刺
鬛
如
大
鋸
齒
、
其
大
者
三
尺
許
、

五
尺
、
肉
白
脂
多
、
味
最
甘
美
也
。

春
月
盛
出
、
故
俗
用
鰆
字
、
形
狹
長
、
故
稱
狹
腹
狹
腰

乎
。

小
曰
左
古
之
、
色
最
鮮
、
青
如
箭
、（
中
略
）、

其
小
者
尺
許
、
色
最
青
、
並
肉
白<

甘
、
温>

、
脂
多
、

味
厚
美
、
膾
炙
「
月
＋
雋
」
腌
皆
佳
。

鰆
之
大
曰
沖
鰆
、
状
扁
、
長
六
、
七
尺
、
広
一
、
二
尺
、

洋
鰆

馬
鮫
之
極
大
者
、
長
五
、
六
尺
、
味
劣
。

味
最
劣
、（
中
略
）。

唐
墨
〈
鰆
子
也
〉【
集
解
】
鰆
、
多
子
胞
、
如
刀
豆
之
莢
、

唐
墨

馬
鮫
之
「
魚
＋
米
」
也
、
其
胞
多
子
、
形
如
刀
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曝
乾
似
革
墨
之
、
古
名
曰
唐
墨
。（
中
略
）
、
土
佐
、
阿
波
、

豆
莢
而
大
、
乾
之
褐
色
、
微
似
唐
墨
、
故
名
之
。
土
州
、

讃
岐
之
国
守
献
之
、
漁
家
亦
貨
之
、
鯔
魚
之
唐
墨
勝
于
干
、
阿
州
、
讃
州
多
出
之
、
味<

甘
、
微
澁>

美
、
然
不
如
於

（
後
略
）。

鰡
「
魚
＋
米
」
之
唐
墨
。

と
び
い
を

ひ
い
ご

文
鰩
魚
（
『
拾
遺
』）

鰩<

和
名
訓
止
比
乎>

文
鰩<

音
姚>

ウ
ヱ
ン
ヤﾟ

ウ

【
釋
名
】
飛
魚
。

【
釈
名
】
飛
魚
〈
本
草
及
通
俗
俱
言
〉

「
魚
＋
飛
」<

音
飛>

飛
魚

<

俗
云
、
止
比
魚>

<

又
云
、
比
以
古>

【
集
解
】
藏
器
曰
、
生
海
南
。
大
者
長
尺
許
、

①
『
本
綱
』、
文
鰩
、
大
者
尺
許
、

有
翅
與
尾
齊
。
群
飛
海
上
。（
中
略
）

③
有
翅
與
尾
齋
、
羣
飛
海
上
、

状
如
鯉
、
鳥
翼
魚
身
、

②
状
如
鯉
、

蒼
文
白
首
赤
喙
。
常
以
夜
飛
、（
中
略
）

④
其
身
蒼
文
白
首
赤
喙
、
常
以
夜
飛

食
之
已
狂
。（
中
略
）

⑥
食
之
已
狂

肉
【
気
味
】
甘
、
酸
、
無
毒
。

⑤
肉<

甘
、
酸>

【
主
治
】
婦
人
難
產
、
燒
黑
研
末
、
酒
服
一
錢
、

⑦
又
宜
妊
婦
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臨
月
帯
之
、
令
人
易
產
（
珍
）。

×

△
按
、
飛
魚
、
西
海
多
、
背
蒼
、
腸
灰
白
色
、
三
、
四

月
群
飛
、
其
飛
也
、
離
水
上
尺
許
、
可
一
段
而
没
水
復

飛
、
薩
摩
最
多
、
作
鮿
送
他
邦
。

×

あ
ん
ご
う

鮟
鱇
〈
音
安
康
、
字
義
未
詳
〉

華
臍
魚

ハ
ア
ヽ
ツ
ユ
イ
イ
ユ
イ

老
婆
魚

綬
魚

琵
琶
魚

〈
俗
云
、
阿
牟
古
宇
〉

『
泉
州
府
志
』
云
、
華
臍
魚
、
腹
在
帯
如
帔
子
生
附
其

上
、
故
名
綬
魚
、
其
形
如
科
斗
、
而
大
者
如
盤
、
『
呉

都
賦
』
云
、
此
魚
無
鱗
、
而
形
似
琵
琶
、
故
又
名
琵
琶

魚
。

【
集
解
】
江
東
多
有
之
、
就
中
駿
豆
相
総
最
多
、
自
冬
初

△
按
、
此
東
海
皆
多
有
、
西
南
海
少
、
十
月
初
出
最
賞

至
春
末
采
之
、
夏
秋
不
至
、
其
状
平
團
如
盤
、
肉
厚
肚
大
、
之
、
三
月
以
後
稍
希
、
夏
秋
全
無
之
、
状
團
偏
如
盤
、

背
黑
腹
白
、
眼
鼻
向
上
、
口
濶
大
、
而
鬛
鬐
短
、
弱
骨
亦

肉
厚
肚
大
、
背
黑
腹
白
、
眼
鼻
向
上
、
口
濶
大
、
而
鬛
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極
軟
、
尾
無
岐
而
長
、（
中
略
）、

鬐
短
、
弱
骨
亦
極
軟
、
尾
無
岐
而
長
、

為
臛
食
之
、
味
〈
淡
、
甘
、
平
〉、

惟
胃
與
頭
不
食
、
凡
割
鮟
鱇
法
、
庖
人
秘
之
妄
不
伝
授
、

惟
去
胃
與
頭
、
余
皆
可
食
、
以
為
上
饌
、
割
之
有
法
、

呼
曰
鈞
切
、
其
法
以
繩
貫
下
唇
懸
于
横
梁
、
大
杓
汲
水

呼
曰
鈞
切
、
其
法
以
繩
貫
下
唇
懸
于
屋
梁
、
入
水
於
口
、

自
口
投
胃
者
、
可
五
、
六
升
、
待
其
水
自
口
溢
外
而
止
、

可
五
、
六
升
水
自
口
溢
為
度
、
先
切
頸
喉
外
皮
、
而
次

先
断
頸
喉
之
外
皮
、
次
弟
剥
尽
周
身
之
黒
白
皮
、
還
割
尽

剥
周
身
皮
、
還
割
鬐
及
肉
、
采
膽
割
腸
及
骨
、
以
刀
刺

両
辺
鬐
及
周
身
之
肉
、
後
采
膽
割
腸
、
断
骨
而
以
刀
刺
胃

胃
袋
則
蓄
水
迸
出
、
若
不
如
法
割
之
、
則
肉
不
離
皮
骨
。

則
水
迸
出
、
急
洗
庖
刀
去
、
若
不
如
此
法
、
妄
割
鮟
鱇
、

則
内
着
皮
骨
腸
胆
破
壊
不
足
用
、（
後
略
）。

鱏<

音
尋
、
又
音
（
シ
＋
繇
の
左
の
部
）、
訓
恵
伊>

ゑ
ひ

【
釈
名
】
卲
陽
魚<
源
順>

、
海
鷂<

此
俗
称
拠
本
草
乎
、（
中

こ
め

略
）、

ゑ
ざ
れ

海
鷂
魚
（
『
拾
遺
』）

海
鷂
魚

ハ
ア
イ

セ
ウ

イ
ユ
イ

【
釋
名
】
邵
陽
魚
（『
食
鑒
』
作
少
陽
）
、
荷
魚
（
広

鱝<

音
忿>

荷
魚

韻
作

）、

魚
（
音
忿
）、

魚
（
音
鋪
毗
）、
蕃

卲
陽
魚

鯆
魮

（
中
略
）

蕃
蹹
魚
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〈
和
名
古
米
〉

〈
鱏
訓
衣
比
、
謬
也
、
鱏
乃
鱘
也
〉

【
集
解
】
藏
器
曰
、
生
東
海
。
形
似
鷂
、
有
肉
翅
、

能
飛
上
石
頭
。
齒
如
石
版
。
尾
有
大
毒
、
逢
物
以

④
逢
物
則
以
尾
撥
而
食
之
、<

魚
掉
尾
曰
「
魚
＋
發
」

尾
撥
而
食
之
。
其
尾
刺
人
、
甚
者
至
死
。
候
人
尿

音
鉢>

處
釘
之
、
令
人
陰
腫
痛
、
拔
去
乃
愈
。
海
人
被
刺

毒
者
、
以
魚

竹
及
海
獺
皮
解
之
。
又
有
鼠
尾
魚
、

地
青
魚
、
並
生
南
海
、
總
有
肉
翅
、
刺
在
尾
中
。

食
肉
去
刺
。

時
珍
曰
、
海
中
頗
多
、
江
湖
亦
時
有
之
。
状
如
盤

①
『
本
綱
』
、
海
鷂
魚
、
海
中
頗
多
、
江
湖
亦
時
有
之
、

及
荷
葉
、
大
者
背
青
腹
白
。
口
在
腹
下
、
目
在
額

【
集
解
】
源
順
載
食
経
曰
、
貌
似
龞
、
足
無
、
口
在
腹
下

状
如
盤
及
荷
葉
、
大
者
圍
七
八
尺
、
無
足
無
鱗
、
背
青

上
。
尾
長
有
節
、
螫
人
甚
毒
。
皮
色
肉
味
、
俱
同

者
也
。（
中
略
）、
言
口
在
腹
下
者
過
矣
。
尾
長
如
鼠
尾
之

腹
白
、
口
在
腹
下
、
目
在
額
上
。
尾
長
有
節
、
螫
人
甚

魚
。
肉
内
皆
骨
、
節
節
聯
比
、
脆
軟
可
食
、（
後

大
、
皮
有
沙
、
大
者
如
花
片
、
以
飾
刀
鞘
、（
後
略
）。

毒
。
皮
色
肉
味
、
同
鮎
、
肉
内
皆
骨
、
節
節
聯
比
、
脆

略
）

軟
可
食
。

肉
【
気
味
】
甘
、
鹹
、
平
、
無
毒
。
時
珍
曰
、
有

②
肉<

甘
、
鹹
、
平
、
有
小
毒>

小
毒
。（
後
略
）

③
常
有
風
濤
、
則
乘
風
飛
於
海
上
、

△
按
、
鱝
、
形
状
如
上
説
、
大
者
皮
有
沙
、
如
鮫
、
以

可
飾
刀
鞘
、
其
口
甚
下
、<

大
（
扌
＋
既
＋
木
）
可
稱
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胸
處
乎
、
謂
在
腹
下
者
過
矣>

、
大
者
丈
余
、
煎
肝
取

燈
油
。

赤
鱝

即
真
鱝
也
。
其
肉
赤
、
俗
傳
云
、
煮
食
止
瀉
痢
、

其
膽
治
小
兒
雀
目
、
屢
試
有
効
、
未
言
本
草
、
但
不
多

食
可
矣
。

鷂
鱝

喙
尖
、
色
黑
、
有
肉
翅
、
頗
似
鳶
鷂
之
形
、
故

名
鳶
鱝
、
本
名
海
鷂
魚
亦
據
此
乎
、
其
肉
脆
、
味
美
。

窓
引
鱝

状
薄
扁
而
尾
細
長
、
如
挽
窓
戸
繩
、
故
名
之
、

其
肉
骨
畧
硬
、
味
劣
。

牛
鱝

黑
色
、
肉
白
肥
、
味
最
不
美
。

×
×

ま
な
か
つ
を

鯧<

音
昌>

チ
ヤ
ン

鯧
鯸

「
魚
＋
倉
」
魚

昌
鼠

〈
俗
云
、
末
奈
加
豆
乎
〉

『
本
綱
』
、
鯧
、
生
南
海
四
五
月
出
之
、
形
似
鯿
、
腦
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上
突
起
、
連
背
身
圓
、
肉
厚
、
白
如
鱖
肉
、
只
有
一
脊

骨
、
治
之
以
葱
薑
、
缶
之
以
粳
米
、
其
骨
亦
軟
而
可
食
、

<

甘
、
平>

、
或
云
、
鯧
游
於
水
、
群
魚
隨
之
、
食
其
涎

沫
、
有
類
於
娼
、
故
名
之
。
腹
中
子
有
毒
、
令
人
下
痢
。

『
三
才
圖
會
』
云
、
鯧
、
縮
項
扁
身
似
魴
而
扁
、
鱗
細
、

色
白
。

△
按
、
鯧
、
形
状
如
上
説
、
攝
泉
、
播
最
多
、
東
北
海

無
之
、
大
一
尺
余
、
白
色
帯
青
、
作
魚
軒
最
美
也
。
然

有
微
青
臭
気
、
炙
食
亦
佳
、
或
作
鮓
、
作
糟
漬
、
惟
不

宜
煮
食
、
但
雖
有
鱗
、
細
白
而
如
無
。

×
×

か
ゝ
み
う
を

ま
と
い
を

魴<

音
房>

ハ
ン

鯿

<

俗
云
、
鏡
魚
、
又
云
、
的
魚>

<

鯿
、
魴
共
『
本
草
』
入
有
鱗
魚
之
類
、
今
改
出
于
無
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鱗
下>

『
本
綱
』、
魴
、
小
頭
縮
項
、
穹
脊
闊
腹
、
扁
身
細
鱗
、

其
色
青
白
、
腹
内
有
肪
、
性
宜
活
水
、
其
状
方
、
其
身

扁
、
故
名
之
。
作
鱠
味
最
腴
美
、
作
羹
臛
食
〈
甘
、
温
〉

宜
人
、
功
與
鯽
同
、
疳
痢
人
勿
食
。

火
燒
鯿

頭
尾
倶
似
魴
而
脊
骨
更
隆
、上
有
赤
鬛
連
尾
、

如
蝙
蝠
之
翼
、
黑
質
赤
章
、
色
如
烔
薫
、
故
名
。

△
按
、
魴
、
鯧
二
物
、
形
状
相
似
、
而
其
所
説
亦
難
別
、

惟
『
三
才
圖
會
』
所
圖
以
能
別
矣
、
蓋
魴
自
項
至
尾
有

鬐
、
而
有
一
條
絲
鬛
、
宜
炙
食
、
色
白
於
鯧
。

×

う
ぼ
ぜ

正
字
未
詳

疣
背
魚<

俗
訓
宇
保
世>

嫗
背
魚

<

俗
云
、
宇
保
世>

【
釈
名
】（
略
）

<

此
魚
僂
、
畧
似
嫗
背
、
故
俗
曰
嫗
背
魚
、
又
訛
為
宇

保
世
乎>

【
集
解
】
疣
背
即
鯧
也
。
頭
小
身
正
圓
、（
中
略
）、
腦
上

△
按
、
宇
保
世
形
似
鯧
而
小
、
腦
上
突
起
、
連
脊
如
瘤

突
起
、
連
背
如
瘤
疣
、
故
俗
号
疣
背
魚
。
無
鱗
、
色
白
、

疣
、
極
細
鱗
色
白
光
如
傅
雲
母
、
九
、
十
月
攝
泉
、
紀

似
雲
母
紙
、
或
有
斑
紋
、
肉
厚
、
味
美
、
炙
之
可
食
不
宜

播
出
之
、
二
、
三
寸
至
五
、
六
寸
、
炙
食
作
鮓
亦
佳
。
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煮
、
膾
。（
後
略
）。

×
×

に
ら
ぎ

正
字
未
考

仁
良
岐
魚

△
按
、
仁
良
岐
、
状
似
宇
保
世
而
小
、
色
青
白
、
其
頸

有
一
刺
、
八
、
九
月
出
之
、
攝
泉
多
有
之
。
大
一
、
二

寸
、
為
醢
為
糟
漬
倶
香
、
味
甘
、
美
。

か
れ
ゑ
ひ

か
れ
い

×

鰈<

音
蝶>

比
目
魚
（
『
食
療
』）

「
魚
」「
介
」<

音
介>

比
目
魚

【
釋
名
】
鰈
（
音
蝶
）、
鞋
底
魚
。

鰜<

音
兼>

鞋
底
魚

「
魚
」「
去
」<

音
去>

、
奴
屩
魚

婢
簁
魚

<

和
名
加
良
衣
比
、
又
云
、
加
禮
比>

時
珍
曰
、
比
、
並
也
。
魚
各
一
目
、
相
並
而
行
也
。

②
各
一
目
、
相
並
而
行
、
故
名
比
目
魚
。

（
中
略
）
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【
集
解
】
時
珍
曰
、
案
、
郭
璞
云
、
今
所
在
水
中

①
『
本
綱
』
、
鰈
、
状
如
牛
脾
及
女
人
鞋
底
、
細
鱗
紫

有
之
。
状
如
牛
脾
及
女
人
鞋
底
、
細
鱗
紫
黑
色
、

白
色
。
両
片
相
合
乃
得
行
。
其
合
處
半
邊
平
而
無
鱗
、

両
片
相
合
乃
得
行
。
其
合
處
半
邊
平
而
無
鱗
、
口

口
近
腹
下
。

近
腹
下
。

劉
淵
林
以
為
王
余
魚
、
蓋
不
然
。

③
劉
淵
林
以
為
王
餘
魚
、
蓋
不
然
。<

王
餘
魚
、
乃
今

云
、
白
魚
。>

【
気
味
】
甘
、
平
、
無
毒
。

④
肉<

甘
、
平>

【
主
治
】
補
虛
益
気
力
。
多
食
動
気
（
孟
詵
）。

⑤
益
気
力

△
按
、
『
倭
名
抄
』
亦
用
王
餘
魚
、<

訓
加
良
衣
比>

、

謬
也
。<

王
餘
魚
、
乃
膾
殘
也
。>

、
鰈
形
似
魴
而
扁
頭

小
、
口
尖
、
黑
紫
有
細
鱗
、
裏
白
滑
、
其
両
眼
相
去
甚

近
、
向
上
而
相
比
、
故
名
比
目
魚
乎
。
然
『
本
草
』
引

『
爾
雅
』
云
、
鰈
、
一
目
而
不
比
不
行
、
故
両
片
相
合

乃
得
行
之
説
非
也
。
不
知
別
一
物
有
乎
否
、
大
者
二
、

三
尺
、
其
種
類
多
。
可
炙
可
「
月
」「
雋
」、
其
肉
白
、

柔
、
甘
、
美
味
厚
、
脾
虚
痞
滿
者
不
宜
食
。

蒸
鰈

出
於
若
狹
及
越
前
、
大
尺
許
者
、
以
鹽
水
蒸
、

令
半
熟
取
出
、
陰
乾
數
日
而
炙
食
、
如
有
些
鯘
気
而
亦
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味
美
也
。

星
鰈<

一
名
、
甘
鰈>

裏
白
皮
有
黑
點
者
、
其
大
者
尺

余
、
小
者
五
、
六
寸
。

石
鰈

表
黑
皮
、
鰭
両
邊
有
黑
片
石
子
者
味
勝
、
大
者

尺
許
。

瓶
子
鰈

形
團
大
而
背
鱗
中
有
丸
紋
、
秋
冬
出
於
播
州

明
石
、
大
者
尺
半
、
其
味
美
、
為
最
上
。

白
水
鰈<

一
名
霜
月
鰈
、
又
云
、
藻
鰈>

仲
冬
多
出
、

大
者
不
過
六
、
七
寸
、
形
狹
小
而
肉
薄
、
軟
子
亦
雖
滿

腹
、
味
不
佳
。

目
板
鰈

表
裏
無
鱗
、
畧
狹
長
。

木
葉
鰈

大
一
寸
許
、
作
脯
炙
食
香
美
、
出
於
泉
州
、

『
異
物
志
』
所
謂
箬
葉
魚
者
、
乃
是
矣
。

×

う
し
の
し
た

×

牛
舌
魚

△
按
、
牛
舌
魚
、
形
畧
類
鰈
而
薄
狹
長
、
色
亦
淡
、
赤

黑
細
鱗
、
無
尾
、
大
者
一
尺
許
、
眼
有
背
口
如
巴
紋
、
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肉
與
鰈
同
、
味
稍
淡
。

馬
舌
魚

似
牛
舌
而
腹
白
、
而
表
両
邊
黑
色
、
味
亦
相

似
、
二
種
共
肉
薄
、
為
下
品
、
乃
鰈
之
屬
也
。

×

あ
ぢ

鰺<

音
騒
、
與
魚
喿
同
、
訓
阿
遅>

鰺<

音
騒>

ツ
ア
゜
ウ

（
魚
＋
喿
）<

同>

魚
喿

<

和
名
阿
遅>

【
集
解
】
源
順
謂
『
崔
禹
錫
食
經
』
曰
、
鰺
、
似
「
椶
」

『
和
名
抄
』
載
『
崔
禹
錫
食
經
』
云
、
鰺
、
似
「
魚
＋

の
「
木
」
を
「
魚
」
に
換
え
る
。］
而
尾
白
刺
相
次
者
也
。

糉
の
右
の
部
）
而
尾
白
刺
相
次
者
也
。

△
按
、
鰺
、
無
鱗
魚
、
背
青
、
腹
微
白
、
小
者
二
、
三

此
非
白
刺
而
硬
鰭
如
鱗
、
背
後
両
邊
相
対
、
自
鰓
下
至
尾

寸
、
大
者
尺
餘
、
形
似
鯖
、
而
背
後
両
邊
相
対
、
自
鰓

前
、
其
肉
中
亦
黑
血
、
肉
綿
綿
成
條
、
無
鱗
、
青
黒
色
、

下
至
尾
末
硬
鰭
如
白
刺
如
鱗
、
其
肉
中
黑
血
、
肉
綿
綿

大
者
蒼
黒
色
、
不
過
一
尺
餘
、（
中
略
）、
性
喜
成
群
游
、

成
條
、
性
喜
成
群
游
、
好
海
糠
食
、
自
春
末
至
秋
末
多

好
海
糠
食
、（
中
略
）、
自
春
末
至
秋
末
多
采
之
、（
中
略
）
、
采
之
、
作
鮓
煮
炙
膾
共
味
甘
美
、
其
品
類
甚
多
。

最
宜
炙
食
、
或
作
鮓
作
煮
作
膾
亦
佳
絶
勝
、
品
類
呼
号
中

脹
、（
後
略
）。
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棘
髙
鰺

大
三
、
四
寸
、
皮
厚
、
刺
硬
、
作
「
魚
」「
奄
」
、

最
為
下
品
。

一
種
有
室
鰺
者
、（
中
略
）、
漁
家
言
此
魚
者
播
之
室
津
多

室
鰺

多
出
於
播
州
室
津
、
故
名
之
。
形
似
鰺
而
畧
圓
、

采
之
、
故
称
室
鰺
。

有
白
刺
、
眼
大
、
冬
月
作
「
魚
」「
奄
」
、
東
海
亦
多
出
、

味
脆
不
佳
、
為
下
品
。

目
髙
鰺

喙
長
、
両
眼
之
間
広
、
又
目
大
而
口
小
者
、

名
目
太
鰺
。

一
種
有
曰
嶋
鰺
者
、
類
鯧
魚
而
狭
、
味
亦
不
佳
、
最
為
下

島
鰺

似
鰺
而
畧
扁
、
有
横
文
、
尾
耑
有
刺
鬛
、
三
、

品
。

四
月
出
。

滅
托
鰺

似
鰺
而
稍
扁
、
尾
前
帯
黄
、
無
刺
鰭
。

×

う
き
ゝ

ま
ん
ほ
う

楂
魚<

訓
宇
岐
岐>

楂
魚

【
釋
名
】<

此
魚
無
名
字
、
故
據
俚
語
製
字
、
楂
者
浮
木

滿
方
魚<

正
字
未
詳>

也
。>

<

俗
云
、
宇
岐
木>

【
集
解
】
常
奥
海
濵
采
之
、
状
類
海
鰩
、

△
按
、
楂
魚
、
奥
州
、
常
州
海
上
有
之
、
状
類
鱝
而
方
、

大
者
方
一
、
二
丈
、
小
者
五
、
六
寸
、
無
鱗
、
色
白
、
性

故
名
満
方
魚
、
大
者
方
一
、
二
丈
、
厚
一
、
二
尺
、
周
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愚
、
不
知
死
、
漁
人
遇
江
上
則
懸
長
釣
而
留
、
使
魚
不
能

緣
稍
薄
、
灰
白
色
、
肉
白
骨
硬
、
味
不
佳
。
性
魯
鈍
不

動
躍
、
用
小
刀
割
魚
背
取
白
腸
而
歸
、
其
腸
長
丈
餘
、
呼

知
、
死
浮
游
、
人
以
長
把
留
、
則
留
如
楂
、
故
名
。
割

號
百
尋
。（
中
略
）、
而
去
其
腸
作
䱒
作
糟
或
乾
曝
而
鬻
之
、
背
取
白
腸
、
長
丈
余
、<

名
百
尋>

、
作
（
魚
＋
邑
）
或

（
後
略
）。

糟
漬
或
曝
乾
食
之
。

は
む

は
も

海
鰻
（
魚
＋
麗
）（
『
日
華
』）

×

海
鰻

【
釋
名
】
慈
鰻
（
魚
＋
麗
）（
『
日
華
』
）
、
狗
魚
（
『
日

ハ
ア
イ

マ
ン

華
』
）。

慈
鰻
（
魚
＋
麗
）

狗
魚

<

和
名
波
無
、
俗
云
、
波
毛
、
唐
音
之
畧
歟>

<

俗
用
鱧
、
甚
非
、
鱧
乃
八
目
鰻>

『
本
綱
』、
海
鰻
「
魚
＋
麗
」、
生
東
海
中
、
類
鰻
（
魚

【
集
解
】
『
日
華
』
曰
、
生
東
海
中
。
類
鰻
（
魚

＋
麗
）
而
大
也
。

＋
麗
）
而
大
、
功
用
相
同
。（
後
略
）

△
按
、
海
鰻
「
魚
＋
麗
」、
西
南
海
多
、<

當
唐
東
海>

、

東
北
全
無
之
、
形
似
鰻
「
魚
＋
麗
」
而
大
、
背
有
鬛
連

尾
、
青
黑
色
淺
於
鰻
「
魚
＋
麗
」
、
無
鱗
、
腹
白
、
牙

齒
長
短
相
並
、
中
道
亦
小
齒
數
十
相
連
、
大
抵
尺
半
、
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二
尺
許
、
肉
白
不
脆
、
割
之
連
皮
、
傅
醬
油
炙
食
脂
少

於
鰻
「
魚
＋
麗
」、
味
美
。

蒲
鉾

以
海
鰻
肉
擂
擣
為
魚
餠
、
粘
于
竹
、
状
似
蒲
穂

而
如
鉾
、
故
名
之
、
或
粘
板
片
炙
亦
佳
、
為
肴
中
之
珍
、

<

以
他
魚
為
蒲
鉾
、
或
多
用
鱣
偽
之
、
味
劣>

風
海
鰻<

俗
云
、五
牟
岐
里>

海
鰻
十
頭
相
聨
作
白
鮝
、

形
如
片
板
者
、
夏
秋
賞
之
、
繊
刻
之
和
酒
醬
代
膾
甚
可

矣
。『
本
綱
』
註
鰻
「
魚
＋
麗
」、
云
乾
者
名
風
鰻
者
蓋

是
矣
、<

鰻
「
魚
＋
麗
」
之
乾
者
、
未
知
其
好
悪>

。

鮦
鮃<

正
字
未
詳
、
假
字
音
用>

海
鰻
之
大
者
四
、
五

尺
許
、
出
於
讃
州
、
味
劣
於
尋
常
者
。

凡
海
鰻
之
肝
腸
亦
可
煮
食
、
或
作
醢
佳
、
其
膽
苦
不
可

食
、
有
如
白
袋
者
、
乾
之
可
以
磨
唐
弓
絃
、<

唐
弓
者
、

打
和
木
綿
者>

。

一
種
有
海
宇
奈
岐
、<

是
亦
可
用
海
鰻
「
魚
＋
麗
」
字>

有
江
海
之
鰻
「
魚
＋
麗
」、
色
稍
淺
、
味
亦
劣
。

×

あ
な
ご

正
字
未
詳
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×

阿
名
呉

△
按
、
阿
奈
古
、
状
似
海
鰻
而
色
淺
於
海
鰻
、
不
潤
、

從
項
至
尾
有
小
白
點
星
者
、
両
邊
相
連
各
百
有
餘
、
其

味<

甘
、
平>

、
脂
少
不
美
、
漁
人
炙
之
偽
鰻
「
魚
＋
麗
」

×

い
か
な
こ

か
ま
す
こ

×

玉
筯
魚

俗
云
、
以
加
奈
古

又
名
、
加
末
須
古

『
三
才
圖
會
』
云
、
玉
筯
魚
、
身
圓
如
筯
、
微
黑
無
鱗
、

両
目
點
黑
、
至
菜
花
開
時
有
子
而
肥
、
俗
謂
之
菜
花
玉

筯
。

△
按
、
其
大
一
、
二
寸
、
無
鱗
、
白
色
、
脊
微
青
、
似

梭
子
魚
之
形
、
然
本
是
別
種
。
春
末
腹
在
鮞
、
凡
春
分

時
攝
州
一
谷
始
多
取
之
、
立
夏
播
州
明
石
浦
鹿
瀨
盛
取

之
、
夏
至
前
後
讃
州
八
島
及
下
関
取
之
、<

自
一
谷
次

第
至
西
海>

、
其
翌
日
更
無
之
、
亦
一
異
也
。<

其
盛
出
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時
泝
浪
如
山
、
一
網
幾
千
万
難
測
量>

、
初
春
偶
有
之

者
大
三
、
四
寸
、
背
青
腹
白
、
蓋
此
舊
魚
也
。
盛
時
以

布
網
取
之
、
用
潮
水
「
月
」「
雋
」
之
脂
多
浮
于
釜
中
、

扱
取
為
燈
油
、
與
鯨
鰯
油
相
並
矣
、
所
熬
魚
亦
黄
而
脂

尚
有
之
、<

甘
、
温
、
微
毒>

、
以
送
四
方
、
為
賤
民
食
、

其
利
用
広
大
、
亞
于
鯨
鰯
。

×

し
ろ
い
を

鮊
魚<

訓
志
呂
乎>

鱠
殘
魚

ク
ワ
イ
ツ
ア
ン
イ
ユ
イ

王
餘
魚

銀
魚

【
釈
名
】
白
魚<
略>

<

俗
云
、
白
魚>

『
本
綱
』
、
膾
殘
魚
、
大
者
四
、
五
寸
、
身
圓
如
筯
、

潔
白
如
銀
、
無
鱗
、
若
已
鱠
之
魚
、
但
目
有
両
黑
點
爾

小
者
、
曝
乾
以
貨
四
方
、
清
明
前
有
七
子
、
甚
美
、
清

明
後
子
出
而
痩
、
但
可
作
鮓
腊
耳
。<

『
博
物
志
』
云
、

呉
王
食
魚
膾
棄
其
殘
餘
於
江
、
化
為
此
魚
、
故
名
。
或

作
越
王
或
作
僧
寶
誌
、
皆
傅
會
也
、
不
足
致
辨>

、
肉
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作
羹
食
、
健
胃
。

『
本
草
必
讀
』
云
、
鱠
殘
魚
、
色
青
、
離
水
色
變
則
白

矣
。

【
集
解
】
白
魚
者
、
氷
魚
之
大
也
。
生
江
河
之
中
、
（
中

△
按
、
鱠
殘
魚
、
生
江
海
交
、
伊
勢
、
志
摩
、
參
河
、

略
）
、
白
魚
至
春
上
河
、
二
、
三
月
之
際
生
子
于
水
草
、

肥
後
、
備
前
多
出
、
攝
播
亦
有
之
。
凡
立
春
初
出
、
人

沙
石
間
、（
中
略
）、

賞
之
。
二
、
三
月
腹
有
子
、
味
稍
劣
焉
、
生
帯
青
色
、

離
水
則
白
、
煮
之
則
益
潔
白
、
頭
尾
尖
而
身
扁
、
有
鬐

無
皮
骨
、
煮
食
軟
、
甘
、
美
、
供
上
饌
或
以
竹
串
貫
眼

相
聯
曝
乾
作
魥
、<

俗
云
、
目
佐
之>

。
一
種
有
氷
魚<

伊
勢
、
志
摩
、
參
州
守
令
貢
献
之
、（
後
略
）。

河
湖
無
鱗
魚
下
有
之>

。

×
×

ち
り
め
ん
こ
あ
い

鱊<

音
聿>

キ
ヱ
ウ

春
魚

<

俗
云
、
縐
小
鰷>

『
本
綱
』
、
鱊
、
小
魚
也
。
大
如
針
、
一
斤
千
頭
、
春

月
自
岩
穴
中
隨
水
流
出
、
状
似
初
化
魚
苗
、
取
收
曝
乾
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為
（
月
＋
廷
）、
名
鵞
毛
（
月
＋
廷
）。
其
細
如
毛
、
食

以
薑
醋
味
同
蝦
米
、〈
甘
、
温
〉、
或
云
、
此
鱧
魚
苗
也
。

△
按
、
鱊
魚
、
春
月
攝
播
多
取
之
、
最
細
小
、
不
過
寸
、

身
圓
潔
白
、
而
似
索
麪
之
屑
、
目
有
両
黑
點
、
熬
之
縬

縬
如
縐
線
、
故
名
縐
小
鰷
、
熬
之
食
味
〈
甘
〉
如
饙
、

曝
乾
亦
佳
也
、
實
非
鰷
子
、
此
鰡
苗
也
。

鰮
子

同
時
出
、
大
寸
許
、
畧
扁
、
白
而
帯
微
黑
色
、

是
亦
稱
小
鰷
、
熬
之
不
脆
、
味
劣
。

章
魚
（
『
綱
目
』）

た
こ

【
釋
名
】
章
舉
（
韓
文
）、

魚
（
音
佶
、

『
臨

章
魚

海
志
』
）。

チ
ヤ
ン

イ
ユ
イ

（
イ
＋
吉
＋
馬
）
魚

章
擧

鮹
魚<

訓
多
古>

鮹<

『
延
喜
式
』
用
此
字
〉

海
蛸
子

〈
和
名
太
古
〉

【
集
解
】
（
前
略
）
時
珍
曰
、
章
魚
生
南
海
。
形

①
本
綱
、
章
魚
生
南
海
、
形
如
烏
賊
而
大
、
八
足
、
身

如
烏
賊
而
大
、
八
足
、
身
上
有
肉
。
閩
、
粵
人
多

上
有
肉
、
採
鮮
者
、
薑
、
醋
食
之
、
味
如
水
母
、
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采
鮮
者
、
薑
、
醋
食
之
、
味
如
水
母
。（
中
略
）

②
〈
甘
、
鹹
寒
〉

【
釈
名
】
鮹<

『
式
』>

、
海
蛸
子<

源
順>

、
大
者
名
海
肌

△
按
、
『
和
名
抄
』
云
、
海
蛸
子
、
〈
和
名
太
古
〉
、
貌

子<

上
同>

、
○
（
中
略
）、
按
鮹
音
捎
、『
延
喜
式
』
悉
用

似
人
裸
而
圓
頭
者
也
。
長
丈
餘
者
謂
海
肌
子
、
蛸
、
正

此
字
、
源
順
曰
、
蛸
、
正
作
鮹
、
所
交
反
、
見
『
唐
韻
』
、

作
鮹
、〈『
延
喜
式
』
等
皆
用
鮹
字
〉
、
蓋
『
本
草
綱
目
』

和
名
太
古
、
俗
用
（
虫
＋
爪
）
字
、
所
出
未
詳
、
貌
似
人

鮹
別
此
一
種
、
非
章
魚
屬
也
。

裸
而
圓
頭
者
也
。
本
朝
自
古
蛸
、
鮹
二
字
通
用
、
今
亦
随

此
而
可
也
。『
本
草
』
有
鮹
魚
與
章
擧
異
矣
。
陳
蔵
器
曰
、

形
似
馬
鞭
、
尾
有
両
岐
如
鞭
鞘
也
。
此
亦
別
一
種
也
乎
。

【
集
解
】（
前
略
）、
或
以
繩
絆
磁
壺
一
縄
連
二
、
三
壺
投

水
中
、
久
而
小
蛸
入
壺
来
矣
。

状
似
烏
賊
而
大
、
八
足
、
多
疣
子
、
色
白
帯
微
赤
、
或
赤

章
魚
状
似
烏
賊
而
大
、
八
足
、
疣
多
、
其
疣
凹
纍
、
纍

皮
者
亦
有
眼
口
、
有
腹
下
足
、
上
八
腿
交
股
之
中
間
、
白

色
白
帯
微
赤
、
煮
之
變
深
赤
色
、
頭
圓
而
白
、
眼
口
在

皮
中
有
如
雙
小
鳥
之
骨
、（
中
略
）、
或
形
一
如
鴉
、
一
如

頸
與
足
之
交
、
無
腹
而
腸
在
頭
中
、
八
腿
交
股
之
中
間
、

鳶
、（
中
略
）。
其
腹
似
袋
、
肉
薄
、
味
不
佳
、
但
足
肉
多
、

白
皮
中
有
如
雙
小
鳥
者
褐
色
、
其
状
一
如
鴉
、
一
如
鳶

味
亦
美
、
不
宜
生
食
、
宜
煮
食
。
若
漫
煮
之
、
則
肉
硬
労

也
。
章
魚
頭
似
嚢
而
肉
薄
、
但
足
肉
厚
、
味
亦
美
、
然

歯
牙
、
故
先
以
莱
菔
根
、
牛
房
根
笞
之
七
、
八
次
而
煮
熟

硬
於
鮑
而
老
、
齒
不
堪
食
、
惟
先
以
柔
策
數
敲
之
、
後
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則
軟
美
倍
常
、（
中
略
）、

煮
之
則
肉
軟
、
以
薑
醋
食
之
、
酒
水
等
分
、
以
文
火
煮

半
日
許
、
加
醬
油
再
煮
則
軟
脆
甘
美
倍
常
、
俗
謂
之
關

大
者
八
、
九
尺
及
一
、
二
丈
、
若
斯
者
長
足
巻
取
人
入
水

東
煮
。

而
食
、
其
足
疣
当
人
之
肌
膚
則
吮
血
甚
急
、
故
不
待
水
没

凡
取
章
魚
以
繩
絆
壺
投
水
中
、
則
久
而
章
魚
自
入
也
。

而
乍
斃
焉
。（
中
略
）
、
或
夜
出
水
上
岸
、
捧
腹
昂
頭
怒
目
、
無
大
小
壺
一
箇
、
章
魚
一
頭
、
北
海
乃
大
者
多
有
一
、

蹈
其
八
足
、
捷
走
如
飛
、
入
田
圃
掘
芋
而
食
、（
中
略
）、

二
丈
許
長
、
足
若
人
及
犬
猿
、
誤
対
之
則
足
疣
吮
着
皮

膚
無
不
殺
也
。
鮹
性
好
芋
、
入
田
圃
掘
芋
食
、
其
行
也

怒
、
目
踏
八
足
、
立
行
其
頭
、
如
浮
屠
状
、
故
俗
稱
章

魚
坊
主
、
最
難
死
、
惟
打
両
眼
中
間
則
死
。

て
な
か
た
こ

石
鮔

〈
俗
云
、
手
長
鮹
〉

石
距

石
距
亦
其
類
、
身
小
而
足
長
、
入
鹽
燒
食
極
美
。

一
種
有
身
小
足
長
細
、
呼
曰
足
長
蛸
、
味
亦
不
佳
、
即
是

『
本
綱
』
、
石
距
、
亦
章
魚
之
類
。
身
小
而
足
長
、
入

【
気
味
】
甘
、
鹹
、
寒
、
無
毒
。（
後
略
）

石
石
巨
乎
。

鹽
燒
食
極
美
也
。

×

い
ひ
た
こ

望
潮
魚
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鱆
魚
〈
共
出
于
『
閩
書
』〉

〈
俗
云
、
飯
鮹
〉

△
按
、
望
潮
魚
、
状
類
章
魚
而
小
、
凡
五
、
六
寸
許
、

其
頭
如
鳥
卵
、
頭
中
滿
白
肉
、
煮
食
其
肉
粒
粒
如
蒸
飯
、

飯
蛸<

附
蛛
蛸>

【
集
解
】
江
東
未
見
之
、
謂
房
総
及
芝
江

味
亦
然
、
故
名
飯
鮹
、
足
亦
軟
美
、
正
二
月
盛
出
、
播

偶
有
之
、
未
知
其
真
、
摂
泉
、
紀
播
等
州
海
濱
采
之
、
状

州
髙
砂
之
産
頭
中
之
飯
多
、摂
泉
之
産
無
飯
者
亦
相
半
、

似
章
舉
而
極
小
、
一
箇
不
過
二
、
三
寸
、
腹
内
有
如
白
米

至
季
春
則
魚
痩
而
無
飯
、
余
月
全
無
、
東
北
海
亦
曾
無

飯
者
、
充
満
味
佳
、
腹
、
足
倶
可
食
之
、

之
、
取
之
繋
榮
螺
、
空
貝
投
之
、
則
久
而
鱆
入
貝
、
此

鱆
亦
頭
與
股
中
間
如
鳶
鴉
者
有
之
。

貝
鮹

大
如
鱆
魚
而
無
飯
、
毎
一
頭
生
貝
中
、
其
貝
白
、

状
似
秋
海
棠
葉
形
、
『
日
本
紀
私
記
』
云
、
貝
鮹
〈
和

或
糟
或
魚
邑
以
伝
送
于
江
東
、
味
劣
于
煮
鮮
者
、
是
源
順

名
加
比
太
古
〉
是
矣
〈
詳
于
貝
類
之
下
〉

所
謂
貝
鮹
歟
、『
本
朝
式
』
主
計
部
亦
有
貝
鮹
鮨
也
。

蜘
蛛
鮹

似
蛸
而
最
小
、
頭
如
雀
卵
、
加
州
、
越
州
有

之
、
播
州
明
石
取
之
乾
、
送
四
方
、
以
似
蜘
蛛
名
之
、

一
種
無
腹
飯
而
腹
空
小
足
細
長
如
蜘
蛛
、
呼
曰
蛛
鮹
、
丹

『
和
名
抄
』
所
謂
小
鮹
魚
〈
知
比
佐
木
太
古
〉
是
矣
。

但
越
賀
等
北
海
多
采
之
、
按
気
味
主
治
上
同
。

烏
賊
魚<

訓
伊
加>

い
か
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烏
賊
魚
（
『
本
經
』
中
品
）

烏
賊
魚

ウ
ヽ

ツ
ヱ
ッ

イ
ユ
イ

【
釋
名
】
烏
鰂
（
『
素
問
』）、
墨
魚
（
『
綱
目
』）、

【
釋
名
】
烏
鰂<

源
順
曰
、
烏
賊
並
從
魚
作
鰞
（
魚
＋
咸
）

鰞
「
魚
＋
賊
」

烏
鰂
墨
魚

纜
魚

乾
者
名
鯗
（
『
日
華
』
）、
骨
名
海
螵
蛸
。

（
魚
＋
賊
）、
亦
作
（
魚
＋
賊
）。

<

和
名
以
加>

時
珍
曰
、
羅
願
『
爾
雅
翼
』
云
、
九
月
寒
烏
入
水
化
為
此

魚
、
有
文
黒
可
為
法
、
則
故
名
烏
鰂
鰂
者
則
也
。

頌
曰
、
陶
隱
居
言
此
是
（
且
＋
桼
＋
鳥
）
烏
所
化
。

⑮
又
云
此
是
本
（
且
＋
桼
＋
鳥
）
鳥
所
化
、
今
其
口
腹

今
其
口
腹
具
存
、
猶
頗
相
似
。
腹
中
有
墨
可
用
、

具
存
、
猶
頗
相
似
、
「
暴
＋
鳥
」
似
「
鶃
」
見
于
水
禽

故
名
烏
鰂
。
能
吸
波
噀
墨
、
令
水
溷
黑
、
自
衛
以

部>

防
人
害
。

又
『
南
越
志
』
云
、
其
性
嗜
烏
、
每
自
浮
水
上
、

蘓
頌
曰
、
『
南
越
志
』
云
、
其
性
嗜
烏
、
毎
自
浮
水
上
、

⑬
性
嗜
烏
、
毎
自
浮
水
上
、
飛
烏
見
之
、
以
為
死
而
啄

飛
烏
見
之
、
以
為
死
而
啄
之
、
乃
卷
取
入
水
而
食

飛
烏
見
之
、
以
為
死
而
啄
之
、
乃
卷
取
入
水
而
食
之
、
因

之
、
乃
卷
取
入
水
而
食
之
、
因
名
烏
賊
。

之
、
因
名
烏
賊
、
言
為
烏
之
賊
害
也
。

名
烏
賊
、
言
為
烏
之
賊
害
也
、
或
曰
、
此
魚
水
中
逐
小
魚
、

小
魚
疾
走
不
能
捕
之
、
乍
出
腹
中
之
黒
汁
、
令
水
溷
黒
則

小
魚
昏
迷
不
動
、
因
食
之
、
故
曰
烏
賊
、
諸
説
未
詳
。

（
中
略
）
骨
名
海
螵
蛸
、
象
形
也
。
大
明
曰
、
魚

⑨
名
海
螵
蛸
、

有
両
鬚
、
遇
風
波
即
以
鬚
下
矴
、
或
黏
石
如
纜
、

⑫
此
魚
遇
風
波
則
以
鬚
下
矴
、
或
粘
石
如
纜
、
故
名
纜

故
名
纜
魚
。（
中
略
）

魚
。
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【
集
解
】（
中
略
）
形
若
革
囊
、

①
『
本
綱
』、
烏
賊
魚
、
状
若
革
嚢
、

口
在
腹
下
、
八
足
聚
生
於
口
旁
。

③
口
在
腹
下
、
八
足
聚
生
于
口
旁
、

其
背
上
只
有
一
骨
、
濃
三
、
四
分
、
状
如
小
舟
、

⑤
背
上
有
一
骨
、
厚
三
、
四
分
、
状
如
小
舟
。

形
軽
虛
而
白
。

②
軽
虚
而
白
脆
、

又
有
両
須
如
帯
、
甚
長
。

④
其
両
鬚
如
帯
、
甚
長
。

腹
中
血
及
膽
黑
如
墨
、
可
以
書
字
。
但
逾
年
則
跡

⑪
又
腹
中
血
及
膽
正
如
墨
、
可
以
書
字
。
但
逾
年
則
迹

滅
、
惟
存
空
紙
爾
。（
中
略
）

滅
、
惟
存
空
紙
爾
。

時
珍
曰
、
烏
鰂
無
鱗
有
鬚
、
黑
皮
白
肉
、
大
者
如

②
無
鱗
有
鬚
、
黑
皮
白
肉
、
大
者
如
蒲
扇
。

蒲
扇
。（
中
略
）

両
頭
尖
、
色
白
、
脆
如
通
草
、

⑥
而
両
頭
尖
、

重
重
有
紋
、
以
指
甲
可
刮
為
末
、

⑧
重
重
有
紋
、
以
指
甲
可
刮
為
末
、

人
亦
鏤
之
為
鈿
飾
。

⑩
亦
鏤
之
為
鈿
飾
、

又
『
相
感
志
』
云
、
烏
鰂
過
小
滿
則
形
小
也
。

⑭
過
小
滿
則
形
小
也
。

（
中
略
）

肉
【
気
味
】
酸
、
平
、
無
毒
。（
中
略
）

⑯
肉<

酸
、
平>

【
主
治
】
益
気
強
志
（
『
別
錄
』
）
。
益
人
、
通
月

⑰
益
気
強
志

經
（
大
明
）。

骨
（
一
名
海
螵
蛸
）【
修
治
】
弘
景
曰
、
炙
黄
用
。

⑱
海
螵
蛸

烏
賊
骨
能
治
婦
人
血
閉
不
足
症
〈
炙
黄
入
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曰
、
凡
使
勿
用
沙
魚
骨
、
其
形
真
似
。
但
以
上
文

藥
、
味
鹹
、
微
澁
〉
唾
血
、
下
血
、
又
止
瘡
多
膿
汁
不

順
者
是
真
、
橫
者
是
假
。
以
血
鹵
作
水
浸
、
並
煮

燥
。

一
伏
時
漉
出
。
掘
一
坑
燒
紅
、
入
魚
骨
在
内
、
經

宿
取
出
入
藥
、
其
效
加
倍
也
。

【
気
味
】
咸
、
微
溫
、
無
毒
。（
中
略
）

【
主
治
】
女
子
赤
白
漏
下
、
經
汁
血
閉
、（
中
略
）

又
止
瘡
多
膿
汁
不
燥
（
『
別
錄
』
）。（
『
日
華
』）。

（
中
略
）
主
女
子
血
枯
病
、
傷
肝
唾
血
下
血
、
治

瘧
消
癭
。（
中
略
）

腹
中
墨
【
主
治
】
血
刺
心
痛
、
醋
磨
服
之
（
藏
器
。

⑰
其
墨
能
治
心
痛
〈
以
醋
服
之
〉

炒
、
研
、
醋
服
亦
可
）。

『
三
才
圖
會
』
云
、
烏
賊
腹
中
有
墨
、
見
人
及
大
魚
常

吐
墨
方
數
尺
以
混
其
身
、
人
反
以
是
知
取
之
。

△
按
、
烏
賊
形
状
如
上
説
。
漁
人
以
銅
作
烏
賊
形
、
其

鬚
皆
為
鈎
、
真
烏
賊
見
之
自
來
則
罹
鈎
、
蓋
此
見
己
輩

而
慕
乎
、
嫉
乎
。
烏
賊
亦
頸
之
交
有
如
鳶
鴉
者
。

た
ち
い
か
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す
る
め
い
か

【
集
解
】（
前
略
）

柔
魚

②
鯣<

訓
須
留
女>

【
釈
名
】<

字
書
音
湯
赤
（
魚
＋
麗
）

明
鮝<

鹽
乾
者
、
俗
云
、
須
留
女>

也
、
又
音
亦
（
魚
＋
麗
）
也
、
然
本
朝
為
乾
烏
賊
者
久
矣
、

脯
鮝<

淡
乾
者>

假
用
者
乎
、
宋
大
明
曰
乾
者
鯗
、
呉
瑞
曰
、
鹽
乾
者
名
明

<

俗
云
、
太
知
以
加
、
又
云
、
鮝
以
加>

鯗
、
淡
乾
者
名
脯
鯗
、
鯗
音
想
乾
魚
之
惣
稱
也
。
按
此
鯗

者
、
乾
烏
賊
而
與
今
之
鯣
同
者
乎
。>

【
附
錄
】
柔
魚

頌
曰
、
一
種
柔
魚
、
與
烏
賊
相

『
本
綱
』、
柔
魚
與
烏
賊
相
似
、
但
無
骨
爾
。

似
、
但
無
骨
爾
。
越
人
重
之
。

【
集
解
』
鯣
者
、
用
太
刀
烏
賊
、
其
腹
背
状
細
長
、
故
名

△
按
、
柔
魚
同
烏
賊
而
身
長
大
、
乾
之
為
鮝
、
出
於
肥

之
乎
。
或
號
筒
烏
賊
、
此
亦
據
形
名
之
。
若
用
尋
常
之
烏

州
五
島
者
肉
厚
大
、
味
勝
、
微
炙
食
、<

裂
食
則
佳
、

賊
、
則
乾
肉
薄
枯
、
色
黒
味
亦
短
焉
、
太
刀
者
、
乾
肉
厚

切
則
味
劣>

、
或
不
炙
細
刻
代
膾
、
皆
甘
美
、
柔
魚
骨

肥
、
色
黄
白
微
赤
、
軟
脆
而
味
尚
美
矣
。
大
抵
太
刀
宜
乾

亦
似
舟
形
而
薄
、
玲
瓏
似
蠟
紙
、<

無
骨
者
不
審>

、
又
、

亦
宜
鮮
、
常
之
烏
賊
宜
鮮
不
宜
乾
也
、
古
者
混
稱
烏
賊
。

章
魚
膞
乾
為
鮝
、<

名
乾
章
魚
而
不
稱
須
留
女>

、
古
者

（
中
略
）
、
近
世
以
自
肥
之
五
嶋
來
為
上
品
、
丹
後
、
但

是
亦
謂
須
留
女
乎
、<

『
和
名
抄
』、
小
蛸
魚
訓
須
留
女

馬
、
伊
豫
次
之
、
古
來
用
賀
祝
之
饗
膳
、
今
亦
然
矣
。
源

>

順
引
『
崔
氏
食
經
』
曰
、
小
蛸
魚
訓
須
留
女
、
此
亦
同
種

乎
。（
中
略
）



- 369 -

①
一
種
有
泥
障
烏
賊
者
、
腹
背
如
障
泥
、
比
常
之
烏
賊
則

障
泥
烏
賊

大
於
真
烏
賊
四
周
有
肉
緣
状
似
障
泥<

阿

稍
広
大
（
中
略
）

乎
里
以>

是
亦
為
鮝
佳
。

×

龜
甲
烏
賊

背
隆
而
肉
厚
、
故
名
之
。

×

針
烏
賊

似
真
烏
賊
而
骨
耑
顯
尻
、
碑
手
如
針
鋒
、
故

名
。

④
一
種
身
細
小
而
長
如
竹
管
、
號
尺
八
烏
賊
、
是
瑣
管
歟

瑣
管
烏
賊

身
狭
長
如
竹
筒
、
故
名
尺
八
烏
賊
。

猴
染
、
亦
小
烏
賊
歟
、
俱
『
南
産
志
』
載
之
。

③
雛
烏
賊<

訓
比
伊
加>

、
是
烏
賊
之
子
也
、
有
黒
、
白
二

雛
烏
賊

烏
賊
小
者
、
其
大
一
寸
余
、
頭
中
有
飯
者
亦

種
。
黒
者
常
之
烏
賊
子
、
白
者
泥
障
之
子
也
。
状
與
烏
賊

有
之
、<

又
名
比
之
保
以
加>

、
骨
亦
小
、
攝
州
、
播
州

同
、
但
背
骨
細
小
如
芒
刺
、
今
作
羹
食
、
其
味
最
美
。
和

采
之
、
味
美
、
蓋
此
自
一
種
非
烏
賊
子
也
、
烏
賊
處
處

黒
汁
及
醬
而
煮
、
呼
號
黒
煮
。
凡
雛
多
食
則
動
蟲
積
、
令

多
有
、
此
者
何
少
有
乎>

。

人
悪
心
。

×

華
和
異
同

と
ら
ご

海
鼠

海
鼠

ハ
ア
イ

チ
ユ
イ

土
肉<

『
文
選
』>

海
參

海
男
子<

『
五
雜
組
』>
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沙
噀

沙
蒜

塗
筍<

『
寧
波
府
志
』>

<

和
名

古>

<

俗
云
、
止
良
古>

『
崔
禹
錫
食
經
』
曰
、
海
鼠
、
似
蛭
而
大
者
也
。

『
和
名
抄
』
載
『
食
經
』
云
、
海
鼠
似
蛭
而
大
者
也
。

李
東
垣
『
食
物
本
草
』
曰
、
海
生
參
東
海
海
中
、
其
形
如

『
食
物
本
草
』
曰
、
海
參
生
東
南
海
中
、
其
形
如
蠶
、

蠶
、
色
黒
、
身
多
瘣
（
疒
＋
畾
）
、
一
種
長
五
、
六
寸
、

色
黑
、
身
多
（
疒
＋
畾
）（
疒
＋
畾
）、
一
種
長
五
、
六

表
裏
俱
潔
、
味
極
鮮
美
、
功
擅
補
益
、
殽
品
中
之
最
珍
者

寸
、
表
裏
倶
潔
、
味
極
鮮
美
、
功
擅
補
益
、
殽
品
中
最

也
。
一
種
長
二
、
三
寸
者
、
割
開
腹
内
多
沙
、
雖
刮
剔
難

珍
者
也
。
一
種
長
二
、
三
寸
者
、
割
開
腹
内
多
沙
、
雖

盡
、
味
亦
差
短
、
今
北
人
又
有
以
驢
皮
及
驢
馬
之
陰
莖
贋

刮
剔
難
盡
、
味
亦
差
短
、
今
北
人
有
以
驢
馬
之
陰
莖
贋

為
状
、
味
雖
略
同
、
形
帯
微
扁
者
是
也

為
状
、
味
雖
畧
同
、
形
帯
微
扁
者
是
也
。

謝
肇
制
『
五
雜
俎
』
曰
、
海
參
、
遼
東
海
濱
有
之
。
一
名

『
五
雜
組
』
云
、
海
參
、
遼
東
海
濱
有
之
、
一
名
海
男

海
男
子
、
其
状
如
男
子
勢
、
然
淡
菜
之
対
也
。
其
性
温
補
、
子
、
其
状
如
男
子
勢
、
其
性
温
補
、
足
敵
人
參
、
故
曰

足
敵
人
參
、
故
曰
海
參
。

海
參
。

按
、
俱
是
為
今
之
海
鼠
者
無
疑
、
東
垣
初
言
五
、
六
寸
者
、

今
之
生
海
鼠
乎
、
後
言
二
、
三
寸
者
、
今
武
相
江
上
多
者

乎
、
東
垣
能
知
二
者
有
別
、
謝
氏
亦
能
知
其
佳
、
然
不
言

其
腸
者
為
恨
耳
、
近
有
以
土
肉
為
海
鼠
者
、
此
亦
相
似
、
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『
御
覧
』
「
臨
海
水
土
物
志
」
曰
、
土
肉
正
黒
、
如
小
児

臂
、
大
長
五
寸
、
中
有
腹
、
無
口
、
自
有
三
十
足
、
如
釵

股
大
中
食
、
是
郭
璞
江
賦
所
言
者
乎
、
『
南
産
志
』
有
沙

蠶
、
土
鑽
、
是
亦
此
類
耶
。

※
本
文

海
鼠<

訓
奈
麻
古>

【
釈
名
】
土
肉
、<

郭
璞
江
賦
、
土
肉
、
石
華
、『
文
選
』

石
華
『
文
選
』
註
云
、
土
肉
、
正
黑
、
長
五
寸
、
大
如

註
曰
、
土
肉
、
正
黒
如
小
児
臂
、
大
長
五
寸
中
、
有
腹
無

小
兒
臀
、
有
腹
無
口
目
、
有
三
十
足
、
可
炙
食
。

口
目
、
有
三
十
足
、
故
世
人
以
似
海
鼠
為
別
名
。>

『
寧
波
府
志
』
云
、
沙
噀
、
塊
然
一
物
、
如
牛
馬
腸
臓
、

形
長
可
五
、
六
寸
許
、
胖
軟<

胖
半
軆
肉
也>

、
如
水
蟲
。

無
首
、
無
尾
、
無
目
、
無
皮
骨
、
但
能
蠕
動
、
觸
之
則

縮
小
如
桃
、
栗
。
徐
復
擁
脹
、
土
人
以
沙
盆
揉
去
其
涎

腥
、
雜
五
辣
煮
之
、
脆
美
為
上
味
。

△
按
、
海
鼠
、
中
華
海
中
無
之
、
見
遼
東
、
日
本
。
熬

海
鼠
未
見
生
者
、
故
所
載
於
諸
書
皆
熬
海
鼠
也
。
剰
『
文

選
』
之
土
肉
、
入
『
本
草
綱
目
』「
恠
」
類
獸
之
下
焉
。

惟
『
寧
波
府
志
』
所
言
詳
也
、
寧
波
去
日
本
不
甚
遠
、



- 372 -

近
年
以
來
、
日
本
渡
海
舶
多
以
寧
波
為
湊
、
海
鼠
亦
少

移
至
乎
、
於
今
唐
舩
來
長
崎
時
必
多
買
熬
海
鼠
去
也
。

①
本
朝
有
海
鼠
者
尚
矣
、
『
古
事
記
』
曰
、
諸
魚
奉
仕
白

本
朝
自
神
代
既
有
之
、
『
舊
事
紀
』
云
、
彦
火
瓊
瓊
杵

之
中
、
海
鼠
不
白
爾
、
天
宇
受
賣
命
謂
海
鼠
曰
、
此
口
乎
、
尊
時
、
諸
魚
皆
仕
奉
曰
之
、
而
海
鼠
不
曰
、
爾
天
鈿
賣

不
荅
口
、
而
以
細
小
刀
拆
其
口
、
故
於
今
海
鼠
口
拆
也
。

命
以
細
小
刀
坼
其
口
、
故
於
今
海
鼠
口
坼
是
也
。

【
集
解
】
江
海
處
處
有
之
、
江
東
最
多
、
尾
之
和
田
、
參

處
處
海
中
皆
有
之
、
奥
州
、
松
前
、
津
軽
為
上
、
其
大

之
柵
嶋
、
相
之
三
浦
、
武
之
金
澤
本
木
也
。
海
西
亦
多
采
、
者
尺
有
餘
、
尾
州
和
田
參
州
柵
島
、
相
州
三
浦
、
武
州

就
中
小
豆
嶋
最
多
矣
。
状
似
鼠
而
無
頭
尾
手
足
、
但
有
前

本
木
、
讃
州
小
豆
島
皆
得
名
、
大
抵
五
、
七
寸
、
無
骨

後
两
口
、
長
五
、
六
寸
而
圓
肥
、
其
色
蒼
黒
、
或
帯
黄
赤
、

鱗
、
無
尾
鰭
、
背
圓
、
淺
青
色
、
又
有
帯
黄
者
、
畧
以

背
圓
、
腹
平
、
背
多
（
疒
咅
）
（
疒
＋
畾
）
而
軟
、
在
两

似
虎
彪
名
虎
兒
、
全
體
疣
多
滑
軟
、
其
腹
扁
白
色
、
常

脇
者
若
足
而
蠢
、
跂
來
徃
腹
、
皮
青
碧
如
小
（
疒
咅
）（
疒

在
水
中
、
擴
身
而
薄
扁
、
能
游
行
水
庭
、
如
物
觸
則
横

＋
畾
）
而
軟
、

縮
至
離
水
則
如
半
片
胡
瓜
、
其
口
坼
而
無
齒
鰓
、
其
目

切
而
無
珠
光
、
共
如
小
刀
痕
、
冬
月
盛
出
、
春
月
終
盡
、

夏
月
全
無
也
。

肉<

甘
、
鹹
、
寒>

、
類
鰒
而
有
香
気
、
帯
黄
者
最
佳
、

為
鱠
以
薑
醋
食
之
、
煮
食
亦
良
、
或
攬
砂
數
振
篩
、
則

肉
軟
、
老
人
亦
易
喫
。

肉
味
略
類
鰒
魚
而
不
甘
、
極
冷
潔
、
淡
美
、
腹
内
有
三
條

海
鼠
腸

腹
中
有
黄
腸
三
條
、
腌
之
為
醬
者
也
。
香
美
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之
膓
、
色
白
味
不
佳
、
此
物
殽
品
中
之
最
佳
者
也
。

不
可
言
、
冬
春
為
珍
肴
、
色
如
琥
珀
者
為
上
品
、
黄
中

②
一
種
有
長
二
、
三
寸
、
腹
内
多
沙
、
味
亦
差
、
短
者
一

黑
白
相
交
者
為
下
品
、
過
正
月
則
味
變
、
甚
鹹
不
堪
食
、

種
有
長
七
、
八
寸
肥
大
者
、
腹
内
三
條
之
黄
腸
、
如
琥
珀
、
其
腸
中
有
赤
黄
色
如
糊
者
、
名
海
鼠
子
、
亦
佳
。

淹
之
為
醬
、
味
香
美
不
可
言
、
為
諸
醢
中
之
第
一
也
。
事

詳
于
後
、
其
熬
而
乾
者
、
亦
見
于
後
、
今
庖
人
用
生
鮮
海

鼠
混
灰
砂
入
籃
而
篩
之
、或
抹
白
鹽
入
擂
盆
中
以
杵
旋
磨
、

則
久
而
凝
堅
、
其
味
鮮
脆
甚
美
、
呼
稱
振
鼠
也
。

⑦
海
鼠
腸<

訓
古
乃
和
多>

【
集
解
】
或
稱
俵
子
、
造
腸
醬
法
、（
中
略
）、
以
純
黄
有

光
如
琥
珀
者
為
上
品
、
以
黄
中
黒
白
相
交
者
為
下
品
。（
中

略
）
、
一
種
腸
中
有
色
赤
黄
如
糊
者
、
號
曰
鼠
子
、
不
為

珍
焉
。（
後
略
）。

④
熬
海
鼠<

或
熬
作
煎
、
俱
訓
伊
利
古>

、【
釈
名
】
海
參<

熬
海
鼠

鮮
者
去
腸
熬
之
、
則
鹹
汁
自
出
而
焦
黑
、
取

李
東
垣
『
食
物
』
曰
、
功
擅
補
益
、
故
名
之
乎
。
世
人
間

出
候
冷
曝
乾
、
所
謂
如
小
兒
臀
或
如
男
勢
者
是
也
。
出

有
稱
之
者
、『
本
朝
式
』
稱
熬
海
鼠>
、

於
奥
州
金
花
山
海
邊
者
、
帯
金
色
、
名
金
海
鼠
、
為
極

【
集
解
】
造
之
有
法
、
用
鮮
生
大
海
鼠
去
沙
腸
後
、
数
百

上
。
又
熬
之
毎
十
箇
懸
張
二
小
柱
而
如
梯
之
形
者
、
名

枚
入
空
鍋
、
以
活
火
熬
之
、
則
鹹
汁
自
出
、
而
焦
黒
燥
硬
、
串
海
鼠
。
處
處
皆
有
之
、
共
使
時
一
日
漫
水
煮
熟
、
則

取
出
候
冷
、
懸
列
于
两
小
柱
、
一
柱
必
列
十
枚
、
呼
號
串

肥
脹
、
味
甘
美
。
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海
鼠
、
訓
久
志
古
、
大
者
懸
藤
蔓
、
今
江
東
之
海
濵
及
越

後
之
産
若
斯
、
或
海
西
小
豆
嶋
之
産
最
大
而
味
亦
美
也
。

（
中
略
）
、
大
抵
乾
曝
作
串
作
藤
用
之
、
先
水
煮
稍
久
、

則
彌
肥
大
而
軟
、
味
亦
甘
美
、（
中
略
）

⑥
【
気
味
】
鹹
、
微
甘
、
平
、
無
毒
、【
主
治
】（
略
）

③
肉
【
気
味
】
鹹
寒
、
無
毒
、<

畏
稲
草
稲
糠
灰
砂
及
鹽

伏
河
豚
毒>

、【
主
治
】（
略
）

×

凡
海
鼠
性
忌
稻
藁
、
如
犯
之
則
體
解
如
泥
、
又
鼴
鼠
畏

海
鼠
、
以
串
海
鼠
柱
椓
于
花
園
、
鼴
不
敢
入
。

老
海
鼠<

和
名
保
夜>

出
于
介
甲
類

海
兔<

宇
美
宇
佐
岐>

似
海
鼠
而
腹
黄
色
、
大
者
一
尺

二
、
三
寸
、
豫
州
海
邊
有
之
、
人
不
敢
食
、
俗
傳
云
、

誤
突
殺
之
則
黑
血
流
出
、
乃
忽
雨
、
屢
試
亦
然
。

く
ら
け

海
（
虫
＋
宅
）（
『
拾
遺
』）

海
月<

訓
久
良
介>

海
「
虫
＋
宅
」

【
釋
名
】
水
母
（
『
拾
遺
』
）、
樗
蒲
魚
（
『
拾
遺
』
）
、

ハ
ア
イ

シ
ヱ
ヽ

石
鏡
。（
中
略
）

【
釈
名
】
水
母<

鰕
附
從
之
、
如
子
之
從
母
、
故
曰
水
母
、

水
母

石
鏡
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源
順
曰
『
食
經
』
、
海
月
、
一
名
水
母
、
貌
如
月
在
海
中
、

樗
蒲
魚

故
以
名
之
。
凡
自
古
以
海
月
而
名
者
、
尚
矣
、
以
形
色
名

<

俗
云
、
久
良
介>

之
、
則
於
水
母
不
相
當
、
雖
圓
形
而
不
正
、
其
色
亦
殊
、

<

『
和
名
抄
』
用
海
月
二
字
、
非>

【
集
解
】
藏
器
曰
、
（
虫
＋
宅
）
生
東
海
、
状
如

一
種
有
水
海
月
者
、
色
白
形
圓
、
言
之
乎
、
陳
蔵
器
、
李

血
䘓
、
大
者
如
牀
、
小
者
如
斗
、
無
眼
目
腹
胃
、
時
珍
俱
以
江
瑤
為
海
月
、
是
形
色
相
當
矣
。>

②
常
以
蝦
為
目
、
蝦
動
「
虫
＋
宅
」
沈
、
猶
蛩
蛩
之
與

以
蝦
為
目
、
蝦
動
（
虫
＋
宅
）
沈
、
故
曰
水
母
目

「
馬
＋
巨
」「
馬
＋
虚
」
也
。

蝦.

蝦
猶
蟨
之
與
蛩
蛩
駏
也.

煠
出
以
薑
醋
進
之
、
海
人
以
為
常
味
。

④
以
薑
醋
進
之
、

時
珍
曰
、
水
母
形
渾
然
凝
結
、
其
色
紅
紫
、
無
口

①
『
本
綱
』
海
（
虫
＋
宅
）
、
形
渾
然
凝
結
、
其
色
紅

眼
腹
。
下
有
物
如
懸
絮
、
群
蝦
附
之
、
咂
其
涎
沫
、

紫
、
無
口
眼
腹
。
下
有
物
如
懸
絮
、
羣
蝦
附
之
、「
口
」

浮
泛
如
飛
。
為
潮
所
擁
、
則
蝦
去
而
（
虫
＋
宅
）

「
匝
」
其
涎
沫
、
浮
汎
如
飛
、
為
潮
所
擁
、
則
蝦
去
而

不
得
歸
。
人
因
割
取
之
、

「
虫
」「
宅
」
不
得
歸
、
人
囚
割
取
之
、

浸
以
石
灰
、
礬
水
、
去
其
血
色
遂
白
。

⑥
又
浸
以
石
灰
礬
水
、
去
其
血
汁
、
其
色
遂
白

其
最
濃
者
、
謂
之
（
虫
＋
宅
）
頭
、
味
更
勝
。
生
、

③
其
最
厚
者
謂
之
（
虫
＋
宅
）
頭
、
味<

鹹
温>

更
勝
、

熟
皆
可
食
。

生
熟
皆
可

食
。

茄
柴
灰
和
鹽
水
淹
之
良
。

⑤
茄
柴
灰
和
鹽
水
淹
之
良
、

【
気
味
】
咸
、
溫
、
無
毒
。（
後
略
）

【
集
解
】（
前
略
）×
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△
按
、
海
「
虫
＋
宅
」、
形
圓
、
上
面
扁
也
、
故
上
面

曰
平<

比
良>

。
下
面
有
物
如
耳
、
又
如
足
、
曰
臓
、
其

大
者
徑
三
尺
、
厚
一
尺
許
、
無
鱗
、
骨
、
頭
目
惟
如
口

者
、
有
腹
下
、
八
、
九
、
十
月
以
攩
網
取
之
、
和
鹽
水

淹
之
、
取
鉤
栗
葉
微
焙
、
碓
碎
共
漬
之
、
夏
毎
日
、
冬

三
日
、
一
度
換
水
、
使
時
用
灰
能
揉
洗
浄
去
臭
気
、
味

<

甘
、
鹹>

脆
美
、
代
魚
膾
、
備
前
之
産
為
上
。

仲
正

夫
木

我
戀
は
海
の
月
を
そ
待
渡
る
く
ら
け
も
骨
に

一
種
有
唐
海
月
者
、
色
黄
白
、
味
淡
、
嚼
之
有
聲
、
亦
和

逢
世
在
や
と

薑
醋
熬
酒
以
進
之
、
是
自
華
傳
送
肥
之
長
﨑
而
來
、
本
朝

肥
前
水
母<

又
名
唐
水
母>

一
物
異
製
也
。
其
製
明
礬

亦
製
之
、
其
法
、
浸
以
石
灰
礬
水
去
其
血
汗
、
則
色
變
作

和
鹽
揉
合
漬
之
、
令
色
黄
白
、
使
時
能
洗
浄
去
礬
気
、

白
、
重
洗
滌
之
、
若
不
去
石
灰
之
毒
則
害
人
。

肥
前
之
産
最
佳
、
故
名
、
其
味
淡
、
嚼
之
有
聲
。

一
種
有
水
海
月
者
、
色
白
、
作
團
如
水
泡
之
凝
結
、
亦
曳

絲
絮
、
魚
鰕
附
之
、
隨
潮
如
飛
、
漁
人
不
采
之
、
謂
必
有

水
海

色
白
、
形
圓
如
水
泡
之
凝
結
、
魚
蝦
附
之
、
隨

毒
、
又
有
無
毒
者
而
味
不
好
、
江
東
亦
多
有
之
、
古
人
詠

潮
如
飛
、
味
不
佳
且
有
毒
、
漁
人
不
取
之
。

艶
情
之
歌
、
有
海
月
遇
骨
之
語
、
是
誕
妄
乎
。（
後
略
）。
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×

す
ゝ
め
う
を

海
牛

う
み
す
ゝ
め

雀
魚<

訓
如
字>

綳
魚

<

俗
云
、
雀
魚>

【
集
解
】

『
食
物
本
草
』
云
、
綳
魚
、
形
似
河
豚
而
小
、
背
青
有

斑
紋
、
無
鱗
、
尾
不
岐
、
腹
白
有
刺
戟
人
手
、
亦
善
嗔

嗔
、
則
腹
脹
大
、
圓
緊
如
泡
仰
浮
水
面
。

『
日
本
紀
』
、
齋
明
帝
時
、
於
雲
州
、
北
海
濵
、
魚
死

而
積
厚
三
尺
許
、
其
大
如
鮐
雀
喙
、
針
鱗
、
鱗
長
數
寸
、

是
雀
入
於
海
為
魚
也
、
名
曰
雀
魚
。

状
類
雀
而
首
短
、
額
有
一
小
角
、
嘴
尖
如
鳥
啄
、
無
足
、

△
按
、
雀
魚
、
今
亦
處
處
有
之
、
状
類
雀
而
首
短
、
額

有
四
鰭
、
尾
向
上
、
背
腹
方
、
有
四
稜
、
無
鱗
、
如
鮫
皮

有
一
小
角
、
嘴
尖
如
鳥
、
無
足
、
有
四
鰭
、
尾
向
上
、

而
有
龜
甲
紋
、
色
灰
白
、
大
不
過
三
、
四
寸
、（
中
略
）、

背
腹
方
、
有
四
稜
、
無
鱗
、
如
鮫
皮
而
有
龜
甲
紋
、
灰

白
色
、
大
不
過
三
、
四
寸
、
世
人
未
食
之
、
或
用
海
牛

『
日
本
紀
』
言
、
齋
明
帝
時
献
雀
魚
者
、
一
物
乎
。

字
未
知
其
據
、
又
『
日
本
紀
』
所
謂
者
、
與
今
雀
魚
異
。

世
人
未
食
之
、
故
無
識
気
味
、
主
治
矣
。

ゑ
び

海
老<

俗>

鰕
（
『
別
錄
』
下
品
）
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【
釋
名
】
時
珍
曰
、
鰕
、
音
霞
（
俗
作
蝦
）
、
入

鰕<

訓
恵
比>

鰕<

音
霞>

<

和
名
衣
比>

湯
則
紅
色
如
霞
也
。

【
釈
名
】
海
老
、<

源
順
曰
、
俗
用
海
老
二
字
、
今
為
海

鰕
之
名>

ヒ
ア
ヽ

【
集
解
】
時
珍
曰
、
江
湖
出
者
大
而
色
白
、
溪
池

①
『
本
綱
』
、
鰕
、
凡
江
湖
出
者
大
而
色
白
、
溪
池
出

出
者
小
而
色
青
、
皆
磔
鬚
鉞
鼻
、
背
有
斷
節
、
尾

者
小
而
色
青
、
皆
磔
鬚
鍼
鼻
、
背
有
斷
節
、
尾
有
硬
鱗
、

有
硬
鱗
、
多
足
而
好
躍
、
其
腸
屬
腦
、
其
子
在
腹

多
足
而
好
躍
、
其
腸
屬
腦
、
其
子
在
腹
外
。
凡
有
數
種
、

外
。
凡
有
數
種
、
米
鰕
、
糠
鰕
、
以
精
粗
名
也
、

米
鰕
、
糠
鰕
、
〈
以
精
粗
名
〉
、
青
鰕
、
白
鰕
、<

以
色

青
鰕
、
白
鰕
、
以
色
名
也
。

名
之>

梅
鰕
、
以
梅
雨
時
有
也
。

③
梅
鰕<

以
梅
雨
時
有
名
之>

泥
鰕
、
海
鰕
、
以
出
產
名
也
。

②
泥
鰕
、
海
鰕<

以
出
産
名>

嶺
南
有
天
鰕
、
其
蟲
大
如
蟻
、
秋
社
後
、
群
墮
水

④
有
天
鰕
、
其
蟲
大
如
蟻
、
秋
社
後
、
羣
堕
水
中
化
為

中
化
為
鰕
、
人
以
作
鮓
食
。
凡
鰕
之
大
者
、
蒸
曝

鰕
、
凡
鰕
之
大
者
、
蒸
曝
去
殻
、
謂
之
鰕
米
、
食
以
薑
、

去
殼
、
謂
之
鰕
米
、
食
以
薑
、
醋
、
饌
品
所
珍
。

醋
所
珍
凡
蝦
類
。

【
気
味
】
甘
、
溫
、
有
小
毒
。

⑤<

甘
、
温
、
有
小
毒>

詵
曰
、
生
水
田
及
溝
渠
者
有
毒
、（
中
略
）

⑥
水
田
及
溝
渠
者
有
毒

⑦<

小
兒
及
鷄
、
狗
食
鰕
脚
屈
弱>

小
兒
及
雞
、
狗
食
之
、
腳
屈
弱
。

（
後
略
）

【
集
解
】
①
（
前
略
）、
有
海
河
二
種
、

△
按
、
鰕
、
處
處
有
之
、
其
品
類
亦
多
、
不
可
悉
記
。
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⑤
又
有
芝
鰕
者
、
大
不
過
三
、
四
寸
、
殻
薄
而
白
、
手
足

真
鰕

大
二
、
三
寸
、
皮
薄
而
白
、
手
足
鬚
共
短
、
細

鬚
亦
短
、
細
煮
之
則
淡
赤
色
、
武
之
芝
江
多
采
、
故
名
。

煮
之
淡
赤
色
、
味
甘
美
、
有
河
海
之
交
江
戸
芝
鰕
是
也
。

其
至
小
者
亦
味
美
也
、（
中
略
）。

④
今
有
車
鰕
者
、
大
不
過
六
、
七
寸
、
殻
厚
而
白
、
或
有

車
鰕

大
四
、
五
寸
、
皮
厚
而
節
隆
、
有
褐
白
色
横
文
、

斑
節
者
、
倶
煮
之
則
色
變
純
紅
、
環
曲
如
車
輪
、
故
名
。

煮
之
變
紅
、
形
曲
如
車
輪
、
故
名
。
自
夏
出
、
秋
冬
盛
、

（
中
略
）。

味
最
甘
美
、
為
上
品
。

⑥
河
湖
川
溪
之
鰕
者
不
過
二
、
三
寸
、
両
手
長
肥
、
俗
称

手
長
鰕<

一
名
川
鰕>

大
二
、
三
寸
、
両
手
肥
長
有
螯
、

手
長
鰕
。（
中
略
）。

其
雌
者
形
相
似
而
手
小
、
無
螯
、
腹
下
抱
多
子
、
煮
之

正
紅
色
。

×

白
狹
鰕

大
二
、
三
寸
、
白
色
、
煮
之
亦
不
赤
。

⑦
今
江
州
草
津
驛
采
川
鰕
而
煮
熟
、
塩
水
以
販
之
、
味
尤

川
鰕

大
一
寸
許
、
褐
色
、
冬
月
江
池
取
之
、
與
蘿
蔔

佳
、（
後
略
）。

同
煮
食
、
味
甘
美
、
又
為
彈
塗
魚
餌
可
也
。

×

尻
引
鰕

大
一
寸
余
、
頭
尾
短
、
其
背
微
扁
、
煮
之
不

赤
、
雜
肴
中
混
來
、
是
為
鰕
中
之
下
品
。

い
せ
ゑ
び

か
ま
く
ら
ゑ
び

海
鰕
（
『
拾
遺
』）

紅
鰕
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【
釋
名
】
紅
鰕
（
藏
器
）、
鰝
（
浩
。
爾
雅
）。

「
魚
」「
高
」<

音
浩>

海
鰕

②
伊
勢
鰕
、
鎌
倉
鰕
者
、
海
鰕
之
大
也
。

<

俗
云
、
伊
勢
鰕
、
又
云
、
鎌
倉
鰕>

①
『
本
綱
』、
紅
鰕
乃
海
鰕
也
。

【
集
解
】
藏
器
曰
、
海
中
紅
鰕
長
一
尺
、
鬚
可
為

②
長
一
尺
許
、

簪
。（
中
略
）

時
珍
曰
、
按
、
段
公
路
『
北
戶
錄
』
云
、
海
中
大

紅
鰕
長
二
尺
餘
、
頭
可
作
盃
、
鬚
可
作
簪
、
杖
。

③
其
肉
可
為
鱠
、
鬚
可
作
簪
杖
、

其
肉
可
為
鱠
、
甚
美
。

又
劉
恂
『
嶺
表
錄
』
云
；
海
鰕
皮
殼
嫩
紅
色
、
前

④
皮
殻
嫩
紅
色
、
前
足
有
鉗
者
色
如
朱
、

足
有
鉗
者
色
如
朱
、最
大
者
長
七
八
尺
至
一
丈
也
。

⑤
大
者
七
八
尺
至
一
丈
。

閩
中
有
五
色
鰕
、
亦
長
尺
餘
。
彼
人
両
両
乾
之
、

⑥
五
色
鰕

閩
中
有
之
、
長
尺
餘
、
彼
人
両
両
乾
之
、

謂
之
対
鰕
、
以
充
上
饌
。（
後
略
）

謂
之
対
鰕
。

仲
正

夫
木

今
は
我
世
を
う
み
に
す
む
老
ゑ
ひ
の
も
く
つ
か

下
に
か
ゝ
ま
り
そ
を
る

③
眼
紫
黒
而
前
有
黄
處
突
如
疣
子
、
口
有
四
鬚
、
其
両
鬚

△
按
、
紅
鰕
、
勢
州
、
相
州
多
有
之
。
紫
黑
、
煮
之
正

長
過
一
、
二
尺
、
両
鬚
如
長
針
、
根
似
針
柄
而
有
硬
刺
、

赤
色
、
口
有
四
鬚
、
鬚
長
過
一
、
二
尺
、
根
有
硬
刺
、

殻
如
鋸
沙
者
而
尖
、
手
足
有
節
、
如
蘆
筍
、
掌
指
如
毛
、

殻
有
如
鋸
沙
者
而
尖
、
手
足
有
節
、
掌
指
如
毛
、
尾
端
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（
中
略
）
、
尾
端
如
花
葩
、
倶
紫
色
、
煮
則
変
紅
、
是
紅

如
花
葩
、

鰕
、
龍
鰕
、
鰕
（
木
＋
丕
）（
魚
＋
高
）
之
類
乎
。

本
朝
自
古
称
海
老
以
為
賀
寿
饗
燕
之
嘉
殽
也
。（
中
略
）。

是
稱
海
老
以
為
賀
祝
之
肴
、
或
謂
有
榮
螺
變
成
紅
鰕
而

半
螺
半
鰕
者
、
人
徃
徃
見
之
、
蓋
悉
不
然
也
。
紅
鰕
腹

中
有
子
、
則
是
亦
山
芋
變
鰻
之
類
矣
。

×

あ
み

糠
鰕<

『
本
綱
』>

あ
め
じ
や
こ

鮩<

訓
阿
美
、
或
曰
、
阿
美
佐
古>

海
糠
魚

<

和
名
阿
美
、
俗
云
、
阿
女>

【
釈
名
】
細
魚<

訓
宇
留
利
古>

、
海
糠
魚<

倶
源
順>

△
按
『
和
名
抄
』
之
海
糠
、
『
本
草
』
之
糠
鰕
一
物
、

【
集
解
】
状
極
細
小
、
類
鰕
、
実
非
鰕
類
、（
中
略
）、
漁

而
鰕
中
細
小
者
、
而
非
鰕
苗
、
本
自
此
一
種
、
終
不
長

家
常
謂
竟
未
見
鮩
長
成
鰕
者
、（
中
略
）、
漁
人
窺
之
、
布

者
也
、
為
（
月
＋
雋
）
為
醢
、
味
甚
美

網
采
之
、（
後
略
）。

夏
糠
鰕

自
立
夏
至
立
秋
出
、
其
大
者
不
過
四
、
五
分
、

色
白
帯
微
赤
、
備
前
海
上
多
以
布
網
取
之
、
作
醢
名
糠

鰕
鹽
辛
。

秋
糠
鰕

九
、
十
月
盛
出
、
其
大
六
、
七
分
、
色
白
、

頭
與
尾
正
紅
、
豊
前
、
中
津
多
取
之
、
備
前
亦
少
有
之
。



- 382 -

×

し
や
こ

青
龍
鰕

し
や
く
な
げ

<

俗
云
、
志
也
古

鰕
姑

又
云
、
尺
奈
外>

ヒ
ヤ
ア
ヽ

タ
ウ

石
楠
花
鰕<

訓
志
也
、
久
奈
計>

【
釈
名
】（
略
）

【
集
解
】
状
類
鰕
而
平
、
頭
尾
相
同
、
有
鬚
、
有
手
足
、

②
△
按
、
鰕
姑
状
類
鰕
而
扁
、
頭
尾
相
等
、
有
鬚
、
手

比
鰕
則
細
多
如
切
、
背
有
細
節
、
灰
白
色
帯
碧
、
味
不
為

足
多
、
背
有
細
節
、
灰
白
色
帯
碧
、
攝
泉
雜
肴
中
亦
混

佳
、

來
而
熬
食
、
其
肉
少
而
味
不
佳
、

是
『
閩
書
南
産
志
』
所
謂
鰕
姑
、
『
開
元
遺
事
』
載
其
名

①
『
閩
書
』
載
『
開
元
遺
事
』
云
、
鰕
姑
状
如
蜈
蚣
、

曰
状
如
蜈
蚣
、
尾
如
僧
帽
、
泉
人
謂
之
青
龍
、
実
能
形
容

尾
如
僧
帽
、
泉
人
謂
之
青
龍
。

之
。

【
気
味
】（
略
）、

③
相
傳
云
、
治
婦
人
血
閉
、
消
瘢
痕
於
久
里
加
牟
木
里
、

【
主
治
】（
前
略
）、
或
曰
大
者
頭
中
有
石
如
石
首
魚
之
頭

鰕
姑
頭
中
之
小
石
、<

如
鮸
頭
之
石
乎>

、
能
治
五
淋
、

石
、
専
治
石
淋
及
諸
淋
小
便
不
通
、
蠻
人
呼
謂
於
久
里
加

通
小
便
、
蠻
人
秘
藥
也
、

牟
幾
利
、
肥
之
長
崎
俚
俗
称
淋
石
、
予
未
見
此
鰕
大
而
有

然
未
見
有
石
者
。

頭
石
者
也
。
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海
馬
（
『
拾
遺
』）

か
い
ば

水
馬

【
釋
名
】
水
馬
。（
中
略
）

海
馬

海
馬

<

俗
用
字
音>

【
集
解
】（
前
略
）『
南
州
異
物
志
』
云
、（
前
略
）

ハ
ア
イ

マ
ア
ヽ

婦
人
難
產
割
裂
而
出
者
、
手
持
此
蟲
、
即
如
羊
之

⑥
婦
人
難
産
、
手
持
之
、
即
如
羊
之
易
産
也

易
產
也
。

宗
奭
曰
、
其
首
如
馬
、
其
身
如
鰕
、
其
背
傴
僂
、

【
集
解
】
状
有
魚
體
、
其
首
似
馬
、
其
身
類
蝦
、
其
背
傴

①
『
本
綱
』、
海
馬
、
其
身
如
鰕
、
首
如
馬
、
背
傴
僂
、

有
竹
節
紋
、
長
二
、
三
寸
。

僂
、
長
三
、
四
寸
、

有
竹
節
紋
、
長
二
、
三
寸
。

頌
曰
、
『
異
魚
圖
』
云
、
漁
人
布
網
罟
、
此
魚
多

掛
網
上
、
收
取
曝
乾
、
以
雌
雄
為
対
。

⑦
以
雌
雄
為
対

時
珍
曰
、
按
、
『
聖
濟
總
錄
』
云
、
海
馬
、
雌
者

雌
者
黄
色
、
雄
者
青
色
、
漁
人
不
采
之
、

⑥
雌
者
黄
色
、
雄
者
青
色

黄
色
、
雄
者
青
色
。
又
徐
表
『
南
方
異
物
志
』
云
、

⑧
其
喙
垂
下
、
漁
人
捕
得
、
不
以
啖
食
、
暴
乾
。

海
中
有
魚
、
状
如
馬
頭
、
其
喙
垂
下
、
或
黄
或
黑
。

海
人
捕
得
、
不
以
啖
食
、
曝
乾
即
此
也
。（
中
略
）

【
主
治
】
婦
人
難
產
、
帯
之
於
身
、
甚
驗
。
臨
時

燒
末
飲
服
、
並
手
握
之
、
即
易
產
難
產
及
血
気
痛

⑤<

帯
之
於
身
亦
可>

（
蘇
頌
）。
暖
水
臟
、
壯
陽

【
發
明
】
時
珍
曰
、
海
馬
雌
雄
成
対
、（
後
略
）
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但
於
里
網
雜
魚
之
内
而
得
之
、
若
得
之
則
賣
藥
肆
以
備
産

△
按
、
海
馬
偶
混
于
雜
肴
中
有
之
、
安
産
之
功
人
皆
所

患
爾
、
凡
臨
産
之
家
、
用
雌
雄
包
收
于
小
錦
嚢
、
以
預
佩

識
也
。

之
、
謂
易
産
、（
後
略
）。

×
×

ふ
な
と
め

正
字
未
詳

舩
留
魚

<

俗
云
、
不
奈
止
女>

△
按
、
舩
留
魚
、
鱣
之
屬
、
状
似
鯒
而
尾
末
纎
、
無
岐
、

偃
頭
、
眼
小
、
灰
白
色
、
無
鱗
、
頭
裏
扁
有
小
刻
如
金

小
判
之
象
、
而
下
喙
尖
、
畧
長
、
有
小
鬛
、
自
頭
連
尾

小
者
長
尺
半
、
大
者
三
四
尺
、
毎
以
頭
小
刻
附
海
舶
板
、

用
鐵
梃
亦
不
離
也
。
掩
籃
待
自
離
去
取
之
、
希
有
、
出

魚
市
人
悪
其
異
形
、
無
食
之
者
。

×
×

た
ち
い
を

（
魚
＋
齊
）

鮆

（
魚
＋
蔑
）

魛

鰽

望
魚
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『
本
綱
』
（
魚
＋
齊
）
生
江
湖
中
、
常
以
三
月
始
出
、

状
狹
而
長
、
薄
如
削
木
片
、
細
鱗
白
色
、
吻
上
有
二
硬

鬚
、
腮
下
有
長
鬛
如
麥
芒
、
腹
下
有
硬
角
刺
、
快
利
若

刀
、
腹
後
近
尾
有
短
鬛
、
肉
中
多
細
刺
、
煎
炙
或
作
鮓

食
皆
美
、
烹
煮
不
如
。
蓋
此
魚
飲
而
不
食
鱣
鮪
、
食
而

不
飲
。

△
按
、（
魚
＋
齊
）、
生
江
海
中
、
然
言
生
於
江
湖
者
、

非
也
。
八
、
九
月
與
鰯
同
時
盛
出
、
泉
州
播
州
特
多
、

其
大
者
三
、
四
尺
、
小
者
一
、
二
尺
、
似
海
鰻
而
薄
扁
、

青
色
上
帯
白
、
如
塗
雲
母
、
是
乃
脂
也
。
甞
無
鱗
、
然

言
有
細
鱗
者
、
非
也
。
其
眼
圓
大
而
吻
腮
及
臍
下
硬
鬛
、

皆
如
本
草
之
説
、
刮
去
白
脂
而
可
熬
可
炙
、
其
肉
白
脆
、

味
美
也
。
小
骨
横
于
脊
如
箆
櫛
。
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